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序

第二東名高速道路は、現在の東名高速道路の混雑緩和のために計画された道路で、

現在の東ん高速道路の北側に並行して建設されています。

的場古):Q市:と的場遺跡の発掘調査は、この道路の建設に先立って、平成11年度から

平成22年度にかけて実施したものです。

調査では、平安時代の住屑跡や6世紀末から 7世紀前半にかけて作られた古墳、縄

文時代の炉跡、旧石器時代の石器製作跡などを検出しました。

中でも数回にわたる追葬があった古墳と、その古墳から出土した「鉄鐸」と呼ばれ

る遺物は、静岡県で初めて出土したもので、大変貴重な資料です。

縄文時代から旧石器時代にかけての調査でも、多量の縄文土器や石器が出土し、雄

大なJ駿河湾を望む日当たりの良い的場遺跡が、旧石器時代以来の重要な居住地であっ

たことがうかがわれました。

この調査を通じてお世話になった中日本高速道路株式会社、静岡県教育委員会、沼

津市教育委員会、そして、堀地作業と整組作業に精を出してくださった皆様に、心よ

りお礼を申し上げます。

平成22年9月

財団ぞー一司県埋A 化財調査研究所

所長石田



イ列 仁ゴ

I 本書は静岡県沼津市根古屋939-2他にある的場古墳群及び的場遺跡(第二東名NO.26地点)の調査報

告書である。

2 調査は、 第二東名高速道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査として、日本道路公団(現中日本高

速道路株式会社)静岡県建設局の委託を受け、静岡県教育委員会文化課(現文化財保護課)の指導の

もと、沼津市教育委員会の協力を得て、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が実施した。

3 的場遺跡、の確認調査 ・本調査及び資料整理の期間は以下のとおりである。

確認調査平成11年7月-----8月、 平成11年10月-----11月

本調査 平成11年5月~平成12年3月、平成12年4月-----9月、 平成12年9月~平成13年3月、平成13

年8月~平成14年 l月、平成15年10月~平成16年3月 平成19年12月~平成20年 l月

資料整理・本報告書作成平成19年 l月~平成22年7月

4 本遺跡の調査担当は下記のとお りである。

平成11年度(確認調査、本調査)

所長斎藤忠副所長山下晃総務部長

総務係長田中雅代 会計係長大石真二

伊藤友雄 総務課長 杉木敏雄 経理専門員 稲葉保幸

調査研究部長佐藤達雄調査研究部次長兼資料課長

調査担当前嶋秀張岩崎しのぶ小林靖彦

佐野五十三 調査研究一課長 及川司

平成12年度(本調査)

所長斎藤忠副所長山下晃総務部長

総務係長田中雅代会計係長大橋薫

伊藤友雄 総務課長 杉木敏雄

調査研究部長佐藤達雄調査研究部次長兼調査研究一課長

調査担当前嶋秀張岩崎しのぶ

平成13年度(本調査)

及川司

所長斎藤忠副所長山下晃総務部長

総務係長 山本広子会計係長 大橋薫

粂田徳幸 総務課長 本杉昭一

調査研究部長佐藤達雄調査研究部次長兼調査研究一課長

調査担当前嶋秀張 岩崎しのぶ

平成15年度(本調査)

及川司

経理専門員 稲葉保幸

経理専門員 稲葉保幸

所長斎藤忠副所長飯田英夫総務部長粂田徳幸総務部次長兼総務課長

経理専門員 稲葉保幸 総務係長 山本広子会計係長 野島尚紀

鎌田英巳

調査研究部長 山本昇平 調査研究部次長兼調査研究一課長 中嶋郁夫

調査担当前嶋秀張 笹原芳郎

平成18年度 (資料整理)

所長斎藤忠 総務部長

会計係長 杉山手口枝

平松公夫 総務部次長兼総務課長 鈴木大二郎 総務係長 芦川美奈子

調査研究部長石川素久

調査担当富 樫孝志

調査研究部次長兼調査課長

平成19年度 (現地調査、資料整理)

及川司

所長斎藤忠 事務局 長 清水哲事務局次長兼総務課長 大場正夫 総務係長 芦川美奈子



会計係長杉山和枝

事務局次長兼調査課長及川司東部調査二係長笹原千賀子

調査担当 木崎道昭(現地調査) 富樫孝志 (整理作業)

平成20年度 (資料整理)

所長 清水哲 次長兼総務課長 大場正夫 総務係長 山内小百合会計係長 杉山手口枝

次長兼調査課長及川司次長兼事業係長 稲葉保幸東部総括係長 中鉢賢治

東部調査係長 笹原千賀子

調査担当 富樫孝志

平成21年度(資料整理)

所長天野忍 次長兼総務課長松村亨総務係長山内小百合会計係長杉山和枝

次長兼調査課長及川司次長兼事業係長稲葉保幸次長兼東部総括係長中鉢賢治東部調査係

長笹原千賀子

調査担当 富樫孝志

平成22年 度(資料整理)

所長石田彰次長兼総務課長松村亨専門監兼事業係長稲葉保幸 総務係長瀧みやこ

会計係長杉山和枝調査課長 中鉢賢治調査第一係長 勝又直人調査第二係長 岩本貴

調査担当富樫孝志

5 本書は、特記のない限り富樫が執筆した。

6 黒曜石の原産地推定は、独立行政法人沼津工業高等専門学校教授 望月明彦氏に依頼した。

7 炭化物の年代測定は、パリノ・サ←ヴェイ株式会社と株式会社加速器分析研究所に依頼した。

8 発掘調査及び整理作業では、下記の方々に指導、助言をいただ、いた。

現地調査方法等稲田孝司

縄文土器の分類池谷信之

また、 F記の方々にも指導、助言をいただいた。

伊藤通玄小崎晋柴田稔鈴木ー有松井一明(五十音順、 敬称略)

9 発掘調査の資料は、すべて静岡県教育委員会が保管している。

10 本書の編集は、 静岡県埋蔵文化財ー調査研究所が行った。



凡例

1 現地調奇は、 2002年4月の世界測地系への移行以前tこ行ったため、それ以降に行った調査を含めて

日本測地系による平面直角座標系四系のた28300，0、Y=-94550.0を起点として設定しである。

2 公開作業の過料で、潰構造号を付け直してあるため、 卜‘記にki口、血福番ロ河照需を示す。

3 編集の都合上、下記のものは付属CDに所収した。

・遺惜別遺物組成表 ・5tWlI黒色帯で、の年代測定と樹種同定

・炭化物年代測定結呆 ・黒曜石の産地純忠 ・漬物台 11辰

祈旧遺構益号対A4喪

IIH遺構吾副 新jE情コ号 i[日誌王子 所遺構番号 1 ilU遺間三寸 新遺構番号

FC01 遺物集中域 l RG16 ノミ石12 RG45 集石39

FC02 遺物集中域2 RG17 石3 RG46 集石19

FC03 土坑21 RG18 出石10 RG47 土坑34

FPOl 焼土土坑5 RG19 石15 RG48 土坑35

FP02 焼土二↑:坑 l RG20 集石16 SB01 竪穴住肘跡 l

FP03 焼J.土坑3 1:ZG21 集石34 SB03 竪穴住居跡2

FP04 焼二!:土坑4 RG22 集石7 SG02 磁群10

FP05 焼土土坑2 RG23 集七4 SG03 磯群11

FPIO 焼土土坑6 RG24 焦石5 SG04 2、ブロック l

ドPl1 焼土土坑l() RG25 集石2 SG05 記群13、フやロック10

FP12 焼 1:土坑11 RG26 集石14 SG06 ブロック12

FP13 焼土土坑9 RG27 集石 8 SG07 ブロ、yク15

FP14 焼土土坑8 RG28 集石29 SG08 ブロック18

FPE) 焼土土UL7 RG20 集~19 SG09 ック16

RC /三石23 RG30 集" 1 SGll ロック17

RG02 集石25 HG31 集石32 SG12 ブロック19

RG03 集石24 HG32 集;行33 SG13 ブロック20

RG04 集石40 RG33 集b31 SG14 ブロック 8

RG05 集石41 RG34 集石 l SG15 ブロック 9

RG06 集石42 RG35 集u13 SG16 り群28、ブロック13

RG07 集石17 RG36 集u30 SG17 プロック14

RG08 集石20 lミG37 石6 SP032 土坑27

RG09 万三円21 RG38 吟群3 SP033 土坑28

RG10 集石26 HG40 石35 SP034 士抗29

EG 11 !fl石43 RG41 集石37 SP035 土坑30

rZG12 集石22 RG42 集石38 SP036 土坑31

RG13 集石18 RG43 集石36 SP037 土坑33

RG15 土坑26 I RG44 集記44 SP039 土坑32



旧遺構番号 新遺構番号 旧遺構番号 | 新遺構番号 旧遺構番号 新遺構番号

SP063 土坑2 SP122 土坑17 SS28 磯群36
SP064 土坑9 SP123 土坑18 SS29 際群33
SP065 土坑13 SSOl 礁群 l SS30 磯群34
SP066 土坑3 SS02 磯群12 SS31 磁群35
SP067 集石27 SS03 機群25 SS32 磯群31
SP068 土坑4 SS04 磯群19 SS33 機群30
SP069 集石28 SS05 磯群20 SS34 機群32
SP070 土坑5 SS06 磯群18、プロック11 SS35 磯群29
SP072 土坑22 SS07 磯群16 SS36 磯群39
SP074 土坑6 SS08 磯群14 SS37 欠番

SP075 土坑23 SS09 磯群26 SS38 機群38
SP076 土坑24 SS10 磯群15 SX01 l号墳

SP079 土坑11 SSl1 磯群21 SX02 2号墳

SP080 土坑8 SS12 磯群22 SX03， SP078 土坑 l
SP081 土坑25 SS13 磯群23 SX04 3号墳

SP083 土坑10 SS14 磯群17 SX05 4号墳

SP084 土坑36 SS15 磯群24 TA01 竪穴住居跡3
SP085 土坑37 SS16 磯群40 なし 焼土土坑12
SP086 土坑38 SS17 磯群27 なし 焼土土坑13
SP089 土坑7 SS18 醗群6 なし 焼土土坑14
SP096 土坑12 SS19 磯群4 なし ブロッ ク2
SP099 土坑40 SS20 際群29 なし ブロッ ク3
SP100 土坑41 SS21 土坑39 なし ブロック 4
SP101 土坑42 SS22 磯群7 なし ブロッ ク5
SP110 土坑14 SS23 機群9 なし ブロッ ク6
SPll1 土坑19 SS24 磯群8 なし プロック 7
SPl12 土坑20 SS25 磯群5 なし 遺物分布域 l
SP120 土坑15 SS26 欠番 なし 遺物分布域2
SP121 |土坑16 SS27 磯群37 lなし 遺物分布域3



本書で用いる石材の略号は ド記のとおりである。

和名 英名 略号 和名 英名 略号

璃瑠 agate Ag 藷翠 jade Jd 

琉泊 amber Am 火山磯凝灰岩 lapilli tuff LT 

安山岩 andesite An 泥岩 madstone 恥1S

輝石安山岩 pyroxene andesite An(Py) 砂岩(中粒) medium-grained sandstone MSS 

玄武岩 basalt Ba 黒曜石 obsidian Ob 

チャート chert Ch 石英 quartz Qz 

玉髄 chalcedony Cha 水晶 rock crystal RC 

磯岩 conglomerate Co 流紋岩 rhyolite Rh 

結晶片岩 crystalline schist CSc 赤玉石(碧玉) red jasper RJa 

砂岩(粗粒) corse-grained sandstone CSS 頁岩(ケツガン) shale Sh 

閃緑岩 diorite Di シルト岩 siltstone Si 

輝緑岩 diabase Dia 粘板岩 slate Sl 

砂岩(細粒) fine-grained sandstone FSS 砂岩 sandstone SS 

ガラス質黒色安山岩 glassy black andesite GAn 珪質頁岩 siliceous shale SSh 

細磯岩 gra日uleconglomerate GCo 珪質粘板岩 siliceous slate SSl 

花闘岩 granite Gr 凝灰岩 tuff Tu 

ホルンフェルス hornfels Hor 玄武岩(多孔質) vesicular basalt VBa 

碧玉 Jasper Ja 

本書で用いる黒曜石原産地の略号は下記のとおりである(望月明彦氏による)。

産地 略号

諏訪 星ヶ台群 SWHD 

鷹山群 WDTY 

小深沢群 WDKB 

土屋橋北群 WDTK 
和田 (WD)

土屋橋西群 WDTN 

長野県 土屋橋南群 WDTM 

芙蓉ライト群 WDHY 

和田 (WO)
ブドウ沢群 WOBD 

高松沢群 日TOTM

冷山群 TSTY 
萎科

双子山群 TSHG 

静岡県 天城 柏峠群 AGKT 

芦ノ湯群 HNAY 

畑宿群 HNHJ 
神奈川県 箱根

黒岩橋群 HNIくI

鍛冶屋群 HNKJ 

恩馳島群 KZOB 
東京都 神津島

砂糠崎群 KZSN 
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第 l章 調査の概要

第 l節 第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

昭和62年 東名 ・名神高速道路の混雑緩和の対策として、道路審議会において、 第三東名、第三名神

高速道路の建設が建議された。

平成元年 第四次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道建設法の一部改正等を経て、

第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において、神奈川県横浜市から愛知県東海市に至る第二東名高

速道路(以下、第二東名)が計画された。この基本計画策定を受けて静岡県は、平成元年12月、 第二東

名建設推進庁内連絡会議を設置し、 静岡県教育委員会文化課(以下、文化課) もこの協議に参加した。

平成3年 第二東名の基本計画について、 文化財を含む環境調査等が行われ、他の公共事業や地域開

発計画との調整を図り、 9月24日、静岡県の長泉町から引佐町 (現浜松市、以下同じ) に至る都市計画

の決定が告示された。

平成4年 環境調査と並行して、埋蔵文化財の分布状況も把握された。 第二東名建設に係る調査の指

示を受けた日本道路公団(現中日本高速道路株式会社、以下同じ)は、2月17日付けで文化庁にこれを

通知するとともに、 5月11日付けで、日本道路公団東京第一建設局長(以下、建設局長)から静岡県教

育委員会教育長宛て(以 下、県教育長)に、 第二東名建設予定地内の埋蔵文化財の分布調査が依頼され

た。また、8月27日付けで日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所長(以下、 事務所長)から県教

育長宛てに、「第二東海自動車道の埋蔵文化財‘包蔵地の所在の有無について」が照会された。これを受

けて県教育委員会は、 9月29日に関係市町村教育委員会の関係者を集めて、 第二東名路線内の埋蔵文化

財踏査連絡会を設けるとともに、第二東名路線内における埋蔵文化財の所在について、当該市町教育委

員会に照会し、 当該教育委員会から回答を得た。

平成5年 県教育委員会はこの回答をもとに協議を行い、結果を3月18日付けで、県教育長から事務

所長宛てに回答した。この時点で、調査対象箇所は136箇所、 調査対象面積は1，453，518mとなっている。

その後、 長泉町~引佐町聞については、 11月19日付けで日本道路公団に施工命令が出された。これに

伴い、日本道路公団東京第一建設局及び静岡県土木部高速道路建設課、文化課で、埋蔵文化財調査の進

め方を協議した。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い等について検討するとと もに発掘調査の

実施については日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 (以下、当財団)に委託すること

が確認された。 しかし、短期間に膨大な調査を行う ための体制作り が課題となった。

平成6年 文化課が調査対象箇所の状況を調査する とと もに、前年度に告示されたパーキング、エリア、

サービスエリ ア建設予定地内の踏査を、当該市町教育委員会に依頼。その結果、調査対象地は133箇所、

調査対象総面積は1，286， 759mとなった。

平成7年 日本道路公団静岡建設所と文化課による 「第二東名関連埋蔵文化財連絡調整会議」が設置

され、 12月13日に第 l回会議が行われた。

平成8年 第二東名に係る埋蔵文化財調査に向けて、建設局と県教育委員会は、9月24日付けで、埋蔵

文化財の取り扱いに関する確認書を締結した。さらに調査実施機関である当財団を加えた三者は、9月

25日付けで第三東名に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について定めた協定書を締結し、年度内に調査を

始めること となった。そして、掛川市、浜北市 (現浜松市)で確認調査を始めた。

平成9年 本格的に発掘調査を開始した。これ以降、原則と して第二東名の本線、サービスエリ ア、

ノTーキングエリ ア、 廃土処分場については、当財団が調査を実施、工事用道路、取り付け道路部分につ

いては、当該市町教育委員会が対応する ことと し、現在に至っている。



第2節 発掘調査の方法と経過

(1)発掘調査の方法

遺跡の測量や遺物の出土位置の特定などのため、半面直角座標系VIlI系のx=-93700、Y=33960を原

点として調査区全体に10m四方の方眼を設定した。そして、 Y軸に対して南から北に向かつてアルファ

ベット、 X軸に対して西から東ヘアラビア数字によって記号をつけた。10m四方のグリ ッドの名称は、

南西隅の記号をとり、 R31区、 W36区のように呼ぶこととした。

遺構の測量や遺物の出土位置は、株式会社トプコンのトータルステーションGTS -700を使用して、

国家座標により記録し、そのデータは株式会社シン技術コンサルの「遺跡管理システム」にて管理した。

(2 )現地調査

第二東名高速道路の工事工程に合わせて調査するため、第 l図のよ うに調査区を設定し、中日本高速

道路との協議を経て、調査区ごとに確認調査と本調査を実施した。以下、年度ごとに調査の経過を記す。

平成11年度 (l区、 2区、3区一 l、4区と 8区の縄文時代までを調査)

石組の琶を持つ平安時代の竪穴住居跡を l軒検出した。 電は、焚口から煙道にかけて、 石を二列に配

置し、その上に天井石を乗せて作つである。竃に使われたと思われる礁は、住居跡の床面からも多数出

土したことから、住居廃絶に伴って琶を破壊する行為があったと思われる。また、この住居跡の床由‘か

ら炭化物や焼け土が出土したことから焼失した可能性も考えられた。

2号墳と3号墳を調査した。2号墳は、有段無袖式の横穴式石室を持つ古墳で、後世の撹乱によって

上部を破壊され、根石と磯床が残っていただけであったが、 磯床上面で鉄錬が出土した。

3号墳は、有段無袖式の横穴式石室を持つ古墳で、床面付近が良好に残っており、 6世紀後半-----7世

紀前半の須恵器、各種玉類、大万、鉄鍛など、 多くの副葬品が出土した。また、副葬品の位置や離床を

作り直した状況、閉塞石を積み直した状況などから、5回以上の追葬を想定できた。さらに、 3号墳の

墓道に接して検出した土坑からは、 3号墳と同時期の須恵器がまとまって出土したことから、 3号墳の

墓前祭租を行った土坑の可能性が考えられた。

縄文時代の調査では、住居跡と集石を検出した。住居跡は2基検出し、 l基は床面に炉を作ってあっ

た。もう l基は崩れた方形で、検出できた掘り込みも浅く、住居跡かどうか苦慮したが、住居跡の可能

性がある遺構として記録した。 遺物では、早期~中期の土器群や石鍛、打製石斧などが出土した。

平成12年度 (3区 2、5区、 10区'"'-'12区、 4区と8区の旧石器時代を調査)

l号墳と 4号墳を調査した。 1号墳は、調査当初から大きな撹乱を受けていることが予想でき、調査

でも予想通り、周溝と主体部の痕跡しか検出できなかったが、直径6'""-'7mの円墳で、あると考えられた。

4号墳は、有段無袖式の横穴式石室で、根石と床面が残っていた。陳床から土師器の杯や大万、鉄鍛、

耳環、玉類が出土した。古墳の築造は 6世紀後半から 7世紀初頭と考えられた。

縄文時代の調査では、尾根上の平坦部で集石群を検出した。また、早期末の沈線文土器と楕円文土器

が入れ子状になって出土した。系統の異なる土器の並行関係を考える上で興味深い事例である。

旧石器時代の調査では、尾根上の平坦部の休場層、第 I黒色帯、第III黒色帯、 第V黒色帯からブロ ッ

クと礁群を検出した。第V黒色帯では、近接して複数のブロックが出土し、接合作業によるフゃロッ ク聞

の関係の解明に期待がもたれた。一方で、、静岡県で発見が相次いで、いる旧石器時代の落とし穴状の土坑

の検出を期待したが、今回の調査区内では存在しなかった。

平成13年度 (14区調査)

第四黒色帯から磯器と剥片が l点ず、つ出土した。 後期旧石器時代の初頭に当たると考えられ、貴重な

資料である。 この層から、炭化物を採集できたため、放射性年代測定を依頼した。
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平成15年度(15区調査)

調査面積は狭かったが、第四黒色帯で配石のような礁が分布しているのを確認した。本来、 磯が含ま

れる地層ではないため、人間が持ち込んだ可能性がある。

平成19年度 (16区調査)

狭い調査区で、大きな撹乱を受けていたが、 第四黒色帯~中部ローム層が残っている ことが予想され、

後期旧石器時代初頭の石器群の出土を期待したが、遺物は出土しなかった。

なお、 6区、 7区、 9区、 13区については、 事前に調査区を設定し、その後に確認調査を行ったが、

遺跡が存在しないことがわかったため、本調査を実施していない。

(3 )資料整理、報告書作成

平成19年 l月~平成22年3月までー袋井整理事務所で行った。

古墳時代の整理作業

l号墳'"'-'4号墳の整理作業を行った。このうち 3号墳は、横穴式石室の床面が良好に残っており、 須

恵器、大刀、 鉄餓、玉類など、多くの副葬品が出土したため、鉄製品の保存処理と並行 して実測、詳細

な遺物の分布図を作製した。複数回の追葬があることは確実であったため、遺物の出土状況や出土位置、

遺物群の分類と組み合わせなどを詳細に検討し、埋葬回数とその時期の特定に重点を置いた。現地では、

古墳の調査所見を詳細に記録しであり、整理作業ではおおいに有効で、あった。

縄文時代の整理作業

炉跡や集石、土坑が多く 検出されたため、それらの図面を作成した。包含層からは縄文早期~中期の

土器がまとまって出土したため、その接合と復元、実測を行った。中でも複雑な文様を持つ中期の曽利

I式は圧巻であった。前期末の十三菩提式土器は、文様のバリエーションが多く、 良好な一括資料にな

ると思われる。また、十三菩提式土器と大歳山式土器の折衷土器も確認でき、両型式の密接な関係をう

かがうことができた。

縄文時代の石器では、尖頭器と石鍬、打製石斧が多く 見られ、 その実測に重点を置いた。休場層より

も上に堆積した富士黒土層や栗色土層などからは、縄文時代の遺物と ともに、旧石器時代の遺物も出土

するため、器種によっては、縄文時代の石器と旧石器時代の石器の分離ができないものがあった。 今回

の整理作業では、休場層よりも上の層から出土した石器のうち、ナイフ形石器と細石器以外の石器は縄

文時代に帰属させた。

旧石器時代の整理作業

文化層の設定に重点を置いた。特に休場層の上層、中層、下層での文化層の設定と、ナイフ形石器文

化期の遺物と細石器文化期の遺物の分離の検討には時間を要した。休場層上層と下層が別の文化層にな

るこ とは、想定できたが、 休場層中層を独立した文化層にするのか、上層、あるいは下層 と同じ文化層

に含めるのかは判断に苦しんだ。

休場層よりも下の層は、遺物の分布と出土層が明瞭であったため、文化層の設定も容易であった。

第V黒色帯では、原石.を持ち込んで

個体別資料の分類については、黒曜石は、同一原産地での個体別分類は不可能であった。黒曜石とと

もに主要石材を占めるホルンフェルスは、風化が進んでいる上に、特に風化が進んでいる石器は、表面

の剥落を防ぐために、現地で強化処理をした。強化処理をした石器は、薬剤の浸透によ って茶色に変色

するため、個体別分類は不可能になった。実際に接合作業をやってみると、強化処理をしていない白く

風化したホルンフェルスと、強化処理によって茶色になったホルンフェルスは相次いで、接合した。この

ため、ホルンフェルスの個体別分類は断念した。

4 



第2章 遺 跡 の 概 要

第 l節地理的環境

愛鷹山 (標高1，504m)は、富士山の南側にある山で、 40年前から10万年前まで活動していた成層火

山である。愛鷹山麓の南東側に広がるなだらかな丘陵地は、この火山活動によって形成された。また、

この火山活動でできたデイサイトは、台石や石皿、石斧などの石器の材料として使われた。

愛鷹山が火山活動を終えた後、8万年前、今の富士山の前身である古富士が火山活動を始めた。この

噴火は激しいもので、 多量の火山灰を噴出しながら、現在の富士山へと成長した。この火山灰は、 偏西

風で西に運ばれ、関東ローム層形成の一因にもなったが、火山灰は主に西に運ばれたため、愛鷹山山麓

に積もった火山灰の厚さは4m程度で、ある。

愛鷹山簡に積もった火山灰は、ロームイじして愛鷹ローム層と呼ばれている。この中で上部のローム層

に遺跡が残っている。このローム層は、 腐植質土壌の黒色帯と、 激しい噴火で短時間に堆積したスコリ

ア層が交互に堆積している。

この愛鷹ローム層が堆積した愛鷹山麓は、いくつもの川が南北方向に谷を刻み、 谷に挟まれた丘陵地

は、眺望が開けた良好な居住地で、丘陵地上には旧石器時代以降の多 くの遺跡がある。

的場古墳群、的場遺跡は、上記のような開析谷に挟まれた緩斜面上にあり、北に富士山、南に駿河湾

を望む雄大な光景が広がっている。地形の詳細を第2図に示す。第二東名高速道路の工事範囲内で、遺

跡がある範囲には、それぞれ番号が付けられており、的場古墳群、的場遺跡は、その中で i26地点」と

呼ばれる場所である。西側には深い谷があり、その谷を挟んで西側の丘陵上、 27地点 と呼ばれる所に

淵ヶ沢遺跡がある。東側には浅い谷があり、その谷をはさんで東側の25地点に秋葉林遺跡がある。

的場古墳群、 的場遺跡がある丘陵は、昭和40年代の農業基盤整備事業により大きく削平し、起伏の少

ない茶畑になっている。

26!也点

第2図周辺地形図
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23 赤野遺跡(弥生)
24 内山遺跡

25 秋葉林遺跡 (旧石器~縄文、古横~平安)
26 的場古墳群、 的場遺跡(旧石器~縄文、古境~平安)
27 ;弾|ケ沢遺跡(旧石器~中世)
28 鎌沢遺跡 (旧石器~縄文)
29 銭神遺跡 (旧石器~縄文)
30 玄荷沢遺跡 (旧石器~縄文)
31 藤ボサ遺跡 (旧石器~縄文)
32 藤ボサ遺跡(旧石器~縄文、古墳)

第3図周辺遺跡分布図
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第2節歴史的環境

周辺での遺跡分布を第3図に示す。沼津市の元野遺跡では、 第二東名建設に伴う調査で、愛鷹ローム

層の第四黒色帯から石器が出土した。放射性炭素年代測定で'¥ 3万年を越える年代値が出ている層から

石器が出土したことで、日本最古級の石器として話題になった。その後、第二東名建設に伴って調査し

たNO.25地点、 NO.27地点、東細尾遺跡、富士石遺跡、 梅ノ木沢遺跡、向田A遺跡、そ して、今回報告する

的場遺跡でも第四黒色帯から遺物が出土し、日本最古級の石器群として貴重な資料が蓄積された。

愛鷹山の南東側山麓は、東にある箱根山麓と並んで、旧石器時代の落とし穴が集中する地域でもある。

これらはいずれも愛鷹ローム層の第田黒色帯に掘り こまれたもので、硬いスコリア層を掘り抜いて作ら

れている。 1986年、三島市の初音ヶ原B遺跡で60基もの士坑が並んで発見されて以降、愛鷹山麓と箱根

西麓では、当然のようにこうした土坑の発見が相次いだ。

第二東名建設に伴う調査でも、 NO.27地点、 NO.28地点、東細尾遺跡、 富士石遺跡、 東野遺跡、 塚松遺跡、

向田A遺跡などで土坑が発見されているが、今回報告する的場遺跡では発見されなかった。

ニセローム層と呼ばれる層には、 2万5千年前の姶良丹沢火山灰が含まれ、他の地域との年代比較の

材料になっている。その上層に堆積している黒色帯や休場層には非常に多くの遺跡が残されている。

縄文時代に入っても愛鷹山南東山簡には多くの遺跡が分布する。縄文時代草創期~前期は遺跡の多い

時期で、沼津市の葛原沢W遺跡では、縄文時代草創期の押圧縄文土器を伴う竪穴住居跡が発見されてお

り、縄文時代に入って間もなく定住に近い生活が始まったことがうかがえる。 また、 清水柳北遺跡では、

縄文時代草創期の良好な石器ブロックが発見されている。

縄文時代早期になると遺跡数が急増する。尾上イラウネ遺跡や清水柳北遺跡などで、この時期の良好

な集落が発見されている。また、早期前半になると、この地域独特の土器型式が見られるようになる。

iJ駿豆撚糸文系土器」はその代表である。

早期後半になると、清水柳E類、元野式といった独自の土器型式が見られると同時に、木島式のよう

に東海系の土器が下地となって、この地域で独自に発達した型式や、南関東や長野県の土器が下地とな

って発達した型式が見られるようになり、この地域が各方面の文化の交流地になっていたことがわかる。

この時期、集落を外れた地域には、落とし穴が多く作られた。沼津市の植出遺跡や拓南東遺跡では、

丘陵上や尾根上に列をな した落とし穴が発見されている。 多く の落と し穴には、 そこに逆茂木を刺した

と思われる小さな穴が複数掘られていた。

このような縄文時代集落の盛行は縄文時代前期前葉までは続 くが、その後は徐々に遺跡数が減弘 前

期末には無人の地になってしまったかのように遺跡が見られなく なる。長野県や関東地方で縄文時代中

期以降、 遺跡数や規模が増大する傾向と対照的である。

次に愛鷹山麓に遺跡が見られるようになるのは、弥生時代後期以降である。 沼津市の植出遺跡では、

弥生時代後期の大規模な集落が発見されている。ここでは、 竪穴住居跡が301軒、掘立柱建物跡54棟の

他に方形周溝墓などが発見された。また、尾上III橋西遺跡や清水相¥l北遺跡では、 弥生時代後期の大規模

な墳丘墓が発見されている。

古墳時代前期の遺跡は見られないが、 後期になると、 6世紀初頭の長塚古墳や、年代は明らかでない

が、長塚古墳に先行する とも考えられる子ノ神古墳といった前方後円墳が出現する。

その後、6世紀後半から 7世紀初頭になると、群集墳が作られるようになり、古墳の数は激増する。

清水柳2号墳や虎杖原古墳などが築かれる。荒久城山古墳からは金銅製の馬具が出土しており、二ツ塚

古墳からは単鳳環頭大万が出土している。今回報告する的場古墳群もこの一例である。

参考文献 『沼津市史 通史編原始・古代・中世』沼津市 2005年
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第 3節 層位と文化層の設定

( 1 )層位

的i一、ー跡での層位を一 図と第5図に示す。愛[二二二の標準的な層位であるが、第4閣のD、F地点

やd 国のM地点では、ノくの部分が削平を受けている。また、知 5図の J地点で、は、流れ込みによる

再ー/>も見られる。

(2 )文化層の設定

休場j目_L_..f目 I f目、休場層下層~第 Iスコリア帯

休場層上層、休場層中層、休場層下層、その下の第O黒色帯に何枚の文化層があるのか検討した。ま

ず、休場層中層の扱いをい討した。この時に重 1になるのが接合関係であるが、休F守中層から出土し

た遺物は、休場層上層、休場層下層の両方の遺 lと、どちらが多いということもな、 J合しているため、

接合関係からは判断できなかった。

次に政群の出土レベルを検討したところ、休}層下層から出土したし群の多くは、出土レベルが一定

しており、まとまった一群になることから、休イ層下層と休場層中層を別の文化信と考えた。

休場層中層と休場層上層との分離については、間群の出土レベルの他に、ナイフ形石器の形態も含め

て検討したが、分離できなかったため、休場層中 と上層を同じ文化層として扱うことにした。

休場層上層で常に問題になるのが、ナイフ形石"，，'と細石器の分離であるが、分布が重なるうえに、両

者とも同じ産地の黒曜石を使っていることなどから、分1'1できなかった。

次に、休場層下層~第 Iスコリア帯を分団できるか検討した。休場層下層~仁O黒色帝では遺物の分

布が重なり、同一遺構でも遺物の分布が両層にまたがるものが多かったため、休場層下層~第O黒色;w:

は同一文化層と考えた。 5区と 11区では、この下に堆積している第 Iスコリア帯から、少数の石器が出

土しているが、分布が休場層下層~第O黒色帯と重なるため、休場層下Js"-'第 Iスコリア帯で Iつの文

化層にした。

第 I黒色帯~ニセローム層

第 I黒色帯~ニセロ」ム層の遺物は、 5区で集中して出土した。上下の層からは遺物がほとんど出土

していないため、第 I黒色帯~ニセロ」ム層を lつの文化層とした。

第II黒色帯

13区内の確認調査で、遺物が散在している状況が一一 句、 "，の調査では、周囲からは遺物は

出土せず、上下の層にも遺物が認められなかったため、遺物は少ないながらも単独の文化層にした。

第皿黒色帯

ほとんどの遺物が11区から出土している。上下の層からは」附州山ム)、いソ y 、J_A [-.1 V "--リ F日内に

収まるため、 lつの文化層にした。

第V黒色帯

3区の寵半で遺物が集中して出土した場所がある。 ヒドの層からはほとんど遺物は出土しておらず、

接合関係も層内に収まるため、単独の文化層にした。

第四黒色帯

14区の一部で石器が2点出土しただけであるが、上層からは遺物が出土していないため、単独の文化

閣と考えた。

なお、以上の他に、中部ローム層から離が数点出土している。石器と考えられるものはないが、本来、

鳴が含まれている層ではなく、人聞が持ち込んだ可能性が考えられる。文化層は設定しないが、今後の

課題として残しておく。
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第4図土層図 1
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第3章平安時代の調査

平安時代の遺構は、 第6図に示すように、 2区で竪穴住居跡を l軒検出した。周囲に比べてやや窪ん

だ場所である。周囲に同時代の遺構はなく、孤立した存在である。

(1)竪穴住居跡 l

一辺3m程の方形の竪穴住居で、ある。 平面図と断面図、及び完掘状況を第7図に示す。四隅には柱穴

が明瞭に残っており、壁際には排水用と思われる溝も検出できた。排水用と思われる溝は、住居跡の北

西側で切れている。この部分はちょうど誼の反対側であり、ここに住居の出入り口があったと思われる。

平面図左下の柱穴は、柱穴の建て替えがあったら しく、 2つの柱穴が切り合って検出できた。

住居の南東隅には、第8図に示す石組の竃が残っていた。上り窯のような構造になっており、 構築過

程は下記のとおりである。

l 焚口 と煙道を掘る。煙道は3段の階段状に掘る。

2 焚口を煙道の側壁に沿って板状の礁を並べ、竃の壁を作る。

3 板状の礁の上に、同じく板状の礁を渡し、天井を作る。

焚口には焼土が固まっている上に、篭の周縁部や竃を作っている磯も焼けていることから、日常的に

むを使っていたことがうかがえる。焚口と煙道の境界付近には、分煙柱のような礁が見られるが、これ

は、 竃にかけた土器を支えるための石であろう。

竃内の堆積状況を観察すると、 l層が焚口に堆積した焼士で、 2層と 3層、 7層、8層は、竃内の整

地と壁材の固定を目的に貼った粘土と思われる。 4"-'6層は煙道から流れ込んだ士である。

住居内の床には、竃を中心にして焼土と炭化物が分布していることから、この住居が焼失しているこ

とがうかがえる。そして、焼け土と炭化物の分布から、火元は竃であると考えられる。

住居内に堆積した層のうち、6層は床面に張った粘土で、それより上に堆積した層が、住居廃絶後の

堆積である。床面付近から竃の構築材と思われる礁が多数出土したが、残っている也を見る限り、竃が

破壊されているようには見えない。電を作り直すための礁、あるいは作り直した後の礁と考えた方が良

さそうである。床面で採集した炭化物から、測定値で1，240土30yrB.P.の年代が得られている。

出土遺物を第8図に示す。 1は、灰粕陶器の椀である。口縁部付近に紬がかかってお り、口縁部はや

や外反している。底部には糸切り痕がわずかに残る。高台は、底部に粘土板を張り付け、底を厚くして

から高台を付けた、付け足し高台である。旗指古窯産で、 時期は10世紀前半と考えられる。

2は土師器の坪である。外面は、口縁部はなでてあるが、胴部は指の押圧によって仕上げてある。こ

れに対して内面は丁寧になでて仕上げてある。また、底部には木の葉の圧痕が残っている。底部には、

胴部の粘土が覆いかぶさるように垂れていることから、この土器を作る際、粘土の円盤で底部を作り、

その上に粘土紐を乗せて胴部を作り、その際、粘土紐を底部の円盤に固着させた様子がうかがえる。

3も土師器の杯である。内外面とも丁寧になでであるが、外面はなでが強く、胴部中ほどには、なで

の境界が大きな稜線になって飛び出している。 底部は不定方向になでて、ほぼ真っ平らに仕上げてある。

器形は、灰柚陶器を模倣しているようである。4は土師器の高杯で、外面は指による押庄の後なでて仕

上げてある。内面は丁寧になでてある。脚部は欠損しているが、欠損部分を観察する と、脚部は外側に

大きく 開いていたようである。5は土師器の杯で、口縁部は残っていない。内外面とも丁寧になでて仕

上げてある。底部は丁寧になでてあ り、平らになっているが、木の葉の圧痕と思われる痕跡がわずかに見

える。実測図の底部外面にある稜線は、底部をなでた時に外側にはみ出した粘土を指でなでた跡である。

2"-'5の時期は、土器そのものからは推定しにくいが、 lの灰柏陶器とともに出土したことから、10

世紀前半と考えて良い。

11 



L_ 

Q
6
0
口
匂
∞

N
I
l
-
-
-

。
。
。
虫
記
1
1
1
1
1
1

o
o
g
B
N
I
l
-
-

o
c
c
h的
国

N
I
l
-
-
i

0

0

0
幻
自
∞

N
1
1
1
1

。。。回目∞叫

0

0

0
守
山
∞

N
I
l
-
-

。。。門出∞
N
i
l
i
-
-

C

C

C
町
田
∞
凶

l
l

94190加

94200. 00 

-94210.00 

-94220.0C 

一一一一 94230. 00 

一一一一一942fl.O.OO

94250.00 

A L-一一

AK  

AJ  

A H一一

AI 

J え¥

AG-

AF 

AE  

1-94260 

ρ
り

司

L

I
l
l
1
a
4伽

I
l
l
1
1
n
/町

ADi 

一十
(1 : 700) 

平安時代遺構分布図

12 

。

第6図



A H-25ヵ、らv
東へ5m 一、
X =-94220. 0 
Y = 28545.0 

/ 

国 i

138. 10m旦 D'
4 5 S 4 

長三三碧~

\ J一一一~f;;

138. 10mL 

1~ ノf

完掘状況

AHー 25から〉ぐ
東へ5m
X = -94220.0 
Y = 28545.0 

三 g

ミ|
寸

E

一
ω 

の

寸

引
E
O

叫
E
O

叫
E
O

C口

"" 
。。。っ00 

"" 

仁コ 焼土

-灰

F' 

黒褐色土 約 2~ 3mm大の糧色スコ リアを少し含む。細
かく、よく 締まっている。
黒褐色土 1 層より薄い色調。 およそ 2~3mm大の櫨色
スコリアを少し含む。炭化物粒を少し含む。細かく、 よく
締まっている。

3層暗褐色土 約 2~ 3mm大の権色スコリアを多く含む。炭
化物粒を少し含む。 1 層~2層より粗い。

4層暗褐色土 約 2~3mm大のスコ リアを少し含む。炭化物
粒を少し含む。 組く、締まっていない。

5層 6層と赤樺色焼土の混合土 床面を覆う焼土か。焼土粒
を多く含む。炭化物粒を多く含む。細かく、よく締まって
いる。

6層 暗褐色土と黄褐色土の混合土 約 2~3 111m大の燈色スコ
リアを少し含む。白色パミスを多く 含む。炭化物粒を少し
含む。粗く 、締まっていない。

。 (1 : 80) 5m 

第7図竪穴住居跡 1
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第4章古墳時代の調査

的場古墳群の調査では、 4基の古墳と土坑を l基調査した。土坑は、古墳に隣接しているうえに、隣

接する古墳と 同時期の土器がまとまって出土しており 、古墳との密接な関係をうかがわせる。

(l) 1号墳

検出状況

第9図に示すように、南北に細長く延びた尾根の先端近くの緩斜面上にある。 この古墳のすぐ東側は、

深い谷に向かう急な崖になっている。西側は浅い谷に向かつて緩やかに下っていく 。この古墳がある辺

りは、 檎の植林地であったためか、農業基盤整備事業の対象地ではなく、 旧地形を保っている。

調査前は、檎林となっており、古墳周辺には笹竹が密集していたため、立ち入りが困難で、あった。古

墳の主体部と思われる部分は、浅い窪地のようになっており、 石室に使われたと思われる石が露出して

いたことから、墳丘、主体部ともに相当な撹乱を受けていると予想できた。

表土を除去したところで、周溝が明瞭に検出できたため、古墳の規模は容易に把握できた(第10図)。

また、予想通り大きな撹乱も検出し、墳丘は残っておらず、主体部の残存も絶望的であった。

表土除去後、第10図にトーンで示した範囲で、この古墳の築造前に整地した痕跡を確認することがで

きた。薄いトーンで示した範囲が、表土除去後、富士黒土層が見られず、その下の休場層が露出してい

た範囲である。この部分は、周囲に比べて盛り上がっていることから、富士黒土層と休場層の一部を除

去して、古墳を築造する部分が盛り上がって見えるように地形を改変したと推定される。濃いトーンで

示した部分は、表土除去後、平坦に近くなっていた部分で、古墳築造前に削平した部分と推定される。

周溝

第10図に示したように、 周溝は馬蹄形に近い円形にめぐり、規模は南北約7m、東西約6mで、 石室

の開口部に当たると思われる南側は途切れている。深さは、 80cm"'-'50cmで、断固は逆台形になっている。

周溝の底は、凹凸が顕著に見られる。掘削した時の工具の痕跡かもしれない。

主体部

主体部は4回にわたる撹乱により、破壊されていた。撹乱土の観察から、下記のことがわかる。

最初の撹乱土からは18"'-'19位紀の瀬戸で焼かれた灯明皿が出土したことから、この時期に最初の撹乱

が入ったと思われる。

次の撹乱土には、石室に使われた と思われる礁が入っている。礁は長さ50"'-'70cm、幅40"'-'50cmの分厚

い板状で、横穴式石室の側壁に使われた礁と思われる。このことから、 2回目の撹乱の時に石室が大き

く破壊されたと考えられる。

3回目の撹乱は、主体部想定位置の中央付近に入っている。この撹乱で石室は、床面まで完全に破壊

されたと考えられる。

4回目の撹乱土は、3回目の撹乱土の上に見られる。現代の表土に似た黒色土で、焼け土を多く含ん

でいることから、伐採した木などを燃やした痕跡と思われる。

1"'-'3回目の撹乱は、古墳の主体部を狙ったように入っていることから、盗掘の痕跡と考えられる。

しかし、盗掘目的であっただけに、撹乱の形が主体部の形に近く、 第11凶のように、墓坑の規模をおよ

そ推定できる。 幅3m、長さ5.4m程度の墓坑で、あったと思われる。

出土遺物

周溝の底から、第11図に示す須恵器が出土した。有台の長頚壷か魁か判断しに くいが、大き さから考

える と、躍の可能性の方が高い。全体に自然紬がかかっている。時期は、酷であれば8世紀前半、 長頚

壷であれば7世紀後半である。
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(2) 2号墳

検出状況

第12図に示すように、 3区で検出した。すぐ北側には3号墳がある。地形は南西方向に緩やかに下る

斜面である。明|康に検出できたが、茶畑関連施設があった場所のため、墳丘の盛土は残っていない。

周溝

第13図に示したように、主体部の北側に、直径7.5mの半円を描いて巡っている。西端には樹木の撹

乱が入った所で途切れている。東端も最近まであった建物跡に破壊されてなくなっているため、周溝が、

検出した通り半円形で、巡っていたのか、さらに伸びて円形になっていたのかはわからない。

周溝の底面は平坦で、ある。埋土は 2層に分かれ、 第13図で2層とした層は、黒褐色土とローム層と思

われる土の混合土で、 異なる質の土が混ざっていることから、古墳築造時に、 墳丘用に作った土が流れ

込んだものと思われる。

主体部

主体部の展開図を第14図に示す。主体部は、有段無袖式の横穴式石室である。石室には安山岩の亜角

磯が使われているが、撹乱によ り根石より も上は失われていた。その根石も東側では 2つ抜き取られて

いた。奥壁も抜き取られていた。主体部の規模は全長7.9m、石室長4 m、石室幅は1mで、ある。

石室の床には磯床が残っていたが、撹乱を受けているようで、 礁がまばらな部分がある。

石室内の埋土のうち、 1"'4層は流れ込みによる自然堆積である。5層"'6層は石室の裏込めに入れ

た土で、 7層と 8層は根石を固定するために入れた土で、ある。

墓道

墓道は、長さ3.2m、幅は石室側で 1m、深さは27cmで、ある。南に行く に従って次第に浅くなり、自

然消失している。底は平坦で¥壁はやや内湾気味に立ち上がる。埋土は自然堆積である。

墓坑

第15図左に完掘状況を示す。長さ4.4m、幅2.8mの長方形で、 深さは奥壁付近で、60cm、開口部付近で

20cmで、ある。墓道と玄室の聞に段を作つであるのが特徴である。

出土遺物

第15図右に遺物の出土状況を示す。床面付近は撹乱を逃れた部分があり、この部分で鉄製品や土器が

出土した。床面付近で出土した鉄製品は破片が多く、図化できた遺物は少ない。

第16図-}"'6は鉄鉱で、 鍛身の破片である。 1は片丸造、両刃の鍬身で、盤箭式か柳葉式の長頚鯨

になると思われる。 2は片丸造、両刃の餓身で、 これも長頚鍬になる と思われる。角闘がわずかに確認

できる。 }、 2とも鯨身の厚さは薄い。 3は片刃の鍬身で、鍛身関は角関である。ふ くらの張りは弱い。

4"'6は片刃の餓身の破片で、ふくらが強く張っている。 6の鉱身には角闘が確認できる。

7 "'32は頚部の破片である。 7は赫関を確認できる。 矢柄が残ってお り、一部に口巻きも残っている。

8は口巻き、矢柄ともに良く 残っている。9は矢柄が一部に残っている。 10は口巻きが残っており、頚

部の関は、 X線透過写真による限り角関と思われる。 11と12は茎先端の破片で、矢柄が残っている。

13は矢柄が残っている。 14は口巻きと矢柄が残っている。先端に向かつて細くなっていることから、

関に近い部分と思われる。 15は腕関で口巻きが残っている。 16は関の形態を確認しにくいが、錆の状態

から、林関であったと推定できる。 17、18は矢柄が残っている。 19は茎の破片で¥先端が大きく 曲がっ

ている。 20は頼関を確認できる。 21"'26は矢柄が残っている。27"'32は頚部の破片である。

副葬された鉄搬の数は、鍛身の数から数えると 6本、頚部の関は7本、茎先端の破片は8本になるこ

とから、少なくとも 8本の鉄鍬が副葬されていたと考えられる。

33"'36は鉄釘である。34には木質が残っている。
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(3) 3号墳

検出状況

第12図に検出状況を示す。2号墳の北側で検出した。地形は、北から南に向かう緩斜面で、尾根の付

け根に近く、やや傾斜がきつい部分に当たる。 この付近は、 茶畑を作る際に地形を改変しており、 墳丘

と周溝が失われていた。したがって、古墳の規模は不明で、ある。主体部の輪郭は、主体部の埋土が黒色

の土であったため、明瞭に検出できた。

主体部

撹乱は根石の直上まで及んでおり、 第17図に示すように、根石と崩落した側壁が出土した。

埋士は、 I層は流れ込みの自然堆積である。 2層は石室中央部に堆積した層で、崩落した側壁の礁を

含んでいる。

3層は、 2層が流れ込む以前に流入した土で、 奥壁付近と石室開口部付近で厚くなっている。

4層は、 4a層と4b層に分けられる。 l諜床を覆うように堆積している層で、玄室内にだけ堆積している

ため、追葬に伴って敷いた層のように見えるが、原位置を保った遺物は、すべてこの層の下から出土し

ているため、この層も流れ込みの可能性が高い。

5層は、追葬時に古墳構築時に敷いた磯床の上を覆った整地層で、 後述する第5遺物群がこの上から

出土している。 6層は、奥壁付近にだけ見られ、 磯床の上を覆うよ うに堆積しているこ とから、流れ込

みの可能性が高い。

7層は、側壁の裏込めの土である。一部は側壁の崩落に伴って、 玄室内に流れ込んでいる。この層は、

根石や側壁の隙間にも入り込んで、いることから、石を固定するとともに、その上に石を積みやすくする

ために、隙聞を埋めて固めたことがわかる。

8層は、最初の磯床を作る前に貼った整地層である。良 く固められて締まっている。

9層'"'-'11層は撹乱土の可能性がある。12層は墓道に堆積している土で、側壁崩落後に流れ込んだと思

われる。 13層は、墓道と石室の境界付近に部分的に見られる層で、追葬時の整地層と思われる。

14層は墓道に見られる土で、後述の18層とともに墓道の床面を作っている。この層は、閉塞石や敷石

に切られていることから、追葬時に貼った整地層と考えられる。

15層は、休場層や富士黒土層、黒色土の混合土で、非常に固く 締まっている。この上に閉塞石が置い

であるこ とから、 閉塞石を積む前に整地した層と思われる。16層は、石室構築時に墓道に掘られた浅い

皿状の土坑の埋土である。

17層は、 墓道に流れ込んだ自然堆積層である。 18層は良く締まっており、先述の14層と ともに墓道床

面を作っている。 19層は固 く締まっており、 墓道床面を作っている。

以上のように、墓道の床面は、19層で作られた床面と、その上の14層と18層で作られた床面の 2耐が

存在することから、 追葬時に墓道の床面を新しく作っていることがうかがえる。

主体部の展開図を第18図に示す。墓道と玄室の聞に段を設けた有段無袖式の横穴式石室である。規模

は、 長さ6.3m、幅は 1mでほぼ一定している。根石だけが残っている部分と3段固 までド残っている部

分があるが、多くの側壁は、崩落して玄室内に落ちたり、傾いたりしている。石室内の掘削途中でも崩

落した側壁の石が多 く出土した。側壁に詰め石は見られず、裏込めの土で側壁の石を固定した後に上段

の石を積んでいる。

根石は、長さ60'"'-'70cm、|幅40'"'-'60 cm、厚さ30cm程度の礁を使っている。据え方は、開口部に近い 2列

は広口面を玄室に向け、 それより奥は小口面を玄室に向けて据えてある。

根石の上に積んだ石は、 長さ50'"'-'60cm、|幅40'"'-'50cme，根石より も一回り小さな石が多い。

奥壁の石は抜き取られ、構築時の掘り込みが残っているだけである。
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|∞ | I / 9庖 H音茶褐色土 3-5mmの栗色土層、富士黒土居の

ブロックを少し含む。

10層暗褐色土 3 -10mmの栗色土層、富士黒土層のブ

I=--: I=--: 
ロックを多く含む。

11層黒褐色土 5 -10mm前後の栗色土層、富士黒土層

のブロック を多く 含む。

1層 H音褐色土 権色スコリアを含む。 3-5mmの栗色土居、 12層暗褐色土 5mm以下の富士黒土層のブロック、粒

富士黒土居のブロックを多 く含む。 を多く含む。

2層 暗褐色土~黒褐色土 3-5mmの菜色土層、富士黒土層 13層暗茶褐色土 栗色土層、富士黒土層の粒を含む。

のブロックを少し含む。 14層黒褐色土 5-10剛前後の富士黒土層、休場層の

3層 暗茶褐色土 3 -10mmの栗色土層、 富士黒土層のブロッ ブロックを少し含む。

クを多く含む。 15層 休場層、富土黒土層、黒色土の各ブロックの混合土。

4a層 黒褐色土 2-3mmの栗色土層、富士黒土層の粒等を含 16層 休場居の粒主体で富士黒土層のブロック及び黒色土

み、暗褐色土に近い。 を少し含む。
4b層黒褐色土 3-5mmの栗色土層、富士黒土層のブロック 17居黒褐色土 混じり土はほとんどなし。

等を少し含む。 18層暗褐色土 3-5111l1の栗色土層、富士黒土層、休

5層黄褐色土 場層のブロ ック及び、積色のスコ リア

6層黄茶褐色土 5 -lOmmの栗色土層のブロ ックを多く含む。 を多く含む。
7層裏込め土 黒色土ないし富士黒土層のブロック と休場層 19層暗茶褐色土 1 -2cm の富士黒土層のブロ ックを

のブロックを版築状に積み、よ く締まっている。 主体とする。
7'層 裏込め土 石室内へ崩落した7層。
8層暗褐色土 休場層のブロック を多く 含む。

第17図 3号墳検出状況
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閉塞石

第18図に示したように、石室開口部に閉塞石が見られる。後述する第4遺物群と第5遺物群を副葬し

た際の閉塞石である。これらの閉塞石の下にも、閉塞石を置いたと思われる窪みが多数検出できたこと

から、第 1'"'-'3遺物群を副葬した際にも閉塞石を置いていたことが確認できる。

離床

礁の敷き分け と追葬に伴う作り直しが見られるため、第19図を示し、JI闘を追って記載する。

石室構築時に床に整地用の粘土、 8層を貼り、その上に最初の磯床を作る。整地面は平担ではな く、

第18図の断面図に見られるように、 奥壁から開口部に向かつて緩やかに下り、墓道の手前で緩やかな上

り傾斜に転じている。この時の床面が、第19図の左図に示した I次磯床である。この際床では、第19図

でA'"'-'Dとした範囲で、 磯の敷き分けが見られる。Aの範囲には、 様々な大きさの礁を敷いているのに

対して、 Bの範囲には、 Aよりも小ぶりの礁を、横方向に並べるよう に敷き詰めている。 Bの範囲には

礁が見られない空白があるが、 ここは最初から礁を敷いていない部分である。

Cの範囲は、Bよりも大きな礁を使っており、並べ方に規則性は見られないが、隙間なく敷いてある。

Dの範囲には、 Cに比べると大きさの揃っていない礁を敷き詰めてあるため、雑然とした印象を受ける。

2次磯床は、 l次磯床の上に大きめの礁を敷いて作っている。この時、礁床の上に第19図中央に示し

た棺台石を 6個置いている。棺台石については、沼津市の原分古墳 (当財団報告書第184集)に類例が

ある。また、この埋葬時に石室開口部には、15層を敷き、その上に閉塞石を置いている。

その後、 第19図の右図に示したように、石室の開口部付近に新たに棺台石を 5個置き、石室開口部に

は新しい閉塞石を積んでいる。

根石

根石の出土状況を第20図左に示す。側面に平坦面を持つ板状の角礁を使っており、平坦面を石室内に

向けている。大きさにはばらつきがある。奥壁は抜き取られ、掘り込みだけが検出できた。

墓坑 ・墓道

墓坑と墓道を第20図の右図に示す。墓坑の規模は長さ6.8m、幅3.6m、深さは50cmで、場所によって

は80cm程の所もある。墓坑の底は、 奥壁から開口部に向かつて傾斜しているが、墓坑の縦断面図に示す

ように、根石の内側と外側では形状が異なる。根石の内側では、 A-A'の断面に示すよ うに、奥壁か

ら石室開口部に向かつて緩やかに傾斜している。開口部付近には皿状の土坑がある。 この士坑は、桓石

を据えるための土坑と思われるが、その後の l次磯床を設置するための整地層を作る時に、この土坑は

埋められており、椎石が置かれた形跡はない。したがって、墓坑掘削時には拒石を置 く計画であったの

かもしれないが、 実際の埋葬時にはその計画が変更され、 桓石を据えなかったのであろ う。

根石の外側は、 第20図に示すように、 墓坑の南側半分近くが掘り窪められている。 ここを掘り窪めた

目的は明らかでないが、根石を据える掘り込みの外側だけが掘られていることから、墓坑掘削時に、意

図的に掘ったことは間違いない。

石室内部の床には、第17図で8層 とした粘土が、厚さ 1'"'-'3 cmで、貼られ、良 く町き締めてある。これ

が I次磯床の下地になっている。

奥壁を立てた土坑は、 長楕円形で、 長軸 1m、短軸30cmである ことから、 奥壁に立てた石は、幅 1m

程度の大きな石を据えた と推定できる。

根石を据える部分には、まず土坑を掘り、次に、土坑の底に土を入れて底面を整地した後、その上に

根石を置いている。

墓道は、長さ2.5m、幅 1m、深さ40cmの規模で、緩やかな登 り傾斜になっている。 墓道は、 後述す

る土坑 lの直前でなくなっている。

27 



141‘70m旦

ミ|

A E-29ヵ、ら
北へ7m
東へ 9m

X =-94243. 0 
Y = 28589.0 

戸元主1

引
E
o
h

きd 出雲

句.. 

，:) 

。

D' 

D 

万}

.. 
:)出OClヤl

.". 
→ 

判。ョ
」山

1"'1 

撹苦L

1次磯床

2次磯床と閉塞石

(1 • 80) 5m 

第18図 3号墳石室展開図

28 



A E-29ヵ、ら A E-29ヵ、ら A E-29ヵ、ら

¥ 
北へ7m 北へ7m 北へ7m
東へ9m 東へ9m 東へ9m
X = -94243.0 X =-94243. 0 X = -94243.0 
Y = 28589.0 Y = 28589.0 Y = 28589.0 

〉く 〉ぐ 〉く

A 

B 

C 

D 

閉塞石抜き取り痕

1次磯床 2次礁床
トーンは閉塞石

。

棺
台
石

棺
台
石

2次磯床と最終閉塞石
トーンは閉塞石とその抜き取り痕
黒塗りは棺台

(1 • 80) 5m 

第19図 3号墳陳床変遺図

29 



A E-29ヵ、ら
~tへ 7m
東へ9m

X =-94243. 0 
Y = 28589.0 

仁コ 闘し

.t. -
叶

0
3
同

|ロヨ

[>: 

141. 70m旦

よh

叫

O

ヨ
山

A E-29ヵ、ら
北へ7m
東へ 9m [:>> 

X = -94243.0 
Y = 28589.0 

f 
x u[ 

D 

E E' 

|ロー

叫
E
o
h

o
 

[>: 

141. 70m1_ E' 

二l____ζ

。 (1 • 80) 5m 

第20図 3号墳根石、墓坑、墓道実測図

30 

u[ 

0' 

、r

D' 



出土遺物

石室内の掘削前にサプトレンチを設定し、 磯床面とその上の層を確認し、でき る限り層ごとに掘り下

げた。出土した造物はすべて出土位置を計測して取り上げた。

また、 微細な遺物を検出するため、石室内から出た土はすべて簡にかけ、掘削時に見逃した遺物の検

出に努めた。

石室上部は破壊されてなく なっていたが、床面付近の残りは良く、第21図に示すように、 多くの遺物

が出土した。遺物はいくつかのま とまりに分けられるため、第21図に示したように、第 1'""5遺物群に

分類した。分類基準は下記のとおりである。

第 l遺物群 :第19図で l次磯床のAの範囲から出土した造物群

第2遺物群 :第19図で I次磯床のBの範囲から出土した遺物群

第3遺物群 :第19図で l次磯床のCの範囲から出土した鉄製品の一群

第4遺物群 :第19図で l次磯床のCとDの境界付近で出土した鉄製品の一群

第5遺物群 :第四図で2次磯床の上面で出土した遺物群

第 l遺物群

l次磯床の奥壁から 1mまでの範囲で、第19図でAとした範囲から出土した遺物群である。第21図の

断面投影図に示したように、機床からは若干浮き上がって出土しており、原位置からは動いている こと

も考えられる。第 l遺物群が出土した範囲が撹乱を受けているかどうかははっきりしないが、 奥壁には

明らかに撹乱が入っており、この遺物群が出土した範囲もこの撹乱に近いことから、この遺物群も撹乱

を受けている可能性はある。

須恵器

第22図-1は杯の破片である。 口縁部は二段に分けてなでてあり、屈曲する部分がある。上段のなで

は口縁部を鋭く尖るようになであげている。蓋の受け部は水平に近い。時期は、6世紀末'""7世紀初頭、

TK209段階であろう。

耳環

第22図-2は耳環で、 l個だけ出土した。銅の地に銀箔を貼っている。

玉類

特に集中する場所はなく、床面付近に散在した状態で出土した。第23図-1は璃瑠製の勾玉である。

穴は実測図に示した面の裏側から開けている。 2'""24はガラス玉で、すべて青色~藍色である。 2'""6

は、穴の周囲に平坦面があるのに対して、 7'""24は穴の周囲は曲面になっている。また、10と17は、 平

面は円形だが、 側面形が歪んで、いる。

第2遺物群

1次磯床で、 第19図でBとした範囲から出土した遺物群である。磯床の上から出土しており、 原位置

を保っていると思われる。

大万

第22図 3は長さ65.5cm、幅3.1cmの大万でーある。石室の長軸から90度近く傾いて出土したことから、

2次的に動かされているか、 石室に立てかけてあった大万が倒れた状態で出土したと思われる。

刃部の根元にはばきが残っている。はばきは、 長方形の鉄板を円形に曲げて作つである。はぱきと大

刀の聞を錆が埋めているため、 X線透過写真でも関の形態ははっきりしないが、両関で撫闘になってい

るように見える。

4は鍔で、1/3程を欠損している。 3の大刀に付く ものと思われる。 5は、 3の大万の頚部で、鉄製

の目釘が残っている。
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弓金具

6は弓金具で¥両端の頭部は球ではなく、円筒形に近い。 その根元に花弁が4弁つく。胴部には木質

が残り、その中に中空の鉄製の芯がある。

鉄飯

7は平根腸挟三角形式である。鍛身は両丸造で、ふくらが張り、五角形に近くなっている。関は聴関

である。これと接合はしないが、 同ーの鉄鍛と思われる頚部が出土しており、 これには口巻きが良好に

残っている。 8は鉄鍛の茎で、木質が残っている。

玉類

第23図-25"-'69はガラス玉である。色はすべて藍色~青色である。 25"-'43は穴の周囲に平坦面がある。

これに対して44""""69の穴の周囲は曲面である。

第24図 1""""9は勾玉で、すべて璃稲製である。穿孔の方向は、 2、5、7、8は実測図に示した面

から裏面に向けて開けている。これに対して、 l、3、4、6、9は裏面から実測図に示した面に向け

て開けている。ただ し、4だけは、 実測図に示した正面から穿孔を試みた形跡があり、その後に裏面か

ら実測図に示した正面に向けて穿孔している。

10は薬玉で、 暁泊と思われる有機質の素材を使っていると思われるが、材質ははっきりしない。

第3遺物群

l次礁床で、第19図でCとした範囲で、側壁付近でまと まって出土した一群で、 第25図に示したよう

に、大万が鉄鍬の上に乗ったような状態で出土した一群である。大万と長頚鯨は、石室の長軸に並行す

る向きでまとまって出土した。これに対して、 短頚鍬は大万の西側に散在する状態で出土した。

大刀

第26図 lは長さ83cm、刃部の 111高3.1cmの大万である。後述する鉄鍬の上に乗った状態で出土した。

刃部の根元には、はぱきと鍔が残っている。はばきは長方形の鉄板を楕円形に巻いて作つである。頭部

は短く、鉄製の目釘が2箇所残っている。 関は、 X線透過写真を見る限り両関で、撫関のようである。

刃部には鞘と思われる木質が残っている。2は、 lの大万に伴う無窓鍔である。

切羽

3は大万の切羽である。この切羽に伴う大万は出土していないが、切羽は頭椎大万に伴うことが多い

ため、頭椎大万が副葬されていた可能性を示す重要な遺物である。

万子

4は鹿角の柄がついた万子である。刃部にも木質が残っている。関は両関で、撫関と思われる。 X線

透過写真で見る限り、目釘穴は見られない。

鉄鍛

鉄鍛は、鍛身が23本、関の部分で数えると22本、これに無関の鉄線2本を加えると24本になる ことか

ら、 20本強の鉄鍬が副葬されていたと思われる。鉄鍬の分布は、第25図に示したように、 大万をはさん

で西側に短頚鍬、東側に長頚鍬が分布 している。長頚鍛は方向をそろえてまとま っているため、東に

なっていたと思われる。 これに対して、 短頭、鍛は分散した状況であることから、束ではなく、個別に置

かれた と思われる。

第26図 5は平根三角形式の短頚鯨である。鉱身は平造で、鉱身の関は角関である。頭部の関は腕関

で¥矢柄が残っている。 6は平根三角形式の短頚鍛である。鍛身は平造で、鍛身の関は角関である。根

挟みの木質が残っており、矢柄を固定するため、大きめの穿孔が見られる。 7は平根式短頚織で、鍛身

は平造、鍛身の関は角関、頚部の関も角関である。頚部に、有機質を巻いたよ うな痕跡が見られる。通

常、矢柄を付ける部分ではないが、この部分にも矢柄を巻いていた可能性がある。
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8は平根式短頭鍬で、飯身は平造、鍛身の関は角関である。頚部の関は、 X線透過写真を見る限り腕

関と思われる。頚部には、根挟みの痕跡のようなものが見られる。9は短頚鯨で、鍛身は平造である。

鯨身の関は角関である。 頭部の関は腕関で、矢柄が残っている。 10は、5"'9に比べて頚部がやや長い

が、 5"'9と同じ ように、 短頚鍛が分布する範囲で出土したため、短頚鍬に含めておく。 鉱身は両丸造

で、逆刺が付いている。頚部の関は練関で、口巻きが残っている。頚部には、 有機質を巻いたような痕

跡が見られる。通常、矢柄を巻く部分ではないが、ここにも矢柄を巻いている可能性がある。 11は鍛身

の破片で、平造である。12は長い逆刺をもっ短頚鍛で、銀身は平造である。これも頚部に矢柄を巻いた

ような痕跡が見られる。13は頚部~茎の破片で、練関が残っている。また、口巻きも一部に残っている。

11と同じ場所で出土したことから、同ーの鉄鉱かもしれない。

第27図 Iは平根三角形式の短頚鍛である。鍛身は平造で関は角関である。ふくらの張りは弱い。頭

部には有機質を巻いたような痕跡が見られる。矢柄を巻いているのかも しれない。

以上の鉄鍛の中に、 頭部に矢柄を巻いた可能性のあるものが複数見られた。頚部に矢柄を巻いた例は、

掛川市の大谷横穴群 (当財団報告書第121集)などにある。

2は平根三角形式の短頚鉱で、餓身は平造である。関は角関で、 lよりもふくらが張っている。銃身

には、 根挟みと思われるふくらみが見られる。3は三角形式の長頚鍛で、鯨身の関は撫関、頭部の関は

腕関である。鍛身の作りは両丸造である。関の下には口巻きが残っている。 4は長頚織で、鯨身は両丸

造で関は撫関である。5は鍬身が長楕円形で、片丸造である。鍛身の関は角関である。頭部の関は聴関

で¥ 口巻きが残っている。 後述の7と同形態である。 6は尖根鯨で、鍬身に闘がないため、鍬身と頚部

の境界がはっき りしない。頚部の聞は腕関で、口巻きが残っている。7は相IJ葉式の長頚鍬である。鍬身

は両丸造で、鍛身の関は撫関である。頚部の関は聴関で、矢柄が残っている。5と同形態である。8は、

銀身に逆刺のある尖根式の長頚鍛で、飯身は両丸造である。頚部の関は耕、闘で、口巻きと矢柄が残って

いる。 9も鍛身に逆刺のある長頚鍛で、銀身は両丸造である。頭部の関は腕関で、口巻きが残っている。

10は尖根鍛で、鱗身は逆刺のある両丸造になっている。頭部の関は林関で、口巻きが残っている。 11は

逆刺のある長頚鍬で、鯨身は片丸造になっている。 頚部の関は腕関である。他の長頚餓に比べると頭部

が短い。 12は三角形式の長頚鍬で、鍛身は両丸造、関は角関である。頭部の関は、角関と思われる。

13は鍛身と頭部が分かれているが、同じ場所で出土したため、同一の鉄鍛であると思われる。鍛身に

は逆刺があり、両丸造である。頭部には角関が確認できる。

14は鍛身が両丸造の長頚鍛で、鍬身の関は角関である。15は飯身に逆刺をもっ長頚鯨で、鍛身は片丸

造である。16は餓身が両丸造で、角関を持つ長頚鍛である。

第28図-1は尖根鍬の茎である。牒闘を確認でき、その下に口巻きと矢柄が残ってお り、 さらに糸巻

き痕も見られる。2も尖根鯨の頭部で、聴関を確認でき、その下に矢柄が残っている。 3、4は頭部の

破片で、林闘が残っている。5は口巻きの残りが良い。6"'8も口巻きが残っている。 9'"18は頭部の

破片である。 14は2本の茎部が錆で固着している。15にはわず、かに木質が残っている。 19は矢柄が残っ

ている。 20は腕闘が確認でき、その下に口巻きが残っている。 21は頚部の破片だが、口巻きの残りが良

い。 22は口巻きと矢柄が残っている。関はX線透過写真でも明確で、はないが、台形関のように見える。

23は矢柄が残っている。24は片刃の可能性があるが、はっき りしない。 25"'28は茎先端で口巻きが良好

に残っている。 29も木質がわずかに確認できる。 30"'32は茎先端の破片である。

33は柳葉式で、鍛身に鏑が見られる。 35は、釘か鉄鉱の茎かはっきりしない。

弓金具

第28図 34は弓金具である。両端に球状の頭部が付き、5弁の花弁が付いている。胴部には木質が残

り、 中には鉄製の芯がある。芯は中空で、ある。
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第4遺物群

第19図の左に示したCとDの境界付近で、第3遺物群の南側でまとまって出土した鉄製品の一群であ

る。出土状況は第25図に示したとおりである。

出土状態は鉄鍛の上Jこ大万が乗った状態である。大万は、 石室の長軸に並行する向きで出土したのに

対して、その下の長頚鯨の一群は、大万とは直交する方向で向きをそろえて出土した。長頚鯨は束に

なっていたと思われる。

大万

第29図-1は3か所で折れて、蛇行したような状態で出土した。欠損箇所のいずれでも接合しないた

め、長さは不明で、ある。刃部は欠損が著しい。刃部の根元には、はばきが残っている。はばきは、長方

形の鉄板を楕円形に折り曲げて作っているが、合わせ目が聞いている。聞は、かろうじて残っている部

分から刃部側が角関になっていると思われる。茎部先端は接合しないが、 出土位置から、この大万のも

のと考えて間違いない。 茎尻付近に目釘が I本残っている。

万子

第29図-2の万子は、大万や鉄鍬とはやや離れて出土した。 関は両側に撫闘がある。刃部は研ぎ減り

している。闘の下には、 柄縁金具の一部が残っていて、 茎部には木質が残っている。

鉄鉱

大万の下から長頚鍛が一括で出土したもので、方向がそろっていることから、 束になっていたと思わ

れる。大万が石室の主軸に並行して出土したのに対して、鉄鍬は、大万と直交する方向で出土した。す

べての鉄鍛が折れており、鉄鉱の上で、欠損して蛇行した状態で出土した大万の状況と併せて考える と、

側壁の石が落ちた時につぶされたよ うな状況である。本数は、銀身の数で数えると 9本である。

3は鍛身が細長い楕円形に近い形態の長頚鍬である。鉱身は薄く、片丸造である。関は撫関に見える

が、はっきり しない。闘がないまま鍬身から頚部に至る形態であろう。頚部の関は頼関である。

4は鍬身が長楕円形に近い形態で、鍬身の関は緩い撫関のように見える。鍬身は薄く、片丸造である。

頚部はかなり長く、関が見られない。

5は鍛身が短く、円形に近い長頚鍬で、鍬身の関はない。 錬身は薄く、片丸造である。頚部の残存部

分には関はない。 4と同じで、闘を作っていないのかもしれない。

6は鍬身に闘がなく、頚部の幅が広がって鍛身につながっている。そのため、鯨身と頭部の境がはっ

きりしない。鍬身は薄く、片丸造である。鯨身の先端は欠損部分が多いが、撃箭鍛のように見える。

7は鍛身が楕円形に近い長頚鯨で、鯨身の関は作られていないが、鍬身と頚部の聞がややくびれてい

るため、鉱身と頚部の境界がわかる。

8は鍛身の破片で、両丸造になっている。なお、8は上下が逆になるかもしれない。

9と10は鍛身が片刃になる長頚鯨である。9の鱗身の関は撫関、 10の鯨身の関は角関になっている。

10は鍛身が先端まで、残っており、先端が斜めに研ぎだされていることから片刃箭鍬に近い形態である。

11 "-' 20は頚部の破片である。

第3遺物群の鉄鍬と第4遺物群の鉄製品は、下記の特徴を持っている 0

・いずれも大万 l本、万子 l本と鉄鉱の組み合わせからなる。

・第3遺物群の鉄鉱は平根鯨と尖根錬が見られる。

-第4造物群の鉄線はすべて尖根鯨である。

・鍬身の形態は、第3造物群の鉄鍛は、三角形式が主体でーある。

-第4遺物群の鉄搬は、長楕円形で撃箭鯨に近いもの、もしくは片刃箭鯨に近いものが主体である0

・関の形態は、いずれも赫関が主体である。
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第5造物群の遺物

5次埋葬時の遺物は、 2次磯床の上面で出土した遺物群で、石室開口部付近に分布している。内容は

須恵器と万子、耳環、玉類である。須恵器は、鉄製品の一群とはやや離れた場所から出土した。

須恵器

I個体分が出土し、ほぼ完全な形に復原できた。第30図-1は平瓶である。頚部が短い初現的な形態

である。胴部にはカキ目が顕著に残っている。胴部内側には、 胴部製作の際に中央部に空いていた穴を

ふさいだ痕跡が残っている。頚部は丁寧になでて仕上げてある。

2は須恵器の蓋で、胴部下半は器体を強くなでているため、屈曲する部分ができている。 3は杯で、

口縁部の立ち上がりは 2段に分けてなでてあり、上段のなでは口縁頂部が鋭く尖る ようになであげてい

る。2と3はセッ トになる と思われるが、3は石室の開口部付近で出土しており、第5遺物群の他の遺

物とは離れて出土している。時期は、いずれも 6世紀末"'7世紀前半に納まる。

玉類

第30図-4"'8は薬玉である。4、6、7、8は琉泊製で、 5は石製であるが、石材名は不明である。

9 "'70はガラス玉で、色は藍色~青色である。 9'"13は穴の周囲に半塩面があり、これに対して14"'70

は穴の周囲が曲面になっている。

万子

第22図-9は木製の柄が付いた万子である。刃部の関はX線透過写真を見ると両関で撫関になってい

る。刃部末端には、これも鹿角製の柄縁金具が残っている。また、刃部にも鞘と思われる有機質が残っ

ているが、木と言うよりも、布か革のように見える。

10は木製の柄がついた万子である。刃部には鞘と思われる木質が残っている。柄縁金具は付いていな

い。また、 刃部の関はX線透過写真でもはっきりしない。

不明遺物

第22図-11は、鹿角、樹皮、木質の 3つの部分からなる棒状の遺物で、鹿角と木質の境界に樹皮を巻

き、さらに糸を巻いている。 X線透過写真を見ると、中に鉄製の棒状遺物が入っている。棒状遺物は、

一端が膨らんでおり、柄から抜けないように膨らませているように見える ことから、膨らみのある方を

柄と考えた。したがって、鹿角製の柄が付いた錐状の鉄製品に木製の鞘をかぶせ、その上に樹皮を糸で

巻きつけた遺物と言うことになる。

弓金具

第22図-12は片方の頭部が欠損した弓金具である。残っている頭部は、先端が丸い円柱状になってい

る。花弁は6弁になると思われる。胴部には木質が残っている。

耳環

第22図-13と14は銀環で残存状況が似ている。 15と16も銀環であるが、ともに金色に近い色をしてい

る。 17と18は錆の進行状況が似ている。以上から、 13と14、15と16、17と18が組になると考えられる。

したがって、3体の遺体が埋葬されたと推定される。

鉄鐸

極めて珍しい遺物として、鉄鐸が2点出土した。 ともに第30図 -1の須恵器に隣接して出土したもの

で、第5遺物群に含まれる。第22図-19、20は扇状の薄い鉄板を丸めて作つである。そ して、 2っとも

中に角か骨と思われる組織が残っている。

早野浩二「古墳時代の鉄鐸についてJ IT"研究紀要』第9号愛知県埋蔵文化財センター2008年によれば、

愛知県、岐車県、近畿地方、岡山県などで出土例があり、時期は 5世紀中葉"'7世紀に及んでいる。そ

して、鉄器製作者集団による儀礼遺物の可能性が高いと位置付けられている。
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静岡県での出土例はこれが初めてであろう。第5造物群は、玉類の他、 万子と耳環、弓金具が主体で、

鍛治用具や鉄津といった鉄器製作を示唆する遺物はない。また、出土位置も他の鉄製品から離れた場所

で、須恵器とと もに置かれたか、 須恵器の中に入れた状態で出土した。 したがって、的場3号墳の出土

例では鉄鐸と鉄器製作集団との直接的な関連をうかがうことはできない。

その他の遺物

石室の掘削途中で出土したものや、飾掛けで検出した遺物を第31図に示す。

第31図-1は大万の刃部片で、接合はしないが、同ーの大万と思われる。鞘と思われる木質が残って

いる。破壊された大刀が出土したことから、大規模な盗掘があったことがうかがえる。

2は鉄鉱の鍛身部分で、鉄鍬を包んで、いたと，思われる繊維痕が残っている。3は鉄鍬の鍬身で、片刃

で銃身の関は、角関である。 4は、接合は しないが、同一の鉄鉱と思われる。矢柄が残っており、闘の

形態は、 X線透過写真でもはっきりしない。 5は鉄鍬の頚部で、東京関と矢柄を確認できる。 6も鉄搬の

頚部で、林闘が残っている。 7は鉄鉱の茎で、木質が良く残っている。 8は鉄鍬の頚部で、口巻きが

残っている。関は確認できない。 9は基部の破片で、木質が残っている。 10""22は茎の破片で、 10""13、

15"" 17、19は矢柄や口巻きが残っている。 23、24は弓金具である。

25は水晶製の切子玉である。 26""122はガラス玉で、 26""30は穴の周囲に平坦面があり、 31""80は穴

の周囲が曲面になっている。

小結

3号墳は有段無袖式の横穴式石室を持つ古墳である。墳丘と周溝は失われているため、規模は不明で、

ある。6世紀後半か6世紀末に作られ、 7世紀前半にかけて複数回の埋葬が行われた。埋葬の回数は、

第 1""5遺物群をそれぞれ異なる埋葬時の副葬と考えると、第 1""4遺物群で4回、第5遺物群では、

耳環の数から 3体の埋葬が確認できるため、これを 3回の埋葬と考えると、最高で7回の埋葬があった

ことになる。

上記の埋葬を、築造から順を追うと下記のよう になる。

①石室を作るために墓坑を掘る。

②奥壁と根石を据えるための土坑を掘る。

③根石用の土坑底面に、石材を安定させるための土を入れて調整する。

④根石上面まで土を入れて根石を固定する。この時、根石の隙聞にも裏込めの土を充填して根石を固

定する。

⑤上段の石を積み上げる。その後、その石の上面まで裏込めの土を入れて、 突き固めて石を固定する。

磯床の下に見られる整地層(第17図の 5層)は、根石を据えた後に作っており、段部で切れている こ

とから、石室構築後に敷いたこ とになる。

⑥墓坑内の玄室部分に 1""3 cmのこと (第17図の8層)を盛る。

⑦表面を突き固め、貼床状にする。これが磯床の下地になる。

⑧離を敷き詰める。この時、第19図に示したように場所によって、礁を敷き分ける。

⑨磯床が完成した ところで、遺体とと もに第 1""4造物群が埋葬される。

⑩石室開口部を閉塞石で塞ぐ。この時の閉塞石は追葬の時に取り除かれ、第19図の左図に示したよう

に、石の抜き取り痕だけが確認できる。

⑪ 1次磯床の上に 2次磯床を貼る。

⑫遺体を埋葬し、第5遺物群を副葬する。第5造物群に含まれる耳環の数から、 3体の遺体が埋葬さ

れる。第19図の中央図と右図に示したよ うに、 この時の閉塞石は、少な くと も2回に分けて積まれ

ていることから、この 3体は、少な くとも 2回に分けて埋葬されたことになる。
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(4 )土坑 1

3号墳に隣接して検出した土坑である(第32図)0 4号墳の墓道に接しており、明瞭に検出できた。

形は歪んだ円形で、大き さは 3mx2.5m、深さは30cmで、ある。3号墳と同様、上部を削平されている。

土坑の中から第32図に示す土器が出土した。 1は須恵器の短頚壷で、 土坑の中央付近で出土した。出

土レベルは、この土坑から出土した土器の中で最も低く、埋土の 2層上面付近である。底部外面は螺旋

状にヘラ削りをしてお り、 底部内面は螺旋状になでている。頚部は強くなでてつまみ上げている。 2は

須恵器の杯である。口縁部は、上半のなでと下半のなでによって 2つに折れる ように屈曲しており、口

唇部は鋭く尖る ようにつまみあげてある。時期は6世紀末'"'-'7世紀初頭、 TK209段階である。

3は須恵器の蓋である。 底部は回転削りの後、不定方向に削っている。時期は 7世紀前半、 TK217段

階である。 4は須恵器の杯で、底部は螺旋状の回転削 りが見られる。口縁の受け部は強く外反している。

時期は7世紀前半、 TK217段階である。

3と4の須恵器には、胴部にのため痕が見られる。これは胴部を作る際に、粘土を強く外反するよ う

につまみだしているもので、 製作者の癖と思われる。 3と4には同じ癖が見られる ことから、この蓋と

坪は、同一製作者、あるいは同ーの製作集団によって作られたもので、セット になると考えられる。

5は須恵器の蓋で、強い稜線が残っている点では6世紀前半の可能性もあるが、口径が小さいことか

ら、 6世紀末'"'-'7世紀前半、 TK209'"'-'TK217段階と考えた方が妥当で、あろ う。

以上の土器は、 l の時期は決め難いが、 2 ~ 5 はいずれも 6世紀末'"'-'7 世紀前半である。 3号墳から

出土した土器と接合するものはないが、 3号墳から出土した土器の時期と一致する。 このことから、こ

の土坑は3号墳に伴うもので、 3号墳の墓前祭租を行った跡と考える ことができる。

(5) 4号墳

検出状況

検出状況を第33図に示す。西に向かう緩斜面で検出した。すぐ西側は深い谷になっている。 墳丘は失

われていたが、主体部の東側に周溝がわず、かに残っていた。主体部、周溝ともに明瞭に検出できた。

周溝

第33図に示すよ うに、 主体部の東側に残っていた。主体部までの距離を古墳の半径とすれば、直径14

m程の円墳で、あったと推定できる。残っていた周溝の深さは20cm程度で、ある。

主体部

石室の形態は、墓道が両側壁の中央付近にあることと、後述するように、墓道と石室内に段がある こ

とから、有段無袖式の横穴式石室と推定でき る。

石室の展開図を第34図に示す。機床は石室の北側半分ほど、が残っていた。石の大きさは不揃いで民、大

きな石を据えて、その隙聞を小さな石で充填している。石室開口部には、明際な段が作られている。

根石

第35図に示すように、根石は東壁と西壁の北半分である。根石には、小口面に平坦面がある板状の礁

を使っており、その平坦面を石室内部に向けて据えてある。大きさは平均で長さ80cm、|幅60cm、厚さ40

crn程度で、ある。奥壁は抜き取られていたが、奥壁を固定した土坑の大きさから、幅 1m強、厚さ60cm程

の石を使っていたと推定できる。根石の聞には小さな礁で隙聞を埋めてある。

根石の構築方法は下記のとおりである。

墓坑内に根石を据える土坑を掘る。この後、墓坑内全体に黒色土と栗色層の土、 富士黒土層の土を混

ぜた土 (9層)を敷き詰めて整地する。この土は根石を据える土坑内にも入れてある。整地後、根石を据

える。次に根石と墓坑の聞に黒色土 (l〆層)と黒色土と栗色土層の土を混ぜた土 (2'眉)を入れて哀込め

にする。その後、玄室内に黒色土と栗色土層の土を混ぜた土 (8層)を敷き詰めて磯床の下地を作る。
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菓坑・墓道

墓坑は第36図に示したように、長さ4.6m、幅は推定で2.8m、深さは60cm程で、掘ってある。根石や奥

壁を据える土坑は不整形である。

墓道は2.6mの長さで、掘つである。 111面は石室から離れるに従って細くなって、最後は自然消滅してい

る。深さは40cmで、ある。底に黒色土と休場層を混ぜた土、第35図の 5層が堆積している。この層は敷き

詰めたよ うになってお り、墓道を整地したのかもしれない。

墓道と石室の境界には、第36図のA-A'の断面に示したよ うに盛り上がった部分があり、明瞭に段

を作っている。同様の作り方は、沼津市の秋葉林 l号墳(当財団報告書第216集)に見られる。

出土造物

磯床が残っている部分は撹乱が及んでいないため、第37図に示すよ うに、 遺物が残っていた。玉類は

集中して出土しており、おそらく遺体の首にかけた状態を保っている と思われる。

万子

第38図-1は万子である。刃部の基部には、柄縁金具が残っている。刃部の関は刃部側だけに撫関が

作られている。柄の部分の一部に木質が残っている。

鉄鍛

第38図-2は鯨身の幅が広く 、逆刺がついた平根三角形式の短頚鍛である。鍛身の作りは平造である。

3は鍬身が寸詰ま りのように短い。長頚か短頚かは不明である。鍬身の作 りは両丸造で、逆刺が作られ

ている。

4は鍛身に逆刺のある長頚鍛で、飛燕式と呼ばれる ものである。鯨身は平造で、頚部の関は欠損のた

め、確認できない。5と6は鍛身に逆刺のある長頚鍬である。飯身の作りは片丸造である。

7は片刃の鉄鍬で、 鍬身だけが残っている。刃部側に、わずかに角関のような屈曲部分が見られる。

8は盤箭式である。 鍛身に闘がなく、鍬身と頚部の境界がはっきりしない。

9は頭部の破片で、台形関が確認でき、口巻きが残っている。 10は頚部の破片で、練闘が確認でき、

矢柄が残っている。ll"'18は頚部の破片で、13と16に練関が確認できる。 17は片刃になるかもしれない。

19は茎の破片である。

はばき

第38図-20は、薄い鉄板を曲げて作ったはばきで、内側には木質が残っている。これが出土している

ということは、大万が副葬されていたことが推定される。

耳環

第38図-21と22は耳環で、ともに残りが非常に良い。玉類が集中していた辺りから出土しているこ と

から、原位置からあまり動いていないと思われる。ともに淡い金色である ことから、銀箔か金箔を巻き

つけている。耳環の切れ目には、箔の末端を巻き込んだ雛が確認できる ことから、同一の技法で作られ

ているこ とがわかる。したがって、この耳環は同時に副葬されたもので、 この石室で一括出土した副葬

品は、遺体一体分ということになる。

玉類

第39図-1、2は、 碧玉製の管玉である。図示したよう に、 穴は片面穿孔である。 3"'8は水晶製の

切子玉、 9"'121はガラス玉である。9"'33は、穴の周囲に平坦面があり、34'"121は穴の周囲が曲面に

なっている。

土師器

第39図-122は土師器の杯で、;模してあるため全体的に黒い。口縁部の立ち上がり部分は内外面 とも

強くなでてある。胴部は内外面とも細い工具を使って丁寧に磨いである。全体的に]晶寧な作りである。
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第5章縄文時代の調査

縄文時代の遺構と遺物は、第40図に示すように、調査域のほぼ全域で検出できた。ともに丘陵上で検

出したものと谷の中で検出したものがある。遺物の分布域によって、いく つかの区域に区切ることがで

きる。調査区画と遺物の分布域が大方一致するため、調査区ごとに記載する。

第 l節 10区の遺構と遺物

一番北の調査区で、第41図に示したように、遺物、遺構とも今回の調査範囲の中では比較的多い。丘

陵に当たっており、南に向かつて緩やかに下っている。南に隣接する 3区に、遺構と遺物の空白域があ

るため、この調査区内を遺構、遺物の分布域として設定できる。

縄文土器は、押型文土器が最も多く、調査区の全域に分布する。次に多いのは判ノ木山西式で、これ

は同一個体と思われる土器が特定の部分に集中している。その他には、 撚糸文土器が調査区の北側に分

布し、曽利 I式と曽利H式が調査区の西側に分布する傾向がある。

(1)竪穴住居跡2

丘陵上で検出 した円形の住居跡である。平面図と断面図を第42図に示す。直径は 3m程で、床面には

石組の炉跡が残っている。

埋土のうち最下層の 6層は、A-A'断面と B-B'断面に見られる ように、 住穴と壁沿いに掘られた

溝の両方に堆積しているこ とから、柱穴の腐朽による堆積物ではなく、住居廃絶後に流れ込んだ土であ

る。住居廃絶後に柱穴が建った状態で腐朽したならば、柱穴の中と壁沿いの溝に同じ土層が形成される

ことはない。柱穴と壁沿いの溝に同じ土層が形成されるためには、住居廃絶後、埋土が流れ込む前に、

柱穴は空いていなければならない。したがって、この住居は廃絶後、すぐに柱が抜かれたと考えられる。

5層は、 A-A'断面に見られる ように、 6層に切られていることから、6層堆積以前に形成された

層である。 6層は住居廃絶後、最初に流れ込んだ土であるため、それ以前に形成された 5層は、住居廃

絶以前に形成された層ということにな り、床面直上に堆積していることと、後述する石皿がこの上に据

えられた状態で出土しているこ とも考え合わせる と、5層は貼り床と考えられる。

炉跡は、住居跡の中心よりもやや北寄りに直径80cm、深さ25cm程の穴を掘り、その中に明褐色の土を

入れて整地した上に礁を円形に並べている。礁の大きさは揃っていない。

住穴と思われる土坑は少なくとも 6基検出されている。床面からの深さは40cm程で、ある。隣接する土

坑があるので、住居の建て替えがあったと思われる。

住居の外側でも土坑を検出している。住居に伴う土坑と思われるが、性格ははっきりしない。

壁沿いには浅い溝が掘られている。この溝は住居の南東側で切れている。住居内では炉跡の反対側に

ある ことから、溝が切れた辺りが、住居の出入り口だ、ったと考えられる。

出土遺物は多くないが、第43図-1の縄文時代中期の土器片が出土している。炉跡の内部から出土し

たもので、この住居に伴うものと考えて良い。口縁部の破片で、 RLの縄文が見られる。住居跡の時期

を判断できる遺物は、これが唯一である。また、2の楕円文土器も出土しているが、これは床面から浮

いた状態で出土したこ とから、流れ込みである。

炉跡の横には、6の石皿が据えられた状態で出土した。玄武岩の平坦な離を使っており、一面が平坦

になっている。また、床面付近で、 4の打製石斧が出土した。同様面が大きく残る大型の剥片を使って

おり、両端から平坦剥離を入れて全体の形を作っている。加工の量は多くない。

壁際では、 5に示した敵打痕のある磯が出土している。これも住居跡に伴う遺物であろう。

3の細石刃は流れ込みである。
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1層黒色土 栗色土と炭化物が少し混ざる。

2層黒色土 栗色土が多く混ざる。

炭化物をわずかに含む。

3層黒色土 炭化物をわずかに含む。

4居 黄 色 土 AN層と富士黒土層を少し含む。

炭化物をわずかに含む。
5層 黄 色 土 富士黒土層を少し含む。

炭化物をわずかに含む。

6層 黒灰色土 富士黒土居と赤色スコリアを多く含む。

7層灰褐色土

8層明褐色土
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(2 )竪穴住居跡3

調査区の中央付近で、 竪穴住居跡2に隣接して検出した。 第44図に示すよ うに不整形で、柱穴のよう

な遺構は検出されなかったため、 住居跡と積極的に認定しにく いが、通常の土坑にしては大きすぎるた

め、住居跡として報告する。

上部を削平されていると思われ、検出できた深さは40cm程度で、ある。 縄文土器片が出土しているが、

時期は不明である。また、 遺構内から一抱えもある よう な礁が数点出土している。遺構廃絶後に投げ込

まれたような出土状況である。時期は不詳である。

(3 )焼土土坑 l

楕円形の土坑で、炭化物を含んだ、焼土が入っている(第45図上段)。遺物は出土していないが、周辺

で撚糸文土器が出土していることから考えると、縄文時代早期の可能性が高い。

(4)焼土土坑2

直径1.3m程の円形土坑で、焼土土坑の中では大きなものである (第45図下段)。埋土は炭化物を含ん

だ焼土だが、 2層に分けることができる。遺物は出土していない。

( 5 )焼土土坑3

円形の土坑で、 炭化物を含んだ焼土が入っている (第46図上段)。遺物は出土していない。

(6 )焼土土坑4

円形の土坑で、炭化物を含んだ、焼土が入っている (第46図中段)。埋土は2層に分かれる。

(7 )焼土土坑5

楕円形の土坑で、炭化物を含んだ焼土が入っている (第46図下段)。埋土は2層に分かれる。遺物は

出土していない。

(8 )集石 l

富士黒土層の上面で検出したもので、20点の礁からなる(第47図上段)。浅い土坑を伴っているよう

に見えるが、 輪郭をはっきり とらえるこ とができなかった。周辺では楕円文土器が出土していることか

ら、 縄文時代早期の可能性が最も高い。

(9 )集石2

栗色土層中で検出したもので、 32点の礁からなる (第47図下段)。 浅い土坑を伴っており、 埋土は I

層である。

(10)集石3

栗色土層中で検出したもので、 16点の磯からなる(第48図上段)。礁の中に石皿が I点含まれている。

凝灰質砂岩の円磯を使っており、 表面が擦れてわずかに窪んでいる。

(11 )集石4

栗色土層中で検出した士坑を伴う集石で、 45点の礁からなる(第48図下段)。埋土はl層である。2

点の礁を除いてすべて赤化している。完形の礁は2点でいずれも赤化している。 33点の磯は割れ面が赤

化しており、 割れ面の赤化していない礁が8点ある。

(12)集石 5

栗色土層中で検出した土坑を伴う集記で、 33点の礁からなる(第49図上段)。土坑中の埋土は l層で

ある。 完形の礁は3点でいずれも赤化している。割れ面が赤化した礁が22点あり、割れ面が赤化してい

ない礁は6点ある。

(13)集石6

富士黒土層中で検出した土坑を伴う集石で、大きく削平を受けている (第49図下段)020点の礁から

なり、 完形の磯は 2点ある。 15点の礁は割れ面が赤化しており、 割れ面が赤化していない磯は 2点ある。
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(14)集石7

栗色土層中で検出した土坑を伴う土坑で、 24点の礁からなる(第50図)016mほど離れた遺構外の礁

が接合する。完形の磯が3点あり、 2点が赤化している。 割れ面が赤化した礁が16点あり、割れ面が赤

化していない陳が4点ある。

(15)集石8

栗色土層中で検出 した土坑を伴う集石である(第51図上段)037点の礁からなり、 礁を土坑内に詰め

込んだ、よ うになっている。 完形の礁は9点あり、 8点は赤化している。 割れ面が赤化した礁は20点、 赤

化していない礁は5点ある。

(16)集石9

富士黒土層中で検出した集石で、 土坑はない(第51図下段)。陳が密集するという感じではな く、 む

しろ散在している。27点の礁からなっており、完形の礁は 8点で、すべて赤化している。割れ面が赤化

した磯は17点で、赤化していない礁は 2点ある。

(17)集石10

栗色土層中で検出したもので、土坑はない(第52図上段)012点の礁が密集している。 完形の礁は4

点あり、 すべて赤化している。破砕した礁は、すべて割れ面が赤他している。

(18)集石11

栗色土層中で検出した集石で、土坑はない(第52図下段)037点の礁が密集しており、中に l点石皿

がある。完形の礁は I点あり、赤化している。割れ面が赤化した礁は27点、赤化していない礁は7点あ

る。石聞は、 相当使い込んだようで、 表面が大きく窪んでいる。集石に転用された後に焼かれて赤化し

ている。

(19)集石12

栗色土層中で検出した、 6点の礁からなる小規模な集石である(第53図上段)06点中5点が完形礁

で赤化している。

(20)集石13

13点の礁からなる小規模な集石である(第53図下段)。すべての礁が破砕してお り、 12点の礁は割れ

面が赤化している。また、ホルンフェルスの剥片と楕円文土器の小片が伴っている。

(21)集石14

栗色土層中で検出した集石で、 深さ50cmに及ぶ楕円形の土坑を伴っている(第54図)。断面図の所見

から、楕円形の土坑内に別の土坑があり、その土坑内に扇平な礁を敷き詰め、その上に扇平な礁を被せ

て蓋をしたような構造になっていることがわかる。

機は72点あ り、すべて破砕している。 68点が赤化している。割れ面が赤化した礁は54点あり、割れ面

が赤化していない礁は14点ある。

また、 礁の中に l点石皿がある。砂岩の円礁を使っており、 表面が窪んでいる。半分に割れた石皿を

転用 したのであろう。これも火を受けて赤化している。

(22)集石15

栗色土層中で検出した、 8点の礁からなる小規模な集石である(第55図上段)0 6点の礁が完形で赤

化している。割れ面が赤化した礁が I点、割れ面が赤化していない礁が l点ある。

(23)集石16

富士黒土層の上面で検出した土坑のない集石である(第55図下段)061点の礁からなり、 l点は40cm

x30cmの大きな礁である。完形磯は13点あ り、 12点が赤化している。割れ面が赤化した礁は39点あり、

割れ面が赤化していない礁が7点ある。
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(24)出土土器

撚糸文土器

第56図に示した土器は、 いずれも胎土の状況や施文方法などから、同一個体と思われる もので、 横方

向に交差する Lの撚糸文が見られる。いずれも内側は丁寧になでて仕 ヒげである。 1は口縁部から残っ

ており、ほぼ全面に撚糸文が見られる。 5は底部に近い部分と思われ、ここにも交差する撚糸文が入っ

ている ことから、この個体は、ほぼ全面に交差する撚糸文が入っていたと考えられる。4、7、8は粘

土のつなぎ目で割れている。

楕円文土器

第57図に示した土器は、胎土の状況や施文方法などから同一個体と思われる。全体に小片が多く、図

示できたものは4点だけである。楕円は大きめではっき りしている。また、胎土に白い砂粒が目立つ特

徴がある。 3は底部に近い破片で、複数の楕円文が切り合っている。

野島式土器

第58図に示した土器は、同一個体の破片が集中して出土したもので、大方の破片が接合した。口縁部

から頚部にかけて、 斜め方向に沈線を入れている。施文方法は 2種類あるようで、棒状の工具で右下が

りの沈線を引いた後、その沈線を分断する よう に、指で左下がりの沈線を入れた部分と、逆に、棒状工

具で左下がりの沈線を引いた後に、指で右下がりの沈線を入れている部分がある。

また、棒状工具によ る沈線の代わり に太い条痕文を入れ、それを指による凹線状の沈線で分断してい

る部分もある。

くびれた部分よりも下の胴部には文様は入っていない。また、胴部中央から上には煤が付いている こ

とから、火にかけた時、胴部中央から下が炎の中にあったことがわかる。

判ノ木山西式土器

第59図に示した土器は、同一個体の土器が集中して出土したもので、その分布は、第41図下段に示し

た、判ノ木山西式土器の分布図のとおりである。一部の破片は数十mllJ[れて出土したが、接合関係から、

同一個体であることは間違いない。

いずれも内外面に条痕文が見られる。外面は条痕を地文として、胴部上半に斜め方向に交差する、 3

列ー単位の条痕のような文様を入れている。そ して、口縁直下には、その施文工具を斜め下から突き上

げるように突き刺した跡がある。この文様は一見したところ条痕文に見えるが、地文の条痕とは明らか

に異なる工具を使っている。条の溝と溝の聞には、粘土が盛り上がっている状況を確認できる。これは

条と条の聞に施文原体が当たっていない証拠で、貝殻や板を使った場合には、まず起こらない。したが

って、 貝殻とは別の道具、たと えば櫛のように先端が細く枝分かれした道具を使っていると考えられる。

そこで考えられるのが、三文のフォークのような工具である。口縁直下にある施文工具の押圧痕から

もフォーク状の工具を想定できる。

この文様は胴部上半だけに見られ、下半は条痕文だけである。 1には補修孔が見られる。

曽利 I式土器

第60図に示した土器は、胎土の状況や施文方法などから、同一個体と思われる破片が集中して出土し

たものである。 Iは胴部上半の破片で、横方向に結節浮線文を貼り付けてあり、その上には深い沈線を

波状に入れて、波状に浮線文を貼り付けたような文様を表現している。結節浮線文の下には、 縦方向に

深い条線文を入れ、その上に 2本粘土紐で渦巻き文を付け、さらに2本の粘土組の聞を棒状工具で沈線

を入れるようになぞって、渦巻き文が浮き出る ようにしている。

2も胴部の破片で¥横方向に深い沈線を入れて、浮線文を貼り付けたような文様を表現し、その下に

は縦方向に深い条線が見られる。
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第2節 2区の遺構と遺物

第61図に示したように、調査区の中央付近に浅い谷があり、その中に遺構と遺物が分布している。 2

区は、 隣接する 3区と10区の聞に遺構、遺物の空白域があるため、この調査区を独立した遺構、遺物の

分布域として設定できる。

出土した縄文土器は、 十三菩提式と大歳山式が主体であることから、この調査区で検出した遺構も前

期末が主体である と考えられる。

検出遺構

(1)集石17

79点の礁からなり、土坑を伴う集石である(第62図上段)。埋土は 2層に分かれる。礁のうち10点は

完形で、すべて赤化している。割れ面が赤化した傑は61点で、 割れ面が赤化していない1擦が4点ある。

(2)集石18

栗色土層中で検出した集石で" 16点の礁が集まっている(第62図下段)。この土坑から採集した炭化

物から、測定値で4，750::!::40yrB.P.の年代が得られている。

(3)集石19

暗褐色土層中で検出した集石で、 14点の離が密集している(第63図上段)。離が集中する部分は礁を

積み重ねたよう になっている。また、浅い土坑を伴っているよう に見えるが、輪郭がはっ きりしない。

完形の礁は7点あり 、いずれも赤化している。害Ijれ面が赤化した礁は 2点あり、割れ面が赤化していな

い磯は5点ある。

(4)土坑2

平面、断面とも形の整わない土坑である(第63図下段)。一部が削平を受けている。形は整わないも

のの、埋土は11層に分かれ、 いずれも 自然堆積であることから、風倒木のような自然の土坑ではな く、

土坑が時間をかけて埋まっていったと考えた方が良い。埋土のうち、 9層と 10層は壁の崩落土である。

( 5 )土坑3

浅い土坑で、上部は削平されていると思われる (第64図上段)。一部に張り 出した部分が見られる。

底に近い所で、大歳山式土器が出土した。 RLの縄文が付けられており、この調査区で出土した他の大歳

山式土器のよ うな節の細かい縄文ではないが、他の大歳山式土器と同じ灰白色の胎土を使っている点と

器壁が薄い点から、大歳山式土器と考えて良い。

( 6 )土坑4

直径40cmほどの小さな土坑である(第64図下段)。埋土のうち 4層は壁の崩落土である。遺物は出土

していない。

以上の遺構は、 遺物が出土していない遺構でも、周辺で出土した土器は、十三菩提式土器と大蔵山式

土器がほとんどであることから、 縄文時代前期末と考えられる。

( 7 )出土土器

十三菩提式土器

第65図に示すように、谷の中で破片が集中して出土したもので、一部は数十m離れて出土したが、ほ

とんどが接合した(第66図)。 平底の深鉢で、 口縁下と胴部下半にくびれがある。口縁頂部はなでて面

取りをしてある。文様は、 RLの縄文を地文として、口縁部から胴部の張り出し部分にかけて浮線文を

H 占っている。 口縁部と口縁直下に並行する浮線文を貼り、その聞に蛇行する浮線文を入れている。そ し

て、その後に蛇行する浮線文と口縁部の浮線文を縦方向の浮線文で結んで、いる。胴部の張り出した部分

の浮線文は、直線状の浮線文の下に蛇行する浮線文を貼っている。
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(8)出土石器

この調査区で出土した石器は、出土した土器から、前期末の十三菩提式土器と大蔵山式土器に共伴す

ると考えられるため、ま とまった一群として報告する。

石鍬

第67図-1'"'-'3は有茎の石鯨で、いずれも逆刺が作られてお り、 茎部を欠損している。4は基部に深

い扶りが入っていて、片方の脚を欠損しているが、欠損後に再加工しているようである。 5は基部に深

い孤状の扶りを入れて脚部の末端が尖る ように加工している。 6は基部に挟りを入れているが、脚部の

末端は丸くなるように仕上げている。 7は基部に弧状の挟りを入れて脚部の末端が尖る ようにしている。

8は正面と裏面で加工の度合いが異なっており、 裏面の方が、 加工が細かい。

9は基部に浅い挟りが入っており、側縁は鋸歯状に仕上げているが、加工が粗い印象を受ける。10は

長さに対して幅が広い。素材になっている剥片の形が影響しているのであろ う。11は、両面の一部に剥

片の素材面が残っている。 12と13は、実測図の正面に据えた面の方が、 裏面よりも加工が細かい。14は、

実測図の正面に据えた面より も裏面の方が、加工が細かい。

15は結晶片岩製で、薄く剥がれる性質があるため、その性質を活かした薄い剥片を使い、縁辺だ、けを

加工して完成品にしている。 16は細長い石鍬で、 基部に浅い扶りが入っている。17は風化が進んでいる

ため、平面の形しかわからない。 先端が細長い上に、 基部に深い挟りが入っているため、 脚部、胴部と

もに細長い印象を受ける。18は基部に挟りが入らずに平坦になっている。加工は、細長い剥離が並行し

て入っているため、形態が整った印象を受ける。19は長さに対して幅のある石鯨で、大きさから考えて

完成品と思われるが、大きさの割に厚みもある。20は石鉱としてはかなり小さい。総辺がやや鋸歯状に

なっているが、加工が粗い印象を受ける。

ス クレイ ノ~ -

第67図-21は打面が大きく残っている剥片を使ってお り、縁辺に平坦な剥離を入れて刃部を作ってい

る。 22は剥片の側縁に急角度の剥離を入れている。左側縁は裏面から加工し、右側縁は表面から加工し

ている。 もしかしたらナイフ形石器の可能性もある。

石錐

第67図 23は厚みがあり、 一件、角錐状石器にも見えるが、 先端を細く作りだしていることから石錐

と判断した。素材になった剥片の稜状剥離が見られるこ とから、稜付きの剥片を使っているかもしれな

い。そ うだとしたら、旧石器時代の造物の可能性が出てくる。

微細な剥蹴のある剥片

第67図-24'"'-'26は剥片の両側縁に不規則に微細な剥離が見られる。第68図-2'"'-'4は、片面に大き く

自然面が残る剥片で、縁辺に微細な剥離が入っている。いずれも砂岩の円磯から剥離した剥片で¥円磯

面の状態から、 扇平な円礁から剥離されていると思われる。

石匙

第68図 lは、石の目の多い剥片を使っており、つまみの部分を両面から加工して作っているのに対

して、 刃部は裏面から加工して作っている。

打製石斧

第69図 lは表面に平坦面のある円磯面が残っており、裏面に素材になった剥片の主剥離面、も しく

は平坦な分割面が残っている ことから、 扇平な円磯から剥離した剥片か、 扇平な円礁を分割したものを

使っていると思われる。 加工は両側縁から平坦な剥離を入れているが、器体中央まで及ぶ剥離はほとん

どない。 器体中央付近に挟りが入っている。刃部に近い所に挟り を入れることはないと思われるため、

欠損した部分に刃部があったと想定した。
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第3節 3区の遺構と遺物
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第69図 2区出土石器3

3区の地形は、第70図に示したように、北側の10区から伸びてくる丘陵と その両脇の浅い谷から構成

されている。遺構と遺物は、丘陵上にはなく、その両脇にある谷から出土している。いずれの遺構、遺

物分布域も、北側の10区、南側の8区と11区の遺構、遺物分布域との間に空白域があるため、 3区を独

立した遺構、 遺物分布域 として設定できる。

出土した縄文土器は、押型文土器、 鵜ヶ島台式土器、打越式土器、諸磯式土器、十三菩提式土器、五

領ヶ台 I式土器と多時期に渡る。いずれも分布域が重なっているため、土器が出土していない遺構の時

期決定は難しい。

(1)遺物集中域 l

谷に向かう緩斜面で検出した石器と土器、磯の集中域で、 土坑などは伴っていない (第71図)。詳細

に見ると集中域の西側に石器が集まり、東側に土器が集まる傾向がある。後述する ように、石器集中部

では、黒曜石の石核を持ち込んで、石鍬や尖頭器を製作した跡と考えられる ことと、 土器は同一個体と

思われるものが複数見られることから、短期間の聞に集中的に石鍬と尖頭器を製作したと考えられる。

出土した石器は400点で、うち395点は黒曜石である。ほとんどが剥片と砕片のため、図示できる石器

がほとんどないが、石鍬や尖頭器の破片が出土していることや、剥片や砕片で、は、 湾曲して薄いものが

多いことから、 石鍬や尖頭器の製作跡と考えて良い。剥片と砕片の数から考えて、石鯨や尖頭器を集中

的に製作し、欠損品以外を持ち出したと考えられる。

また、サイコロ状に小さくなった黒曜石の石核も出土していることと、自然面の付いた剥片は出土し

ていないこ とから、石核を持ち込んで剥片剥離する段階から開始していると思われる。黒曜石製の石器

以外には、第71図 lに示した粘板岩製の石錘が出土している。 これは粘板岩の円磯を使っており、円

礁の両端を打ち欠いて紐掛けを作っている。石鍛や尖頭器の製作跡から出土した石器としては異端な存

在である。

土器は、早期の打越式土器がわずカ主に見られるが、前期末の十三菩提式が主体で、個体別に見る と、

3個体ほどが確認できる。後述の第85図-1の土器も半分ほどの破片がこの集中域から出土している。

第72図-1は特徴的な赤褐色の胎土を使った土器で、条痕による調整が見られる。遺構外から出土し

た同一個体と思われる土器から、打越式の破片と思われる。
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2は厚い条痕文土器で、特徴的な赤っぽい胎土である。調整は、条痕の後でなでている。

3は十三菩提式で、口縁直下に三角形の印刻文が見られる。印刻文を入れた文様帯の下には、 沈線で

区画した中に条線文を充填する文様帯が見られ、 その下には無文の部分が見られる。

また、 条線文による文様帯には、条線文を入れる前に円形の突起を付けており、円形突起の先端には

棒状工具による刺突がある。印刻文や条線文が見られる点で、以下に記載する十三菩提式土器より も古

い段階のものと考えられる。

4"'9は胎土や文様から見て同一個体と思われる。 4は口縁部の内外面に粘土の貼り付けが見られ、

その部分は無文帯になっている。口縁部の無文帯のドは、 RLの縄文を地文として、 結節浮線文が見ら

れる。結節浮線文は、口縁部の無文帯に並行して3本貼り付け、 縦方向に垂下する部分と円形に巡る部

分がある。縦方向の結節浮線文も 3本付けてあるが、その施文方法は、口縁部無文帯の下に並行する 3

本が、そのまま向きを変えて垂下するのではなく、縦方向に別の結節浮線文を貼り付け、横方向の結節

浮線文を分断している。

5は口縁を含んだ破片で、 口縁の内外面には粘土を貼り付け、無文帯を作っている。無文帯の下には、

RLの縄文を施文後、3本の結節浮線文を貼り、これを分断して縦方向に 3本の結節浮線文を貼っている。

6と7は口縁部を含む破片で、口縁の内外面に粘土を貼り付けて無文帯を作っている。無文帯の下に

はRLの縄文を地文にして、口縁部の無文帯に並行する結節沈線文と円形に巡る結節浮線文が見られる。

8は胴部の破片で、RLの縄文の上に屈曲する結節浮線文が見られる。 9はRLの縄文の上に、 おそら

く円形に巡ると思われる結節浮線文が見られる。

10はRLの縄文の上に、縦方向の結節沈線文がある。11は太い浮線文の下に結節浮線文が並行してい

る。 12は11と同一個体と思われ、RLの縄文の上に結節浮線文を貼ってある。

13"'16は同一個体と思われる破片である。13と14は胴部の披片で、 LRの粗い縄文を付け、一部をな

でているため、縄文が消えかかっている。 15はLRの縄文を施した後、なでて縄文を消している。粘土

のつなぎ目で割れており、粘土をつないだ、際、土器の外側をなで上げ、内側を下に向かつてなでて粘土

を接着させた状態が良く残っている。

16はLRの縄文が見られ、一部で縄文が薄く なっている部分があるが、これは土器が湾曲しており、

縄文のあたりが浅かったためである。

17は目の細かいRLの縄文を施し、 ‘部をなでて消している。18はRLの縄文が見られる。

(2 )遺物集中域2

遺物集中域 Iと同じく谷に向かう緩斜面で検出した、石器と土器、礁の集中域である(第73図)。造

物集中域 lに比べると遺物の数は少ないが、周囲に比べる と遺物が集中していること、ほぼ一面で面を

そろえて出土したこ とから、 まとまりのある単位と考えた。 内容は1擦が最も多く、石器がこれに次ぎ、

土器が最も少ない。

内容は礁が主体で¥これに黒曜石の剥片や砕片が混じ り、 土器片がわずかに混じっている状況である。

礁は遺構外の礁と数mの距離を隔てて接合するものがある。礁は161点出土しており、 そのうちほぼ半

数が赤化しているうえに、100点余りの礁が破砕している。 このことから考えると、この遺構を集石と

考え、 そこに不要になった石器や土器を捨てた遺構と考えた方が良いかもしれない。

土器はわずかだが、大歳山式土器が出土している。 1は口縁部の破片で、口縁部の外面と内面、そ し

て口縁頂部に、 LRの細かい縄文を入れている。口縁内部の文様帯の下は、丁寧になでてあり、文様帯

と無文部分の聞に角ができている。口縁外部の下には独特の'2:J形の結節浮線文が2本並行しており、

その下にはLRの細かい縄文が見られる。 2は胴部の破片で、 RLの縄文を施文している。 薄い器壁と灰

白色の胎土から、 これも大歳山式と考えて良い。

97 



∞| 
。/ 場事/.J凶 一 II 、d 。

Z-32から
北へ7m 一「

東へ 3m
X = -94293.0 
Y = 28613.0 

U I ζ  ../ o._♂r.. 
E .0 
c;つ. 

¥7:!JfVケ
A' A 

.0 
第73図 3 第73図ー 4へ¥冶 。

.:土器
。 。

電
..:石器

'b 。礁
国| 国|

E 
CMD 3 

FCつ、

137.50mA A' 

~ 
品酬併側斜蝉沼崎舎も噂ヰ

同
。 ( 1 100) 5m 

" 忠~Ã~君主E2FYJJfム

選建言手FJi U d 祭同守5主5吋認S ーメ川ノパ室主霊 。 (1 : 3) 10cm 

.~， 

ノ" " 2 

4語。鱒 o (2:3) 5cm 

<> 3 Ob(産地不明) くご> 40b(産地不明)
[」

第73図遺物集中域2実測図と出土遺物(1・2: 1/3、3・4: 2/3) 

98 



石器は47点出土しており、 46点は黒曜石である。内容は石鍛と尖頭器の他は剥片と砕片で、 2点の剥

片に微細な剥離が見られる。剥片や砕片を見ると、湾曲している上に薄いものが多いことから、 ここで

は押圧剥離による平坦剥離を行っていたことが考えられる。このこ とは、石嫉と尖頭器の製作と整合す

るこ とで、数は少ないものの、石鍛や尖頭器の製作跡と考えられる。

第73図-3は石鍛で、完成形に近いと思われるが、 脚部の片方が折れている。基部の扶りを入れてい

る途中で脚部を欠損したのであろう。 4は石搬の未完成品と思われ、大きさの割に厚みがあり、先端も

形成されていない。 裏面には素材になった剥片の剥離面が残っている。これを完成させるには、さらに

薄くする必要があるが、すでに完成品と同じ程度に小さくなっているため、これ以上の加工は不可能で、

あろう。この遺構に伴って出土した炭化物から、 測定値で4，820::t40yrB.P.の年代が得られている。

(3 )集石20

富士黒土層の上由でド検出したもので、 規模は大き くないが、土坑内に12点の礁を詰め込んだような集

石である(第74図上段)。磯はすべて割れており、 そのうち10点の割れ面が赤化している。

(4 )集石21

栗色土層の下部で検出 した集石で、浅い土坑の中に30点の礁が入っている(第74図下段)。完形の礁

はl点だけで赤化している。残りの29点中28点の礁は割れ面が赤化している。

( 5 )集石22

栗色土層で検出した集石で、直径150cm程の円形の土坑の中から138点の礁が出土した(第75図)。ま

た、土坑に隣接して 8点の礁が出土した。隣接している という以外に理由はないが、土坑外で出土した

磯も同じ集石と考えた。集石24の礁と接合関係があり、 その接合距離は7.5mである。 また、 10m離れ

た集石26とも接合関係がある。

断面図に表れている ように、 磯は土坑内に敷いたようになっているが、土坑の底ではなく、 2"'6層

が堆積した後に礁を入れている。土坑掘削後、2"'6層が自然堆積してから礁を入れたとは考えにく く、

土坑を掘った後、中に土を入れて整地してから礁を入れたと考えた方が良い。中に石田が I点混じって

いる。分厚い円l擦を使っており、片面が磨 り減って窪んでいる。使わなくなった石皿を集石に入れたの

であろう 。この集石内から採集した炭化物から、測定値で4，750::t40yeB.P.の年代が得られている。

( 6 )集石23

土坑と重複して礁が分布しているが、土坑の中に離を入れた状態ではなく、土坑の上面とその周辺に

礁が散在している状況である (第76図)。したがって、礁と土坑が別の遺構で、偶然重なっている可能

性もあるが、土坑の埋土中に食い込んでーいる礁が複数ある ことから、土坑と礁は共伴するものと考えた。

遺構内で接合する礁は少ないが、3.5m離れた集石25の磯と接合するものがあり、また、 7.2m離れて出

土した遺構外の磯とも接合する。

磯数は43点で、完形の礁は14点あり、すべて赤化している。割れ面が赤化した礁は17点、割れ面が赤

化していない磯は12点ある。造物が出土していないため、時期決定は難しい。

(7 )集石24

暗褐色土層中で検出した土坑を伴う集石で、土坑の中と その周辺から113点の磯が出土した(第77図)。

土坑中の礁は、土坑に詰め込んだような状態で出土している。この集石の特徴は、図示したよ うな遠距

離の接合関係がある点である。集石位、25、28、そして遺物集中域2と磯が接合しており、特に集石25

とは多くの礁が接合している。さらに集石38とは l点であるが、 183mの距離で、接合していることは特

記できる。

礁のうち完形礁は12点で、ともに赤化している。割れ面が赤化している礁は69点で、割れ面が赤化し

ていない礁は31点である。磯以外の遺物が出土していないため、 時期決定は困難で、ある。

99 



AB-32ヵ、ら i

北へ7m T 
X =-94273. 0 
Y = 28610.0 

AA-32ヵ、ら 1

~tへ 9m ←
東へ 1m
X =-94281. 0 
Y = 28611.0 

eo¥ 

∞1 国|

E 
CぱD3 

138.50mA A' 
cVo 3 

ド1
一喝さ今一

円1層 黒褐色士

137.50mA 

同

集石 20

A 

集石 21

d ¥ 

勺/

~ 

、/6dqp

A' 

イ'

一一て三三三E、J

1層黒褐 色土 。 (1 : 20) 1m 

と口1

叫

E
C旧
日

A' 

以

第74図集石20、21実測図

n
H
u
 

n
H
U
 

噌
E
E
A



@ 

~ 

育 。

。 (1 : 6) 50cm 

AA-32ヵ、ら
北へ 7m
東へ 5m

X = -94283.0 
y = 28615.0 

ーャeol

∞| 

1 An 

137.70mA 

YLU 

137.70m旦

。 1m (1 : 20) 

第75図集石22実測図と出土石器

司
E
E
A

n
H
U
 

T-ム

集石22

集石26の1点と接合

A' 

B' 

企石器
。 礁

A' 

土

土

土

土

色

色

土

色

土

色

褐

褐

色

褐

色

褐

黒

暗

褐

黒

黒

層

層

層

層

層

暦

1
2
3
4
5
6
 

遠距離接合図

AA-33 
X =-94290. 0 
y=  28ω 斗

o (1: 200) 5 m 



AA-32泊、ら
hコ|

北へ7m ∞| 

東へ2m 集石23 ~ 
X =-94283. 0 。
y = 28612.0 

~~ 十 @ 

も

A A' 

争
め 。

集石25の1点と接合
遺構外磯1点と接合

叫

E
3
5137.60mA A' 

AN  ぺ7てタρ一 AN 

KU  
KU  

1層 褐色土 。 (1 : 20) 1m 

0
1
 

ハU
n
u

n
J
'
-
a
A『
l
n
H
U

B
-
-
一一

A
X
Y
 

遠距離後合図
。

AA-32 
X =-94290. 0 
y = 問。斗

。礁

。 (1 : 250) 10m 

第76図集石23実測図

102 



Jγ AA-33から
北へ 5m
X = -94285.0 
y = 28620.0 

∞l 

集石24
~ 

集石22の1点と後合

A' む

集石川O点と接合 ~三三

集石28の1点と接合

集石28の1点と接合
集石28の1点と接

集石38の2点と接合

遺物集中域 2の1点と接合

1 1寄褐色土 。 (1 : 20) 1m 

遠距離接合図

。

nB
nt
 

一一

磯

A

一一
一一

A

X

パ
ナ

。

183m先の礁と陵合

(1 : 250) 10m 

第77図集石24実測図

103 



(8 )集石25

暗褐色土層の下部で検出した土坑を伴う集石であ る (第78図)。礁は土坑内に密集しており、 その周

辺にも散在した状態で出土した。これも図示したように、他の遺構との接合関係が頻繁に見られる。 特

に集石24とは多くの接合関係が見られる。遺物が出土していないため、時期の特定は困難である。

(9 )集石26

栗色土層から検出 した土坑を伴う集石で、 96点の礁からなる(第79図)。土坑の底面に接している礁

はなく、 底面上に堆積した 2層の上面に敷いたよう な状態で出土した礁が多い。完形の礁は9点あり 、

いずれも赤化している。割れ面が赤化した磯は54点あり 、割れ面が赤化していない礁は28点ある。

土器は入海式と思われる破片が 1点出土している。石器は石鯨が出土している。 1は黒曜石製で、基

部にわずかに挟りが入っている。先端は丸くなっている ことから未完成品とも思えるが、加工は進んで、

いる。 2は黒曜石製で、挟りが深く脚部が長い。3は石鍛の未完成品である。黒曜石の剥片の一辺に剥

離を入れている。この土坑から採集した炭化物から、測定値で4，750:t40yrB.P.の年代が得られている。

(10)集石27

土坑の中に30cmX 30cm程度の礁が入っている(第80図上段)。礁が入った土坑と考えた方が良いかも

しれないが、 礁は流れ込んだものではなく、土坑の中に据えたような状態で出土したため、集石とした。

第244図- 1、2の石皿が出土している。

(11 )集石28

栗色土層中で検出した士坑を伴う集石である (第80図下段)。造物集中域 2や集石24、集石25、土坑

5と接合関係を持つ。接合距離は5m程度で、ある。礁は71点出土しており、完形の礁は 3点あり、いず

れも赤化している。 割れ面が赤化した礁は39点あり、割れ面が赤化していない礁は27点ある。

この集石からは、 時期を特定でき る土器が出土している。第80図- 1は底部に近い破片で、条痕によ

る調整が見られる。打越式と思われる。2は小片で、あるが、横方向と斜め方向の集合沈線が見られる こ

とから五領ヶ台 I式と思われる。

これらの土器片が、この集石の時期を決める手掛かり になる。通常ならば、五領ヶ台 I式の時期と考

えるが、土坑の内部から出土したのは Iの打越式で、これは流れ込みの可能性もある。 2の五領ヶ台 I

式は、土坑の外で土坑に近接して出土した ものであ り、この土坑には伴わないかもしれない。したがっ

て、この2点の土器からは遺構の時期を決めるのは難しくなる。そ こで、 この集石と接合関係をもっ遺

構の時期を検討する と、遺物集中域2は、大歳山式土器が出土しているこ とから前期末である。また、

後述する土坑5とも接合関係があり 、こちらでは十三菩提式土器が出土している。

この状況から考える と、 この集石の時期は縄文時代前期末で、 lは流れ込み、 2はここで報告してお

くが、 集石には伴わないと考えた方が良いであろう 。

(12)土坑5

礁が出土しているが、集石と言う程には集中していない上に、 流れ込んだ状況であったため、土坑 と

して記載する(第81図上段)。

楕円形の土坑で、埋土から29点の離が出土している。完形の礁は4点で、う ち3点が赤化している。

割れ面が赤化した機は16点で、 割れ面が赤化していない礁は 7点である。遺物集中域2、集石25、集石

28と接合関係がある。

遺物は、 区|示 した土器片が出土している。 RLの縄文とその上に結節浮線文が見られる ことから、十

三菩提式と思われる。

(13)土坑 6

直径50cm程の円形の土坑である (第81図下段)。埋土は l層で、 造物は出土していない。
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(14)出土土器

石山式並行土器

早期後半の同一個体と思われる土器が散在して出土した(第82図上段)。小片が多く、図示できたも

のは少ないが、 1 ，"， .. -4はいずれも条痕調整の後に連続する爪形文が入っている。横方向の爪形文とジグ

ザグに施文している爪形文が見られる ことから、石山式、もしくは石山式に並行する土器と思われる。

打越式土器

条痕文の見られる同一個体と思われる土器が散在して出土した(第82図下段)05、6は、 表裏両面

とも条痕文が見られる。独特の赤褐色の胎土から考えて、打越式と思われる。

また別の個体もまとまって出土したものがある (第83図)0 1、2ともに口縁を含む破片で、砲弾形

になると思われる。表裏両面に条痕による調整が見られる。口縁直下には 2列で並行する貝殻腹縁文が

ある。共に独特の赤褐色の胎土である。

諸磯a式土器

AB33グリッド付近で諸磯a式土器がまと まって出土した(第84図上段)。すべて同一個体と思われる。

1は胴部の破片で、 RLの縄文が見られる。この破片は上下とも粘土のつなぎ目で割れている。 2は胴

部のくびれた部分の破片で、RLの縄文を地文として、く びれ部の ヒ部には円形のスタ ンプ文を付けて

いる。そ して、くびれ部には並行する押し引 き竹管文が3本引かれている。3本のうち上2本の間隔が

広く空いており、その聞の縄文は磨り消してある。くびれ部の下はRLの縄文だけが見られる。

3は胴部下半の破片で、 RLの縄文を付けている。下の方は縄文を磨り消している。

諸磯b式土器

上記の諸磯 a式がまとま って出土したAB33グリッド付近では、諸磯b式土器もまと まって出土した

(第84図下段)。同一個体と思われ、 4"-'6には、口縁部外面をなでて面取りをする特徴が見られ、 その

直下に rCJ字形のスタンプ文を連続して付けてある。竹管文を号|く際に使う半裁竹管を押しつけてい

ると思われる。

卜三菩提式土器

調査区の南東部の遺構や造物が集中する範囲では、 十三菩提式土器が最も多く出土した。特にAA32

グリッド付近では、 第85図に示す良好な資料が出土した。

この資料は、 口縁直下に4箇所の突起を持つ深鉢で、ある。口縁はやや内湾し、口縁部の内側はきれい

になでて面取りをしてある。内部も丁寧に横方向になでて調整している。

文様は、 RLの縄文を地文として、浮線文や結節浮線文、条線文が見られる。 施文方法は下記のとお

りである。

口縁からくびれ部にかけては、 RLの縄文を地文として、その上にほぼ5mm間隔で、縦方向に浮線文を

貼り付けている。浮線文の長さは3.5cm程で、揃っている。 その後、縦方向の浮線文の下に3本の並行す

る結節浮線文を貼っている。竹管の移動方向は、図面上で左から右に向かっている。右手で、竹管を持っ

て、左から右に向かつて押し引きしたと思われる。

突起の根元には半円形に結節浮線文が巡っており、 突起上には竹管文が見られる。これを棒状工具に

よる沈線ではなく 竹管文と判断した理由は、 後述する。

くびれ部よりも下は、結節竹管文で文様帯を区画した後、丁寧になでる部分と竹管文を充填する部分

に分かれている。結節竹管文による区画は、まず、縦に長方形の区画を作る。縦方向の竹管の移動方向

は図面上で上から下に向かっている。この区画は3箇所認められ、その間隔は揃っていない。 次に長方

形の区画の聞に蕨手のような区画と三角形の区画を作る。結節浮線文の切り合いから見ると、 蕨手のよ

うな区画を先に作り、その後に空いた隙間に斜めの結節竹管文を入れて三角形の区画を作っている。
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区画ができたとこ ろで、縦長の長方形の区画と蕨手形の区画に竹管文を入れる。 この文様は、竹管を

使わずに棒状工具でも付ける ことができ るが、竹管文と判断した理由は下記のとおりである。

-条聞はすべて半円形に盛り上がっており 、盛り上がった部分には微細な筋が観察できる。これは半円

形の施文原体が当たらなければ付かない痕跡である。

・結節浮線文を作るには半裁竹管を用意する必要があ り、同じ道具でこの文様を付ける ことができるの

に、この文様を付けるために別の道具を用意するのは非効率である。

・並行した沈線を多 く号|くには、 l本の棒状工具よりも半裁竹管を使った方が有利で、ある。

最後に竹管文を入れていない区画を丁寧になでる。このなでは細かい部分まで及んでいる ことから、

細長い工具を使っていると思われる。そして、 結節竹管文の一部が磨 り消されていることから、なでおが

最後の工程である ことがわかる。

なお、くびれから下に縄文が付いていたかどうかははっきりしないが、 縄文の痕跡はまったく 観察で

きないことから、縄文が付けられていたのは、くびれから上の部分だけだったと思われる。

これとは別に同一個体と思われる十三菩提式土器が出土している(第86図)0 1は波状口縁の突起部

分である。口縁の内外面に粘土を貼り付け、 無文帯を作っている。突起上には、 縦方向に粘土を貼り付

け突出部を作っている。そして、突出部から斜めに結節浮線文が3列付けられている。結節浮線文のド

には、わずかに地文のRL縄文が見える。

2'"'-'5は胴部の破片で、 RLの縄文の上に ryJ字形の結節浮線文を付けである。いずれも竹管の動

きは図面上で上から下に向かっている。

前期の土器

以上の他に、時期の特定は難しいが、前期と思われる同一個体の土器が出土している (第86図)。

6'"'-'9は、雲母を含んだ胎土でRLの縄文が見られる。縄文の回転方向は縦回転と斜め回転の両方が

見られる。
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第4節 8区の遺構と遺物

この調査区の北側に隣接する 3区、東側の11区、南側にある14区との聞に、遺構、造物の空白域があ

るため、この調査区内を遺構、遺物の分布域として設定する。第87図にトーンで示したように、中央部

の丘陵上は削平を受けて遺跡がなくなっており、 遺構と遺物はその両脇にある浅い谷の中に分布してい

る。このことから、分布域は丘陵を挟んで西と東に分ける ことができ る。遺構は、土坑が7基検出され

ており、 落 とし穴と思われる土坑が多いのが特徴である。石器は散在しており、集中する所はない。出

土している土器は十三菩提式と曽利式である。 量は曽利 I式が最も多く 、曽利II式がこれに続く。

(1)土坑7

この区域で唯一、丘陵上で検出した遺構である(第88図)。 深さが2.2mあるが、上部を削平されてい

るため、本来はもっ と深かったと思われる。埋土は黒っぽい土が主体のため、分層が難しいが、 16層に

分けることができる。このことから、時間をかけて自然に埋没したと考えられる。深さから考えて落と

し穴の可能性が高い。土坑内からは遺物は出土していない上に、周囲でも造物は出土していない。

(2 )土坑8

谷の中で検出した遺構で、土坑の中に大きな離が入っている(第89図上段)。流れ込みではなく 、土

坑中に据えた状態なので、 その点を評価すれば集石と同じ性格の遺構になるが、礁が l点では 「集石」

とは呼びにくい。ここでは土坑として報告する。

浅い土坑だが、上部を削平されているため、 本来はもっと深かったと考えられる。 土坑内からは造物

は出土していないうえに、土坑の周囲でも遺物は出土していない。

( 3 )土坑9

谷の中で検出した遺構で、上部を削平されているため、本来はもっと深かったと考えられる(第89図

下段)。これも落とし穴と思われる。 こと坑内からは造物は出土していないう えに、土坑の周囲でも遺物

は出土していない。

(4 )土坑10

谷の中で検出した遺構で、上部を削平されている(第90図)0B-B'の断面図に表れている ように、

傾斜地に掘られている。検出できた深さは 1m程度だが、 本来はもっと深かった と考えられ、立地から

考えても落と し穴の可能性が高い。土坑内からは遺物は出土していないう えに、土坑の周囲でも造物は

出土していない。

( 5 )土坑II

谷の中で検出した遺構である (第91図)0B-B'の断面図に表れている ように、 傾斜地に掘られてい

る。このような立地から考えると落とし穴の可能性が高い。土坑内からは遺物は出土していない。第87

図では、この土坑の南側で曽利 I式土器がまとまって出土しているが、出土レベルが違うため、この土

坑の周囲でも土坑の時期を決定できる遺物は出土していないことになる。

( 6 )土坑12

谷の中で検出した浅い遺構である (第92図上段)。埋土は 1層で造物は出土していない。本来の深さ

は不明であるが、上部が大きく削平されている状況ではないため、落と し穴のような深い土坑であった

とは考えにくい。

( 7 )土坑13

この調査区では唯一西側の谷で検出した遺構である (第92図下段)。 浅い土坑で、土器片が l点出土

しているが、 時期は不明で、ある。 上部を削平された落とし穴の可能性があるが、 本来の深さは不明であ

る。第87図の分布図上では周囲に造物が散在しているように見えるが、出土レベルが違う。
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第88図土坑7実測図
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( 8 )出土土器

十三菩提式土器

V24グリッド付近で、同一個体の土器がまとまって出土した(第93凶上段)0 1は口縁部の破片で、

波状口縁に近い形状である。突出する部分に、棒状工具によ る刺突がある。そ して口縁直下には結節浮

線文を貼っている。

2は深鉢で、口縁部から頚部にかけて 3本の結節浮線文を貼っている。 l本は口縁部直下に貼り、 2

本は頚部のくび、れ部に貼っている。そして、 3本目の結節浮線文から は ruJ字形の懸垂文が見られる。

土器の内部は板状の工具によるなでが観察できる。

曽利式土器

V29グリッ ド付近では曽利式土器がまとまって出土した。第93図-3は無文の浅鉢で、内外面とも丁

寧になでてある。口縁部は内側に屈曲させてある。

曽利 I式土器

胴部中央に派手な装飾を持つ深鉢で、第94図に分布を図示した破片はほとんどが接合する。 器壁は厚

く、どっしりと した重量感がある。内外面とも丁寧になでてあり、 特に口縁頂部は何度もなでて面取り

をしてある。また、底部は平らにならしである。

装飾は胴部中央に見られ、 5箇所にドーム型に突出した中空の文様が付く(第94図、第95図)。そし

て、 ドーム型の文様の聞にも粘土紐を蛇行させた文様が付いている。 ドーム型の文様は、粘土紐を蛇行

させた複雑なもので、文様のパターンを把握するのが難しいが、施文方法を復元してみよう。

施文方法

土器の表面はJ‘寧になでてあるが、 突起 lを付ける部分だけ条痕が残っている。したがって、土器の

表面をなでて調整する段階で、すでに最初に突起 lを付ける位置を決めていたか、あるいは、なでて調

整する段階で、すでに突起 lは付けられていたと考えられる。いずれにしても、突起 Iが最初に付けら

れた文様と考え られる。

突起 lを観察すると、ドーム状突起の両端が欠けて、 ジョッキの取っ手のようになっている。欠けた

部分を観察する と粘土をつないだ痕跡が認め られる。ということは、 最初からドーム状の突起を被せる

ようにして付けているのではな く、最初はジョッ キの取っ手のようなアーチ状の突起を付けて、 その後

で粘土を継ぎ足してドーム状に していること になる。

アーチ状の突起を付けた後、 その両側に粘土を継ぎ足し、この段階で突起はドーム状に作られる。 こ

の時、粘土でアーチ状突起の両側をふさいでし まうのではなく、 指が入る程度の穴を空けておく 。この

穴は装飾の意味もあるが、この穴がないと、アーチ状突起の両側に粘土を継ぎ足した時に、指を入れて

内側をなでて粘土を接着させるこ とができない。実際にドーム状突起の内側を観察する と、丁寧になで

である。これは ドーム状突起の側面に穴がないとできないことである。この穴は、 突起 1"'3、5は両

サイドに空けてあるが、突起4は片側だけに空げである。

突起が ドーム状になったところで、ドームの頂部に粘土紐を蛇行させた浮線文を貼り付け、 突起3の

正面に見られるような文様を作る。この時、蛇行する浮線文の中央を棒状工具で挟る ように削 り取って

いる。これは粘土組をドーム状突起に接着させる と同時に、蛇行する浮線文の中央を深く挟ることに

よって、 蛇行文が立体的に浮き出して見える効果を生んでいる。

蛇行する浮線文を作った後は、 ドーム状突起のサイ ドに空いている穴の周りに、円形に粘土紐を付け

る。穴の内側を観察する と、この時、穴に指を入れて粘土紐を接着させた痕跡が観察でき る。

穴の周 りに円形に粘土紐を付けた後は、 この円形の浮線文の周り に蛇行する浮線文を巡らせ、「太陽

マーク」のような文様を作る。
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突起4の頂部に付いている螺旋状の文様は最後に載せたものである。突起 5の頂部にも螺旋状の粘土

紐の一部が残っている。このような螺旋状の文様が確認できるのは突起4と突起 5だけである。突起 l

~3 には螺旋状の文様を乗せてあった痕跡はない。

ドーム状の突起が完成 したら、ドーム状突起の聞に粘土紐を蛇行させた浮線文を付ける。 この時、浮

線文が並行する部分では、浮線文の聞を挟る ように削り取って、浮線文が浮き出して見える ようにして

いる。これが最後の工程である。

一見複雑に見え、 5箇所の文様がそれぞれ別の文様のように見えるが、 ジョッキの取っ手のよう な

アーチ形の粘土を付けた後、アーチの両側に粘土を継ぎ足して ドーム状の文様を作り、 ドームの上面を

蛇行する粘土紐で飾る という施文方法は一致している。

曽利II式土器

これも同一個体と思われるものがまとまって出土した(第96図)0 1は胴部の破片で、横方向に隆起

帯を貼 り、 その下に太い粘土紐を貼り付け、 その上に縦方向の短い沈線を連続して入れている。また、

この粘土紐の上に、 さらに粘土紐で iyJ字形の隆起帯を付けている。 そして、その下の胴部には条線

文が見られる。

2も胴部の破片で、 iyJ字形の隆起帯と条線文が見られる。3もl、2と同様の施文が見られ、横

方向に隆起帯を付け、その下に太い粘土紐を貼り付け、 その上に縦方向に短い沈線を入れ、さらにその

上に iyJ字形の隆起体を貼り付けている。

4は底部に近い破片で、縦方向の隆起帯と条線文が見られる。
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第 5節 11区の遺構と遺物

11区は丘陵に当たっている(第97図)。隣接する 3区と 8区との間には、 遺構と遺物の空白域がある

ため、 この調査区内を独立した遺構と遺物の分布域として設定した。

遺構と遺物は丘陵の頂部付近に分布している。丘陵は南北に延び、東西両脇には谷が入っている。西

側の谷に降りてい くと、 8区の遺構、遺物の分布域がある。一方、 東側には大きな谷が入っている。こ

の谷では、遺跡は確認されていない。

この分布域で出土した土器は、打越式土器と諸磯b式土器が主体で、特に打越式土器が多い。打越式

土器と諸磯b式土器の分布は一部で重複している。石器は散在しており、集中する所はない。

(1)集石29

丘陵から谷に向かう緩斜面で検出した (第98図)。浅い土坑に礁が入った状態であるが、土坑の上面

は削平を受けており、 検出で、きたのは底に近い部分だけである。

5点の礁が出土しており、完形の礁はない。割れ面が赤化した礁が3点、割れ面が赤化していない磯

が2点ある。土坑内からは遺物は出土していないうえに、 周囲でも、士坑の時期を推定でき る遺物は出

土していない。

(2 )集{i30

丘陵上の休場層上層の上面で検出した土坑を伴う集石である(第99図上段)。土坑の中に1擦を敷き詰

めたよ うな状態である。 39点のl擦が出土しており、完形の礁は3点で、いずれも赤化している。割れ面

が赤化している礁が20点、割れ面が赤化していない礁が14点ある。土坑内から遺物は出土していないが、

周辺で打越式土器が出土している。

(3)集石31

丘陵上の休場層上層の上面で検出した土坑を伴わない集石である (第99図下段)022点の礁が散在し

ている状態で、完形の礁が7点あり、すべて赤化している。割れ聞が赤化した礁が11点、割れ面が赤化

していない礁が4点ある。遺物は出土していない。

(4 )集石32

丘陵上の富士黒土層で検出した土坑を伴わない集石である(第100図)043点の礁からなっているが、

近接して l号墳の周溝が入っているため、この周溝掘削時に失われた礁があると思われる。

完形の礁は9点ありすべて赤化している。割れ面が赤化した礁は32点、割れ面が赤化していない磯は

2点ある。

下記に示す土器が集石の範囲内と集石に隣接した所で出土している。

上ノ 山式土器

口縁部の破片が l点だけ出土した(第100図 -1)。白っぽい胎土に特徴がある。口縁直下に 2本の隆

起帯を貼り、その上に棒状の工具を横向きに押し当てている。隆起帯を付ける部分は器壁が薄くなって

いることから、隆起帯を貼る前にこの部分をなでて隆起帯を接着しやすくしているようである。

打越式土器

2点の破片が近接して出土し、 接合している(第100図 2)。内外面とも条痕によ る調整が見られる。

文様は見られないが、独特の赤褐色の胎土と器壁の薄さから打越式と思われる。

鵜ヶ島台式土器

波状口縁を持つ深鉢で、胎土と文様に特徴がある(第101図)。胎土は赤褐色で、砂粒を多く合む粗い

胎土である。器壁は分厚く、重量感がある。文様は後述するよ うに、指で凹線状の沈線を引くなど、 大

胆な印象を受け、非常に無骨な感じのする土器である。それ故に個体識別は容易である。
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第101図 lが集石32に近接して出土しており、これと同一個体の土器片が周辺に分布している。

lには、口縁部に棒状の工具によ る連続した刺突が見られる。 そして、その下に太い沈線を引いであ

る。この沈線は指で引し〉ていると思われ、特に頚部のくびれ部分に引いである沈線は、沈線というより

も回線に近い印象である。

胴部には 2箇所の屈曲する部分があり、屈曲部には粘土が貼り付けられ、隆起帯のようになっている。

文様とは呼びにくいことから、 隆起帯のような文様効果を狙ったものではなく、 文様帯を区画する 目印

として付けたのであろ う。

文様は胴部の上半に入っている。頚部のくびれ部分よりも上は、沈線で横長の菱形を作り、その中央

を縦の沈線で分断している。そして、縦と斜めの沈線が交差する辺りに棒状工具による刺突を入れてい

る。この幾何学的な文様構成と沈線が交差する部分の刺突は、 鵜ヶ島台式に通常見られるものだが、 沈

線が交差する部分ではなく 、沈線が交差する部分の脇を刺突しており、他にも沈線とは関係のない部分

を刺突するなど、典型的な鵜ヶ島台式とは異なる点が見られる。また、沈線と沈線の聞には ICJ字型

のスタンプ文のような沈線が描かれている。この ICJの字は、色々な方向を向いてお り、例えて言え

ば、視力検査の記号のような印象である。

くびれ部分には、横方向に回線と言っても良い太い沈線を入れ、その下には斜め方向 と縦方向の沈線

で、くびれ部よりも上と同じ文様を描いている。しかし、胴部下半は条痕による調整だけが見られ、 横

に長い菱形の文様は、 菱形の上半分だけで途切れている。沈線の聞には、くびれ部の上と同じように

I CJ字形の沈線が入っている。文様が途切れている理由は、 胴部に設けた段のうち、 l段目と 2段目

に文様を入れるという、鵜ヶ島台式の施文方法に従っているためであろう。

2'"'-'5は同一個体の土器片で、 2'"'-'4には 1と同様の文様が見られる。 5は胴部下半の無文部分で¥

条痕だけが見られる。

( 5 )集石33

富士黒土層で検出した集石で、 41点の礁からなる(第102図)。完形の礁は8点あ り、いずれも赤化し

ている。割れ面が赤化した礁は31点あり、割れ面が赤化していない礁は2点ある。第102図 lに示し

た無文土器が l点共伴している。薄手の土器で、 灰白色の胎土である点は大歳山式土器に似ていること

から、大歳山式土器、も しくは大歳山式土器に並行するものであろう。

( 6 )集石34

休場層の上面で検出 した浅い土坑を伴う集石である(第103図)。 土坑の中とその周辺から295点の礁

が出土している。完形の磯は68点あり、 67点は赤化している。 害1Jれ面が赤化している礁は177点あり、

割れ面が赤化していない礁は38点ある。 集石の直上まで削平されているため、土坑の上部と多くの磯が

なくなっていると思われる。

撚糸文土器が共伴しており、集石の周りにも同一個体の土器片が分布している(第104図)。器壁が分

厚く、 胎土も相いため、 無骨な感じを受ける。 lと2は口縁を含む破片で、 口縁直下から縦方向に細か

い撚糸文が見られる。 3は底部の破片で、底部周辺には撚糸文が見られないが、胴部に向かつて屈曲す

る部分には撚糸文が付けられている。 内側には指頭圧痕が残っている。 4にはLRの縄文がある。

出土土器

野島式土器

同一個体と思われる土器片が散在して出土した(第105図)0 1は口縁部の破片で、縦方向の隆起帯を

貼り、隆起帯の左側は無文で、右側には条線を入れている。内面は条痕調整である。 2と3には帝国い隆

起帯が2本見られ、無文の部分と条線を入れる部分を区画している。 3には、 隆起帯に並行した条線が

見られる。 4は円形に巡る細い隆起帯があり、円の外側が無文、内側に条線文を入れている。
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5は細い隆起帯が2本あり、その聞が無文になっているが、条痕の ‘部が消えず、に残っている。条線

を入れた部分では条線が交差している。

6は胴部の大きな破片で、細い隆起線を 2本引し当て、無文部分と条線を入れる部分を区画している。

無文部分は条痕を磨り消しているが、完全には消えず、に幅の広い条痕が残っている部分がある。条線を

入れた部分では、文様帯によ って条線の入れ方に違いがある。図示したように、 区画 1"""-'4に分けて記

載する。区画 lでは、 隆起帯に並行する条線と直交する条線を書き分けている。区画2では、斜め方向

に条線を入れた後、それに直行する方向で、わずかに条線を入れているが、施文原体の当たりがかなり

弱く、 先に51いた条線の条聞の高まりをわずかに削る程度になっている。区画3では、交差する条線が

見られる。区画4では斜め方向の条線が並行せずに切り合っている状況が見える。

7は隆起帯で無文部分と文様帯を区画しているが、無文部分には、 条痕が残っている部分がある。文

様帯には細い条線を、間隔を広げて入れている。 8は底部に向かつて屈曲する部分の破片で、文様帯に

は細くまばらな条線が入っている。 9は、 無文帯に消えかかった条痕が残っており、 文様帯には格子目

状に交差する条線が見られる。

10"""-' 13は野島式土器の文様が入ら ない部分の破片で、 条痕による器面調整が見られる。条痕の幅は

揃っており、異条は見られない。条聞の高まり に、施文原体を押し引いた時の粘土のはみ出しが見られ

ないのは、 条聞にも施文原体が当たっているからであって、このことから考えると施文原体は員殻か板

を想定できる。 他にも考えられる道具があるかも しれないが、簡単に作れるものか、 身近で、採集できる

ものであろう。

打越式土器

調査区の北側で集中して出土したもので、 複数の個体が見られる(第106図)。

l は波状口縁の深鉢で、 口縁頂部に貝殻腹縁文を入れ、口縁直下に、波状に員殻腹縁文を 3列入れて

いる。拓本の左端だけ4列目の員殻腹縁文が見える。これは3列目の員殻腹縁文を入れる時、施文が一

周してきた時に、施文がずれて、文様がつながらなかった部分と思われる。

2は独特の赤褐色の胎土で、表面は丁寧になでてある。内面は条痕調整である。 3は、口縁頂部と口

縁直下に員殻腹縁文を付けてあ り、口縁直下の貝殻腹縁文は波状に2列見られる。内外面とも条痕によ

る調整が見られる。

4は口縁頂部に員殻腹縁文を入れ、胴部の文様は、口縁からやや下がったところに員殻腹縁文を入れ

ている。器面には条痕が残っている。 5は綾杉状に貝殻腹縁文を入れる特徴がある。6は4，5と同一

個体と思われる破片で、 条痕が見られる。

諸磯b式土器

調査区の北側でまとま って出土した(第107図)0 1 """-' 3は口縁に近い破片で、並行する竹管文が見ら

れる。 2と3には、竹管文の聞にRLと思われる縄文が残っている。 4は並行する竹管文の下に斜め方

向の竹管文がある。また、地文のRL縄文がわず、かに残っている部分がある。5は並行する竹管文を引

いてあり、地文のRL縄文がわず刀刈こ残っている。

6は口縁頂部に rCJ字形のスタンプ文を付けてある。口縁直下には、 レンズ状に引かれた深い竹管

文がある。 7は口縁に近い破片で、6と同様にレンズ状に引かれた深い竹管文が見られる。また、地文

の縄文がわずかに見えるが、風化のため、撚りの方向は不明である。

8は口縁に近い部分の破片で、円形に巡る深い竹管文がある。レンズ状文に類するものであろう。円

の中には、 地文を消すためにへら状の工具を擦り当てたような痕跡が見られる。 9は胴部下半の破片と

思われ、浅い並行する竹管文がある。 10と11は並行する竹管文の聞に地文の縄文がわず、かに残っている

が、風イじのため、撚りの方向は不明である。
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第6節 14区の遺構と遺物

第108図上段に示すように、中央の丘陵は削平されていて遺跡は残っていないが、 その両脇の谷に遺

構と遺物が残っていた。ともに、隣接する調査区との聞に遺構と遺物の空白域があり、この調査区内を

遺構、遺物の分布域として設定できる。遺物は散在しており、粕畑II式土器の同一個体の破片が集中し

て出土した以外に遺物がまとまる範囲はない。

( 1 )土坑14

谷の中で検出した長方形の土坑である(第108図下段)。上部を大きく 削平されている。遺物は出土し

ていない。

( 2 )土坑15

谷に向かう 斜面で検出した(第109図左上)。上部をかなり削平されており、残っている部分は少な

かった。遺物は出土していない。

( 3 )土坑16

谷に向かう斜面で検出した(第109図右上)。これも上部を削平されている。遺物は出土していない。

(4 )土坑17

谷に向かう斜面で検出した不定形の土坑である(第109図左下)。検出面での形状も不定形だが、底面

の形も不定形である。壁の一部はオーバーハングしている部分もある。遺物は出土していない。

(5)土坑18

谷に向かう斜面で検出した (第109図右下)。上部を大きく削半されており、検出できた部分は底面に

近い部分だけである。遺物は出土していない。

(6 )土坑19

谷の中で検出した長方形の土坑である (第110図)。削平を受けており、本来の規模は不明で、ある。遺

物は出土していない。

(7 )土坑20

谷の中で検出した不定形の土坑である(第111図)。検出した形状も不定形だが、底の形も不定形であ

る。内部は袋状になっている特徴がある。遺物は出土していない。

(8 )出土土器

粕畑II式

同一個体の破片がまとま って出土し、ほぼ全点が接合した(第112図上段)。口縁に皿状の突起が付い

ている。そ して、 口縁頂部と皿状突起に角のある棒状工具を使って連続した押圧を加えている。口縁直

下には、爪形文がある。これは角のある工具を押しつけて、 土器の表面をすくいあげる ようにして施文

している。内面は指押さえの後、条痕による調整が見られる。

五領ヶ台 II式土器

U23グリ ッド付近で破片が散在して出土した(第112図下段)02は口縁部の破片で、口縁外面に粘土

を貼り付けて、 口縁部を肥大させている。 口縁頂部に、 粘土を貼り付けた時のつなぎ目が観察できる。

そして、 肥大させた口縁部に、 節の細かいRLの縄文を付けている。その Fには、太い工具か指による

回線状の沈線が見られ、 その下に棒状工具によ る細い沈線が5[かれている。

3は口縁部の破片で、口縁外面に指か太い工具によ る押圧が見られる。また、 RLの縄文も観察でき

る。4は、細い粘土紐を貼り付けた隆起帯の上下に沈線をヨ[1，..てある。 5も細い粘土紐を貼り付けた隆

起帯の上に 2本、下に l本の沈線を引いである。また、地文のRL縄文も見られる。 6は2本の並行す

る沈線とRLの縄文がある。 7は3本の沈線を湾曲する ように引いである。
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第7節 4区の遺構と遺物

第113図に示すように、中央の丘陵は削平を受けて遺跡は残っていないが、その両脇の谷に遺構と遺

物が分布している。北側に隣接する14区と南側に隣接するI区との聞に、遺構と遺物の空白域があるた

め、ここ を遺構、造物の分布域として設定する。遺物は散在しており、特に集中する範囲はない。

出土した土器は、 押型文土器が最も多く、大歳山式、 曽利V式がこれに次ぐ。

( 1 )土坑21

谷の中で検出した土坑で、多量の遺物が出土した(第114図)。形は不整形であるが、内部から多量の

石器が出土したこ とから、 性格を特定しやすい土坑である。時期は、五領ヶ台 II式土器が出土している

ことから、 中期初頭と考えられる。 底面に浅い土坑があり、こ こには焼士が入っている。

出土した造物は、 石器678点、土器19点である。石器は678点中675点が黒曜石で、石餓が8点と尖頭

器が l点含まれている。石鍬はすべて未完成品である。あとは剥片81点と砕片が576点出土している。

剥片と砕片を観察すると、薄く、縦断面が湾曲するものが多いことから、押圧剥離によって、石器の器

面を薄く剥がす平坦剥離が行われていたことがわかる。このことは石鍛と尖頭器の出土と整合すること

で、石鍛と尖頭器を作った跡と考えて良い。小さな石核が l点出土していることから、ここで剥片を剥

離して、 石鍛や尖頭器の材料にしていたと思われる。遺物は土坑内で3箇所に分かれて集中している。

また、底面に焼けた部分があることから、石鍬製作に際して黒曜石に加熱処理を したことを示唆してい

る。さらに、土坑内から台石のような礁も出土している。

このような状況から、この土坑は、石核を持ち込んで、剥片を剥離し、その剥片を加工して石鍛や尖頭

器を作った場所で、その際、黒曜石を加熱処理した可能性が考えられる。

この土坑から出土した遺物は次のとおりである。第114図-1は口縁部の破片で、 LRの縄文を付けた

後、 口縁頂部と内部の口縁直下に IL: J形の結節竹管文を付けている。また、外面の口縁直 1ぐには

I L: J形の結節浮線文が見られる。灰白色の胎土を使っていることからも大歳山式である。

2は口縁部付近の破片で、断面の屈曲が著しい。口縁頂部はなでて面取りをした後でLRの縄文を施

している。内側の口縁直下にもLRの縄文が見られる。外面には、 LRの縄文を施した上に結節竹管文を

目占っている。3も2と同一個体と考えられる。底部に近い部分で、指による大きな押圧が見られる。

LRの縄文を地文として、横方向の結節竹管文を貼り、 そこから縦方向に結節竹管文を垂下させている。

2、3ともに十三菩提式である。

4と5は五領ヶ台 I式の同一個体と思われ、 5は底に近い部分である。ともに縦方向に結節縄文が見

られる。 縄文の撚りはRLである。6は口縁部の破片で、端部を内側に折り返してある。口縁直下には

節の細かいLRの縄文が見られ、その下は竹管文で区画した中を条線文で充填してある。7は、竹管文

で横方向に区画した中に右下がりの条線文を充填し、 その後、左下がりの条線文を不規則に入れて格子

目状にしている。 横方向の区画の下にはジグザグの竹管文が見られる。 6、7も五領ヶ台 I式である。

8"-'11は黒曜石製の石鍛である。 8は先端部を残して折れている。 9は未完成品で先端が形成されて

いない。10も未完成品で先端が折れている。 11は尖頭器の基部で、先端は見つかっていない。

(2 )土坑22

谷の中で検出した不定形の土坑である(第115図上段)。遺物は出土していない。上部を削平された落

とし穴のようである。

(3 )土坑23

谷の中で検出した円形の土坑である (第115図下段)。これも上部を削平された落と し穴のようである

土坑内から採集した炭化物から、測定値で4，490:t40yrB.P.の年代が得られている。
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(4)土坑24

谷の中で検出した深い土坑である (第116図)。上面は円形であるが、底面は方形になる特徴がある。

深さから考えて落とし穴と思われる。 壁の一部にオーバーハングする部分があるが、これは壁が崩落し

た痕跡であろう。造物は出土していない。

( 5 )土坑25

谷の中で検出した深い土坑である (第117図上段)。埋土のうち、 4層と 7層は壁の崩落である。これ

も深さから考えて落とし穴であろう。遺物は出土していない。

(6 )土坑26

埋土中に礁を含む土坑である (第ll7閲ド段)。集石と言う程には礁を含んでいない。 12点の礁が出土

している。完形の磯は11点あり、すべて赤化している。 残りの l点の礁は割れ面が赤化している。磯以

外に遺物は出土していない。

( 7)出土土器

沈線文土器

P28グリ ッド付近で¥同一個体と思われる破片が散在して出土した(第118図)。第118図 lと2は、

横方向の沈線と縦方向の沈線で構成されている。閏戸下層式に似ているが、田戸 ド層式よりも沈線の間

隔が広いこ とと、斜め方向の沈線が見られない点が異なる。縦方向の沈線は、角のある棒状工具、を使っ

ており、 沈線の中に微細な条線が見えるのに対して、横方向の沈線は、丸みのある棒状工具を使ってお

り、沈線の中に微細な条線は見えない。このことから、縦方向の沈線と横方向の沈線では、施文原体が

異なっている可能性が高い。3もし 2と同一個体の土器で、横方向の沈線が見られる。

条痕文土器

同一個体の破片がまとまって出土し、 ほとんどが接合した(第119図)。淡い黄褐色の胎土に特徴があ

る。外面に条痕が見られるが、規則的なパターンを示す条痕ではなく 、条聞に粘土の盛り上がりが見ら

れることから、少なくとも貝殻ではないと思われる。また、一部には 5mm程のへら状工具を使つてなで

ている部分もある。内面は、このへら状工具を使った調整である。器形から見て石山式に並行する条痕

文土器と盟、われる。

曽利V式土器

独特の黄褐色の胎土で、同‘個体と思われる破片がまとまって出土した (第120図)。全体的に厚みの

ある土器片である。

lは2本の沈線で区画した中に斜行する沈線が見える。おそらく綾杉状の沈線文であろう。 2も同様

で、 2本の沈線と斜行する沈線が見られる。 3は小さな破片で沈線が確認できるだけである。 4は、綾

杉状の沈線文が見えるが、 一部に交差する沈線もある。5は2本の沈線の聞に斜行する沈線を「ハ」 の

字状に引いである。 6は縦方向の沈線がある。7と8は、沈線で区画した中に「ハ」の字状の沈線を引

いてある。9は2本の沈線と斜行する沈線の一部が確認できる。

堀之内 l式土器

同一個体 と思われる破片がま とまって出土した (第121図)。 濃い赤褐色の胎土である。 1は胴部の破

片で、並行する 3本の沈線で逆三角形の文様を作り、 その後で逆三角形で区画した中にLRの縄文を入

れている。これは、 縄文が沈線を切っている ことから、 縄文の施文が後である ことがわかる。

2は胴部から底部にかけて残っている。文様が見られるのは胴部の上半である。胴部の張り出した部

分に横方向の沈線を入れ、その後、その下に 3本の沈線で逆三角形の区画を作っている。そ して、逆三

角形の区画内にLRの縄文を付けている。胴部下半は丁寧になで、てある。

151 



土坑 22

A 、、

Q-22から

北へ3m _j一
東へ 1m
X =-94387. 0 
Y = 28511. 0 

121.30mA 

00/ 

00/ 

11' 、、、、、

とロ|

A' 

土坑23 00; 白|

A 、、

。N-20から

十北へ8m
東へ7m
X =-94412. 0 
Y = 28497.0 / 

¥イ!'

Q::;; 

117.10mA 

第115図土坑22、23実測図

152 

A' 

叫
E
C門

1m 

。、』

土

土
色
土

色
褐
色

褐
暗
黒

層
層
庖

1

・n
/
』

q
u

叫
E
C
r--

土

土
色
土

色
褐
色

掲
暗
黒

居
間
賠

寸
E

弓

ι
q
u

。 (1 : 20) 



P -22から

北へ7m

十東へ3m
X = -94393.0 
Y = 28513.0 

私
/ 

ボ/ 

120.50mA A' 

叫
E
B
O
N

土
土
色

土

色

褐

色

褐

暗

黒

層
層
層

1

2
3
 

。 ( 1・20) '1m 

第116図土坑24実測図

153 



P-21から
北へ3m
東へ 6m

X = -94397.0 土坑25Y = 28506.0 

一一ー唱司句』 唱- 、-
/ ¥ 

/一'¥ ~\ 

/ ¥ 

\~~ 

A' 

¥ ¥、 ./ 
、、

A 119.00m_t:¥_ 

t::CJ/ 

M-27から

1ヒへ9m し

東へ 4m メ ¥

X =-94421. 0 
Y = 28564.0 

土坑 26

A 
P 

忍泊。 句。o @ 

118.60mA 

¥ 

一寸777ょアー一R 
第117図土坑25、26実測図

154 

1層 褐色土 2-3mmの黄褐色土の
ブロ ック を多く 含む。

2層 褐色土 2-3mmの黄縄色土の
ブロック を多く 含む。1層よりも
締まっていない。

3層 黒色土 富士黒土層で、 2-3cm 
の1層、 2層のブロックを多く含む。

4層 黒色土 富士黒土層。
5層 黄褐色 土 粕く、締まっていない。

スコ リアを少し含む。
6層褐色土
7層黒色土 富士黒土居。

白|

A' 

A' 

叫

E
O唱
。∞ 1層 黒 褐 色土

FB 

。 (1 • 20) 1 m 



e::J1 

•• • 
..'・，
 

P -28 
X =-94400. 0 
Y = 28570.0 

十

• •
• ・

• 

• 

図布体回
国同

A
Q卜

T a・

. . .、. . • -

-• 

A' A 

• 

• 

E
C
G
-
N
F
 

• 
-

E

O
凶

F
N
戸

叫
E
C
O
N
N

• 

∞i 

A' 122.00mA 

• 
• 
• .・‘!.・.. . -. • .・・. 121.50m 

121.00m 

10cm 

5m  

一
倍
猿
小
一
子

、品
、
言
-pr
hvι
P
J
U白

戸

ve

一

今
、
「

小
山
川
町
)
叩
月
小
川
一

-
K

F

戸
一
弘
氏
改

，

，

s
・'会出

( 1 3) 。

ノ

J 

2 

100) ( 1 

4区出土縄文土器 1

F、 7・
、ぜ

155 

。

J 
J 

第118図

ー企
p
h
lhv

明

f
jμ

で
hlh'w

広
い
旬
刊
誌
む
な

?
l
j

ー、，‘
旬、・

.
h

r和

ぐ
白
パ
，

J
v
f
i
J
Z
7
7
E
ミ

f
パ
リ

ベ山
内
一
叫
ぶ
一
一

r
w
y
f
v
 

A
l‘u
h『
一

}



@ 

@ 

i:ol 

同一個体分布図

bコ|

-・晶
r・
7
・

-
E
C
C
∞
ご

E
B
∞F
F

 

叫

E
g
∞

A' 

⑥ 

t・..~争:
.2・-

• 

• • 

-
• • • 

十
N-27 

X = -94420.0 
Y = 28560.0 

• 

A 

A' 

d.、.・J.・:，..a.州

@ 
119.00mA 

118.50mー

@ 

118.00m-

5m 100) 。

10cm 

4区出土縄文土器2

156 

第119図



I I 

f f 

E
S
E
-

• 
@ 

-
E
DD

∞= 

• 

'&.、・~

l
E
S
.∞ニ

bコ|

叫
E
O
O
由

A' 

A' 

@ 句・
ー @

. (jI :・
・ 3・.. .・.
ー. • 

• 

J・ ~ ... ‘・・e..・・--.. -
• 

∞1 

•• 

• 

同一個体分布図

• 

• 

0-21から

北へ3m
東へ 1m 一「
X = -94407. 0 
Y = 28501.0 

• 

• 

T A 

119.00m主

118.00mー

118.50m 

2 

人 f

， 
3 

I I 

5m 100) 。

117.50m-

一門ハパ

μi6 

po 

ーげ
ハ
μ/9

ト

4 

7 

4区出土縄文土器3

157 

第120図



一山

吉

宮

Q__j 

U

4

γ

n

 

'd
-、
町

e

t

F

'

e

!

白

J

L

J

h

p
rυ
川

，

二

-

b

，
b

J

，
、
寸
ゾ

，r
y
t，ι一必舟

4

3

1

 

，7
L
I
E
U、

T
ge
-
-
，，
 

E

r

J

-

J

 

-

E

1

p

t

f

i

ヤ

』

I

t

a

-

-

ノ

ち
ょ

j
H，，
f
f
J
f

b

f

，
l‘

b

J

J

d

f

'

:
E
ノ
1
2

‘・
j

Ji

-

-

'

ι

炉

、

静

一

'

i

r

守

U
M
J
J

‘

J
に
'

μ

・1
句
、
‘

ゃ

ゾ
，
f
h
ケ，
f

ゐ

K
L
j
u
L
r

¥

‘

J

〆

、

、

タ

?

、

J

3

N

I

L

3

4

 

、

?

J

11

p

e
E
t

‘

，

:

:

、
Y

4

E

，、，巴
1

-

eH

ィ
ー
匂
品
、
畑
、
，

M

.，
J
r
じ
っ
ρ句、

ペシ
・4
M
-
1
1
r
J

-一

A

叫

が

"

4

f

ρ

f

'

i

u

川
口
町

ρ
f
F
v
u
d

九

三

'.tλ-〆'
Vム

J

デ
'

三
V4

，戸、命.・
F
.

“

F

B

司プ，
vλ
h
had
げ
り・仁
川
HLA?V乙

-
J
Y
V
ρ
J
K
c
a
〉
J

4

匂，

γ
、J
f
F
U
V
、
4
1
w
l

凶
作

P
4
1
J〆，
H

j

士
叶
9

1

6
h川

1
JU官官コ

4

戸
可

E

ト

M
V
J

-

h

f

、l

，

.

1

A

.

‘足〆
一

，F
μ
・弘

h

【

4

一，‘
v

，‘，‘・

6
d
le

'
円

山

-

『

'

f
u
p
J
h
s

・g
.
'
一同
一
r

・1
J
‘
p
i
l
l
-
t
u
z
ー、

?
，
r
e・4
h

、d
，bk
l
f
n
A

F
e-J

L

-

、'
r
，t
s

I
J

、
-FF

-
M
f
・h

守

h

{
LW
 

，f
 

• 

-
E
G
O
-N↑
 

--ess

、az~

-
E
GO
-NN戸

bコi

叫

E
8
.
R

1944叩 00

A' 

.・.
\，r~・ . 
. ，・

争-g

国|

A 

Pi 

A' 123.00mA 

":t‘，.. " 122.00m 

5m (1 : 200) 。• 

1、 2と同一個体分布図

121.00mー

10cm (1 : 3) 。
2 

4区出土縄文土器4

158 

第121図



第8節 5区の遺構と遺物

丘陵に当たっている(第122凶)。東に隣接する 4区との聞に遺構、遺物の空白域がある こと、 調査区

の西側と南北には遺跡が残っていないことから、独立した分布域に設定した。 遺物と遺構の分布は、 北

側と南側に分かれ、北側に早期の条痕文土器、南側に楕円文土器が集まる傾向がある。

( 1 )焼土土坑6

炭化物を含んだ焼土が詰まった土坑である(第123図上段)。周辺で早期の条痕文土器が出土している。

(2 )焼土土坑7

赤褐色の焼土が詰まった土坑で、形は不定形である(第123図下段)。遺物は出土していない。

(3 )焼土土坑8

焼土の多い樟褐色の土が詰まった土坑である(第124図上段)。黒曜石の剥片が l点出土している。

(4 )焼土土坑9

焼土と炭化物を多く 含んだ赤褐色士が堆積した土坑で、底部に焼土の塊がある(第124図下段)。

( 5 )焼土土坑10

半分ほどを削平で失われている。底面には焼土が堆積し、その上に焼土と炭化物を多く含んだ褐色土

が堆積している (第125図上段)。遺物は出土していない。

(6 )焼土土坑11

半分近く を削半で、失っている(第125図下段)。底面に焼土が堆積し、その上に焼土と炭化物を多く含

んだ土が堆積している。

(7 )集石35

土坑を伴う集七.で、 43点の礁が出土している(第126図上段)。土坑の検出は難しく、 磯がま とまって

出土し始めてから少し掘り下げたとこ ろでようやく土坑を検出できた。完形の礁は16点出土しており、

11点は赤化している。割れ面が赤化している礁は15点あり、割れ面が赤化していない礁は 2点ある。

(8 )集石36

富士黒土層の上面直上で検出した集石である(第126図下段)0 15点の磯からなる。完形の磯は9点あ

り、8点は赤化している。割れ面が赤化した磯は l点で、 割れ面が赤化していない礁が2点ある。

(9 )集石37

富士黒土層の上面で検出した土坑を伴う集石である(第127図)。礁のほとんどは土坑の検出面付近か

ら出土した。107点の礁からなり 、完形の礁は 8点で、うち 7点が赤化している。割れ面が赤化してい

る礁は71点あり、割れ面が赤化していない礁は19点ある。5mほど離れた集石38の磯と接合する。

(10)集石38

富士黒土層で検出した土坑を伴う集石である(第128図)。 土坑の周辺にも礁が分布している。51点の

礁が出土している。完形の磯は5点あ り、うち 3点が赤化している。割れ面が赤化した礁は25点あ り、

割れ面が赤化していない礁は15点ある。集石37と5mの距離で、接合する以外に、 集石24とは183mの距

離を隔てて接合する磯がある。

(11)集石39

栗色土層中から10点の離が散在して出土したものである(第129図上段)。完形の礁は 7点あ り、すべ

て赤化している。 割れ面が赤イじした磯と割れ面が赤化していない礁が l点ずつある。

(12)出土土器

早期の条痕文土器が出土している(第129図下段)。内外面とも幅の広い条痕が付いている。 粘土のつ

なぎ目で割れており、擬口縁のようになっている。
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第9節 l区の遺構と遺物

l区は浅い谷の中に当たる (第130図)。そして、谷底に並ぶよう に遺構と造物が分布しているが、集

石以外に遺物が集中する状況は見られない。出土した土器は、野島式土器が最も多く、楕円文土器、早

期の条痕文土器がこれに次ぐ。

(1)集石40

栗色土層中で検出した遺構で、 111点の離が密集した状態で出土した(第131図)。礁の出土レベルに

差がないため、1擦を敷き詰めたような状況である。完形の磯は8点あり、すべて赤化している。割れ面

が赤化した礁は69点あり 、割れ面が赤化していない礁は30点ある。

早期後半の条痕文土器の破片がI点出土している(第131図 1 )。そ して、これと同一個体の破片が

遺構外で出土しており、 南北9mX東西4mの範囲に散在している。

lは胴部の破片で、器壁は厚 く、 幅の広い条痕が見られる。条痕は、貝殻条痕に見られる ような規則

的なパターンのあるものではない。板のよう なもので、 擦ったよ うな印象を受ける。 2は底部に近い破

片で、 Iと同様に幅の広い条痕が見られる。

( 2 )集石41

栗色土層中で検出したもので、11点礁が集まった小規模な集石で、ある(第132図上段)。完形礁は7点

あり、すべて赤化している。 割れ面が赤化した離は2点、あり、割れ面が赤イじしていない磯も 2点ある。

(3)集石42

栗色土層中で検出した、 42点の礁で構成される集石である(第132図下段)。完形の礁は20点あ り、 す

べて赤化している。 割れ面が赤化した礁は11点あり、割れ面が赤化していない磯も11点ある。第132図

-1の野島式土器が共伴している。

(4)集石43

栗色土層で検出した集石で、 浅い土坑を伴う(第133図上段)0 19点の離が出土しており、完汗升擦は2

点あり、いずれも赤化している。割れ面が赤化した礁は13点、割れ面が赤化していない礁が3点ある。

(5)土坑27

栗色土層中で検出 した不整形の土坑である(第133図下段)。遺物は出土していない。

(6 )土坑28

栗色土層中で検出した楕円形の土坑で、埋土にも栗色土層が見られる(第134図上段)。

( 7 )土坑29

栗色土層中で検出した楕円形の土坑で、 埋土にも栗色土層が見られる(第134図下段)。

( 8 )土坑30

栗色土層中で検出した土坑だが、 埋土には栗色土層は見られない (第135図上段)。

(9 )土坑31

栗色土層中で検出した土坑で、埋土にも栗色土が見られる(第135図下段)。野島式土器の小片が3点、

底面に近い場所で、出土している。土坑埋没の初期の段階で流れ込んだと思われる。

(10)土坑32

深さは 1m弱の不定形の土坑で、ある(第136図上段)。深さから考えて落と し穴のようである。遺物は

出土していない。

(11)土坑33

長径140cm、短径90cmの楕円形の土坑である(第136図下段)。遺物は出土していない。 埋土は自然堆

積で、黒褐色土と栗色土の混層が主体である。
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(12)出土土器

山形文・撚糸文土器

同一の土器に山形文と撚糸文が見られる土器である(第137図)01 "'4はいずれも同一個体で、胴部

の上半に山形文、下半にRの撚糸文が見られる。撚糸文の間隔は狭く、斜め方向に施文してある。 4で

は山形文が途切れる部分があるが、これは施文原体の当た りが浅い部分である。 1と3では山形文の直

下に撚糸文が見られるが、 4では山形文の下に無文の部分がある。

野島式土器

同一個体と思われる破片がまとまって出土した (第138図上段)。いずれも嬬したような黒っぽい胎土

である。 1"'-'5はいずれも細い隆起帯を引き、 斜めの沈線を充填する部分と地文の条痕を磨り消して無

文にする部分を区画している。無文帯には、消えきらなかった条痕が残っている部分もある。

6は、 隆起帯で、方形に区画した部分が見られ、区画内に沈線を引き、区画の外は条痕を消して無文に

している。7は、 屈曲する隆起帯の上に沈線を引き隆起帯の下が無文になっている。 8は横方向の隆起

帯があり 、そこから縦方向の隆起帯が2本伸びている。 横方向の隆起帯の上の文様帯には沈線が充填さ

れ、縦方向の隆起帯の聞は無文になっている。また、横方向の隆起帯には、細 く丸し〉棒のような工具に

よる連続押圧が見られる。9は隆起帯が曲線を描いてお り、その上に沈線が引かれ、 隆起帯の下は無文

になっている。これも沈線の中に微細な条線が見える。

鵜ヶ島台式土器

J 26グリッ ド付近で一個体分が出土した (第138図下段、第139図)。 胴部に屈曲部分のある深鉢で、

器体が楕円形で、長軸方向 と短軸方向で文様構成が異なるため、 第139図には長軸方向と短軸方向の両

方の実測図を示しである。

口縁は波状口縁で、突起が8筒所ある。 胴部の屈曲部分の上が文様帯で、下は無文帯で条痕によ る調

整が見られる。施文方法は次の とおりである。

まず、口縁に連続した刻み目を入れる。次に 8箇所の突起から 2本の沈線を垂下させる。これによっ

て 8箇所の文様帯が区画される。 これを第139図に示した ように、文様帯 1"-'8 とす る 。 文様帯4 ~7

は風化のため、文様がわかり にくいが、 文様帯 lは、縦方向に並行する 2本の沈線で区画した中を、横

方向に並行する 2本一組の沈線を 3組入れて、文様帯の中を横方向に区画している。 次に区画された中

を縦と斜めの沈線で充填する。そ して、各区画の中央に横方向の短い沈線を縦に連続して入れる。最後

に文様帯の両脇を区画した縦方向の沈線上に、連続する刻み目を入れている。文様帯 lと長軸方向で対

角線に来る文様帯5は、 風化で文様がわかりに くいが、文様帯 lと同じ施文方法と思われる。

文様帯2は、 文様帯 Iとの境界を縦方向の並行沈線で区画し、文様帯3との境界を斜め方向の並行沈

線で区画している。 この中をさらに斜め方向の沈線で区画し、その区画内をさらに沈線で埋めている。

文様帯4、6、8が、風化でわかりに くいが、これと同じ施文方法を とっているようである。

文様帯3は、斜めの並行沈線によって rvJの字形に医爾され、 その中を 2本一組の沈線を横方向に

入れて上 下二段に区画する。上段の区画には縦方向の沈線、下段の区画には、斜め方向の沈線を「へ」

の字になるように入れた後、 「へ」の字の頂点、に刻み目を入れている。文様帯7が、風化のため文様が

わか りにくいが、 これと同じ施文をしているよ うである。

以上のように、この土器の文様帯は8箇所に分かれ、長軸方向で対称の位置にある文様帯 Iと文様帯

5、短軸方向で、対称の位置にある文様帯3と文様帯7、斜め方向で対称の位置にある文様帯2と文様帯

4、文様帯6、文様帯8がそれぞれセ ットになって閉じ文様構成を とっていると考えられる。こう考え

ると、 3組の文様帯を対称の位置に配置するために、この土器を意図的に楕円形に作ったよう に見える。
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第10節 12区の遺構と遺物

地形は南西に向かう緩斜面で、特に南西端の方で石器が集中 して出土した(第140図)。遺物の分布を

見る といくつかの分布域に分けられる可能性がある。これを明確にするために、石搬など完成品の分布

を示すと、 第140図の下段に示したように、 3つの分布域が浮かび上がって くる。また、12区で出土し

た土器は十三菩提式と大歳山式がほとんどで、 第140図下段に示したように、 それぞれの分布もこの3

つの分布域に重なる。

以上の検討から、 この調査区で出土した遺物は、縄文時代前期のま とまった一群として、 3つの分布

域に分けて報告する。

ここで、 各遺物分布域に帰属させる遺物の選定にあたって、 数はごく少ないものの、明らかに休場層

からの浮き上がりと考えられるナイフ形石器などを排除する資料操作を行っているが、尖頭器やスクレ

イパーなどは縄文時代と 旧石器時代の区別がつかないため、そのまま残しである。 したがって、 少数で

ある と思われるが、 各遺物分布域の石器には、旧石器時代の石器が混ざっていること を断わっておく。

(1)造物分布域l

12区の南西端にあり、 第141図に示したように、 濃密に遺物が分布しており、 南側の谷に向かつてや

や流れ出しているような状況である。 出土層は暗褐色土、栗色土層、富士黒土層に渡っており、出土の

レベル差は50cm程ある。

土器は十三菩提式と大歳山式が主体でらある。石器は795点出土していて、その内734点、が黒曜石である。

器種別に見ると、黒曜石の石鯨と砕片、剥片が主体を占めている。剥片を見る と、薄 く湾曲しているも

のが目立つことから、押圧剥離による平坦剥離を行っていたこ とがわかる。これは石鯨や尖頭器の出土

と整合するもので、 黒曜石の石核も出土している ことから、 ここで黒曜石の剥片を剥臨して石鍛や尖頭

器を作る作業を行っていたと思われる。前期末と言う時期を考えると、 2点出土した尖頭器をこの遺物

分布域に入れるかどうか迷うところだが、もし、 尖頭器を休場層からの浮き上がりと考えて、この造物

分布域から外すとなると、 本来ならば、同時に尖頭器の調整剥片も外さなければならない。しかし、 石

鍬の調整剥片と尖頭器の調整剥片は区別がつかないため、ここで出土した尖頭器は、造物分布域に伴う

ものとして入れてある。

出土土器

第142図一 1"-'16は十三菩提式、および同型式と思われる土器である。 lは深鉢と思われる。地文は

なく 、外面に結節竹管文と浮線文が見られる。 結節竹管文は器面に沿って直線的に貼ったものと蛇行す

るものがある。 口縁直下から 2本が直線、その下が蛇行、そ して、その下2本が直線、その下が蛇行、

さらにその下2本が直線と言うパターンになっている。 この内、蛇行するl本は粘土紐を貼り付けただ

けで、結節がない浮線文になっている。内面には煤が付着してお り、この煤から、測定値で5，140土

40yrB.P.の年代が得られている。

2は、 lと胎土が良く似ているうえに、口縁直下に貼られた結節竹管文のうち、上2本が直線、その

下に蛇行するのが l本と言う施文方法が lと同じである。2は口縁頂部をなでて面取りしてあるのに対

して、 lの口縁頂部は、面取りをせずに、内面の口縁直下をなでている点で違いはあるが、実物を見た

感じでは同一個体のように見える。

3は口縁部に近い破片で、 l、2と良 く似た胎土だが、 外面の結節竹管文の付け方で、口縁直下から

3本日が蛇行していない点で l、2の施文方法と違いがある。

4は、口縁部に弧状に粘土紐を貼り付けている。口縁直下には蛇行する結節竹管文が見られる。5は

胴部から口縁部に向かつて屈曲する部分で、 複数の結節竹管文が蛇行して貼られている。
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6は口縁部がわず、かに残っており、口縁直下に結節竹管文を貼り 、その下に縦方向に密接した結節竹

管文を貼っている。地文は見られない。

7は、地文はなく、 口縁部から縦方向に太い浮線文を貼り付けている。そして、浮線文の末端だけ指

で押圧して、粘土紐を固定している。 8も?と同一個体と思われる。縦方向に浮線文を貼り付け、 末端

だけ指で押圧して、粘土紐を固定している。縦方向の浮線文を貼った下には、 横方向の浮線文が見られ

る。そして、横方向の浮線文には、 棒状工具による押圧が見られる。これも文様効果と同時に浮線文を

固定するために行ったのであろ う。

9は、土器表面を丁寧になでた後に浮線文を貼り、棒状工具で押圧している。 7、8と同一個体と思

われる。10も7'"'-'9と同一個体と思われる土器である。 2本の浮線文が見られ、その聞にRLの縄文が

見えるが、なでによって消えかかっている。同一個体と思われる 7'"'-'9も表面をなでてあるが、地文に

縄文があったのかもしれない。浮線文には棒状工具による押圧が見られる。

11は、地文にRLの斜め回転の縄文が見られ、その上に浮線文を貼り、 棒状工具で押圧している。 12

は、地文を施さずにへら切り浮線文が2本見られる。

13はRLの縄文を施した後で、粘土紐を貼り付けて懸垂文を作っている。14も13と同一個体で、 RLの

縄文を施した後、粘土紐によ る懸垂文を貼り付けている。 15も13、14と同一個体で¥施文方法も同じで

あるが、懸垂文が剥がれている。

16は深鉢で、非常に細かい結節浮線文を貼り付けている。施文は、結節浮線文を貼る前と結節浮線文

を巡らせる段階に分けることができる。

まず、 口縁直下に縦方向に太い浮線文を貼る。この浮線文は 2本で一組になっているようである。 胴

部にはボタン文を付ける。ボタン文も2個で一組になっていると思われる。

次に結節浮線文でモチーフを作る。口縁直下の浮線文の両脇に縦方向に結節浮線文を貼り、その結節

浮線文の聞は、方形に結節浮線文を巡らせる。胴部では、 2個‘単位のボタン文の聞を縫う ように、3

本の結節浮線文を蛇行させる。この時、 2個ー単位のボタン文の片方と、蛇行する結節浮線文の聞に隙

聞ができるため、その隙間に螺旋状の結節浮線文を充填している。

17は、RLの縄文を施した後、一部をなでている。

18'"'-'24は大蔵山式である。 18は口縁部外面に粘土を貼った後、外面全体と口縁内側に Lの無節縄文を

付けている。内側には煤が付いており、この煤から測定値で4，830:::!::40yrB.P.の年代が得られている。

19も同様の施文が見られ、 18と胎土が似ている ことから、 18と19は同一個体と思われる。 20は胴部の破

片に Lの無節縄文が見られる。胎土の状況から18、19と同一個体と思われる。

21は大歳山式独特の、 rZ: J の形をした結節浮線文が見られる。横方向の結節浮線文の下を強 くなで

であるため、図示した拓本では、横方向の結節浮線文の下に沈線のように見える部分がある。

22も rZ: J形の結節浮線文が円形にめぐっている。 18'"'-'20は灰白色の胎士であるが、 21と22は同一個

体と思われ、明褐色の胎土である。18'"'-'20のような灰白色の胎土が大歳山式本来の胎土と思われるが、

これに対して、 21と22は地元の土器に一般に見られる胎土である ことから、地元の胎土を使った大歳山

式土器というこ とになる。

23は底部で、RLの縄文が見られる。 18'"'-'22と同様に器壁が薄い。 24は口縁部で口縁頂部をなでて面

取りを してある。口縁部外面に細かいRLの縄文が見られる。口縁直下にはボタン文が見られ、その周

囲に螺旋状の結節浮線文を付文しである。 胎土は、大歳山式土器に見られる灰白色のものだが、大歳山

式に見られる rZ: J形の結節は見られず、共伴した十三菩提式に見られる結節浮線文である。また、ボ

タン文の周囲に螺旋状に結節浮線文を巡らせる施文方法も、 18の十三菩提式と同様である。 23、24の土

器と同様に、十三菩提式と大歳山式の密接な関係をうかがわせる土器である。
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出土石器

第143図-1は黒曜石製の石鯨で、片面に素材になった剥片の石の目が残っている。 2と3は、基部に

深い弧状の扶りが入っているため、脚部末端が尖っている。4はかなり小さな剥片を素材にしており、

石錬としてもかな り小型で、ある。剥片の縁辺に微細な剥離を入れただけで、石鯨の形を作っている。この

ため、両面に素材面が残っている。 5も石鍬としては小さなもので、基部に弧状の扶りが入っている。

脚の形は左右非対称である。 6は基部に弧状の深い挟りが入り、脚の末端が尖るようになっている。 7

は細長い剥離が並行して入っているこ とから、 規則的な加工をうかがわせる。 8は、裏面に黒曜石の石

の目が残っている。脚の片方を欠損しているが、欠損後の剥離が見られるこ とから、再加工しているよ

うである。 9は基部に浅い挟りが入っている。加工は正面に据えた面の方が細かい。 10は小さな剥片を

使っている ようで、 裏面に素材面が残っている。

異形石器

第143図-11と12は、 石鍛に似た形だが、 ryJ の宇を逆にしたような特徴のある形を した石器である。

ともに素材になった剥片の面が残っていることから、 剥片を使っていることがわかる。 加工は、縁辺か

ら平坦な剥離を入れている点で石鍬の加工と同じである。この時、縁辺の 3箇所に扶りを入れることで、

ry J の字に似た形を作っている。挟りの入れ方は、 11では、 扶りの l箇所は弧を描くように入れ、他

の2箇所は rvJの字を描くよ うに入れている。このため、弧状の挟りを入れた部分が基部に見え、

rv J の字状の挟りを入れた部分が、先端を作り出しているように見える。この結果、石搬に似た形態

になっている。

12は、 3箇所の挟りが弧状に入っているが、 l箇所は浅く、他の 2箇所が深く入っているため、 浅い

扶り の入った部分が基部に見え、深い挟りが入った部分が、先端を作り出しているように見える。この

結果、石鍛に似た形態に仕上がっている。

スク レイパー

第143図 13は、左側縁に、裏面から60度程の角度で剥離を入れている。 14は、 実測図で裏面にした

面に、 表面から平坦剥離が入っている。 15は右側縁に、裏面から連続した剥離が入っている。16は、 断

面が三角形になる厚みのある剥片を使い、三角形の頂点に当たる部分に剥離を入れている。このこ とか

ら、 稜付きの剥片のようにも見えるが、この剥片は、も ともと表面中央にはっき りした稜線があるため、

わざわざ稜線を作る目的でここに剥離を入れる必要はない。したがって、稜線に入れた剥離は、刃部形

成の目的であったと考えられる。

石錐

第143図-17は風化が進んで、いるが、細く作り 出した部分があるため、石錐と判断できる。 18は剥片

の両側縁から表面に急角度の剥離を入れ、裏面には両側縁から平坦剥離を入れて先端を作っている。

微細な剥離のある剥片

第143図-19'"'-'21は、剥片の側縁に微細な剥離が入っている。

石核

第144図-1は、平坦打面から不定形の剥片を剥離した石核で、石核の外周がすべて作業面になって

いる。2も石核の外周がすべて作業面の石核で、不定形の剥片を剥離している。打面は 2枚の剥離面か

らなってお り、 一部に細部調整と思われる微細な剥離が入っている。

石錘

第144図 3、4、第145図-1は肩平な円礁の両端に剥離を入れて組掛けを作っている。第144図

3、4は円礁の両側に剥離を入れているのに対して、第145図-1は、錯交剥離になっているため、片

面ず、つ剥離が入っている。
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石皿

第145図-2、5は円礁の一面が磨滅して窪んでいる。特に 5は相当使い込んだ、印象である。

磨滅痕のある磯

第145図-3は、円礁の一面に磨滅が認められる。

敵打痕のある磯

第145図-4は円礁の側面に敵打痕が見られる。

土坑34

浅い土坑で、19点の礁が出土している (第146図)。完形の磯は3点あり、 2点が赤化している。割れ

面が赤化した礁は12点あり、割れ面が赤化していない磯は l点ある。

土坑35

遺物分布域 Iの東側で検出した土坑で、 礁12点と土器が出土した(第147図)0 1 ~4 は大歳山式土器

である。 1は口縁外面に粘土を貼り付け、その後、外面全体と口縁内側に Lの無節縄文を入れている。

内側には細かい条痕が見られる。 2と3はlと同一個体と思われる土器で、口縁外部に粘土を貼り付け

た後、外面と内面の口縁直下に Lの無節縄文を入れている。 4は胴部の破片で、外面全体に Lの無節縄

文が見られる。内側には細かい条痕が入ってい る。 1~4 は、 灰白色の胎土や口縁部の作り、施文方法

の点で、 遺物分布域 l で出土した第142図- 18~20 と酷似していることから、同一個体 と思われる。

5と6は小片で、あるが、 RLの地文に結節浮線文が見られ、十三菩提式と思われる。 同一遺構から十

三菩提式土器と大歳山式土器が共伴している点は特記できる。
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(2 )遺物分布域2

12区の中央付近にあり、遺物が散在している(第148図)。出土した土器は、十三菩提式と大蔵山式が

ほとんどで、その他の時期の土器はほとんど出土していないことから、この遺物分布域の時期を縄文時

代前期末と判断でき る。出土した石器は75点で、その内44点が黒曜石である。器種は、石織と打製石斧

が主体であるが、 遺物分布域 Iのように、調整剥片が集中する ような状況ではないため、石鍛や打製石

斧の製作跡と は言えない。

出土土器

十三菩提式土器

第149図-1-----4は、条線文でレンズ状の文様を描き、その中を削 り取っている。削り取りを想定し

て作っているためか、器壁は厚い。

5は屈曲する部分の破片で、横方向にへら切 り沈線文を 2条入れ、その上に、 4-----5本で一組になる

へら切り沈線文を縦方向と斜め方向に入れている。斜め方向のへら切り沈線文は、 IVJ字のように交

差している。横方向のへら切り沈線文の下にはLRの縄文がわず、かに残っている。

6は口縁部の破片で、口縁頂部はなでて面取りをし、内部につまみだすよう に引き出している。口縁

部外面には粘土組を貼り付けて、口縁直下に結節浮線文を 3条入れている。

7は底部に近い破片と思われ、粘土のつなぎ目で割れている。結節浮線文が4条見られ、その うち 2

本は蛇行している。8は、横方向に細い結節浮線文が4条見られる。 一番上の結節浮線文は蛇行してい

るようである。9と10は、 RLの縄文を地文として、 縦方向の結節浮線文を付けている。

11は口縁部を含む破片で、口緑頂部はなでて面取りをした上に、内部に向かつてつまみだしている。

地文はRLの縄文で、その一部をなでて消した後、口縁直下に 2本の密接した結節浮線文を貼り、 その

下に間隔をあげて3本の結節浮線文を貼っている。 12も同様で、、 RLの縄文を地文として、その一部を

なでて消してから結節浮線文を貼っている。

13は横方向の浮線文があり、浮線文のつなぎ目で浮線文がずれている様子を観察できる。 14は口縁部

の破片で、口縁頂部に、棒状工具による刺突文があり、口縁直下に浮線文を貼り、さらにその下にも浮

線文を貼っている。15は胴部の破片で¥横方向の浮線文が見られる。

大歳山式土器

16は口縁部の破片で¥口縁直下で大きく屈曲している。口縁頂部に粘土を貼り付け、その上に IL J 

形の竹管文を入れている。そ して、口縁直下の屈曲部にも IL J形の結節浮線文を貼り付けている。 内

面は、屈曲部よりも下を強くなでであるため、屈曲部に明瞭な稜線ができている。

17は口縁部の破片で、口縁内部にRLの縄文を付けた後、 IL J形の結節浮線文を貼り付けている。縄

文を付けた部分よりも下を強くなでているため、なでの境に明瞭な稜線ができている。外面には屈曲部

直下に IL J形の結節浮線文が見られる。 16と17は、胎土や施文方法、内面に稜線ができるほど強くな

でている点で良 く似ていることから、同一個体と思われる。

18-----23には、 LRの細かい縄文が見られる。薄い器壁と白っぽい胎土に特徴があ り、同一の縄文原体

を使っていると思われるこ とから、同一個体の可能性が高い。これらのうち、 19には煤が付いており、

この煤の放射性炭素年代を測定した とこ ろ、測定値で4，720士40yrB.P.の年代が得られている。

24、25は底部の破片で、縦方向に結節浮線文を付けてある。24と25は、白っぽい胎土や底部に見られ

る大きな押圧、薄い器壁と言った点で大歳山式に見られる特徴を持っているが、浮線文に見られる結節

が大蔵山式に見られる独特の IL J形の結節ではなく 、半円形の結節であるうえに、 縦方向の結節浮線

文と いう のも、大歳山式としては異質である。形式と しては確かに大歳山式で、あるが、十三菩提式の影

響を受けている ように思える。
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出土石器

石鯨

第150図 lは有茎の石鯨で、先端をわずかに欠損している。 2は石鍬としては小型で、ある。小さい

剥片を使っていると思われ、両由‘に素材日曲‘が残っている。裏面の加工は側縁から小さな剥離を入れる に

とどめている。3と4は、器体中央で細長い剥離が切り合っている ことから、 器体を薄くしよう として

いる意図が良くうかがえる。

石錐

第150図-5は、一部を細長く作り出す加工が見られることから、石錐と判断した。

スクレイノ号←

第150図 6は、剥片の打面以外の縁辺をすべて加工している。 加工は、裏面から60度程の角度で剥

離を入れている。

打製石斧

第150図-7は門機面が残っていることから、円礁から剥離した剥片か、 分割した円礁を素材にして

いると思われる。 表面の加工は両側縁から平坦剥離を入れているが、 器体中央まで及ぶ剥離が少ないた

め、 自然面が大きく残っている。裏面も両側縁から平坦剥離を入れて加工しているが、 裏面の左側縁か

らの剥離が大き く、右側縁からの剥離は小さい という偏り がある。

第151図-1は分割した円礁を素材にして、自然面を取り除く ように側縁から剥離を入れている。正

面の右側縁と下端からの剥離が多い。 このうちド端からの剥離は刃部を作ろうとしているのであろう。

この遺跡で出土した打製石斧では、刃部付近をあまり加 仁しないものが多いが、これは刃部付近の加工

が多い。 素材が厚いため、 刃部付近も加工量を多く しないと刃部を形成できないからであろう。

焼土土坑12

不定形の土坑で、炭化物を含んだ、焼土が入っている(第152図上段)。遺物は、底面近く で黒曜石の砕

片が l点出土しているだけである。

集石44

磯 5点からなる(第152図下段)。うち 4点の礁が焼けていて、一部にはひび割れも見られる。

(3)造物分布域3

石器は150点出土している(第153図)077点が黒曜石で、その他にホルンフェルスや珪質頁岩な どが

ある。遺物分布域 l、2は黒曜石以外の石材は少なかったのに対して、この遺物分布域では、石材の種

類が多い特徴がある。器種は石鍬の他に尖頭器、スクレイパー、 打製石斧、石田などが出土してお り、

器種も多いのが特徴である。遺物分布域 lが、黒曜石を使った石器製作跡だったのに対して、遺物分布

域3は様々な石材の石器を持ち込んだ場所のようである。

出土土器

十三菩提式土器

第154図-1は口縁部の破片で、波状口縁の内側に結節浮線文が見られる。これに対して外面の仕上

げは粗雑なままになっている。頭部が著しく 屈曲して口縁が反り返る土器で、口縁の内側が見えるよう

になっているのに対して、口縁外面は裏返しになって見えないため、このよう な仕上げになっていると

思われる。

2は口縁部の破片で、口縁頂部をなでて面取りを したう えに、 内部に向かつて口縁部をつまみだして

いる。外面には、 RLの地文の上に結節浮線文を貼ってある。 3はRLの縄文を地文と して横方向にへら

切り竹管文を入れている。4はRLの縄文を地文として、円形に巡る結節浮線文と斜め方向に並行する

2本の浮線文を貼ってある。浮線文の両脇は、浮線文を固定するためになでである。
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5は、 RLの縄文を付けた後で、へら切り竹管文を入れている。 6は、RLの縄文を地文として横方向に

結節浮線文を貼り付けている。 7は屈曲部のある胴部の破片で、地文にRLと思われる縄文が見える。

そして、 その上にへら切り浮線文を貼っている。8は底部に近い破片で、細かいRLの縄文を付けた後、

縦方向に結節浮線文を貼っている。 9も同様で、細かいRLの縄文を付けた後、縦方向に結節浮線文を

R占っている。

10は浅鉢と思われる。口縁部は内部に向かつて屈曲しており、 外面の口縁直下には粘土を貼り付けて

いる。そして、その直下にへら切り浮線文を貼 り付け、 胴部にもRLの縄文を地文として、へら切り 浮

線文を横方向に貼り付けている。

11は口縁部の破片で、粘土を継ぎ足して二重口縁のようにしている。口縁直下から胴部にかけて 3本

の浮線文を貼っている。 浮線文の上には弱い押圧のような痕跡が見える。

12は口縁に近い破片で、 LRの縄文を付けた後、太い浮線文を付けている。浮線文の上には、 棒状工

具による押圧が見られる。

13はRLの縄文を地文として、 横方向の浮線文を貼り、 そこから縦方向に浮線文を降ろ している。そ

して、浮線文の両脇をなでて、浮線文を固定している。 14も同様で、 RLの縄文を付けた後で、縦方向

に浮線文を貼り、 その両脇をなでて固定している。

15は口縁部の破片で、口縁部に粘土を継ぎ足して二重口縁のようにしている。そ して、 Lの無節縄文

を付けた後、口縁の屈曲する部分に隆起帯を貼り、その上に棒状工具で連続する押圧を加えている。口

縁外面には地文を付けず、に浮線文を格子状に貼っている。 16も同様で、口縁音1)外面に格子状に浮線文を

貼っている。17も口縁の破片で、口縁外面に浮線文を斜めに貼っている。浮線文の一部が剥がれている

が、格子状に貼っていたと思われる。15"-'17は同一個体と思われる。

18は口縁部の破片で、口縁外面に粘土を貼りつけた後、口縁頂部に2列の連続押圧文を入れている。

口縁直下は、RLの縄文を地文として 3本の浮線文を波状に付けた後、浮線文の聞に細し瓦棒状の工具を

入れて浮線文の聞をなでて浮線文を固定している。

19は口縁部の破片で、口縁外部に粘土を貼り付けて無文帯にしている。口縁直下にはRLの縄文を地

文と して、 その上に浮線文を貼り付けている。

20と21は、細かいRLの縄文を付けた後、円形に浮線文を付け、 円の中をなでて仕上げている。

22はRLの縄文を施した後、横方向になでて縄文が消えかかっている部分がある。 23は口縁直下に無

文の部分があ り、その下にRLの縄文が見られる。 これも横方向になでて縄文が消えかかっている部分

があり、 22と同じ特徴を持っているが、口縁直下に無文の部分があるため、 22とは別個体であろう。 24

は口縁部の破片で、外面に縄文を付けた後、一部をなでて消している。25とおもRLの縄文を付けた後、

一部をなでているため、縄文が消えかかっている部分がある。23"-'26は胴部の破片で、 縄文を付けた後

に一部をなでて消す特徴がある。

27は底部の破片で" RLの縄文を付けた後、 一部をなでて消している。

大歳山式土器

28は、口縁内部と外面にRLの細かい縄文を入れた後、口縁頂部に iL J形の竹管文を入れている。

このため、口縁頂部は三角形に尖っている。そして、口縁直下にも iL J形の結節浮線文を 2条貼り付

けている。内面は、口縁部縄文帯の下を強くなでてあり、 縄文帯との聞の明瞭な稜線ができている。

29は口縁内部と外面にLRの縄文を付けた後、口縁頂部に iL J形の竹管文を入れている。このため、

28と同様に、口縁頂部は三角形に尖っている。口縁外面には2本の iL J形の結節浮線文が見られ、胴

部にも曲線を描く i L J形の結節浮線文が見られる。 内面は、口縁部の縄文帯の Fを強くなでているた

め、文様帯となでの境に明瞭な稜線ができている。
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出土石器

石鍛

第151図 2は、 基部に深い快りが入っている。 脚部の末端は丸くなるように仕上げてある。 3は基

部に弧状の扶りが入っている。片方の脚部を欠損しているが、欠損部に微細な剥離がある ことから、再

加工しているかもしれない。 4は基部に浅い扶りを入れ、縁辺を鋸歯状に仕上げてある。 5は基音riに弧

状の扶りを入れ、脚部の末端は尖る ように仕上げてある。全体に細長い剥離が並行して入っているため、

丁寧な加工を思わせる。6は、 先端を細く作り出しであるため、縁辺に屈曲部ができている。7は基部

が平坦になっている。細長い剥離が並行して入っているため、形態が整った印象を受ける。

スク レイ ノ号」

第151図 8は剥片の縁辺に裏面から剥離を入れて刃部を作っている。加工は、 縁辺をほぼ一周 して

いる。 9は黒曜石の大型の剥片を使い、 正面の左側縁全体に、両面から平坦剥離を入れている。

第155図 lは、 円礁から剥離した剥片の縁辺に、表面から平坦剥離を入れている。

石核

第155図 2は平坦打面を持つ石核で、正面に据えた面とその裏面で、不定形の剥片を剥離している。

打製石斧

第155図-3は、円磯面が残っていることから、円礁から剥離した剥片か、分割した円磯を素材にし

ていると思われる。 基部を両面から加工して刃部にしているため、刃部が広がる形態になっている。

第156図-1は、円磯から剥離した剥片を使い、裏面だけ加工しているため、 表面は全面自然面であ

る。胴部中央の幅を狭くするような加工を しているため、刃部の111自がやや広くなる形態になっている。

2は基部と先端を欠損しているため、上下を判断しにくいが、やや幅が広くなっている側に刃部があっ

たと推定した。加工は両側縁から平坦剥離を入れている。3も刃部と基部を欠損しているため、上下を

判断しにくいが、 他の打製石斧の観察から、刃部側の幅が広くなるものが多いことと、刃部側に自然面

が残っている ものが多いことから、やや幅が広くなって、自然面が残っている側に刃部があった と推定

した。加工は、両側禄から平坦剥離を入れていて、 表面の基部側には器体中央まで及ぶ大きな剥離が

入っているが、刃部側の剥離は、縁辺付近にとどまっている。裏面の加工は、 器体中央に及ぶ剥離を入

れた後、縁辺付近に小きな剥離を入れている。側縁に見られる敵打痕は、加工の際に付いたものである。

石核

第157図-3は、円礁の平坦な自然面を打面にして、細長い円礁を切断するように不定形の剥片を剥

離している。実測図の上からの見通し図でわかるように、石核の作業面は、正面の左半分が挟られたよ

うに片減りしている。この石核には、第157図 -1と2の剥片が接合している。と もに不定形の剥片で、

やや厚みがある。剥離の順番は lの剥片が剥離された後に2の剥片が剥離されている。接合資料の実測

図、上からの見通しでわかるよう に、 lの剥片に厚みがあるため、作業面が大きく 後退して、作業面の

右半分が突出してしまっている。これを修正するために 2の剥片を剥離して、この突出部分を除去しよ

うとしているが、2の剥片を剥離しただけでは除去しきれていない。

石皿

第158図-1"'3は、扇半な円礁の片面、も しくは両面が磨滅している。

焼土土坑13

炭化物を含んだ焼土が詰まった土坑で¥遺物は出土していない(第159図上段)。

焼土土坑14

炭化物を含んだ焼土が詰まった土坑である(第159図下段)。早期の沈線文土器の小片が出土している

が、埋土の上層であることから、流れ込みであろう。
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第II節 包含層出土の縄文土器

まとまって出土した縄文土器は、各調査区で報告してきたが、 それ以外の縄文土器を報告する。ここ

で、 第160図に主要な土器の分布図を示す。時期ごとに見ると、早期の撚糸文、押型文、野島式、 鵜ヶ

島台式、打越式は、北から、 丘陵に当たる10区、 3区、11区と、8区、4区の東側の谷とl区に分布し

ている。前期の諸磯式は、丘陵に当たる10区、 3区、11区に分布している。前期末の十三菩提式と大歳

山式は、丘陵に当たる 2区、 3区、12区と、8区、14区、 4区の西側の谷に分布している。 中期の曽利

式は、丘陵に当たる10区と 8区の東側の谷に集中している。

調査区ごとに見ると、丘陵に当たる10区では、早期から中期を通じて、ほぼ全時期の遺物が見られる。

中でも撚糸文、 押型文、曽利式が集中しているのに対して、前期の土器は乏しい。10区では、土器だけ

でなく 石器も多 く出土していることから、早期~中期を通じて主要な活用域の 1つであったこと は間違

いない。確実な竪穴住居跡は中期のものが I軒と竪穴住居の可能性がある遺構が l基だけだが、 集石と

焼土土坑が集まっていたことから、主要な居住域からは外れていたと思われるが、焼け土の詰まった土

坑が検出されていることと、 集石から出土した礁の多 くが焼けていることから、火を焚く 活動を行った

場所であった と想定される。

火を使った活動を具体的に復元できるデータはないが、 乾燥した丘陵や微高地上に、火の使用に係る

遺構がま とまっているこ とは良くあることで、例えば、住居内の炉ではまかないきれない規模の調理活

動、もっと言えば、住居単位ではなく 、集団規模の調理活動のようなことを行った場所と想定できる。

そのような活動を想定できれば、 住居を伴わない場合でも土器や石器がまとまって出土すること は説明

がつくであろう。

同様な状況は 3区の東側と 11区でも見られる。こ こでは早期~中期の土器がま とま って出土しており、

石器も濃密に分布していた上に、3区では石鉱や尖頭器の製作跡も検出された。遺構では、 集石が集中

して検出された。縄文時代早期~中期を通じて火を使った活動域と して利用されてきたと考えられる。

12区は丘陵に当たっているが、 出土した土器は、前期末の十三菩提式と大歳山式が主体であった。遺

構は焼土土坑と集石があり、石鍛や尖頭器の製作跡も確認された。このこ とから、時期は前期末に限定

されるものの、石器製作や火を使った活動域と考えられる。

一方、 谷に当たる2区と、 8区、 14区、4区の西側を貫く谷では、前期末の十三菩提式と大歳山式が

濃密に分布している。 遺構は、 4区で検出 した石銀製作跡の土坑21がある以外は、 落と し穴と思われる

土坑が分布していた。丘陵に比べる と生活の痕跡に乏しいこ とから、遺物のまとまった出土は、流れ込

みの可能性を考えることになる。

8区、 14区、 4区の中央部には丘陵がある。すでに削平されて遺跡が残っていないため、本来の状況

がわからないが、 8区、 14区、 4区の出土遺物に、 装飾品や祭前日用品が見られないことから、 集落が

あったとは考えにくい。おそらく、十三菩提式と大歳山式段階で、 10区、 3区、 11区と似たような状況、

すなわち、焼土土坑や集石が分布し、土器や石器が濃密に分布する状況が広がっていたと想定される。

そして、 8区、 14区、 4区の西側を貫く谷から出土した遺物は、 この丘陵から流れ込んだものであろう。

総じて見ると、早期の土器が調査区の北~東側の丘陵と谷、 前期末の十三菩提式と大歳山式が西側の

丘陵と谷に集中する傾向がある。中期の曽利式は、北側の丘陵と東側の谷に分かれている。検出した遺

構から、丘陵上で行っていた活動は、早期~中期を通じて大きな変化はなかったと考えられるが、長期

的な視野で見ると半期~中期で活動域が移動していることがうかがえる。

以上の他に、十三菩提式と大歳山式の分布が一致することは、 後述するように、両型式の折衷土器と

も言える資料が出土していることもあって、両型式の密接な関係を表している。
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(1)撚糸文土器

第161図-1と2は斜め方向に Lの撚糸文が見られ、 内面は条痕による調整が見られる。 3は金色の

雲母が目立つ胎土で、横方向と斜め方向に Lの撚糸文が見られる。また、 補修孔も見られる。4は斜め

方向に交差する Lの撚糸文を施文している。判ノ木山西式並行と思われる。5は縦方向に Lの撚糸文を

施文しているが、風化が進んでいる。

6、8、9はRの太い撚糸文を斜め方向に入れている。 7は、 撚糸文を斜め方向に交差させている。

10は、 密接したRの撚糸文が斜め方向で交差している。内側はなでて仕上げてある。 11は口縁部の破片

で、口縁直下から斜め方向で¥やや角度を変えながら、複数の方向に撚糸文を入れている。判ノ木山西

式に並行する ものであろう。12も斜め方向に交差する太めの撚糸文を施文している。撚り糸の撚りの方

向はRである。大きさの割に軽く、手触りがすべすべする特徴的な胎土である。この手触りは、滑石の

原石に触った時の感触に似ている。 11と同様に判ノ木山西式に並行するものである。

13'"" 15はRの撚糸文が縦方向に入っている。いずれも早期前半と考えられる。胎土は、大きさの割に

軽く 、滑るような独特の感触がある。これも滑石の原石に触った時の感触に似ている。

16は撚糸文が入っていることはわかるが風化のため、撚りの方向はわからない。17はRの撚糸文が

rXJ字状に交差している。 18はRの撚糸文が斜め方向に入っている。19はRの撚糸文が斜め方向に

入っているが、 複数の方向に施文している よう である。20は口縁の破片で¥ Rの撚糸文が縦方向にま ば

らに入っている。大きさの割に軽く、手触りがすべすべする特徴的な胎土である。

21はRの撚糸文が斜め方向に密に入っている。22はRの撚糸文が横方向に密に入っている。小片のた

め、角度がわかりにくかったが、21と同様に斜め方向の撚糸文かもしれない。 23はRの撚糸文が斜め方

向に入っている。判ノ木山西式に並行するものと思われる。
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(2 )楕円文土器 (撚糸文並行)

第162図-1は口縁を含む破片で、はっき りした楕円文を横方向に施文している。施文原体の縁辺が

当たっている痕跡を確認でき、 施文原体の幅が3cm程度と推定できる。 内面はなでである。

2は口縁部の破片で縦方向に施文しである。 3は底部に近い破片と思われ、縦方向に小さ めの楕円文

を施文してある。 4は大きめの楕円文を入れている。施文方向は縦方向 と思われる。 5と6は大きめの

楕円文を入れてある。 7は底部に近い破片と思われ、大きめの楕円文を縦方向に入れている。 8も大き

めの楕円文だが、 複数方向に施文された楕円文が入り混じっている。

9"'1lは胎土に金色に光る雲母が入っている。楕円文は明瞭で、はないのが特徴である。 12は複数方向

の楕円文が入り混じっているが、楕円を観察する と、菱形に近い楕円文と卵形の楕円文が見られること

から、少なくとも 2種類の原体を使っている ことがわかる。 13も同様で、複数方向に施文した楕円文が

あり、楕円の形から、少なく とも 2種類の原体を使っていると思われる。

14と15は雲母と砂粒が多い粘土を使っている。菱形に近い大きめの楕円文である。この2つは同一個

体の可能性が高い。 16は楕円文の粒がはっきりしている。 17は雲母と砂粒の多い粘土を使っている。 風

化のため、楕円文は不明瞭である。18は小片ではあるが、厚みがある。小片ながら、複数方向の楕円文

が混じっているのを観察できる。

19は底部に近い破片で、横方向と斜め方向の楕円文が見られる。原体の当たりが弱く、 楕円文が明瞭

でない部分がある。

20は円形に近い楕円文で、原体の楕円が大きく突出していたようで、楕円と楕円の聞の彫りが深い。

21は縦方向に施文してあるが、楕円が不明瞭である。22は横方向にはっきりした楕円文を施文しであり、

原体端部の当たりも確認できる。23は底部に近い破片で、粘土のつなぎ目で割れている。横方向に楕円

文を付けているが、不明瞭である。

24は口縁部の破片で、薄くつぶれたような楕円文である。口縁に近い部分は横方向に施文し、その下

は斜め方向に施文しているのが見える。25は口縁部に近い破片で、 横方向に施文している。 口縁直下に

は施文していない部分が見える。

26は横方向に施文しである。楕円の粒は小さい。 27は楕円がかなり不明瞭である。28は縦方向にはっ

きりした楕円文を施文してある。

29は横方向に施文しであるが、楕円の大きさや形が不揃いで、ある。 30は彫りの深い楕円文を斜め方向

に施文しである。楕円頂部のへこみも確認できる ことから、施文原体を強く押し当てたと思われる。

( 3 )楕円文土器(細久保式、田戸下層式並行ほか)

第163図-1は口縁を合む破片で¥雲母の多い胎土である。補修孔が見られる。楕円文の施文方向は、

複数の方向で、細久保式と考えられる。 2は口縁部を含む破片で、雲母の多い胎土である。口縁音防〉ら

楕円文を施文している。これも施文方向が複数方向で、細久保式と考えられる。 3は雲母の多い胎土で、

大きめの楕円文を複数方向に施文している。これも細久保式であろ う。

4は口縁部を含む破片で、補修孔が見られる。口縁部直下から横方向に施文してあり、走行単位が

はっきりしている。田戸下層式に並行するものであろ う。5は口縁部から胴部にかけての破片で、横方

向に施文している。走行単位が明確でお、施文単位ごとに無文部を作る特徴がある。 6は胴部から底部付

近に至る部分で、胎土に雲母を多く含む。施文方向は横方向で、走行単位が明確である。7は口縁を含

む破片で、横方向に施文しているが、原体の当たりが弱し=部分がある。 8は雲母を多く含む胎土で、横

方向に施文している。5、6、8は同一個体の可能性が高い。

9は口縁部直下に、縦方向に粘土を貼り付けた突起が見られる。口縁部はやや外反する。施文方向は

横で、無文に見える部分があるが、これは施文原体の当た りが浅いため文様が付かなかった部分である。
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10""' 16は細かい楕円文で、異方向に施文する特徴がある。 10は口縁部の破片で、口縁直下だけ横方向

に施文し、 その下は斜め方向に施文している。11は角度を変えて斜めに施文している。12は胴部の破片

で、上半は横方向にやや角度を変えながら施文 し、 一部に大き く角度を変えて斜めに施文している部分

がある。13もやや角度を変えて複数の方向に施文している。 14は角度を変えながら施文しているが、一

部に施文原体の当たりが弱く 文様が付いていない部分がある。 15は横方向の施文と45度程度角度を変え

た施文が見られる。 16は大方同じ方向に施文しているが、やや角度を変えた部分が見られる。

17 ""'24は、 楕円文が不明瞭な一群である。 特に18""'24は拓本によってかろう じて楕円文が確認できる

程度で、土器自体は無文に見えるほ どである。

(4 )山形文土器

第164図-1は口縁を含む破片で、口縁端部を外側に折り返している。山形文は、原体の当たりが浅

いためか不明瞭で、ある。 2は口縁直下を横方向に施文し、その下は斜め方向に施文している。 3も同様

に、口縁直下に横方向の山形文を入れ、 その後で斜め方向に施文している。

4はやや幅の広い山形文を入れている。 5""'8は原体の彫りが深いらしく、明陳な山形文が付いてい

る。9は雲母を多く含んだ胎土で、密接した山形文を縦方向に施文する特徴がある。10""'12は 「ハJ の

字形が連続する山形文で、無文の部分を残している。

13は綾杉状の特徴的な山形文を横方向に付けている。 14の山形文は不明瞭で、ある。

( 5 )格子日文土器

15の I点だけ出土している。文様は不明瞭でドある。
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( 6 )田戸下層式土器

第165図-1と2は同じ場所で出土したもので、 lの土器の中に 2の土器が入った状態で出土した。

lは尖底の鉢で、口縁部を下にして作ったらしく、底部は一端が飛び出している。文様は、胴の上部に

並行する2本の沈線文を入れ、その上に斜め方向の沈線文を入れて、さらに一部には貝殻腹縁文を組み

合わせて楕円文を意識したような文様が見られる。並行する沈線文の下は、 縦方向の沈線文を入れてい

る。沈線の構成から見て田戸下層式である。

2は尖底の鉢で、全面に楕円文が入っている。 施文の方向は複数方向が入り混じっている。また、 口

縁に近い部分では、楕円文以外に沈線文も見られる。楕円文が主体ながら、沈線文が入っている点で興

味を引く土器である。

2の土器が Iの土器の中に入った状態で出土したことから、旧戸下層式と楕円文土器が並行している

こと を証明する資料である。 1は沈線が主体であるが、一一部に貝殻腹縁文を組み合わせて楕円文を作っ

たように見える部分があり、 2は楕円文主体で、一部に沈線文が入っているように、この2つの土器に

は、異系統の文様が同一土器に描かれている点で、興味をヲ|く資料である。

第166図-1は雲母を多く含んだ胎土で、 口縁頂部はなでて面取りをしてある。横方向と斜め方向の

沈線文を組み合わせている。沈線の切り合いを見ると、横方向の沈線文を引いた後で斜め方向の沈線文

を引いている。また、補修孔が見られる。

2も雲母を多く含む胎土で、 lと同一個体の可能性が高い土器である。口縁頂部は 1と同じくなでて

面取りをしてある。施文方法は、 縦方向と横方向の沈線文で方形の区闘を作り、その中を斜め方向や横

方向の沈線文で充填している。この土器にも補修孔が見られる。

3も1、2と同一個体と思われる土器である。胎土に雲母を多く含み、口縁頂部はなでて面取りを し

てある。縦方向と斜め方向の沈線が見られる。

4は、胎土に雲母を多く含んでいる。口縁頂部をなでであるが、 1'"'-'3のように平らになるような面

取りはしていない。 口縁直下に横方向の沈線を引き、その下に円形を描く沈線文を 2本組み合わせてい

る。そして、沈線を51いた後で、表面をなでているため、沈線の中に表面の粘土がはみ出している。

5は胴部の破片で、右下がりの方向に条痕文のような文様を入れ、それに交差する方向で別の工具を

使って沈線を入れている。条痕文のような文様は、 長 く連続するもので、器面調整ではなく、 文様とし

て描いた と思われる。また、条痕のような文様に並行して、 角のある工具を使い、角の部分を押し当て

た刺突文がある。 横方向に区画する意図が見られないことから、国戸下層式ではないと思われるが、回

戸下層式並行~上層式のいずれかに位置づけられるであろう。

6'"'-'8は田戸下層式の同一個体と思われるものである。いずれも横方向の沈線文が見られる。

(7 )その他の沈線文土器

第166図-9は屈曲部のあ る破片で、屈曲する辺りに連続する刺突文を入れ、その下に斜め方向の沈

線文を入れ、さらにその下にも刺突文を入れ、その下に蛇行する沈線文を入れている。この蛇行する沈

線文は見方によっては山形文にも見える。田戸上層式であろうか。

10'"'-' 14は早期の沈線文土器で、同一個体と思われるものである。 10は斜めの沈線文とこれに並行する

刺突文が見られる。文様構成は5の土器と良 く似ており、早期の沈線文土器と思われる。11は斜め方向

に沈線とそれに並行する刺突文が見られる。10と同一個体であろう。12'"'-'14は縦方向の沈線と斜め方向

の沈線を引しhてある。

15は同一個体の破片がややまと まって出土したもので、粗い条痕文を付けてある。条痕の付け方は口

縁部の下は横方向に条痕を付けた後、斜め方向の条痕を付けている。この条痕の付け方は、田戸下層式

の沈線の引き方と同様であ り、条痕文で田戸ド層式の文様を表現していると考えられる。
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(8 )野島式土器

第167図-1は縦方向に沈線を入れているが、沈線は浅く凹線のよう になっている。 2は縦方向と横

方向に沈線を入れている。沈線の中央には粘土の盛り上がりが見られる ことから、施文原体は、先割れ

になった棒状工具を想定でき る。 3は指によ るなでと思われる回線状の沈線を横方向に入れ、その下に

縦方向に2本の並行する浅い沈線を入れている。 この沈線で、縦方向に文様帯を区画していると思われ

る。この 2本の沈線の聞は無文になっており、 その両側、文様帯と思われる中に、 棒状工具によ る横方

向の沈線文を入れている。

4は縦横に浅い凹線状の沈線を入れている。 5は、指によ ると思われる横方向の凹線状の沈線を入れ、

その下に縦方向の沈線を入れ、さらにその下に横方向の沈線を入れている。6は縦方向に浅い回線状の

沈線を入れ、その両脇に縦方向の沈線を入れている。7は斜めに 2本の並行する沈線があり、 その聞は

無文になっている。 そして、並行する沈線の両脇に沈線を入れている。

8は右上がりの沈線が見られ、その上は無文で、下は沈線を充填しである。 9は右下がりの沈線があ

り、 その左側は無文、 右側には浅い沈線を入れてある。 10はかなり浅い沈線を縦方向に入れている。

以上の土器は、 胎士が似ていること と、 縦方向、もし くは斜め方向に並行する沈線を入れ、その雨脚J

を沈線で充填する施文方法が共通していること と、 横方向に凹線状の沈線が入っている個体があること

から、同一個体と思われる。

11は縦方向と斜め方向にはっきりした沈線を入れている。一部に無文の部分が見える。 12は、屈曲す

る部分のある胴部の破片で、屈曲部より も上が文様帯になっている。文様帯には、 縦方向と斜め方向に

沈線を入れて文様帯を区画した後、区画内に斜めの沈線を入れている。 屈曲部よりも下は無文帯で、条

痕が残っている。 13は野島式の無文の部分の破片と見られ、 表裏に条痕が付いている。

14は、 器面を微細な隆起帯で方形に区画し、地文の条痕を残す区画となでて条痕を消す区画に分けて

いる。 15は微細な隆起帯を円形に貼り、 その中を無文にして、外側に沈線を引いている。沈線の原体は、

角のある棒状工具である。16は縦に 2本の微細な隆起帯を貼っており、 地文の条，痕が残っている。17は

斜めに並行する細い隆起帯を貼り、その後で縦方向に並行する沈線を入れている。18は縦と横に細い隆

起帯を貼り、文様帯を区画している。そして、縦の隆起帯の左側に横方向の沈線を入れ、右側には斜め

方向の沈線を入れている。

19は微細な隆起帯を円形に貼り、その中に沈線を入れている。また、左下がりの隆起帯も見られ、円

形に巡る隆起帯との聞は無文と して、 その下には斜め方向に並行する沈線を入れている。20は縦方向に

ほぼ並行する細い隆起帯を貼 り、 その聞を沈線で充填している。この時、縦方向の隆起帯に並行する沈

線を入れる区画と直交する方向に沈線を入れる区画が見られる。 21は斜め方向に並行する沈線が見られ

る。 22は IVJ の字状に交差する隆起帯が見られる。これで文様帯を区画しているよ うで、IVJの上

と右下は、 器面をなでて無文と して、左下は沈線を入れているのが見える。

14~22は、胎土が似ている点と、微細な隆起帯で文様帯を区画している点、文様帯を沈線で充填する

点で共通する施文方法を とっている点、そして、内面に同じよう な条痕が見られる点から、同一個体と

思われる。

23は右上がりの沈線と右下がりの沈線が交差している状況が観察できる。

24は厚みのある破片である。微細な隆起帯を縦と横に貼り、文様帯を区画した後、区画内に、 斜め方

向の沈線を入れている。この時、右下がりの沈線を並行に数本入れ、その後に右上がりの沈線を並行に

数本入れている。また、隆起帯上には絡状体の圧痕が見られることから、 野島式と清水柳E式の中間に

位置づけられる資料である。

25は縦方向に並行する沈線があり、その下は無文である。文様帯と無文帯の境界の破片であろう。
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(9 )鵜ヶ島台式土器

12区のI-I15グリッド付近で、同一個体と思われる鵜ヶ島台式土器がややまとまって出土した(第168

図)。出土した場所は、 12区で報告した造物分布域3に隣接しているが、遺物分布域3は、縄文時代前

期末、十三菩提式土器と大歳山式土器に伴う一括資料として抽出したため、この鵜ヶ島台式土器は、ま

とまって出土したものではあるが、遺物分布域3からは除外した。

第168図- 1は口縁部を含む破片で、 波状口縁になっている。波状口縁から縦に細い隆起帯を貼り付

け、 これによって縦方向に文様帯を区画 し、次に横方向に 2本の並行する隆起帯を貼り付け、これに

よって方形の文様帯を区画している。次に方形の文様帯内に斜め方向に2本の並行する隆起帯を貼り付

け、 文様帯の中をさらに区画している。そして、並行する隆起帯の聞を無文として、並行する隆起帯で

区画した内部を太い沈線で充填している。また、 縦方向と横方向の隆起帯には円形の刺突文が連続して

見られる。内面は条痕によ る調整である。

2も波状口縁を含む破片であるが、施文方法が lと異なる。波状口縁から縦方向に細い隆起帯を貼り、

次に横方向の隆起帯を貼るこ とで、方形の文様帯を作る。 方形の文様帯内部は、さ らに横方向の隆起帯

で区画する部分と、斜め方向にl本の隆起帯を入れて区画する部分が見られる。区画した文様帯内部に

は無文の部分と沈線を充填した部分が交互に配置される。沈線には、 同心円状に円形を描くものが見ら

れる。そ して、鵜ヶ島台式の特徴として、 隆起帯上に|叶形の刺突文が見られる。

3は口縁の一部が残っているが、 波状口縁になるかどうかは不明である。縦方向に並行する2本の隆

起帯があ り、 その聞は無文になっている。これで縦方向に文様帯を区画しているようで、その両脇には

斜め方向に2本の隆起帯を入れてさらに文様帯を区画している。 そして、無文部分と沈線を入れる部分

が交互に配置している。

第169凶-1は口縁部を含む破片で、口縁頂部には棒状工具によ る押圧が連続して見られる。 胴部に

は縦方向 と斜め方向に隆起帯を貼り、隆起帯で区画した中に、 斜め方向の細い沈線を入れている。斜め

方向の沈線は、右下がりで並行する沈線と右上がりで並行する沈線がある。これらの沈線は、分けて施

文しであるため、右下がりの沈線と右上がりの沈線が交差する ことはない。この特徴は下記の土器にも

共通して見られるため、以下ではこの特徴が見られる場合 「二方向の斜め沈線J と表記する。隆起帯の

交点と隆起帯の上には棒状工具によ る刺突が見られる。内面は条痕調整である。

2 ~ J: 口縁部の破片で、口縁頂部には棒状工具による押圧が連続している。口縁直下をなでて無文の部

分を作りその下に細い隆起帯を横方向に貼っている。隆起帯上には棒状工具で刺突し、隆起帯の下に、

二方向の斜め沈線を入れている。 3は、細い隆起帯を貼り、 隆起帯上には、 棒状工具による刺突が見ら

れる。そして、隆起帯でh区画した中に二方向の斜め沈線が見られる。4は縦方向の隆起帯と斜め方向の

隆起帯が交差する部分に、棒状工具によ る刺突が見られる。そ して、 隆起帯で、区画した中には斜めの沈

線を引いてある。

5は補修孔のある破片で、横方向に並行する細い隆起帯があ り、 その聞は無文になっている。そのド

には右下がりと左下がりに、 それぞれ並行する 2本の隆起帯が伸び、それらの隆起帯の聞は、やは り無

文になっている。そ して、 隆起帯で区画された中には二方向の斜め沈線が見られ、 隆起帯が交差する部

分には、棒状工具による刺突が入っている。

6は横方向の隆起帯があり、その上は無文で、条痕調整が残っている。左下がりの隆起帯も見られ、

その隆起帯と横方向の隆起帯の聞に、右下がり の細い沈線を充填している。左下がりの隆起帯には、隆

起帯上に刺突はな し その下のずれた部分に2箇所の刺突がある。

7は横方向に 2本の並行する隆起帯があ り、その聞は無文になっている。この隆起帯の上下は文様帯

になっていて、二方向の斜め沈線が見られる。
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8は、横方向に並行する太い沈線を入れ、沈線の間で盛り上がった部分に棒状工具を斜めに突き刺す

ようにして連続する刺突文を入れている。 9は胴部の屈曲部分の破片で、条痕による調整が残っている。

10も胴部の屈曲する部分で、 太い粘土を貼り付けて屈曲を強調したようになっている。11は底部の破片

である。8"'11は同一個体と思われる。

12は、縦方向に細い隆起帯を貼り、隆起帯上には連続する刺突が見られる。縦方向に並行する隆起帯

の聞を無文にする土器が多いが、この土器では、この部分に横方向に 2本の沈線を入れている。また、

縦の隆起帯の左側は、斜めに並行する沈線を充填する土器が多いが、この土器では、斜め方向の沈線は

入っているものの、方向の揃わない沈線を充填している。鵜ヶ島台式としては異質であろう。

13は右下がりの隆起帯があかその隆起帯上に刺突が見られる。隆起帯の両側には、横方向に並行す

る2本の沈線を入れ、その聞を無文にして、 その上下に斜め方向で並行する沈線を入れている。

14は文様帯と無文帯の境界に当たる破片である。中央付近に横方向の隆起帯を貼り、 これが文様帯と

無文帯を区画している。文様帯には縦に並行する2本の隆起帯があ り、その聞は無文にしてある。縦の

隆起帯の左側には、横に並行する沈線を数本引き、 それを左上がりに並行する沈線で分断する施文が見

られる。また、縦の隆起帯の右側には、 「へ」 の字に沈線を引 き、その中に縦方向の沈線を入れるとい

う施文も見られる。無文帯は条、痕による調整が残っている。

16は無文部の破片で、条痕による調整が残っている。17は、文様帯と無文帯の境界に当たる破片であ

る。文様帯の下限には粘土を貼って盛り上げ、無文帯との聞に段差を作って境界にしている。この土器

に特徴的なのは、 文様帯の区画に隆起帯を貼らずに、代わりに 2列で並行する連続刺突文を入れている

ことである。そして、連続刺突文で区画した中を沈線で充填している。文様帯の区画と施文方法から、

鵜ヶ島台式で良いと思われるが、変わった施文方法である。

(10)打越式土器、打越式並行

第170図-1は、 口縁部直下に貝殻腹縁文を入れ、 その下に波状の員殻腹縁文を付けている。 原体の

当たりは深い。2は縦方向に交差する条痕文が見られる。 3は文様が見られないが、独特の赤褐色の胎

土から打越式と考えた。 4は厚みのある土器で、交差する条痕が見られる。5は条痕調整の上に、員殻

腹縁文で、綾杉状の文様を作っている。これも原体の当たりが深い。

6"'8は交差する沈線が見られる土器で、打越式に特徴的に見られる交差する条痕を表現していると

思われる ことから、 打越式に並行するものと考えられる。

(11)条痕文土器

第170図-9は表裏両面に条痕が見られる。 10は厚みのある破片で、表裏に条聞の広い条痕が付いて

いる。 11は2箇所の補修孔のある破片で、組い条痕が見られる。

12は、縦方向にはっきりした条痕が付いている。底部には斜め方向の条痕が見られる。底部の条痕は

器面調整と考えられるが、胴部の条痕は、器面調整ではなく文様であろう。 条痕を観察すると、条闘で

粘土が盛り上っているこ とから、 条聞には施文原体が当たっていないとわかる。 このことは、条痕端部

で施文原体が強く当たっている部分でも、条溝は深いものの、 条聞に施文原体の痕跡が全く付いていな

いことからもわかる。また、原体の当たりが浅い部分は細く、当たりが深い部分は太くなっていること

から、施文原体は、先端が尖っていることになる。 このことから、 施文原体は櫛状のものを想定でき る。

13は斜め方向に組い条痕が入っている。これは条聞に施文原体が当たっていることから、 員殻か板状

の工具を想定できる。 14は縦方向に細かい条痕が入っている。条痕ー単位の幅は狭い。同様の条痕は、

二枚員の頂部を使えば再現できる。 15は縦方向に組い条痕が見られる。 16は斜め方向に細しミ条痕が入っ

ている。施文原体の幅は 1cm程度で、条がはっき りしないことから、施文原体は、はっき りと凹凸のつ

いたものではなさそうである。17は底部に近い破片で、風化のため条痕ははっき りしない。
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(12)清水柳E類土器

第171図-1は口縁部の破片で、器壁は、口縁部から胴部にかけて急に厚くなる。口縁頂部をなでて

面取りを してあり 、胴部には組し=絡状体の圧痕がある。

2は口縁部に近い破片で、これも急に厚みが増している。器面には組い絡状体の圧痕がある。 1と同

一個体であろ う。

3は口縁を含む破片で、 緩い波状口縁になっている。口縁部直 fから細かい絡状体の圧痕が見られる。

胎土に、 独特の滑るような感触がある。滑石の原石に触った感じに似ている。同様な胎土は、第161図

-12""' 15、20や第171図 16""'19の縄文土器にも見られる。

(13)上ノ山式土器

第171図 4は口縁部の破片で、 口縁直下に太い隆起帯を貼り、斜めに棒状の工具を押し当てた後、

縦方向に連続する刻み目、もしくは、 棒状工具によ る縦方向の押圧を入れている。太い隆起帯を貼った

というよりも、押圧の結果、 隆起帯がつぶれて太くなったと言った方が適切で、ある。

(14)入海 I式土器

第171図-5""'9は隆起帯がはっきりしていることから、上ノ山式との区別が難しいが、 隆起帯が l

条ではなく 2条入っているこ とから、 入海式と考えた。 5は口縁部の破片で、 緩い波状口縁になってい

る。そして、口縁直下に棒状工具で連続する刻み目を入れている。口縁の下には2列の隆起帯を貼り、

その上を棒状工具で押圧している。

6は口縁頂部に連続する押圧を入れ、口縁直下に 2列の隆起帯を貼り、その上を棒状工具で押圧して

いる。施文方法は 5と同じだが、 5は波状口縁であるのに対して、この土器は平縁の口縁である。

7は口縁頂部に連続する押圧が見られる。口縁直下には 2列の隆起帯があり、その上に棒状工具によ

る押圧が見られる。これも 5、6と同じ施文方法であるが、別個体である。

8は、隆起帯を貼った上に隙間のない押圧文が見られる。 4""'7に比べると隆起帯が退化した印象を

受ける。

9は口縁部の破片で、口縁頂部に棒状工具による連続する押圧がある。そして、口縁直下に隆起帯を

貼り、その上にも連続する押圧が見られる。

(15)入海H式土器

第171図-10と11は口縁に近い破片と思われる。低い隆起帯を貼り、 その上に綾杉状の刻み目 を入れ

ている。連続する刻み目によって、 隆起帯はほとんどつぶれている。

(16)型式不明の土器

第171図-12"-'15は、早期末と思われる土器である。いずれにも共通した特徴がある。

粘土のつなぎ目をなでて消すことなく、 意図的に残し、それを沈線状の文様にしている。これによっ

て、粘土のつなぎ日の聞が隆起帯を貼ったように盛り上がって見える。 そして、 12--...，14は、その盛り上

がった部分に撚糸文のよう な文様を付けており、 15はRLの縄文を付けている。このように、隆起帯を

貼り、その上に様々な文様を施文する方法は、早期末の塩屋式に見られることから、塩屋式に並行する

土器と考え られる。

(17)早期の縄文土器

第171図-16"-18は同一個体と思われる土器で、 LRの縄文を入れている。胎土は大きさの割に軽く 、

すべすべした独特の手触り で、滑石の感触に似ている。酷似した胎土が、第161図-12"-'15、20の撚糸

文土器や第171図-3の清水柳E式に見られる。 19はRLの縄文を入れている。

(18)無文土器

第171図-20"-'23は早期と思われる無文土器である。
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(19)諸磯式土器

第172図-1は諸磯a式である。竹管文を 3本並行して入れ、その上に ICJ字形のスタンプ文を押

し、 さらに斜めの沈線を連続して入れている。その下には縄文の押圧が見られる。

2"'-5は諸磯b式である。 2は口縁部の破片で、口縁直下に竹管文を引き、その後で棒状工具による

押圧が見られる。 3はLRの縄文を地文と して、 それを磨り 消してから並行竹管文を引いている。竹管

文がないところでは、地文の縄文が消えきらずにわず、かに残っている。4は円形に巡る竹管文と結節竹

管文が一部観察できる。 5は竹管文を付けた後でRLの縄文を付けている。

6"'-12は諸磯c式である。 6は口縁部を含む破片で、口縁部を折り返して隆起帯のようにして、その

上に密接した結節竹管文を入れている。胴部にも密接した結節竹管文を同心円状に巡らせている。 7は

6と同一個体と思われるもので、密接した結節竹管文を螺旋状に巡らせている。 8と9は同一個体と思

われる土器で、竹管文で同心円状の文様を描いている。10は波状口縁の破片で、口縁直下に、口縁に並

行して竹管文を入れている。そ して、口縁直下にボタン文を貼り 、ボタン文から密接した竹管文を斜め

方向、同心円、螺旋状に展開させている。 11は10と同 ・個体と思われる口縁部を含む破片で、口縁部外

縁は口縁部に沿って竹管文を入れ、その下には縦方向に弧を描く密接した竹管文を入れている。胴部に

至るくびれ部には横方向に並行する密接した竹管文を入れている。 12は10、11と同一個体と思われる。

頭部のくびれから胴部に至る破片である。11で見たように、く びれ部分には横方向に密接した並行竹管

文を入れ、その下に無文帯をはさんで並行竹管文を引き、さらに無文帯をはさんで並行竹管文を号|いて

いる。無文帯には地文のRL縄文が消えきらず、に残っている部分があ る。並行竹管文の下は胴部で、斜

め方向や弧を描く密接した竹管文が入り組んで、いる。そして、その下には再び並行竹管文が現れる。
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(20)十三菩提式土器

文様の種類が多いため、特徴的な文様によって分類する。まずは浮線文の有無によって分ける。次に、

浮線文を持つものを、押圧、結節、 交差貼付、縦位貼付といった、浮線文の貼付方法で分ける。

①浮線文を持たない一群

集合条線文

第173図-1は条線文でレンズ状の文様を書き、その中を削り取っている。削り取ることを想定して

イ乍っているため、器壁が分厚い。

竹管文・条線文

2"-'11は諸磯c式の系譜を引くものと思われる。 2は、 斜め方向の竹管文を組み合わせて波状の文様

を作り、その上に並行竹管文を施文しており、その下は無文になっている。無文部分はなでてあるが、

その前に施文したRLの縄文が消えきらず、に残っている。 3はRLの縄文を施文した後、竹管文で文様帯

を区画している。区画した中は、無文の部分と条線文を充填する部分がある。 4は底部の破片で、縦方

向と斜め方向に集合条線文が見られる。

5"-'11は縄文と竹管文を入れており、 5"-'7、8と9、10と11が同一個体と思われる。 5は、LRの

縄文を施文した後、波状の竹管文とその下に曲線を描く竹管文を入れている。 6はLRの縄文を施文し

た後、竹管文を入れている。 竹管文には、 曲線を描 くものと波状を描くものが見られる。 7はLRの縄

文を施文した後、波状の竹管文と緩く曲線を描く竹管文を入れている。

8は、 RLの縄文を施文した後、縦方向に 3本の竹管文を入れている。 竹管文を並行して引いた場合、

偶数の本数になるが、この資料では、 3本ある竹管文の中央の 1本が重複しているため3本になってい

る。 9は、 RLの縄文を施文した後、縦方向に竹管文を入れている。竹管文は 2回に分けて入れている

部分があり、竹管文の交差が見られる。 10はRLの縄文を入れた後、縦方向に竹管文を入れている。 11

は、RLの縄文を入れた後、縦方向に直線的な竹管文と蛇行する竹管文を入れている。蛇行する竹管文

は、方向が違う斜めの竹管文を組み合わせて蛇行した文様を作っている。

②浮線文を持つ一群

押圧、結節のない浮線文

第173図 12"-'20は浮線文を貼っている。 12"-'19は同一個体と思われ、 RLの縄文を地文としてその上

に横方向に並行する浮線文を貼っている。 12は口縁頂部をなでて面取りをしてある。そして、口縁直下

にl本の浮線文を貼り、その下に 3本の浮線文を貼っている。 13は、地文の縄文を一部なでて消した後、

浮線文を貼っているが、一部の浮線文が剥がれている。 14と15も、縄文の一部をなでて消した後、浮線

文を貼っている。 14で、は浮線文のつなぎ目が観察できる。 16"-'18では浮線文のほとんどが剥がれており、

浮線文を付けた痕跡を確認できる。拓本で、横方向に薄い縞模様のように見える部分が浮線文の痕跡で

ある。浮線文が剥がれた跡には地文の縄文が残っている ことから、浮線文の接着-が弱かったことがわか

る。また、縄文の一部をなでて消す特徴も見られる。 19は口縁部の破片で、口縁部外面に浮線文を貼り

付けて、 その下に2本の浮線文を貼っている。 そして、この2本の浮線文の聞をなでて、地文の縄文を

消している。

20は、3本の浮線文を波状に貼り、浮線文の聞に細い棒のようなものを入れてなでる ことで浮線文を

固定している。地文の縄文がわずかに確認できる。

押圧浮線文

第174図-1"-'6は、 LRの縄文を地文として、縄文の一部をなでて消した後に浮線文を貼り、浮線文

を棒状工具か指で押圧している。 1"-'5は、浮線文の上半分だけを押圧する特徴が見られる。胎土も似

ていることから同一個体であろう。 6は浮線文の中央を押しつぶすように押圧している。
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交差浮線文

第174図-7と8は口縁部の破片で、 口縁直下に交差する浮線文を入れている。 7には地文に Lの無

節縄文が確認できるが、 8には地文は見えない。

縦区画浮線文

第174図 9はRLの縄文を入れた後、縦方向に浮線文を貼っている。そ して、縦方向に区画した中の

縄文をなでて消している部分がある。

浮線文貼り付け後に縄文施文

第174図-10と11は、細い浮線文を貼り付けた後に、 RLの縄文を入れている。縄文施文と淳線文施文

が逆になる資料である。施文の順番は、地文の縄文を付けた後、浮線文を貼り、さらに浮線文の上だけ

縄文を付けている。 12と13は浮線文がない部分の破片であるが、胎土からみて、 10、11と同一個体 と思

われる。両方と も縄文の一部をなでて消す特徴がある。

結節浮線文

第174図-14は口縁部の破片で、口縁直下に浮線文を貼り、その FはLRの縄文を地文として結節浮線

文を 1本横方向に貼り、さらにその下から斜め方向の結節浮線文を垂下させている。 15は横方向の結節

浮線文とそのドに斜め方向の結節浮線文が見られる。地文は確認できない。 16はRLの縄文を地文とし

て、横方向に結節竹管文を貼っている。厚みのある方を下と考えたが、 結節の方向が右から左のため、

上下が逆になるか、左利きによる施文かもしれない。 17は、 横方向の結節浮線文の聞をつなぐように縦

方向の結節浮線文を貼っている。 18はRLの縄文を地文として、 横方向に 2本の結節浮線文を貼ってい

る。そして、 2本の結節浮線文の聞は、縄文をなでて消しているが、一部に消えきらず、に縄文が残って

いる。19は胴部のくびれた部分の破片で、 RLの縄文を地文として、くびれ部の下に横方向に 2本の浮

線文を貼り、くびれ部の上には斜め方向の結節浮線文を貼っている。20は、 LRの縄文を施文した後、

横方向に 2本の結節浮線文を貼り、さ らにその下に I本、浮線文を貼っている。 21はLRの縄文を施文

した後、横方向に結節浮線文を貼っている。 20と21は同一個体と思われる。厚みのある方を下と考えた

が、 結節の方向が右から左になっているため、 上下が逆になるか、左利きによる施文かもしれない。

細密浮線文

第174図-22は、細かい無節縄文を施文した後、 一部を磨り消し、細い浮線文を縦方向に貼っている。

そして、一部では縦方向の浮線文の聞に、波状に浮線文を貼っている。 さらに、一部の浮線文には結節

も見られる。竹管を使っていると思われるが、 かなり細い竹管であろ う。 23は、非常に細い浮線文で、

連続する円形の文様を作り、その上下に細い浮線文を貼っている。 22、23とも、 非常に細い浮線文を

R占っているため、剥がれている部分もある。

縄文

第174図-24"-'30、32は縄文の一部を消してある。これだけでは十三菩提式と判断できないが、第173

図-12"-'19のように、縄文施文の後、一部をなでているのだが、磨り消す程には消しきっていない。む

しろ、縄文が消えかかる程度に弱 くなでる点に特徴がある。 このこ とから、 これらの土器も十三菩提式

の浮線文などがない部分の破片と考えた。

無文

第174図-31は口縁部を折り返してあり、外面は丁寧になでである。十三菩提式並行であろう。

十三菩提式は文様のバリエーションが多く、時期細分が可能で、あろう。詳しい検討は今後の課題とす

るが、 第173図-1"-'11は、浮線文を貼っていない点で、十三菩提式の中では初期の段階に位置づけら

れる。 2"-'11は竹管文を施文している点で、 前段階の諸磯c式に含める考え方もできるかもしれない。

これに対して第174図 22と23の細密浮線文を施すものは新しい段階と考えられる。
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(21)大歳山式土器

灰白色の胎土に薄い器壁、rL J字形の結節浮線文、無節縄文と言った特徴を持つ一群で、他の型式

の土器は、褐色系の胎土で厚い器壁の土器が多い中で目立つ存在で、ある。

第175図-1"'9は同一個体と思われる土器で、文様の構成と口縁部が大きく開く器形から見ると大

歳山式だが、浮線文の結節は、大歳山式に特徴的な rLJ形ではなく 、半円形の結節である。胎土は、

大歳山式に見られる灰白色ではなく赤褐色である。 この点では、 大歳山式と同時期の十三菩提式の特徴

を持っている。 このことから、型式は大歳山式だが、 製作者は十三菩提式土器を作る知識と技術を持っ

ていたことになる。異なる型式の特徴を併せ持った興味をヲlく土器である。

lは波状口縁に沿って結節浮線文を貼り、その下に横方向の結節浮線文を貼っている。そ して、口縁

の内側にも結節浮線文で同じ文様を描いている。この結節浮線文は、断面図でわかるとおり表と裏で同

じ場所に付けている。内面は屈曲部から下を強くなでており、 なでの境は角ができている。この点も、

この遺跡で出土した大歳山式に良く見られる特徴である。外面はLRの細かい縄文を地文として、結節

浮線文で文様を描いている。

2と3も口縁部内外面の同じ場所に結節浮線文を貼っている。2の内面には、くびれ部分から下を強

くなでているため、なでの境に角ができている。4は胴部の破片で、くびれ部に付けた結節浮線文から、

弧を描きながら垂下する結節浮線文が見られる。5は胴部の張り出し部分の破片で、曲線を描く 結節浮

線文が見られる。6"'8は縦方向の結節浮線文が見られる。 9は底部の破片で、 縦方向の結節浮線文と

底部に独特の大きな押圧がある。

10は口縁部直下に浮線文を貼り、その上に列点文を入れている。そのドにも浮線文があり、その浮線

文の上には rCJ字形のスタンプ文を押しである。 胎土が灰白色で、器壁が薄い点で大歳山式を意識し

ていると思われるが、施文方法が通常の大歳山式と異なるようである。 11は口縁部に棒状工具を斜めに

押圧した文様が見られる。 口縁部から少し下‘がった部分には浮線文を貼り、 その上にも同様の押圧が見

られる。これも灰白色の胎土と薄い器壁から大歳山式を意識した土器と思われるが、 施文方法が通常の

大歳山式と異なる ようである。

12はLRの縄文の上に rL J字形の結節浮線文を円形に巡らせている。 13はLRの縄文の上に浮線文を

貼り、その上に円形の押圧が連続して見られる。

14は口縁部の破片で、口縁の表裏両面にLRの縄文を入れている。内面は、口縁直下を削り取るよ う

に調整して文様帯が浮き出るよ うにしている。

15はRLの縄文が見られるだけだが、灰白色の胎土と薄い器壁から大歳山式と考えられる。 16は口縁

に向かつて強く屈曲する部分の破片で、 RLの縄文が入っている。これも胎土の特徴から大歳山式と考

えられる。17は大きく膨らむ胴部の破片で、 RLの縄文が入っている。 灰白色の胎土と薄い器壁から大

歳山式であろう。 18は底部付近の破片で、指による特徴的な深い押圧が見られる。縦回転のRL縄文が

見られる。縄文の節は細かい。

19は底部の破片で、 L撚りの無節縄文がみられる。底部には独特の大きな押圧がある。煤が付いてお

り、この煤から、測定値で叱730土40yrB.P.の年代が得られている。 20も底部の破片で、 LR縄文を縦に

回転させている。また、底部に独特の押圧が見られる。 21は底部の破片で、 L撚りの無節縄文が見られ、

底部を大きく押圧している。22は胴部の破片で、節が細かいものの節の単位がはっきりしたLRの縄文

を付けている。内面に煤が付いており、この煤から測定値で、4，940土40yrB.P.の年代が得られている。

23は非常に細い無:節Lの縄文を付けている。 24は口縁部の破片で、 口縁部に大きな突起を付けている。

無文土器であるが、灰白色の胎土であるこ とと、 器壁が薄いことから大歳山式に並行するものであろ う。

25"'28も無文土器であるが、灰白色の帯と薄い器壁から、大歳山式に並行するものであろ う。
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(22)前期の縄文土器

その他、前期と思われる土器を第176図にまとめた。 1、2は同一個体と思われる胴部の破片で、原

体不明の文様が付けられている。 3"-'7は同一個体と思われる土器である。 3は口縁部の破片で、内面

の口縁下を削るように調整して口縁部を肥大させている。外面には節の大きなRLの縄文を付けている。

4は口縁部に近い破片で、 RLの縄文が見られる。 5はRLの縄文を付けており、粘土の接合痕が表面に

残っている。6と7は胴部破片で、 RLの縄文が見られる。

8は口縁部の破片で、口縁頂部を棒状工具で押圧して、口縁が波打つよ うにしている。9"'11は胴部

の破片でRLの縄文が見られる。 11は縄文に一部をなでて消している。

12、13は型式不明で、ある。ともに口縁部の破片で、口縁頂部に粘土紐で皿状の突起を付けている。13

の口縁直下には緩く曲線を描く隆起帯を貼っており、 12にも同様の隆起帯の一部が確認できる。地文は

縄文だが、 撚りの方向は不明でhある。14は口縁部を外側に折り返している。文様は見られない。15は口

縁を内側に折り返している。これも文様は見られない。

16は胴部の破片で、縄文が付けられているが縄文の撚り方が不明である。
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(23)五領ヶ台 I式土器

第177図-1は、上部に押圧浮線文が見られ、その下に半隆起線文を施文している。 施文方法は、 縦

方向に区画した後、斜めの半隆起線を入れて方形の文様を描いている。2と3もlと同一個体で¥同様

の施文が見られる。 4と5は底部の破片で、横方向に条線文が見られる。5は横方向の条線文の上に斜

め方向の条線文が見える。5に付いた煤から、測定値で4，730::!:::40yrB.P.の年代が得られている。

6は口縁部の破片で、口縁部を内側に大き く折り返しており、折り返した中は空洞になっている。そ

して、口縁頂部に条線文を入れている。口縁直 ドには横方向に条線文を入れ、その下に斜めの条線文を

入れている。 7は iXJ字に交差する条線文が見られる。

8-----11は同一個体と思われ、半隆起線文が入っている。8と9は横方向の半隆起線文の F'~こ大きく弧

を描く半隆起線文を入れている。 10は縦方向の半隆起線文、 11はその上の破片のようで、 横方向に半隆

起線文が入っている。

12-----14は同一個体と思われる 口縁部の破片で、 RLの縄文を地文と して、口縁部直下は無文にして、

その下に横方向の並行沈線を入れ、その下に並行沈線で波形の文様を描いている。 12には波形の並行沈

線の下に円形を描く沈線が見られる。15は口縁部の破片で、口縁内面には強いなでによ る面取りがある。

口縁外面には三角形の印刻文がある。そ して、その下に l本の沈線を横に引き、 その下に集合沈線文が

ある。 16は15と同一個体の破片で、口縁部に近い部分である。15と同じ施文が見られる。

17は斜めに集合沈線を引いた後、横方向にまばらな沈線を入れている。 さらに一部を三角形に削り

取っている。 18は17と同一個体と思われる。交差する条線文とその上に無文の部分がある。19は17、18

と同一個体で、 円形に区画した中を交差する条線文で埋めている。 20は文様帯と無文帯があり、 文様帯

には右下がりの条線文を入れた後、これに交差する ようにまばらな条線を入れている。21は20と同一個

体の破片で、右下がりの条線文を入れた後、これに交差するようにまばらで細い条線を入れている。

22は底部の破片で、斜め方向の条線文が見られる。 23も底部の破片で、 斜め方向の条線文とそれを切

る縦方向の条線文が見られる。 22と23は白っぽい胎士に特徴がある。

24は口縁部の破片で、粘土を貼り付けて口縁部を肥大させて、この部分を無文にしている。そしてそ

の下に iXJ字状の交差する条線文を入れている。 25は口縁部の破片で、口縁部に粘土を貼り付けて肥

大させている。そして、口縁直下には大きな突起を付け、その両側に、口縁に沿って並行する沈線を入

れている。 26は口縁部を含む破片で、口縁頂部をなでて面取りしてある。口縁直下には沈線を l本入れ、

その下に左下がりの条線文を入れ、これを切る右下がりの条線文をまばらに入れている。

27は口縁が大きく外反しているため、土器の外面が無文で、内面を沈線で横方向に区画し、その聞を

斜めの条線文で埋めている。 28は縦方向の区画があり、その中を斜めの条線文で埋めている。29は、縦

方向に条線文を入れた後で、横と斜めに条線を入れている。

30は右下がりの条線文を入れ、その後で、左下がり に細い条線をまばらに入れている。 31は右下がり

の条線文を入れた後で、左下がりの条線を不規則に入れて交差させている。32は円形の区画があり、そ

の中に右下がりで規則的な条線を入れ、 その後で左下がりの条線を不規則に入れて交差させている。

33は半隆起線で、レンズ状の文様を描き、その中を削り取っている。 34は口縁部に近い破片と思われ、

横方向に区画した中に縦方向の条線文を入れている。

第177図-35は口縁頂部をなでて面取りをしてある。胴部には 2本の大きな隆起帯を付けてあ り、そ

の上に大きな押圧が見られる。隆起帯の下には縦回転の結節縄文が見られる。また、 2本の隆起帯の聞

は、地文の縄文が残っている部分となでて消えている部分がある。

36-----39は同一個体の破片と思われ、縦方向に結節縄文を付けてあり、結節部分を挟んで、文様帯と無文

帯を分けている。無文の部分にも縄文があったら しく、 わず、かに縄文が残っている部分がある。
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第177図包含層出土縄文土器17
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(24)曽利式土器

第178図-1"'6は曽利 I式である。 lは胴部の破片で、底部に近いと思われる。施文方法は、胴部

のすぼまった部分に、 横方向の太い浮線文を 2本貼り、その下から胴部全体を縦方向の条線文で埋める。

その後、横方向の浮線文の下から、縦方向の浮線文を垂下させる。縦方向の浮線文には2種類あり、 l 

つ目は、 逆 rUJ字型の浮線文を貼った後、その中にも う1本の浮線文を入れて三又のフォーク状にし

ている。そ して、 浮線文に押圧を加えて固定している。 2つ目は、 l本の浮線文を蛇行させたものであ

る。施文の最後は、 縦に垂下させた浮線文の聞に、横方向に蛇行する浮線文を貼っている。

2は蛇行する浮線文と縦方向に垂下する3本の浮線文が見られる。 この垂下する 3本の浮線文は、 3

本が独立したもので、 Iに見られるような三文の浮線文ではない。地文は条線文である。3は条線文の

上に縦と横に蛇行する浮線文を貼っている。 4は縦方向に蛇行する浮線文が見られる。 5は底部に近い

破片で、条線文と縦方向に 2本の浮線文があり、浮線文には押圧が見られる。6は底部の破片で、 条線

文と縦方向の浮線文がある。底部に近い部分は無文である。

7"'15は曽利II式である。 7はRLの縄文を地文に して、その上に蛇行する浮線文を貼っている。 8

は7と同一個体と思われる。 RLの縄文を施文した後、3列の蛇行する浮線文を貼っている。 9は7、

8と同一個体と思われる。 表面の剥落が目立つが、 RLの縄文が残っている。

10は口縁部の破片で¥ 口縁部内面に粘土を貼って内側に突出させている。そして、表裏を丁寧になで

て仕上げている。 11も口縁部の破片で、浅鉢と思われる。 両面とも丁寧になでてある。

12は、蛇行する浮線文を貼り、 浮線文を上と下から交互に押圧して閏定している。地文は縄文だが、

風化のため、撚りの方向ははっ きりしないが、 13が同一個体と思われ、こちらではRLの縄文が確認で

きる。13は、RLの縄文を施文した後、 蛇行する浮線文を 2列貼っている。 そして、浮線文を上と下か

ら交互に押圧して固定している。

14は蛇行する浮線文があ り、これも上と下から交互に押圧して貼り付けてある。 12"'14に見られる、

浮線文を上と下から交互に押圧する方法は、浮線文を器面に接着させると同時に、蛇行を強調させる効

果を狙ったようである。15は胴部の破片で、縦方向に深い条線文がある。

16は曽利W式である。胴部の一部分の破片であるが、分厚く重量がある。完形だ、ったらかなりの重さ

だ、ったと思われる。外面に、沈線で渦巻き状の文様を描いている。

17は曽利V式である。「ハlの宇に似民文様を描いている。拓本の左端に文様帯を区画する縦方向の

沈線がわずかに見える。

18は底部の破片で、縦方向に細い条線文が入っている。曽利式と思われるが、細分型式は不明で、ある。

(25)勝坂式土器

第178図-19に示した l点だけ出土している底部の破片で、 三角形のキャタピラ文が見える。
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第12節包含層出土の石器

2区と12区で出土した石器は、共伴した土器が前期末の十三菩提式と大歳山式にほぼ限られたため、

それぞれ縄文時代前期末で、 ト三菩提式及び大歳山式並行期の一括遺物として、 調査区単位で報告した。

これに対して他の調査区で出土した石器は、共伴した土器の時期幅が広く、遺構出土でない限り時期

を限定するこ とができなかった。そのため、一括遺物とはせずに、包含層出土として報告する。

尖頭器

第179図はすべて有茎尖頭器、もしくは有茎の可能性が高い尖頭器である。 1は先端が折れているが、

明確な茎部が残っている。 2は寸詰ま りの印象を受ける尖頭器である。 3は先端が折れており、 基部も

わずかに欠損している。 4は先端と基部が折れているが、基部の形態から考えて、茎部を作ってあるこ

とは間違いない。5は大型で、、長さに比べて幅が広い尖頭器である。大きさの割に茎部が小さい。 6は

細長い尖頭器で、風化と表面の剥落のため、 剥離面の観察は困難である。断面図に表れている ように、

器体が薄くなっていないため、棒状の印象を受ける。7も風化が進み、 一部で表面が剥落している。 5

と同様、長さの割に幅のある尖頭器である。8も風化が進んでおり、形から有茎尖頭器とわかるが、剥

離面の観察はできない。 9と10は風化が激しく 、形から尖頭器とわかるだけである。 6と同様に細長い

尖頭器で、有茎になると思われる。 II"-' 13は茎部が残っている ことから有茎尖頭器とわかる。 14は、先

端が石の目に沿って折れている。茎部の作り出しは明確ではない。 15と16は細長い有茎尖頭器であるが、

風化のため剥離面の観察はできない。17は細長い有茎尖頭器で、先端と茎部を欠損している。 18は長さ

の割に幅のある有茎尖頭器で、茎部は小さい。19は、 薄い剥片を素材にしていると思われ、裏面に素材

の剥離面が大きく残っている。器体の薄さから考えて、これで完成品なのであろ う。

第180図-1"-'8は有茎尖頭器である。 lは細長い尖頭器で、基部を欠損しているが、 2と同じよう

な尖頭器で茎部が付く と考えられる。縁辺に対して直角方向の平坦剥離が並行して入っているため、精

轍な印象を受ける。 2は、 両側縁から平坦剥離が並行して入っており、精微な作りになっている。 3は

有茎尖頭器の先端と思われる。 4は両側縁を鋸歯状に仕上げている。茎部の挟りは見られない。 5は風

化が進んで、いるため、形しか分からない状態であるが、基部の幅が急激に狭まっていることから、有茎

になると思われる。 6は、実測図左面の上半では、 縁辺に対して直角方向の平坦剥離が並行して入って

いる。これに対して実測図左面の下半では大きな剥離面が入っている。実測図右面では大きな剥離面だ

けが見られる。このことから、この尖頭器は製作途上のもので、実測図左面の上半まで仕上げの加工を

していると思われる。7は先端付近が欠けているが、復元する とかなり細長い尖頭器を想定できる。加

工は、 側縁に対してほぼ直角の方向で平坦剥離が並行して入っている。 8は風化のため剥離面の観察が

困難だが、大きな剥離面が見られる ことと、幅の割に厚みがある ことから、製作途中のように思えるが、

最終段階で作ると思われる基部が形成されているこ とから、これで完成品なのであろ う。

9は黒曜石製の尖頭器で、完形だったら優美な尖頭器だ、ったと想像できる。先端と基部ともに折れて

いるが、先端からの剥離が見られることから、折れた後に再加工を していると思われる。 10は、茎部の

形状がはっきりしないが、基部の幅が急激に狭まっている ことから、 茎部を意識した作り になっている

と思われる。11は、完形ならば、長さ20cmを超えるような、大型の尖頭器であったと想像できる。実測

図右面の左側縁上部に再加工を意図したような剥離が入っている。

12は加工が粗いが、 平面形が整っていることや器体が薄くなっていることから、これで完成している

と思われる。13は2区で出土したものだが、形態から見て縄文時代草創期の可能性が高いため、 2区で

は報告せずにここに掲載した。先端を欠損しているが、先端から細かい剥離が入っていることから、 先

端欠損後に再加工していると思われる。
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第181図は茎部がない尖頭器である。茎部がない尖頭器の場合、縄文時代の尖頭器と旧石器時代の尖

頭器の区別が難しいため、ここでは休場層よりも上の層から出土したものを縄文時代の尖頭器としてい

る。 しかし、休場層よりも上の層からナイフ形石器や細石器が出土することは珍しくないため、ここに

掲載した尖頭器にも、旧石器時代の尖頭器が含まれている可能性はある。

lは、 実測図左面の右側縁下部に挟れたような部分がある。茎部を作ろ うとしている可能性と、加工

途中で欠損した部分を修復している可能性の両方が考えられる。 2は両面加工だが、実測図右面に素材

面が残っている。また、側面形に見られる ように、 素材剥片が大きく 反っており、 それが尖頭器の器形

に表れている。 3は加工の剥離面が組い上に、 器体の厚みもある ことから、 未完成品と思われる。 4は、

剥片を素材にしており、 裏面に打癌を除去した平坦剥離が見られる。加工は表面だけで、実測図左面の

右側縁下半の加工のほとんどは階段状剥離を起こしているため、平面形は整っているものの、 素材剥片

の厚みが残っている。階段状剥離を起こした場合、以降の剥離はすべて階段状剥離を起こした部分で止

まることが多いため、階段状剥離を起こした部分を大きく除去しなければならないが、この資料の場合、

加工が進んでおり、ここで階段状剥離を起こした部分を除去すると、全体の形を損なう恐れがある。そ

こで、この時点で失敗品と判断して製作を中止したか、これで完成品としたかのいずれかであろう。5

は縦長の剥片を加工しているが、器体中央部で、加工が階段状剥離を起こしているため、器体が薄くなっ

ていない。 6は両面を加工痕が覆っているが、 断面が三角形になっていることから、 剥片を使っている

と思われる。左右非対称である上に、剥片の厚みも残っているこ とから、 未完成品と思われる。 7は、

薄い剥片の周縁を、裏面から加工しており、裏面には素材面がそのまま残っている。 8も剥片を素材に

して、 表面は加工による剥離が覆っており、 裏面は周縁だけ加工している。

9は剥片を素材にして片面だけ加工している。加工の剥離が器体の中央部を越えていないため、 剥片

の厚みが残って断面が三角形になっている。 10は風化が進んでらいる。薄い剥片を使っているようで、 表

面は加工による剥離が全面を覆っているが、 裏面は部分的な加工にとどまっている。11は縦長剥片を

使っており、縦断面に剥片の反りが表れている。裏面は部分的な加工にとどめている。 表面は、先端と

基部を集中的に加工している。12は縦長剥片を使ってお り、 縦断面に剥片の反りが見られる。表面は加

工による剥離がほぼ全面を覆っているが、中央に自然面が一部残っている。裏面は周縁だけ加工してい

る。 13は両面を加工しているが、裏面の加工によ る剥離が、器体中央部を越えていないため、器体が薄

くなっていない。 14は両面加工の尖頭器で、断面が平行四辺形になっている ことからもわかるように錯

交剥離によって加工している。

第182図- 1は先端と基部を欠損しているが、本来は長さが10crn程あったと推定できる。両面を J寧

に加工している。 2と3は先端部の破片で¥いずれも丁寧に両面を加工している。 4は尖頭器の未完成

品で、幅の広い剥片を素材にしている。両面から加工して先端を作り、さらに実測図の右側縁を、両面

から加工している。 基部は未加工のため、剥片の打面が残っている。 5は丸みのある剥片を使っている

と思われ、基部は剥片の形を活かして丸く仕上げてある。裏面に見られる平坦剥離は、剥片の打癌を除

去する目的であろう。 6は両面加工の尖頭器と思われるが、実測図の右面に大きな剥落が見られる。赤

く変色している ことから、加熱によって表面が剥落したと思われる。

石錐

第182図 7は、 石鯨の可能性もあるが、基部が大きく広がって全体が扇形になっていること、先端

に厚みがある ことなどから、石錐と考えた。 8も同様で、石鍬の可能性もあるが、先端を細く作りだし

ていることから石錐と考えた。9は、尖頭器の未完成品の可能性もあるが、先端部を集中的に加工し、

尖らせるよ うな意図がうかがえるため石錐と考えた。10は、剥片の末端を加工して尖らせてある。石錐

の下端には、 素材剥片の細かく調整された打面が残っている。
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石嫉

第183図は、 有茎、または基部の挟りが深い石鯨を示した。 扶り が深しゅ〉浅いかは、 判断に迷うもの

も多い。挟りの深さを数値化して基準を作ること もできるが、脚部を欠損している場合は適用できない。

ここでは、的場遺跡で、出土した石鍛全体の比較を通じて、 相対的に深いか浅いかを判断 した。したがっ

て、 観察者の主観も入っていることを断わってお く。

第183図-1は、尖頭器か石鍛か判断に迷うが、的場遺跡で出土した他の尖頭器に比べると、小型で、

ある ことから石鯨に分類した。

2は細い茎部を作 り出した石鍬で、欠損により左右が非対称になっているが、欠損した部分に欠損後

に加工した痕跡がある ことから、 欠損後に再加工していると思われる。 3は基部を欠損している。4と

5は基部と先端を欠損しているが、 2、3と同じ形態の有茎の石鯨であ る。

6 ----26は基部の挟りが深い石鍛である。 6は薄い剥片を使ってお り、裏面の一部に剥片の素材面が見

える。 7は両面に剥片の素材面が残っている ことから、厚さ 2IllJll程度の剥片を使っている ことがわかる。

8は両側縁が丸みを持っているのに対して、基部の挟りは直線的で、iVJ字形になっている。9は加工

が細か く、大き さの割に非常に薄い印象を受ける。 10は両脚部の末端を欠損している。 両側縁から細長

い剥離が並行して入っている。 11は脚部を欠損してから欠損部分を打面にして再加工している可能性が

ある。 12は基部の挟りが iVJ字形ではなく 、丸い挟りになっている。13は基部に iVJ字形の深い挟

りが入っている。14は先端と基部を欠損しているが、復元すれば、長さが 5cm近 くなる大型品である。

15は両側縁からの加工が、 器体中央を越えていないため、 器体中央の稜線ができ、 器体が薄 くなってい

ない。 16は小型でド整った形態である。 17は一部に自然面が残っている。 18は先端を欠損しているが、復

元すると長さが5cm近 くなると思われる。 19~21は長さの割に基部の扶り が深いため、平面形が横長の

印象を受ける。特に20はブーメラ ンのような形であるうえに、細長い剥離が並行 して規則的に並んでい

ることか ら、]‘寧な作りを思わせる。 22は、 基部の扶りが丸く入っている。23は加工が組い印象を受け、

中央部に剥片の厚みが残っていることから、 未完成品と思われる。脚部を欠損した時点で製作をやめた

のであろ う。24は扶りが iVJ字形に入っているが、小さいため、脚部が大きい印象を受ける。25は加

工が組く、先端も形成されていないため、未完成品のようであるが、厚さは完成品に近い程度まで薄 く

なっている。26は基部に弧状の扶りが入って、基部末端が尖るよう になっている。

第184図- 1は、脚部の長きが異なっているが、欠損している訳ではないため、とれで完成品なので

あろう。 2は脚部を両方とも欠損している。 3は脚部の大きさが左右で大きく異なっているが、厚さが

かなり薄くなっている ことから、 未完成とは考えにくい。 4は加工が進んでいるが、中央部に剥片の厚

さが少しだけ残っている。 5は、大きさの割に加工によ る剥離面が大きいため、加工が粗い印象を受け

る。中央部に厚みが残っていることから、 全体の大きさは小さくなっているが、 未完成なのかも しれな

い。 6は、先端部を細く作り出すような意図がうかがえ、 縁辺に屈曲部がで、きている。7は裏面に剥片

の素材面が残っている。脚部を欠損しているが、裏面に矢印で示した剥離によって脚部が欠損したと思

われる。 8も裏面に剥片の素材面が残っている。 9は、 平基の石錬を作った後、基部に小さな rVJ字

形の挟りを入れている。 10も基部に小さな iVJ字形の挟りを入れている。

11は加工が細かいが、個々の剥離面が細長い剥離が並行しているのではな し 扇形に広がる剥離面が

切り合っているため、剥離面が入り組んだ印象を受ける。12は細長い石鍛で、器面には細長い剥離面が

並行して入っている。 13は脚部を片方欠損しているが、基部の挟りが小さいため、欠損した部分は太い

脚部であったと思われる。14は裏面に剥片の素材ー面が残っている。先端を欠損しているが、本来は細長

い石鯨だ、ったと思われる。15も細長い石鍛で、 器面には細長い剥離が並行して入っている。16と17は風

化が進んでいる。18は細長い石鍛で、脚部を欠損している。 これも風化が進んでいる。
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20は脚部を欠損したと思われるが、再加工したよう で、折れ面は残っていない。この状態で完成品な

のであろ う。 21は、挟りのない平基の石鍬を作ってから基部の中央に扶りを入れたことが良 くわかる資

料である。 23は、器面に石の目が残っている。 25は平基の石鍬を作ってから基部の中央に扶りを入れた

工程がわかる資料である。 26も同様で、平基の石鍬を作ってから基部中央に扶り を入れている。 27は裏

面に剥片の素材面が大きく 残っている。 29は、他の石鍬に比べて大きな石鍬で、厚さや加工の細かさか

ら見て完成品と思われる。30は先端を細く作り出している。先端を欠損した後の再加工かもしれない。

第185図は、基部の挟りが浅い石鍬である。 lと4は剥片の素材面が残っており、薄い剥片を使って

いることがわかる。 5は脚部を欠損しているよ うだが、欠損と思われる部分に剥離が入っていることか

ら、欠損後に再加工していると思われる。 6は細長い剥離が目立つ。 矢印の剥離が器体を突き抜けたこ

とによって、脚部を欠損したと思われるが、折れてから再加工しているようで、 折れ面は残っていない。

7は、 脚部を欠損しているが、 欠損部に細かい剥離が見られることから、 再加工していると思われる。

8も脚部を片方欠損しているようだが、折れてから再加工しているようで、折れ面は残っていない。

9は完成品と思われるが、厚みが残っている印象を受ける。10は先端を欠損している ようだが、先端

からの剥離が見られる ことから、再加工していると思われる。11は、側縁を鋸歯状にしている。12も側

縁が鋸歯状になっている。13は長さ よりも幅があるため、 横長になっている。 15は脚部を欠損したよう

で、左右非対称形だが、脚部欠損後に再加工したと思われ、折れ面は残っていない。16は、平坦剥離が

器体中央で切り合っていることから、平坦剥離は順調に進んで、いるこ とがうかがえる。 17は素材剥片の

形を反映してか、 横に長く なっている。 18は加工が細かいが、平坦剥離が切り合っているため、 剥離面

が入り組んでいるように見える。 19と20は、細長い剥離面が並行しているため、 整った印象を受ける。

21は左右非対称形のため、 脚部を片方欠損している ようだが、折れ面は残っていない。最初から左右非

対称形にしたのか、脚部欠損後に再加工したかのどちらかであろう。 22は、先端からの剥離が見られる。

加工なのか、使用による衝撃剥離なのかは定かでないが、珍しい例である。24は、大きさは小さく なっ

ているが、厚さが薄 くなっていない。 器面には階段状剥離が多く、平坦剥離がうまく いっていないこと

がわかる。 25は両面に剥片の素材面が残っている ことから、厚さ 4mm程度の剥片を使っていることがわ

かる。 剥片の打面側に先端を形成しており、 先端部を集中的に加工している。 先端部形成と打癌除去を

兼ねていたのであろ う。26は小型であるが、平坦剥離がうま くいっていないようで、 厚みが残っている。

27はかなり薄 くなっている。 28は、右側縁の加工が、側縁を挟るよ うになっているため、左右非対称形

になっている。 29は、平基の石鯨を作った後、基部の中央に扶り を入れたことがわかる資料である。 30

"'36の基部は、特に浅く弧状に窪む程度である。 32は左右非対称形で、一部を欠損したようだが、 欠損

後に再加工したようで、 折れ面は残っていない。34は細長い剥離が並行して入っており、 整った印象を

受ける。

第186図-1 '"'-'20は、基部の扶りが浅い石鍬である。第186図-1は、全体の形が整っていないことか

ら、未完成品に見えるが、大きさから考えて、これ以上の加工は無理と思われる。先端は形成されてい

ることから、これで完成品なのであろう。 2は、側縁の一部に快ったような剥離が入っているが、これ

はアクシデントであろう。 3は、正面の右側基部を欠損しているが、欠損後に細かい剥離を入れて再加

工している。7は素材剥片の影響であろうか、横長になっている。また、器体中央に高まりがある。 こ

の高ま りは平坦剥離の末端が階段状剥離を起こしているために形成されたもので、 本来は除去しなけれ

ばならない部分である。 8は厚みがある上に加工が組い印象を受ける。未完成品であろうか。9は剥離

が細かく、 丁寧な作りを思わせる。 10は、側縁が内湾し、先端が圭頭状になっている。 11は細長い剥離

が並行して入っており、整った形状である。 12は薄く なっていることと先端が形成されているため、完

成品に近いと思われるが、左右非対称である。 13は、 基部をわずかに欠損している。

246 



…-~" ~~，-~傘験~ ~ /;織-A~ A， -A- ~ ~ 

… ~A ，誌 j禽 A~Â A-Ll A-~ 
~ 6 Ob (KZOB) <::::=，. 7 Ob (KZO日) <:三コ 8 Ob (SWHD) くこ> 9 Ob (SWHD) <:二> 100b(担ZOB)

一輪一息一
山
内

…前一ム山

一鴎

c
A一。

A
CA
C
A
O

A
伊
一

A
川

-A
ブ
品
川
-A
川

金

o
AoaJ
o轟
o
AO

A
A
m
八
品
川
命
臥
額
一

A

町
内

一

A
A
o
A
A
O
験
開
。
議
開
。

八換

織

内

一

品

川

T

A
関
一

A
円

八

~
c

~

0

1

0

A
肉

。

「旬以 ~匂場跡、岨 III W- 唱。
'--.? 30 Ch 

く二::::> 29 Ob (KZ側 ) 

第184図包含層出土石器6

247 



同- ~ ~ A~Â ，A~A 禽 ~ ~も-~議 ~ 4I送

金。戦創畿各i舎 ~ ~ 

c:> 10肋(S附 ) <::> llGAn <::::::::>- 120州 OTYl .c:.二二二:> 13 Ob (KZOB) 

ム
一
一
金
一
一

A
O
A鞠
C

A

麟

c
A

A
MA
一金一

AA

A
oA側
。
禽

o
A

A
一
金
一禽一傘

A
o
A
o
A
o
A鞠

A
関

川

-A
興
一
奥
野

A

A
o
A関
cAo
金
く:> 260b(K瑚<:::::> 27 Ob (SWHO) ____ζこ:::. 29 Ob(S剛)

く~ 28 Ob (KZOB) 

A$. -~-~A 傘 ~A A-eA 

A-~ A 釦傘 4畿地
くこ). 34 Ob (WDTY) <:::> 35 Ob (SWHD) <三> 36 SSh 

第185図包含層出土石器7

248 



14は10と同様、 側縁が内湾して、先端が圭頭状になっている。 15は長さに比べて幅がある。 16は基部

が左右非対称であるが、厚さから考えて、これで完成品であろ う。17は完成に近いか完成品と思われる

が、 基部の形が整っていない。18は10、14に似て、先端が圭頭状の印象を受ける。 19は細長い剥離が並

行して入っている。表面の一部に自然面が残っている。この自然面を除去しようと した剥離が見られる

が、残っている自然面の手前で階段状剥離を起こしており、自然面を除去できていなし〉。

20は先端が丸いままであるが、 細長い平坦剥離が並行して入っており、器面は順調に薄くなっている

と思われる。完成直前の状態であろう。 21は、尖頭器の破片に見えるが、基部側からの加工が入ってい

ることと、折れ面に2本の脚部が折れた痕跡が確認できる ことから、基部に快りの入った石鍬である こ

とがわかる。ただ、挟り の深さ ははっ きり しない。

22""'28は、基部に扶り が入らず、平坦になる平基の石鍛である。22は厚みが残っており未完成品と思

われるが、 大きさから考えてこれ以上の加工は無理と判断して製作を中止したのであろう。 23は、正三

角形に近い形状で、 細長い平坦剥離が並行して入っていることから、 形態が整って見える。 24は先端を

欠損しているものの、 整った二等辺三角形を呈しており、加工も、平坦剥離が並行して入っているこ と

からも整った形態である。 25は平基で細長い石飯である。 厚みが残っているうえに、側縁も不規則なギ

ザギザになっている ことから、完成品ではない と思われる。 26は二等辺三角形を呈し、加工も一部に剥

片の素材面を残すものの、平坦剥離が並行して入っており、整った形態である。27は両面に剥片の素材

面が残っている ことから、 薄い剥片を使っている ことがわかる。素材・面が残っているものの、 形状は二

等辺三角形で、整っている。 28は正三角形に近い形状で、細長い平坦剥離が並行して入っているため、

整った印象を受ける。

第187図- 1 '"'-15は平基、も しくは基部の形状が安定しないものである。 lは大きさから考えて完成

品と思われるが、先端が尖っていないう えに、 器体中央に厚みが残っている。 2は基部を丸く仕上げて

いる。 3は表裏両面に剥片の素材-面が残っている ことから、厚さ 3mm程度の剥片を使っていることがわ

かる。加工による剥離面も少ないが、 形状は整っていることから、これで完成品なのであろう。5は平

基だが、基部が平坦で、はなく、 2箇所に浅い扶りが入っていることから、有茎石鉱の茎部が欠損したも

のを再加工して平基にしているのかも しれない。6は平基を意図しているようだが、 基部は平坦になら

ずにやや外湾している。 7と8は平面形がやや歪んで、いる。大きさや厚さから考える と、 完成直前の状

態と思われる。 9と10は形状が整っており、これで完成していると思われる。 11も完成品と思われるが、

基部が外湾している。 12も厚きや平坦剥離の状況などから、完成品と思われるが、基部の形状が安定し

ない。13は、側縁にやや内湾する部分があるため、先端が圭頭状に見える。 14は基部がわずかに内湾し

ている。15は裏面に剥片の素材-面が残っている。基部も加工しであるが、形状は安定していない。

16""' 35は結晶片岩製の石錬である。結品片岩特有の薄く剥がれる性質を利用して剥離した剥片の周縁

を加工して形態を整えた一群である。加工が器体中央付近まで及ぶものはない。基部は挟りの入ってい

るものが多いが、 34、35のよ うに平基のものも見られる。これらの石錬の素材剥片を剥離した石核は出

土していない。 25はト ーンを入れた部分が磨滅していることから、石斧の刃部片を利用 していることが

わかる。これを手掛かりに考えると、これらの石鍛の素材になる剥片は、石核から剥離したものではな

く、打製石斧を作る際に出た剥片を利用していると考えられる。結晶片岩は、これらの石鍬以外には打

製石斧にしか使用 していないため、石鯨専用に石核を用意するよりも、打製石斧を製作する際に剥離さ

れる多量の剥片を利用 した方が効率的である。

36はホルンフェルス製で、風化が進んでいる。先端を特に細長く作り だした石鯨である。石錐の可能性

もあるが、基部に浅い扶りを入れていることや、全体の形状を左右対称形に整えている といった、石錐

には見られない特徴があることから石鍬と判断した。
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石匙

第188図-1は黒曜石の剥片を使い、周縁に両面から平坦剥離を入れて形を整えている。刃部を欠損

しているが、折れた面に再加工を意図したよう な剥離が入っている。 2は、つまみと胴部の境界に石の

目が入ってお り、ここで欠損してつまみがなく なっている。 3は黒曜石の剥片を使い、周縁に両面から

平坦剥離を入れて刃部とつまみ部分を作りだしている。 4は一見して明らかなよう に、石錬を石匙に作

り直したものである。 石鯨の基部を再加工してつまみを作り、石鍛の側縁を刃部に している。 5は剥片

の周縁を加工しているが、加工量が少ないう えに、加工による剥離が大きいため、組い印象を受ける。

6は片面が自然面に覆われた剥片を使い、周縁に平坦剥離を入れて形を整えている。つまみを作り出す

部分は両面から加工しているが、刃部は片面から加工して作っている。第189図ーし 2は縦長の石匙

である。と もに片面が自然面に覆われた剥片を使い、両面から加工してつまみを作り出している。

石錘

第189図-3、4、第190図、第191図は円礁の両端を打ち欠いた石錘である。第191図-1は一端が大

きく 欠けている。

2 SS 

。 (2 : 3) 
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スクレイノ号ー

スクレイパーも旧石器時代と縄文時代の区別をつけにくい器種であるため、 形態で区別せずに、休場

層よりも上の層から出土したものを縄文時代のスクレイパーとしたが、 尖頭器と同様に、 旧石器時代の

ものが含まれている可能性は十分にある。

第192図 lは半分程度を欠損しているが、 黒曜石の剥片の側縁に裏面から平坦剥離を入れている。

2は右側縁を裏面から加工している。加工は平坦剥離に近い低い角度で、入っている。 また、右側縁上部

には、 裏面に平坦な剥離が入っている。3は、右側縁に裏面から平坦な剥離を入れて刃部を作っている。

その他の縁辺にも両面から小さな剥離が入っているが、 不規則な剥離の印象を受ける。加工と言うより

も使用による剥離に見える。 4は左側縁上部と右側縁中央部に、 裏面から高い角度で剥離を入れて刃部

を作っている。 5は縦長の剥片を使っており、右側縁 と末端に、裏面から急角度で加工している。上端

には剥片の平坦打面が残っている。6は、右側縁と末端に、裏面から急角度の剥離を入れている。 上端

には剥片の平坦剥離が残っている。7は剥片の一部を欠損しているが、 残っている縁辺のほぼ全周を裏

面から加工している。
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第193図- 1は、赤褐色の頁岩製で、表面に大き く自然面を残す剥片の側縁に、 裏面から加工して刃

部を作っている。 2は黒曜石の剥片を使い、側縁に裏面から連続した平坦剥離を入れて刃部を作ってい

る。 3は石核の転用である。分厚い剥片を使っており、 実測図正面が作業面で、左側見通し図に残って

いる自然面が打面になっている。 作業面では不定形の剥片を剥離している。剥片剥離を終えた後、石核

の下面(実測図の右側面)に裏面から加工して刃部を作っている。

4は剥片の末端に両面から平坦剥離を入れて刃部を作っている。全体の形から考えて、石匙の未完成

品の可能性もある。 5は剥片の両側縁に急角度の剥離を入れて刃部を作っている。 6は分厚い剥片の末

端に急角度の剥離を入れて刃部を作っている。 7は剥片の末端と側縁に急角度の剥離を入れている。特

に剥片の末端に入れた剥離は、末端を切断するような急角度の加Lである。

第194図-1は大型の分厚い剥片の片側縁と末端に急角度の剥離を入れて刃部を作っている。

2は、ガラス質黒色安山岩の大型剥片を使っており、剥片の縁辺に平坦剥離を入れて加工している。

この資料は表面採集されたもので、旧石器時代のガラス質黒色安山岩製の遺物に比べると風化が進んで

いないため、縄文時代の遺物と言う印象を受けるが、実測図で、正面にした面を石核の作業面、実測図で

上面にした面を石核の打面と考える と、板状の剥片の小口画を山形に成形した石核で、横長剥片、それ

も翼状剥片を剥離した石核という ことになる。そう考える と、これは旧石器時代の遺物になる。スク レ

イパーに再加正した時の剥離面が観察を困難にしているが、安山岩を使っている点を考え合わせても、

旧石器時代の翼状剥片石核の可能性が高い。

微細な剥離のある剥片

微細な剥離とは、加工痕、使用痕、自然の欠損などを含んで、いる。剥離が微細な場合、加工、使用、

自然の欠損のいずれなのか、 あるいは他の原因によるものなのか判断できない場合が多いため、 縁辺に

微細な剥離があるという事実だけを捉えて分類した石器である。したがって、一部にはスクレイパーや

自然に縁辺が欠損した剥片を含んで、いる。また、これも縄文時代のものと 旧石器時代のものが区別でき

ないため、休場層よりも上の層から出土したものを縄文時代に帰属させである。したがって、 下記で報

告する遺物に、旧石器時代のものが混ざっている可能性はある。

第195図 1"'3は、縁辺一部に剥離が入っている。4は剥片の両側縁に、裏而から連続した剥離が

入っている。スクレイパーでも良いかも しれない。 5は、剥片の側縁の一部と末端の一部に微細な剥離

がある。末端の剥離は表面から入っており、側縁の剥離は表面に入っている。

第196図-1と2は、側縁の一部に微細な剥離が並んでいる。 3"'11は、剥片の縁辺に不規則な剥離

が入っている。

第197図- 1と2は、左側縁の一部に微細な剥離がある。3は、 向きを変えれば平基の石鍛にも見え

るが、他の石鍬と比較すると、結晶片岩製の石鍛以外では、周縁に微細な加工を入れただけの石飯は例

がないこと、表面にこれ程の自然面を残す石錬も見当たらないことから、 微細な剥離のある剥片に分類

した。 6"'24は縦長剥片の縁辺に微細な剥離が見られる。

第198図~第200図は、片面がすべて自然面に覆われた剥片で、縁辺に微細な剥離があるものを掲載し

た。いず、れも円磯から剥離されており、石材はほとんどが砂岩である。同様の剥片は、他にも多く出土

しているため、詳細に観察すれば、資料はさ らに増えると思われる。

これらの剥片の共通した特徴は、片面がすべて自然面で、先行剥離が見られないことである。先行剥

離が見られないということは、 円礁から最初に剥離した剥片と言う ことになる。 これらの剥片を剥離し

た石核が出土していないことから、他の器種から剥離された剥片と考えた方が良い。砂岩製の石器は、

他には打製石斧しか出土していない。後に報告するが、打製石斧の多くは肩平な円礁を素材にしている

ことから、これらの剥片は、 打製石斧製作の初期工程で剥離された剥片と考えるのが妥当である。
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刃部磨製石斧

第201図- 1は、 胴部の大半を欠損しており、刃部付近だけが残っている。残っている胴部には研磨

痕がないため、刃音1¥だけを磨いていると思われる。 研磨は細かく、方向を変えながら研磨している状況

がうかがえる。

2は、刃部にわずかに研磨痕が見られるが、磨滅痕かもしれない。 3は刃部が援形に広がる形態で、

片面に自然面が残る剥片を使っている。そして、自然面が残っている面を集中的に磨いて刃部を作って

いる。裏面は刃部の先端付近を磨く程度にとどめている。

打製石斧

第202図は、刃部が援形に広がる ものである。 1は、 扇平な円礁を縦に分割して素材にしていると思

われる。刃部に自然面が残っている。 2も扇平な礁を縦に分割して便っていると思われる。縁辺を加工

しているが、器体中央までは加工が及んでいないため、両面に大きく 素材面が残っており、 表面には自

然面が大きく残っている。 3は刃部が大き く広がっている。風化が進んでいるため、剥離面の観察をし

にくいが、 器体中央まで加工が及んで、いる ようで、自然面は器体中央にわずかに残るのみである。

第203図 Iは刃部が援形に広がる形態である。肩平な円磯を分割した剥片を加工しており、周縁か

ら平坦剥離を入れて形を作っている。表面の加工は、器体中央を集中的に加工しているのに対して、刃

部は裏面からの加工だけにとどめ、表面には自然面が大きく 残っている。器体中央部と刃部の加工量の

違いから、器体中央部の幅が狭くなり、刃部が搬形に広がる形態を作り出している。

2は縦に分割した円礁を使っている。素材の平面形は細長い楕円形に近かったと思われ、厚さは両端

での倍近く違っていたと推定される。そして、 薄い方を刃部にして、厚い方を基部にしている。基部側

は厚みをとるために集中的に加工しているが、断面形に表れている ように、まだ相当な厚さが残ってい

る。そのため、未完成品のように思えるが、刃部には磨滅が見られる ことから、この状態で与使っていた

ことになる。

第204図- 1は、表面が全面自然面に覆われた、縦長の剥片を素材にしている。肩平な円磯から剥離

したもの と思われる。縁辺を敵打して形を整えており、この時縁辺から小さな剥離が入っている。器体

中央部から基部にかけて集中的に敵打し、刃部は敵打していない。このため、 器体中央部の幅が狭 くな

り、刃部が広がる形態になっている。

2は、刃部に自然面が残っていることと、 裏面に素材の剥離面が残っているこ とから、円l喋から剥離

した剥片か、分割した円礁を使っていると思われる。 加工は両縁辺から平坦剥離を入れているが、基部

に近い部分を集中的に加工している。このため、基部近くにくびれた部分ができ、 刃部が広がる形態に

なっている。薄く剥がれる性質のある石材のため、 平坦な剥離面や階段状剥離が目立つ。

第205図-1は円礁から剥離した大型の剥片か、扇平な円礁を分割したものを素材にしていると思わ

れる。加工は、 平坦剥離を入れて全体の形を整えながら、器体を薄 くしていき、同時に自然面を除去し

ている。その後、縁辺を敵打して細かい整形をしている。器体中央部を集中的に敵打しているため、こ

の部分の幅が狭くな り、これによって、 刃部がやや幅広になる形態となっている。加工による剥離の一

部は、大きな階段状剥離を起こしている。

2は扇平な円礁を分割したものか、円礁から剥離した剥片を素材にしている。加工は、両側縁から平

坦剥離を入れて形を整えた後、縁辺を敵打して細かい整形をしている。平坦剥離は器体中央までは及ん

でいないため、表面には大きく自然面が残っている。また、刃部は、 端部に小さな剥離を入れる以外、

ほとんど加工せず、 素材の縁辺が薄くなった部分を活かして刃部に している。このため、器体中央から

基部にかけては、 加工によ って幅が狭くなっているのに対して、刃部は幅が狭くなっていない。これに

よって刃部が楼形に広がる形態になっている。
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第206図 lは両面に自然面が残っていることから、扇平な円礁を素材にしている ことがわかる。加

工は、 両端から平坦剥離を入れている。加工量は、胴部中央~基部が多 く、刃部に近い部分は、表面に

は自然面が大きく 残っており、 裏面には、両側縁に小さな平坦剥離を入れるにとどめている。 このため、

器体中央~基部の幅が狭くな り、刃部側の幅がやや幅広くなる形態に仕上がっている。

2は両側縁から平坦剥離を入れている。基部に近い部分に浅い くびれができている。器体中央~基部

に比べて、 刃部の加工量は少なく 、刃部の表面には自然面が残っている。

第207図-1は、 扇平な円礁から剥離した剥片、も しくは扇平な円礁を分割 したものを素材にしてい

る。 加工は、両側縁から平坦剥離を入れているが、剥離は小さく、 縁辺付近に とどまっている。表面に

は大きく自然面が残っている。特に刃部の加工量は少ない。もともと素材が薄いため、器体中央付近ま

で及ぶよう な剥離を入れる必要がなかったのであろう。

2は風化が進んでいるため、剥離面の観察が困難だが、両側縁から器体中央に向かつて平坦な剥離が

入っている。加工は、 器体中央~基部に集まっており、刃部付近の加工は少ない。このため、器体中央

~基部よりも刃部のl幅が広くなる形態になっている。

3は、両面に自然面が残っている ことから、扇平な円礁を素材に している ことがわかる。加工は両側

縁から平坦な剥離を入れている。敵打組は、平坦剥離に伴うものだが、 表面の基部に見られる敵打は、

平坦剥離の後で入れている。加工、 敵打ともに器体中央~基部を中心に行っており、刃部の加工は少な

い。このため、 器体中央~基部の幅が狭くなり、刃部側がやや幅広になる形態に仕上がっている。

第208図← lは大型の剥片を素材にしていると思われる。加工は両側縁から平坦剥離を入れているが、

剥離はすべて縁辺付近にとどまっている。素材が薄いため、器体中央付近まで及ぶ剥離を入れる必要が

なかったのであろう。両側縁の敵打痕は、平坦剥離に伴うものである。

2は、両側縁から器体中央まで及ぶ平坦剥離を入れている。厚さを減じる加工をしている ことがうか

がえる。両側縁の敵打痕は、 平坦剥離に伴うものである。

3は、表面に大きく自然面が残っていることから、円礁から剥離した剥片か、分割した円磯を素材に

していると恩われる。加工は両側縁から平坦剥離を入れているが、 基部、 器体中央、 刃部で加工量に差

はない。そのため、幅も均一になっている。側縁に見られる敵打痕は、 平坦剥離に伴うものである。

第209図-1は、 裏面に剥片の主剥離面が残っていることから、大型の剥片を素材にしていることが

わかる。 加工は、 両側縁から平坦剥離を入れている。表面の加工は、器体中央付近まで及ぶ剥離が見ら

れるのに対して、裏面の加工による剥離は、縁辺付近にとどまっている。敵打痕は、平坦剥離に伴うも

のである。刃部先端は加工せずに素材の縁辺をそのまま刃部にしている。

2は、 裏面に剥片の主剥離面が残っている ことから、 大型の剥片を素材にしていることがわかる。加

工は、両側縁から平坦剥離を入れているが、表面の加工は、器体中央まで及ぶ剥離が見られるのに対し

て、裏面の加工によ る剥離は、縁辺付近にとどまっている。 左側縁に大きな敵打痕が見られるが、平坦

剥離の後に敵打しているかもしれない。刃部の形成は、表面に刃部先端側から大きな剥離を入れた後、

裏面に刃部先端から平坦剥離を入れて作っている。

第210図-1は、両面に自然面が残っていることから、扇平な円礁を使っていることがわかる。そし

て、両側縁から平坦剥離を入れている。加工による剥離は、自然面を除去するために、器体中央を越え

て反対側まで突き抜けるよう なものが見られる。 側縁の敵打痕は、平坦剥離に伴うものである。

2は円礁から剥離した剥片、も しくは扇平な円礁を分割した ものを素材にしている。そして、両側縁

から平坦剥離を入れている。表面の平坦剥離は器体中央まで及んで、いないため、 表面には自然面が大き

く残っている。裏面の平坦剥離は、器体中央まで及んで、いるものがあり、これによって素材剥片の主剥

離面が除去されている。 側縁に見られる敵打痕は、平坦剥離を入れた時にできたものである。
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第211図-1は、 剥片を素材にして側縁から平坦剥離を入れたもので、 模形石器にも見えるが、砂岩

を使った模形石器は他に例がないことと、 模形石器にしては大きいことから、打製石斧にした。

2は、 刃部を石の目で欠損、胴部は平坦剥離の途中で折れている。 3は加工が進んでいるら しく、自

然面は残っていない。加工は基部~刃部で差はなく、両側縁が並行する形態になっている。刃部も両面

に平坦剥離が入っている。

第212図- 1は、円礁から剥離した剥片、もしくは扇平な円磯を分割したものを素材にしている。加

工は両側縁から平坦剥離を入れているが、器体中央吋近まで及ぶような剥離はほとんど見られない。刃

部は、表面は未加工で自然i面が残り、裏面は、先端から平坦剥離を入れて刃部を作っている。

2は、表面に平坦に近い自然面が残り、裏面には大きな縦方向の剥離が見られる。 この縦方向の剥離

面が、素材になった剥片の主剥離面である。 上端にも平坦な自然面が見られる。 これらのことから、素

材になった剥片は、円磯ではなく 、角礁から剥離された と思われる。加工は、両側縁から平坦剥離を入

れているが、 器体中央まで及ぶ剥離はなく両面とも素材面が残っている。素材の段階で必要な厚さ に

なっているため、 器体を薄くする加工の必要がなかったのであろう。刃部には、両面から平坦剥離を入

れている。

第213図-1は一部に自然面が残っている ことから、 円礁から剥離した剥片か、分割した円礁を使っ

ていることがわかる。加工は、両側縁から平坦剥離を入れているが、薄く 剥がれる性質の石材のため、

階段状剥離が目立つ。中央付近で欠損しているが、 欠損後に欠損した面を打面にした剥離が見られるこ

とから、 欠損後に再加工している ことがわかる。

2も同様に中央付近で折れているが、折れてから折れた面を打面にした剥離面が見られる。これも折

れた後に再加工していると思われる。

3は自然面が残っている ことから、円礁から剥離した剥片か、分割した円礁を素材にしていると思わ

れる。 加工は、両側縁から平坦剥離を入れている。平坦剥離は器体中央まで及ぶものがあり、素材面を

除去するとともに、器体を薄くする意図がう かがえる。

第214図 lは剥片を素材にして側縁から平坦剥離を入れている。 加工の量は多く なく、 器体中央付

近まで及ぶ加工もないことから、素材の形はあまり変わっていない と思われる。

2も剥片を素材にして、両側縁から平坦剥離を入れて加工している。器体中央まで及ぶ剥離はなく 、

素材の幅や厚さはあま り変わっていないと思われる。図中に実線で示した範聞の側縁に磨滅が見られる。

3は、自然面が残っているこ とから、 円礁から剥離した剥片か、分割した円礁を使っていると思われる。

加工は両側縁から平坦剥離を入れているが、器体中央まで及ぶような剥離がないことから、 素材の幅や

厚さはあまり変わっていないと思われる。刃部は、裏面だけ加工している。 表面には加工が見られず、

自然面が残っている。

4は、 剥片を素材にして、 両側縁から平坦剥離を入れて加工 している。 器体の薄い方を刃部と考えた

が、 器体の中心軸に対して刃部が斜めに作られていることになる。側縁の敵打痕は平坦剥離を入れた時

のつぶれである。

第215図-1は、 表面に円牒面が残っていることから、 円磯から剥離した剥片か、 扇平な円礁を分割

したものを素材に していることがわかる。加工は両側縁から両面に平坦剥離を入れている。表面の加工

は器体中央まで及ぶものがないため、表面には大きく自然面が残っている。裏面の加工は、 中央付近で

器体中央まで、及ぶ平坦剥離が入っている以外は、縁辺付近にとどまる剥離を入れて形を整えている。ま

た、 器体中央~基部に加工が集中しており、これに対して刃部に近い部分は加工が少ないため、器体中

央 ~基部の幅が狭 くなり、刃部側の幅が広くなる形態になっている。側縁部の蔽打痕は、平坦剥離に伴

うものである。
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第216凶 lは自然面が残っている ことから、 円礁から剥離した剥片か、分割した円礁を使っている

と思われる。表面の加工は、器体中央付近まで及ぶ剥離がないため、自然面が大きく残っている。裏面

の加工は、器体中央を越えて反対側まで抜ける剥離を入れた後、両側縁から小さな剥離を入れている。

2は表面に自然面、裏面に素材剥片の主剥離面が大きく残っている。加工によ る剥離は、縁辺付近に

とどまっている。加工量は、刃部よりも器体中央~基部の方が多いため、基部側の幅が狭 くな り、刃部

の幅が広がる形態になっている。刃部にも両面から平坦剥離が入っている。

3も表面に自然面、裏面に素材剥片の主剥離面が大きく残っていることから、円礁から剥離した剥片

か、肩平な円礁を分割したものを素材にしている。表面は器体中央~基部を加工しており、刃部はほと

んど加工していない。 器体中央~基部の加工も小さな剥離のため、表面には自然面が大きく残っている。

裏面の加工も器体中央~基部に集まっており、刃部はほ とんど加工していない。このため、器体中央~

基部の幅が狭 くなり、 刃部が広がる形態になっている。

第217図-1は表面が全面白然面で加工によ る剥離がない。 裏面は側縁から平坦剥離を入れているが、

器体中央まで及ぶ剥離がないため、中央付近に素材となった剥片の主剥離面が残っている。未完成品の

ためか、縁辺が鋸歯状になっている。

2は円磯から剥離した剥片を素材にしている。表面の加工は、器体中央の右側縁に加工がある以外は、

下部に小さな剥離が3枚見られるだけで、 他は自然面に覆われている。裏面は両側縁から加工している

が、 素材剥片の主剥離面が大きく残っている。加工が進んでいないこと もあ り、上下のどちらが刃部か

判断に迷う資料である。

3は表面が全面自然面に覆われている。裏面の加工は、 実測図に示したように、片側縁に集中してい

る。石材に薄く剥がれる性質があるため、 階段状剥離が目立つ。

第218図 Iは円礁から剥離した剥片を素材にしている。表面は器体中央~基部を加工しており、刃

部には加工が見られない。 器体中央付近まで及ぶ剥離がないため、自然面が大きく残っている。 裏面は

側縁から加工しているが、表面と同様、大きな剥離がないため、素材剥片の主剥離面が大きく残ってい

る。素材剥片の末端を刃部にしており、末端から小さな剥離を入れて刃部を作っている。

2は表面が自然面に覆われている。裏面は、縁辺から器体中央に達する剥離を入れた後、小さな平坦

剥離を入れている。これも刃部がどこになるのか判断しにくいが、 加工が集中して薄くなっている部分

を刃部と考えた。

3は胴部中央付近にくびれのある打製石斧である。一部に自然面が残っているが、他は加工による剥

離が全面を覆っている。多くの剥離が器体中央を越えて反対側まで抜ける剥離である ことから、素材の

変形の度合いは、他の石斧に比べて大きいと思われる。

第219図は、打製石斧の再生を示す接合資料である。 1"'4の4つが接合している。当初の状態を う

かがえるのが Iである。 lの表面に自然面が残っていることと、その裏面に素材剥片の主剥離面が残っ

ていることから、円礁から剥離した剥片を素材にしていることがわかる。 lの表面には自然面が大きく

残り、縁辺からの加工は小さな剥離が見られるだけである。ただし、他の打製石斧に見られる ように、

刃部付近は加工が少ないものが多いため、胴部~基部も加工が少なかったかどうかはわからない。

lと2"'4は石の同で折れている。折れた後、側縁から再加工して2"-'4の石斧を作っている。2'"'"'

4だけを見ると、両側縁を均等に加工しているようだが、 lと接合した状態を見れば、 加工が片側縁に

偏ったため、幅の減少が左右で異なっていることがわかる。

lと2'"'"'4が分離して 2"-'4を再加工する途中で3が大きく剥離する。そ して、 3をさらに加工して

小型の打製石斧にしている。その後、 2と4だけになった石斧を加工し続けるが、これも折れて 2と4

に分かれたところで加工を中止している。
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石核

休場層よりも上から出土した石核を縄文時代の石核にしたが、これもナイフ形石器や尖頭器と同様に、

旧石器時代の石核を含んでいる可能性は十分にある。

第220閣は、 黒曜石製の石核である。 lは、平坦打面から縦長の剥片を剥離している。 2は、 調整打

面から不定形の剥片を剥離している。3は、両側縁で交互剥離によって、不定形の剥片を剥離している。

4は、平坦打面から不定形の剥片を剥離している。 1"-'4は、これ以上の剥片剥離は無理と思われる。

第221図- 1は扇平な円礁の側縁から不定形の剥片を剥離している。 打面は自然面をそのまま利用 し

ている。2は、 裏面に素材になった剥片の主剥離面が残っていることから、大型の剥片か分割した磯を

使っていると思われる。そ して、側縁で交互剥離によって不定形の剥片を剥離している。 加工によ る剥

離面が大きいこ とから石核と考えたが、先端を作り出し、 全体を木の葉形にしている ようにも見える こ

とから、尖頭器の未完成品、もし くは磯器の可能性もある。

第222図- 1は、肩平な円礁の平坦な面を自然面のまま打面として、円礁の両端で不定形の剥片を剥

離している。作業面が横長のため、 横に長い剥片が剥離されている。2は円磯面が残っていることから、

円礁を素材にしていることはわかるが、円礁のまま剥片剥離を始めたのか、円礁を分割してから剥片を

剥離 し始めたのかはわからない。実測図の正面にした面と裏面にした面は剥片剥離の作業面で、いずれ

も上面にある平坦面を打面にして不整形の剥片を剥離している。これらの剥離の後に、側面を作業面に

して小型の剥片を剥離している。
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第223図-1は細長い円礁の一端で¥打面と作業面を入れ替えながら不定形の剥片を剥離している 0

2は円礁を石の目で分割して三角柱のよう な形にして素材にしている。そして、石の目を打面にして側

面で不定形の剥片を剥離している。

第224図-1は円礁を半分に分割して、円磯面を打面、 分割面を作業面にして不定形の剥片を剥離し

ている。作業面には分割面が残っていることから、剥片剥離の初期の段階と思われる。 2は扇平な円陳

の平坦な自然面を打面にして、小口面で不定形の剥片を剥離している。

第225図 lは分割した円礁を素材にして、分割面で不定形の剥片を剥離している。打面は分割面の

周りを周回しており、 すべて自然面打面である。作業面に分割面が残っている ことから、剥片剥離の初

期の段階と思われる。

2は、 分割した円礁を素材にして分割面を作業面にして不定形の剥片を剥離している。打面は自然面

である。正面の作業面で剥片を剥離した後、実測図下面に示した石の目に、小さな剥離が入っている。

この部分には、別の方向に石の目が入っていることから、剥片剥離の前に、石の目で割れる部分を先に

割っておこうという意図がうかがえる。

第226凶-1は、 肩平な円礁の平坦な自然面を打面にして、側面で不定形の剥片を剥離している。 こ

れは磁器の可能性もある。2は、 分割した円醸の分割面を作業面にして不定形の剥片を剥離している。

打面は円磯面である。作業面に分割面が残っている ことから、剥片剥離の初期の段階と思われるが、側

面形からわかる ように、これ以上剥片剥離を続けると、作業面の高きが急激に小きく なっていく ため、

この段階で剥片剥離を諦めたようである。

第227図- 1は、円礁の平坦になっている面を自然面のまま打面にして剥片を剥離している。剥片剥

離を始めて聞もない石核だが、中央付近に石の目が入っており、作業面での最後の剥離は、この石の目

を境に末端が階段状剥離を起こしている。 このこ とから、この石の目を越えて剥離しても、同じよ うに

階段状剥離を起こすか、う まく剥離した場合でも石の目で剥片が折れる可能性が高い。その判断から剥

片剥離初期の状態だが、この石核を放棄したと考えられる。

2は、円礁の平坦になっている面を自然面のまま打Eにして、やや縦長の剥片を剥離している。まだ

剥片剥離が可能な状態と思われる。

第228図-1は、円礁の平坦な自然面を打面にして、やや縦長の剥片を剥離している。側面形でわか

るように、これ以上剥片を剥離すると、作業面の高さが急激に低くなっていくため、 ここで剥片剥離を

中止したと思われる。

第229図-1は、円礁の平坦な自然面を打面にして不定形の剥片を剥離している。作業面に残ってい

る自然面の大きさから、剥片剥離の初期段階と思われるが、作業面中央付近の剥離が末端で階段状剥離

を起こしている。この場合、別の方向から剥離を入れて、この階段状剥離を除去しない限り、続行する

剥片剥離の障害になる。 階段状剥離を起こ した部分を除去する lつの手段 として、180度の打面転移を

して、 反対側から剥離を入れる手段が考えられるが、下面は円磯面になっており、おそらく、そのまま

では打面にならない。 円磯面を除去して平坦な打面を作る必要があるが、他の石核を見ても、自然面打

面か石の目を打面にする場合がほと んどで、剥離を入れて打面を作るということをしないようである。

したがって、 この石核の場合、階段状剥離を起こした部分を除去する手段はないこ とになる。剥片剥離

初期の段階でこの石核を放棄した理由はこれであろう。

第230図-1は石の目で分割した円礁を使った石核で、小口面を作業面にしている。打面は石の目で

分割した面で、この面に l枚だけ剥離が入っている。この剥離は、 正面の作業面で剥片を とった後の剥

離である。打面調整の必要のない平坦面に入っている ことと、 縦長の剥片を とっていることから、 打面

調整 と言うよりも、この面も作業面にしているのであろう。
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第231図 lは円礁を素材にした石核で、平坦な自然面を打面にして、不定形の剥片を剥離している。

第232図- 1は、円磯面は残っていないが、実測図裏面に平坦な分割面が残っている ことから、円礁

を分割して素材にしていると思われる。縁辺で打面と作業面を入れ替えながら、交互剥離によって不定

形の剥片を剥離している。このような剥離は、尖頭器製作の初期工程でも見られる ことと、 尖った部分

を作ろうとしているようにも見える ことから、尖頭器の未完成品か磯器の可能性もある。

2は、円磯を分割して扇平な素材を作り、その側面を打面にして、 打点を側面に沿って周回させなが

ら不定形の剥片を剥離している。作業面は実測図の正面と右側面である。

第233図-1は、 分割した円礁の分割面を作業面にして不定形の剥片を剥離している。打耐は素材の

側面を周囲している。剥離の末端が階段状剥離になっているものが見られ、これを除去しないと剥片剥

離を続行しにく いことと、石核の厚さもなくなってきている ことから、剥片剥離を断念したのであろう。

2は、扇平な円磯の平坦な自然面を打面にして、扇平な離を一方向に切断するように不定形の剥片を

剥離している。実測図の右側見通し図にも剥離が見られる。これは正面の剥離面を打面にした剥離で、

この面も作業面になっているのであろう。

第234図-1は円磯の自然面を打面にして、不定形の剥片を剥離している。実測図の側面見通し図で

わかるように、これ以上剥片を とると、石核の高さが急激に低くなっていく。したがって、ここで剥片

剥離を中止したのであろう。

2は分割した円礁を素材に しており 、分割した面を打面にして不定形の剥片を剥離した後、側面の自

然面を打面にして不定形の剥片を剥離している。

第235図 lは、円礁の平坦に近い自然面を打面にして不定形の剥片を剥離している。2は扇平な円

磯を使い、自然面を打面に して、円礁を切断するよ うに不定形の剥片を剥離している。剥離の途中で石

核を破損しており、このため剥片剥離を中止したのであろう。

垂飾り

第235図 3は、藷翠製の垂飾りである。 全体を非常に細かい砥石で磨いているため、光沢がある。

敵打痕 ・磨滅痕のある磯

この2つの石器は、使用によ ると思われる痕跡をもとに、敵石と磨石に分けるべきであるが、実際に

はIつの石器に敵打痕と磨滅の両方が見られる場合があるため、ここでは両者を分けずに報告する。

第236図~第237図-3は、敵打痕のある円礁を示した。 扇平な円礁を使っている点は共通しているが、

敵打痕の付いている場所は、 ド記の 3箇所である。

・長軸方向の端部

・短軸方向の側縁の広い範囲

.表面

上記の敵打された場所が、 lつの敵石で複数見られる場合もある。敵石を、手に持ってそれを振り下

ろすような行為で、使ったと想定すると、長軸方向の端部を使う場合と、短軸方向の側面を使う場合、表

面を使う場合で、持ち方や振り下ろす動作が異なると予想される。こう考えると、 敵打痕の場所の違い

は、 用い方の違いを表していると思われる。

第237図-4"'7、第238図は磨滅痕のある礁である。磨滅痕が付いている部分は、円礁の表面に限ら

れる。第237図-8は敵打痕と磨滅痕のある礁で、肩平な円礁の片面に敵打痕、もう片面に磨滅痕が付

いている。 9は敵打による窪みがある磯で、凹石と も言われる石器である。

石皿

第239図~第245図は、円{様、もしく は亜角磯に磨滅痕が見られるもので、磨石のように、 手に持って

便ったと は考えられないものを、石皿とした。
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第6章 旧石器時代の調査

第 l節 ホルンフ ェルス製石器の個体別分類

ホルンフェルスの原色は、 黒色か黒色に近い褐色である。変成によって黒雲母が生成している場合は

わずかにピンク色がかかる場合もあるが、黒色に近いことに違いはない。しかし、 風化すると白くなる

のが通例である。一様に白く風化した石材の個体別分類は非常に困難な上に、特に風化が進んでいる遺

物については、 表面の剥落防止のために、現地で樹脂を浸透させ強化処理をした。そ して、これによっ

て半数近くのホルンフェルス製石器は色が変わることとなった。

接合作業を通して、 樹脂の浸透によって色が変わった石器と強化処理をしていない白い石器の接合が

相次ぐ中で、個体別の分類は不可能と判断した。

第2節文化層の設定

(1)休場層上層~中層

休場層は、上層、中層、下層に分かれるが、これが文化層にそのまま対応するかどうかは別途検討が

必要である。まず、遺物の出土レベルから、休場層中層と下層にはレベル差が認められたため、これら

を別の文化層とした。次に休場層中層と上層が分離できるか検討したところ、同一遺構で、休場層上層

から中層にかけて遺物が分布するものが多く認められたため、休場層上層と中層を同ーの文化層とした。

ナイフ形石器文化期の遺物と細石器文化期の遺物も本来は分離すべきであるが、ともに同一産地の黒

曜石を使用 している例が多いため、分離はできなかった。したがって、休場層上層~中層文化層には、

ナイフ形石器文化期の遺物と細石器文化期の遺物が混在していることになる。

(2 )休場層下層~第 Iスコリア帯層

同一遺構で、 休場層下層、第O黒色帯、 第 Iスコリア帯に遺物がまたがって出土しているものがあり、

遺構外遺物でも休場層下層と第 Iスコリ ア帯の聞に接合するものがあったため、休場層下層、第O黒色

帯、第 Iスコリア帯を同じ文化層とした。

(3)第 I黒色帯

5区で認められたもので、 第 I黒色帯上面で出土した遺物が多く、この面に文他層があると判断した。

(4 )第Il黒色帯

この層から遺物が出土したのは、 K12グリッドとLl2グリッ ドの間にある試掘坑 I箇所だけである。

上 ドの層からは造物が出土していないため、第II黒色帯出土遺物で文化層を形成していると判断した。

(5 )第田黒色帯

11区で認められたもので、上下の層から はほとんど造物が出土していないため、11区の第皿黒色帯出

土遺物で lつの文佑層とした。

(6 )第V黒色帯

3区ではこの層から 一括遺物が出土した。上下の層からは遺物が出土していないため、 これをlつの

文化層 とした。

( 7 )第四黒色帯

石器が2点出土しただけであるが、上下の層からは遺物が出土していないため、Iつの文他層とした。

(8 )中部ローム層

遺物とは断定できないものの、本来は礁が含まれない中部ローム層から磯が数点出土した。ここでは

文化層を設定しないが、中部ローム層にも文化層が存在する可能性を指摘しておく 。
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第3節休場層上層~中層の遺構と遺物

第246図に示したように、北から10区、 3区""'8区"'"11区、 5区、 4区の東側の谷、 4区の西側の谷、

12区に遺物が分布している。 縄文時代の造物分布と重なる ところが多いことから、特に休場層上層の造

物は、 縄文時代の造物と旧石器時代の遺物を分離しきれていないことがうかがえるが、ナイフ形石器や

細石器、彫器、石鍛といった時代の明確な遺物は ともかく、ス クレイパーや石核、その他の剥片類は、

時代の区別ができないうえに、主要石材である黒曜石とホルンフェルスは、個体別分類ができないため、

詰ま る所、出土層以外で時代を分ける ことはできない。

したがって、休場層より も上の層から出土した石器のうち、ナイフ形石器と細石器と いった旧石器時

代であることが明確な石器以外は、縄文時代に帰属させたように、ここでは、 休場層上層から出土した

石鍛や石錘といった、縄文時代であることが明らかな造物以外は、旧石器時代に帰属させた。

このような資料操作によって、各石器の帰属文化層を決めたため、この文化層の休場層上層から出土

した遺物では、休場層よりも上の層で出土した石器群と同様、縄文時代の石器と旧石器時代の石器が混

在している可能性が十分にあることに留意されたい。

( 1) 10区遺物分布域

南西に向かう緩斜面に遺物が分布している(第247図)。土坑を3基検出しているが、いずれも休場層

中で検出したもので、埋土に縄文時代以降に堆積した土を含まず、ローム層や黒色帯起源と思われる土

を含む特徴がある。このことから旧石器時代、あるいは新しいとしても縄文時代草創期の可能性が高い

と考え、この節で報告する。

土坑36

休場層上層で検出した土坑で、埋土は縄文時代以降に堆積した黒色の土ではなく、 第O黒色帯起源と

思われる褐色土で、 第O黒色帯が流れ込んだ土坑37、38と酷似している(第248図上段)。

土坑37

休場層上層で検出した土坑で、埋土に縄文時代以降に堆積した土を含まず、第O黒色帯の流れ込みを

含んでいる(第248図下段)。遺物は出土していない。

土坑38

休場層中で検出した土坑で¥埋土に縄文時代以降に堆積した土を含まず、第O黒色帯の流れ込みを含

んでいる (第249図上段)。遺物は出土していない。

磯群 1

休場層中層上面で検出した、 21点の礁からなる小規模な磯群で、 1擦は面を揃えて出土している(第

249図下段)。完形礁は 3点ですべて赤化している。 割れ面が赤化したi擦は14点あり、割れ面が赤化して

いない礁はl点である。

磯群2、ブロック l

同ーの場所で牒と石器が共伴して出土したもので、 礁を磯群、石器をブロックとして記載する (第

250図)。磯は面をそろえて出土しているが、石器は上下に40cm近いレベル差がある。礁と石器では、磯

の方が、レベルが安定していること を示している。 磯群は38点の礁からなり、完形の礁は7点あり、 す

べて赤化している。割れ面が赤化した礁は29点、割れ面が赤化していない礁は l点ある。

ブロック lでは、 26点の石器が出土している。第251図 Iは両面加工の尖頭器である。表裏両面に

素材剥片の主剥離面が残っていることから、素材剥片の厚さがわかる。加工は、 両側縁から平坦剥離を

入れているが、 裏面の左側縁と末端は未加工で、全体の形も整っていないことから、未完成品と考えら

れる。2は彫器で、縦長剥片の打面から、 側縁に向かつて樋状の剥離が入っている。
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第251図 ブロック 1出土石器

第252図 lは両面加工の尖頭器である。休場層上層で出土しているため、縄文時代の可能性もある。

2は休場層中層で出土したもので、長さがlOcm程あった と推定できる。表面は、 剥離聞の切り合いから、

左側縁を先に加工した後、右側縁を加工している。 裏面は、右側縁を加工した後に、両側縁の縁辺部に

小さな剥離を入れている。このことから、錯交剥離によって作っている ことがわかる。 3は、休場層中

層から出土していることと、 休場層中層からは縄文時代の遺物は低とんど出土していないため、旧石器

時代の尖頭器と考えた。

ナイフ形石器

第252図-4は基部と先端に近い部分を加工している。 5は半分近くを欠損しているが、左側縁に加

工が見られることから、 二側縁加工のナイフ形石器であったことがわかる。

微細な剥離のある剥片

第252図-6は黒曜石の細長い剥片の末端に近い部分に、微細な剥離が見られる。7は黒曜石の幅の

ある剥片の縁辺に不規則な剥離が入っている。

スクレイパー

第252図-8は、 厚みのある剥片の縁辺に、器面を薄く剥がすような剥離が連続して入っている。

石田

第252図-9は円礁の一面が磨滅している。休場層中層から出土していることと、休場層中層から は、

縄文時代の遺物はほ とんど出土していないことから、旧石器時代の可能性がある。 しかし、旧石器時代

の石皿 と言う判断は慎重にすべきであるため、休場層中層から出土したという事実報告にとどめる。
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(2) 2区出土遺物

2区では遺物が散発的に出土しているだけのため、分布域としてとらえることは難しいが、ナイ フ形

石器などが出土しているため、ここで報告する。

ナイフ形石器

第252図-10は風イじが進んで、いて、剥離面の観察はできないが、残っている稜線からナイフ形石器と

判断でき る。素材になっている剥片の形態は明らかでないが、剥片の打面を下に持ってきていると思わ

れる。 11は上下を欠損しているが、側縁に急角度の加五が見られる。 12は二側縁加工で、左側縁から基

部を経て右側縁まで加工が連続していて、これによって、 基部が丸く仕上がっている。 また、裏面下端

には素材剥片の厚みを除去するための平坦剥離が見られる。13も二側縁加工だが、左側縁の加工は、基

部に近い部分だけ加工しである。

14に示した接合図は、12と13のナイフ形石器が接合した状態である。両方とも長野県の星ヶ台産黒曜

石をイ吏っている。

石核

第253図-1は、肩平な円礁の一端から幅の広い剥片を l枚だけ剥離している。休場層上層から出土

したため、旧石器時代の石核として報告するが、休場層よりも上の層からも円礁を使った石核は多 く出

土しているため、これも縄文時代の可能性はある。

(3) 3区、8区、 11区遺構遺物分布域

地形は南西に向かう丘陵と谷になっており、調査区中央付近の丘陵は削平され、遺跡は残っていない

(第254図)。調査区の東にある丘陵上で遺物が出土した。ブロ ック l基と磯群 l基を検出した。分布図

上では遺物の集中地点が他にもあるように見えるが、上下のレベル差が大きかったり、小磯が散在する

だけであったりするものが多いのが実情である。

磯群3

土坑を伴う磯群で、休場層中層で検出した(第255図上段)。縄文時代の集石に見えるが、 検出面が休

場層中であるこ とや、土坑の埋土が黒色帯起源と思われる褐色土で、休場層上層よりもとの層の堆積が

見られないことから、縄文時代前期以降と いう根拠はない。したがって、旧石器時代か縄文時代草創期

の遺構と考えられる。

礁は17点出土しており、完形の磯は10点あ り、すべて赤化している。割れている磯7点は、すべて割

れ面が赤化している。

ブロック 2

休場層中層で検出したブロ ックで、 整理作業の過程で追加したブロックである(第255図下段)。ナイ

フ形石器とスクレイパーを l点ず、つ含んで、いる。ナイフ形石器は小さな破片である。

第256図 lはスク レイパーで、厚みのある剥片の縁辺を鋸歯状に加工している。 2は微細な剥離の

ある剥片で、打面が線状になっている ことと、 薄く湾曲した剥片であることから、 薄く剥がすこ とを意

図した剥片であると思われる。表面の剥離面構成は、剥片の周囲から器体中央に向かつて剥離している。

これらのことから、この剥片は、 尖頭器か細石核を製作する際に剥離された剥片と思われる。

3区の遺構外出土遺物(東側谷出土遺物)

ナイフ形石器

3区にある東側の谷では、第256図-3のナイフ形石器が出土している。これは二側縁加工で、左側

縁は先端から末端まで加工しであるが、末端に近い部分は、加工による剥離が小さく、角度も低くなっ

ている。裏面には打痛を除去した大きな剥離が入っている。基部には素材

平坦になつている。
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3区の遺構外出土遺物(西側谷出土遺物)

尖頭器

第256図 4は横長剥片を使っていると思われ、裏面にその主剥離面が残っている。両端を欠損して

いるため、上下の判断がしにくいが、実測図が上下逆になるかもしれない。 6は両面加工で、半分以上

を欠損している。復元すると長さ10cmを超えると思われる。実測図で表面にした面の加工は、左側縁か

らの加工が先で、右側縁からの加工が後である。裏面の加工は、右側縁からの加工が先で、左側縁から

の加工が後である。 このこ とから、錯交剥離によって作られていることがわかる。7は尖頭器だが、厚

みが残っていることや、三段目の断面図が平行四辺形になっていることからうかがえるように、錯交剥

離を始めた直後の段階と思われる。このことから、これは未完成品と考えられる。

ナイフ形石器

第256図-5は二側縁加工のナイフ形石器である。左側縁には自然面が残っている。この自然面と裏

面の角度は60度程で、 ナイフ形石器の刃潰し加工の角度とだいたい一致する ことから、この部分は加工

せずに残したのであろ う。 右側縁は、先端から基部まで加工しである。先端に近い方は、 素材剥片の打

面を切断する ようにして除去している。 これに対して基部に近い方は、 剥片の縁辺を数mm除去しただけ

にとどめている。

11区の遺構外出土石器

尖頭器

第256図-8は裏面に剥片の素材面が残っており、打癌を除去したと思われる剥離が見られる。10は

両面加工で、裏面に素材になった剥片の主剥離面が残っている。

ナイフ形石器

第256図-9は二側縁加工で、左側縁は下半分を裏面から加工しており、 右側縁は縁辺全部を加工し

ている。基部には素材剥片の打面が残っており、裏面に打癌を除去したと思われる平坦剥離が見られる。

11は、縦長剥片を使ったやや大型のナイフ形石器で、基部には剥片の打面が残っている。 基部を丸く

仕上げてある。 12はやや厚みのある剥片を使っており、 実測図左側縁は両面から加工している。 基部に

は折れ面が見られる。素材剥片の打面を折り取ったと思われる。13は二側縁加工で、右側縁の加工で、

素材剥片の打面を除去している。両側縁の加工は途切れる こと なく連続しており、これによって、 基部

を丸く仕上げてある。 14は縦長剥片を使ったー側縁加工で、左側縁を裏面から加工している。右側縁は

折れ面が残っている。

スクレイパー

第257図-1は丸みのある剥片を使い、打面以外の縁辺を加工して刃部を作っている。 2は石核を転

用したスクレイパーで、正面と裏面に剥片を剥離した作業面ーが残っている。そ して、上端以外の縁辺を

加工して刃部を作っている。

石核

第257図 3は分割した円磯を使っていて、分割した平坦面を打面にして剥片を剥離している。 第258

図-1は、扇平な円礁の平坦な面を打面にして、円礁を分断するよ うに剥片を剥離している。 これは休

場層上層から出土したため、旧石器時代の石核としたが、同様の石核は縄文時代の層からも多く出土し

ているため、これも縄文時代になる可能性もある。

8区の遺構外出土造物

尖頭器

第257図-4は、正面に平坦剥離が入っており、 その裏面は素材剥片の主剥離面が残っていて未加工

である。表面にも素材面が残っているこ とから、素材剥片の厚さがわかる。
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ナイフ形石器

第257図-5は二側縁加工で、左側縁には微細な加工が入っている。裏面には打癌を除去するための

平坦剥離が入っている。6は縦長の剥片を使った二側縁加工である。右側縁は両面から細かく加工して

いる。左側縁には微細な剥離が入っている。 7は縦長の剥片を使った二側禄加工で、 素材剥片の打面を

下にして、 打面を除去し、 基部を丸く仕上げてある。8は、 縦長剥片の末端を斜めに切断するよ うに加

工している。 9は、縦長剥片の末端を斜めに切断する ように加工し、 左側縁にも裏面から加工している。

微細な剥離のある剥片

第257図-10、11ともに、 剥片の縁辺に、微細で、不規則な剥離が見られる。

(4) 5区遺物分布域

南西に向かう緩斜面で、丘陵に当たっている(第259図)。磯群がまと まって出土した。

土坑39

休場層中層で検出した土坑で、 休場層中層が流れ込んで、いるが、休場層よりも上層の土は流れ込んで

いないため、旧石器時代の土坑と判断した (第260図)08点の礁があり、全点が赤化している。完形の

礁は l点だけである。割れ面が赤化した礁は5点あり、割れ面が赤化していない礁が2点ある。

磯群4

休場層中層で検出した。分布をみる と2つの磯群のようにも見えるが、近接している ことからlつの

磯群と して扱った (第261図上段)0 10点の礁からなり、すべて割れて割れ面も赤化している。

機群5

休場層中層で検出した(第261図下段)0 7点の礁からなり、すべての礁が割れている。 5点の礁は割

れ面が赤化しており、 残りの 2点は全体が赤化していない。

機群6

休場層の上層で検出 した (第262図上段)0 12点の礁からなり、非赤化完形礁が l点ある。

磯群7

休場層の中層で検出した(第262図下段L19点の礁からなり、16点が割れている。

磯群8

休場層中層で検出した45点の礁からなる(第263図下段)。この遺跡で出土した磯群の中では礁の多い

方である。 32点は割れた面が赤化している。

機群9

磯群4"'"'7は近接していたのに対して、この際群は離れた場所で出土した (第263図上段)。周囲では

遺物の分布も少なく、 孤立したような存在である。8点の礁からなる、小規模な磯群である。

5区の遺構外出土遺物

ナイフ形石器

第264図 1は縦長剥片を使った二側縁加工で、先端を欠損している。刃部にも使用痕と思われる剥

離が入っている。 2は縦長剥片を使った二側縁加工で、両側縁とも加工によ る剥離が細かい。3は横長

の剥片を使った二側縁加工で、刃部が水平に近い切り出し形である。加工による剥離は大きく、縁辺は

鋸歯状になっている。素材剥片も厚みがあり、一見、角錐状石器にも見える。

4は縦長剥片を使った二側縁加工で、ナイフ形石器の中では大型で、ある。左側縁の加工は、 器面を薄

く剥ぎ取る ような加工になっている。右側縁は、先端に近い縁辺は裏面から加工し、器体中央付近の縁

辺は表面から加工している。右側縁の下半は未加工であるが、未加工部分と裏面の角度は60度程で¥刃

潰し加工の角度と近似 した角度のため、加工せずに残したと思われる。

5は、剥片の末端を分断するように加工している。両側縁には、挟る よう な剥離が見られる。
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スク レイパー

第264図-6は、 縦長剥片の末端に近い縁辺を加工している。7は丸みのある剥片の縁辺に角度の高

い剥離を入れて刃部を作っている。実測図の右側見通し図に、剥片を剥離した痕がある ことから、 剥片

の小口面から剥片を剥離する石核を転用 していると思われる。8も丸みのある剥片の縁辺を加工して刃

部を作っている。 9は、 厚みのある剥片の末端を加工している。

微細な剥離のある剥片

第264図-10は縦長剥片の側縁に不規則な剥離が見られる。11は打面が広く、横に長い剥片の末端に

剥離が見られる。スクレイパーにしても良いかもしれないが、剥離がやや不規則である ことと、 微細な

剥離を入れただけの縁辺もあることから、微細な剥離のある剥片とした。

敵打痕のある磯

第264図-12は細長い円礁の端部に敵打痕が付いている。
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(5) 4区遺物分布域

調査区の中央は丘陵に当たっていると思われるが、その部分は削平によって失われている(第265図)。

調査区の東と西に谷があり、その中で小規模ながらブロックが5箇所検出されている。いずれも整理作

業の過程で追加したブロックである。

ブロッ ク3

東側の谷で検出した、石器11点からなる小規模なブロックである (第266図上段)。ナイフ形石器と細

石刃を含んでいる。第269図-2は縦長の剥片を使った二側縁加工のナイ フ形石器である。右側縁上半

の加工は、 素材剥片を斜めに切断するように加工しながら、素材剥片の打面も除去している。 下半の加

工は、 素材剥片の縁辺を数削除去するに とどめている。そして、加工は基部をめぐり、左側縁の加工に

続いている。 これによ って、ナイ フ形石器の基部が丸みを帯びるように仕上がっている。 4は縦長剥片

を便った二側縁加工のナイフ形石器であるが、基部に素材剥片の打面を残している点と、素材剥片をほ

とんど傾けず、に使っている特徴がある。

ブロ ック 4

東側の谷で検出した、石器10点からなる小規模なブロックである(第266図中段)。細石刃と微細な剥

離のある剥片を含んでいる。第269凶-6は、折れ面を持つ剥片の側縁に微細な剥離が並んで、いる。

ブロック 5

東側の谷で検出した、石器6点からなる小規模なブロックである (第266図下段)。尖頭器と微細な剥

離のある剥片を含んでいる。第269図 lは両面加工の尖頭器である。風化が進んで、いるうえに表面が

剥落した部分もあるため、剥離面を観察しにくいが、両側縁からの平坦剥離が器体中央で切 り合ってい

るこ とと、 全体の形がやや歪んで、いることから、全体の形を整えながら、器体を薄く している途中の未

完成品と思われる。 5は、縦長剥片の縁辺に微細な剥離が見られる。

ブロック 6

西側の谷で検出した、石器16点からなる小規模なブロッ クである (第267図上段)。尖頭器、ナイフ形

石器、細石刃を含んで、いる。第269図 7は両面加工の尖頭器で、 きれいな木葉形をしている。石材は

シルト岩で、砂質が強い部分とシルト質が強い部分がある。基部を見ると、茎部を意識しているように

も見えることから、 縄文時代の尖頭器の可能性もあるが、休場層中層から出土したもので、休場層中層

からは縄文時代の遺物はほとんど出土していないことから、旧石器時代の遺物とした。

10は、三側縁加工のナイフ形石器で、基部は折れ面が残っている。 おそらく素材剥片の打面を折り

取ったのであろう。 11は微細な剥離のある剥片で、 縦長剥片の打面を除去するよ うに、微細な剥離が連

続して入っている。

ブロック 7

4区の谷の中で検出した、石器10点からなる小規模なフゃロックである (第267図下段)。尖頭器が3点

出土しているが、いずれも黒曜石、 ガラス質黒色安山岩、 安山岩と石材が異なるため、外部からの搬入

品と思われる。黒曜石製以外の尖頭器は小さな破片である。第269図-8は、 黒曜石製の両面加工尖頭

器である。両側縁から平坦剥離を入れており、 その剥離面が器体中央で切り合っている状況が観察でき

る。 加工は、実測図で裏面にした方が進んでいる。器体に厚みが残っているこ とと、全体の形も整って

いるとは言い難いことから、平坦剥離を入れて、 器体を薄く しながら全体の形を整えている途中の未完

成品と思われる。 12は微細な剥離のある剥片で、 縁辺に微細な剥離が見られる。

第268図 lは円礁を使った石核である。分割した円礁を使い、 分割した面を作業面に して、その周

縁に残っている円磯面を打面にしている。そ して、作業面の周囲を巡るように打点を移動しながら、不

定形の剥片を剥離している。
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4区の遺構外出土遺物

この調査区では、遺物は少ないが、 5つのブロックにまとまっており、遺構外出土の遺物は少ない。

第269図-3は、東側の谷で出土した二側縁加工のナイフ形石器である。素材剥片の打面を下に して、

主として右側縁の加工によって打面を除去している。そして、裏面に打癌を除去したと思われる平坦剥

離が入っている。右側縁が緩やかな弧を描き、平面形は左右対称形に近いため、 整った形態と言う印象

を受ける。

9は西側の谷で出土した二側縁加工のナイ フ形石器で、細長い印象を受ける。 左側縁の加工で、 剥片

の打面を分断するように除去している。この加工と右側縁下部の未加工部分が直線的に交わるため、基

部が尖っている。右側縁の加工は先端付近に集中しており 、右側縁の中央から基部にかけてはほ とんど

未加工である。この未加工部分には、石の目が残っており、 l枚だけ剥離が入っている。この未加工部

分と裏面の角度は70度前後で、刃潰し加工に見られる剥離角と大差ないことから、この部分を加工せず

に残したと思われる。

13は西側の谷で出土した微細な剥離のある剥片で、 縁辺に微細で、不規則な剥離が見られる。

I SS 

。 (2 : 3) 10cm 

第268図 ブロック 7出土石器
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( 6) 12区遺物分布域

南西に向かつて緩やかに傾斜した丘陵に当たっている(第270図上段)。遺構や造物は多 くないが、土

坑やブロックを検出している。

土坑40

休場層中層で検出した浅い土坑である(第270図下段)。埋土は休場層下層で、休場層よりも上層の土

は見られないことから、旧石器時代の土坑と考えた。

土坑41

休場層中層で検出した土坑である (第271図)。縄文時代の落とし穴のように見えるが、埋土は休場層

や第O黒色帯の流れ込みで、休場層よりも上層の土は見られないことから、旧石器時代の土坑と考えた。

土坑42

休場層中層で検出した土坑である (第272図)。縄文時代の落とし穴のよ うに見えるが、 埋土は休場層

や第O黒色帯、第H黒色帯、第皿黒色帯の流れ込みで、休場層よりも上層の土は見られないこ とから、

旧石器時代の土坑と考えた。深さから考えて落とし穴以外には考えにくい。

ブロッ ク8

休場層上層~中層で検出したプロッ クで、21点の石器からなる (第273図上段)。主要石材はホルン

フェルスであるが、ホルンフェルス製の石器は剥片がほとんどで、ナイフ形石器や尖頭器、 細石刃はい

ずれも黒曜石製である。また、ナイ フ形石器と細石刃が出土していることから、時期の違う造物が混

ざっているこ とは明らかである。

第274図-1は両面加工の尖頭器の先端部の破片で、裏面には素材剥片の主剥離面が残っている。 表

面の加工は器体中央に向かつて平坦剥離を入れているが、 裏面の加こじは、縁辺に微細な加工を入れるに

とどまっている。表面の平坦剥離は、 45度程の角度で、入っており、通常の平坦剥離よりは高い角度であ

る。これは素材になった剥片に厚みがあるためであろう。2は細石刃である。 側縁に微細な剥離が見ら

れる。 3は敵打痕のある磯で、円礁の端部に敵打痕が見られる。

ブロ ック 9

14点の石器からなるブロックで、玄武岩製の磯器が l点出土している以外は、すべてホルンフェルス

製である (第273図下段)。内容は石核 l点と剥片で、接合例はないが、石核を持ち込んで剥片剥離を

行ったと思われる。

遺構外出土遺物

尖頭器

第275図-1は片面加工と思われるが、かなり風化が進んで、いる。4つに折れているが、これは風化

によ る劣化で折れたものである。2は両面加工で、裏面中央に素材剥片の主剥離面が残っている。 加工

が進んで、おり、平面的な形は整って見えるが、器体の厚みが残っていることから、 器体を薄くする加工

の途中で折れたものと考えられる。 3は周縁加工で、左側縁の加工はナイフ形石器に見られる加工のよ

うな角度の高い剥離である。これに対して右側縁の先端に近い部分は、角度の低い平坦剥離であるが、

基部に向かうに従って、次第に角度が高くなり、 基部付近では、ナイ フ形石器に見られるような、 角度

の高い剥離になっている。

4は両面加工の尖頭器で、風化が進み、表面も剥落した部分があるが、全体的な形は整ってお り、 器

体も薄くなっている ことから、 完成品か完成に近いと思われる。 5は周縁加工で、縦長剥片を使い、 基

部に打面を残したまま隷辺を加工している。右側縁の加工は、ナイフ形石器の加工に見られる ような角

度の高い剥離である。これに対して、 左側縁の加工は角度の低い平坦な剥離である。 6は片面加工で、

表面は平坦剥離に覆い尽くされているが、裏面は素材剥片の主剥離面が未加工のまま残っている。
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1層休場層の流れ込み 粗く、締まっていない。 2~ 3mm大の燈色スコリアを少し含む。
2居 休場層の流れ込み 1層より細かく、よく締まっている。やや授賞。2~ 3mm大の様色スコリアを少し含む。
3居 第 O黒色帯の流れ込み 粗いが、 よく締まっている。 2~ 3mm大の糧色スコ1)ア、黒色スコ リアを少し含む。
4庖 黄褐色土 1層と同じ色調。強い粘性がある。籾〈、締まっていない。

第271図土坑41実測図
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1層休場層の流れ込み 粗い。 4-511111の糧色スコリ アが非常に多い。
2層休場層の流れ込み 粗く締まっていない。 4-5mmの糧色スコ リアを少し含む。
3屠 休場居の流れ込み 粗く締まっていない。粘性が強い。 4-5聞の櫨色スコ リアを少し含む。
4層休場層の流れ込み 粗〈、締まっていない。 4-5mmの権色スコリアを少し含む。
5層 休場層と第E黒色帯の混合土
6層 第0黒色帯の流れ込み
7層 第0黒色帯と第E黒色帯の混合土
8層 第0黒色帯の流れ込み
9層 第0黒色帯の流れ込み 10cm大の第E黒色帯のブロックを含む。
10麿 第O黒色帯と第E黒色帯の混合土

第272図土坑42実測図
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4委主 1附附

ι) 日 U~
。 (2 : 3) 5cm (1 : 3) 10crn 

第274図 ブロック8出土石器(1・2: 2/3、3: 1/3) 

ナイフ形石器

第275図-7は二側縁加工で、素材剥片の打面を基部にして、加工によって打面を取り除き、さらに

裏面に平坦剥離を入れて打癌を除去している。8は縦長剥片を使ったニ側縁加工で、 左側縁上半の加工

は、素材剥片の縁辺を斜めに切断するよ うに除去して、先端が尖る ようにしている。 下半は、一部に未

加工部分が見られるよ うに、剥片の縁辺を 1"" 2 mm除去しただけである。 9は二側縁加工で、右側縁に

は、細かい加工が見られる。 また、裏面には打癌を除去したと思われる平坦剥離が入っている。

10は縦長剥片を使った二側縁加工で、 平面形は整って見えるが、左側縁の加工は断続的である。先端

に近い部分には、ナイフ形石器によく見られる角度の高い剥離が入っている。左側縁中央付近には、角

度の低い剥離が4枚見られ、それ以外の部分は未加工で残しである。そ して、 基部付近には再び、角度

の高い剥離が入っている。断続的な加工にも関わらず、整った形態に見えるのは、素材剥片の段階で、左

側縁の形が完成形に近かったため、加工量を必要最小限に抑えたのであろう。右側縁は、素材剥片の縁

辺を斜めに切断するように加工している。この加工は基部にも回り込み、 素材剥片の打面を除去し、基

部を丸く仕上げている。

11は二側縁加工で、基部は素材剥片を折り取った折れ面が残っていて、 裏面には打癌を除去した平坦

剥離が見られる。 12はー側縁加工で¥基部には打面を折り取った折れ面が残っているため、基部は平坦

になっている。 左側縁を加工しであり、縁辺は、加工によ る剥離が間隔を揃えて並んで、いるため、鋸歯

状になっている。 素材剥片の末端が刃部になっているため、刃部は水平に近くなっている。13は、縦長

剥片を使った二側縁加工で、 基部には素材剥片の打面が残っている。左側縁は、途中で屈曲する部分が

あり、 その屈曲部よりも先端側は加工が組く、屈曲部を挟んで基部側は加工が細かい。右側縁は、縁辺

中央付近には角度の低い平坦剥離に近い剥離が入っており、 基部に近い縁辺には、 細かい剥離が入って

いる。全体の形状は整って見えるが、加工は粗い印象を受ける。

14は、横長剥片を使った二側縁加工で¥右側縁の加工によって素材剥片の打面を除去している。左側

縁の加工は、 素材剥片の末端を除去している。基部には素材剥片の縁辺が未加工のまま残っている。素

材剥片の丸みを帯びた縁辺を刃部にしているため、 刃部が丸く飛び出して見える。

石核

第276図-1は平坦打面を持つ石核で、正面で不定形の剥片を剥離している。実測図の左側見通し図

と右側見通し図にも剥片を剥離した作業面があり、 これらの作業面は、正面の作業面を打面にしている。

スクレイパー

第276図-2は幅の広い剥片の縁辺の一部を加工して刃部を作っている。
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( 7 )その他の石器

確認調査や上記以外の調査区で断片的に出土した石器を、包含層出土の遺物として報告する。

磯器

第276図-3は、円磯から剥離した大型の剥片を使い、側縁に組い剥離を入れて一端を尖らせている。

尖頭器

第276図-4は両面加工の尖頭器で、加工は進んで、いると思われるが、厚さが残っている。 平坦剥離

が器体中央で切り合っている状況から、 器体を薄くする工程の途中と思われる。5は剥片を使った尖頭

器で、 裏面には素材になった剥片の主剥離面が残っている。表面には平坦剥離が入っているが、器体中

央まで及ぶ剥離が少ないため、器体中央に素材面が残っている。

ナイフ形石器

第276図-6はかなり風化が進んで、おり、かろうじて二側縁加工とわかる。第277図-1は縦長剥片を

使った二側縁加工で、 正面の左側縁の加工は、 角度が低いため、平坦剥離に近い。右側縁の加工は、先

端付近から中央付近にかけて加工によ る剥離が小さ くなっていき、基部に近い部分は未加工である。先

端に近い部分は、 素材剥片の打面を除去する目的もあって、加工量が多 くなったと思われるが、中央部

から基部に行く に従って、素材剥片の形状を活かすために加工量を減ら していったのであろ う。 また、

裏面基部には、素材剥片の厚みを除去したと思われる平坦剥離が見られる。

2は、 厚みのある横長の剥片を使った二側縁加工である。左側縁の加工で打面を除去している。右側

縁の加工は、 上半は加工量が多く、素材剥片の幅を 1cm程狭めていると思われる。これに対して、下半

の加工量は少なく、 素材剥片のIII~を数mm程度狭めているだけと思われる 。 3 は二側縁加工で、加工に特

徴がある。右側縁の加工は、先端に近い部分は、他のナイフ形石器に見られるような角度の高い加工だ

が、縁辺の中央付近から基部にかけての部分は、剥離角度が低くなり、基部に近い部分では、両側縁と

も尖頭器の平坦剥離に近い剥離になっている。このため、 上下を逆にすれば尖頭器にも見える。

4は二側縁加工で、左側縁の加工は、ナイフ形石器に見られる加工にしては角度が低い剥離である。

右側縁の加工は、 縁辺に小さな剥離を入れるにとどめている。基部は折れ面である。 5は、 基部に素材

剥片の打面が残っている。正面の左側縁は、 下半を加工しであり、 右側縁は上半を加工しである。 6は

厚みのある剥片を使ったー側縁加工で、 基部は素材剥片の打面を除去したと思われる折れ面が残ってい

る。右側縁に、素材剥片の縁辺を分断する ような加工が見られる。左側縁には自然面が残っている。こ

の自然面と裏面の角度は80度程あり、縁辺を加工した場合と同じ程度の角度になっている ことから、加

工せずに残したのであろう。7は二側縁加工で、左側縁の先端に近い部分は素材剥片の打面を除去した

部分で、 高い角度の加工だが、 縁辺の中央付近は、やや角度が低くなっている。8は二側縁加工で、左

側縁に屈曲部があり、屈曲部よりも基部側の加工が細かく なっている。この加工は基部にも回り込み、

平坦な基部を作っている。9は一側縁加工で、 左側縁下半は、両面から加工している。これは実測図が

上下逆になるかもしれない。 10は横長の剥片を使った二側縁加工で、右側縁の加工は、 素材剥片の打面

を除去している。左側縁の加工は、素材剥片の末端を加工している。 ナイフ形石器の末端は加工ではな

く、折れ面になっている。素材剥片の縁辺を折り取ったのであろう。 11は横長の剥片を使った二側縁加

工で¥左側縁の基部は加工時に欠損している。 12は縦長剥片の打面側を斜めに分断するよう に加工して

いる。 13は二側縁加工だが、両側縁の加工は不規則で組い。基部は、素材剥片の打面を折り取った折れ

面が残っている。

スクレイパー

第277図-14は、半分ほどを欠損した縦長剥片の両側縁に加工が見られる。15は扇形に広がる剥片の

末端と左側縁に急角度の剥離を入れている。
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石核

第278図-1は、 板状の剥片を使った石核である。実測図の上面に した面が板状剥片の主剥離面で、

下面が先行剥離面である。 作業面は小口に設定されている。作業面を正面から見る と、打面が山形にな

るように加工されている。 そして、山形の頂点、を打点にして横長の剥片を剥離している。瀬戸内技法に

似た剥片剥離技術である。瀬戸内技法との違いは、板状剥片の先行剥離面側を石核の底面にしている点、

先行剥離面に複数方向からの剥離が見られることから、素材になっている剥片は、板状剥片の剥離を意

図して剥離されたものではないらしいという点である。

第279図- 1は肩平な円磯を使っており、 交互剥離によって不定形の剥片を剥離している。 2は、分

割した円磯を使っている。 1枚の剥離面からなる平坦打面から不定形剥片を剥離している。この石核に

は、第280図に示したように、 不定形の剥片が3点接合している。4の剥片は石の目で割れている。

第281図-1は肩平な円礁を使っており、平坦な円磯面を打面にして不定形の剥片を剥離している。

同様の石核は縄文時代の石核にも見られるが、休場層中層から出土したため、旧石器時代の七核とした。

細石核と細石刃

休場層上層からは、細石核と細石刃が出土したが、ナイ フ形七器などと同一産地の黒曜石を使ってい

るものが多いため、細石核と細石刃以外は、細石器文化に属する遺物を抽出することはできなかった。

そこで、ここでは細石核と細石刃だけを抜き出して報告する。

細石核の作業面再生剥片

第282図 lは剥片で、 先行剥離面に細い縦長の剥片を剥離した面が残っている。末端には石核の底

面が残っている。左側面には細長い縦長の剥片を剥離した痕跡がある。右側面には、石核を細か く調整

したと思われる剥離痕が残っている。これらのことから、石核の大きさは、高さ1.8crn、 I~M l. 3cmで、あっ

たと推定される。この大きさから考えると、この剥片を剥離したのは細石核と考えるのが妥当である。

したがって、この剥片は細石核の作業面を再生した際に剥離された剥片と考えられる。

細石核

第282図 2は、円柱状の細石核で、細石刃の剥離が石核の全周をめぐっている。打面はl枚の剥離

面からなっている。 3は船底のよう な形をした石核で、紬先に当たる部分で細石刃を剥離している。打

面は l枚の剥離からなる平坦打面である。4も船底のような形を しており、紬先に当たる部分でも細石

刃を剥離しているが、主要な作業面は側面に設定されている。打面は、周囲から剥離を入れて調整して

いる。5は下端に円磯面が残っていることから、円離を使っていると思われる。この円牒面を打面とす

る剥離が見られるが、これは石核の調整剥離であろう。細石刃は、細石核の側面を巡るように剥離され

ているため、細石核は円柱状になっている。打面は I枚の剥離面からなる平坦打面である。 6は船底の

ような形をした石核で、紬先に当たる部分で細石刃を剥離している。 打面は、 l枚の剥離面からなる平

坦打面である。 側面に円陳面‘が残っていることから、円礁を使っていると思われる。

7は、右側面に見られる調整剥離から、船底形の細石核に見えるが、 細石刃を剥離した作業面は、左

側面にあり、甲板面からではなく 、側面から細石刃を剥離している。 この作業面は、途中で階段状剥離

を起こしており、これ以上の細石刃剥離は不可能になっている。そ して、上面に示した大きな剥離面が、

この作業面を切っており、さらに、正面に示した剥離面は、上面の剥離面を打面にして剥離されている。

また、 右側面に見られる調整剥離は、上面の剥離面に切られている。 このことから、作業面で階段状剥

離を起こし、細石刃剥離が不可能になった細石核を分割して、 分割面を打面にした小型の石核として再

利用しているものと思われる。

細石刃

第283図に細石刃を示す。 1は中央稜線から微細な剥離が見られ稜付きの細石刃である。
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第278図 休場層上層~中層遺構外出土石器3
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1 Hor 

+ 

。 (2 . 3) 10cm 

第279図 休場層上層~中層遺構外出土石器4
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剥越順
2→4→3 

第280図 休場層上層~中層出土接合資料
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1 Si 

。 (2 : 3) 10cm 

第281図休場層上層~中層遺構外出土石器5
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第4節 休場層下層~第 Iスコ リア帯の遺構と遺物

休場層上層~中層に比べると、遺構、遺物の数は減っているが、 3区、5区、10区、 11区、 12区から

遺構、遺物が出土している。 11区は南北に細長い丘陵で、広い範囲ではないが、特に遺構と遺物が集中

している(第284図)0 11区では、休場層上層~中層文化層の遺物分布とこの文化層の遺物分布が重なる

が、 休場層中層と休場層下層の遺物出土レベルに差がある こと と、休場層下層で出土した磯群の出土レ

ベルが揃っている ことから、 両文化層の分離は容易であった。

造物の分布域と調査区の区画が必ずしも対応する ものではないが、 この節では、3区、5区、 10区、

11区、 12区をそれぞれ遺物の分布域として報告する。

(l) 3区遺物分布域

3区で、休場層下層~第 Iスコリア帯を調査した範囲は狭く、礁群を 1基検出しただけである。

磯群10

確認調査で検出した遺構で、場所は3区の中である(第285図)0 105点の磯からな り、そのう ち95点

の離が割れており、 92点の礁は割れ面も赤化している。磯群10に伴って第286図 Iの石核が出土して

いる。分割した円磯を使っており、 平坦打面から実測図の正面を作業面にして、 不定形の剥片を剥離し

ている。階段状剥離が著しし この面での、これ以上の剥片剥離は無理であろ う。

この石核には、剥片が4点接合しているため、接合状態を第287図に示す。2と3の剥片は、 作業面

調整と思われる。 5を剥離した時の作業面は、 lの石核よりも 5mm程低くなっている。

(2) 10区遺物分布域

丘陵に当たっており、南西に向かう緩斜面になっている(第288図)。遺物の分布はまばらだが、 膿群

3基とブロックを l基検出している。

磯群11

調査区の北端で検出した遺構で、 13点の礁からなる (第289図上段)。平均重量が52.23gと軽いのが

特徴である。13点中、11点が割れた上に割れ面が赤化している。第286図 2と3の尖頭器が伴ってい

る。2は両面加工で、左右非対称形である。 3も両面加工で風化が進んでいる。

磯群12

14点の礁がまとまって出土している (第289図下段)。礁の分布から見ると 2つの陳群に分けられそ う

だが、近接しているため、 1つの磯群として扱った。ホルンフェルス製の剥片が l点伴っている。

機群13、ブロック10

礁と石器のまとまりが同時に出土したもので、 磯群とプロックに分けた(第290図)。磯群は、礁が散

在しており、すべての礁が赤化している。

ブロック10は30点の石器からなり、ガラス質黒色安山岩とシルト岩の剥片を 1点ずつ含む以外はホル

ンフェルス製の剥片、砕片である(第290図)。一部の石器は休場層中層まで浮き上がっている。完成品

としての石器はない。ホルンフェルス製石器で、接合例が見られる ことから、こ こで剥片剥離を行った と

思われるが、石核は搬出されたようで、 共伴していない。

( 3) 11区遺物分布域

休場層下層~第 Iスコ リア帯の遺物が最も集中する調査区である(第291図)。南に面し、南北に細長

い丘陵に当たっている。遺物は丘陵の頂部で、南北方向に分布している。

磯群14

51点の磯がややまとまって出土した (第292図)042点の礁が割れたヒに割れ面が赤化している。醗群

の中で接合する例があり、 10m離れた磯群17の礁とも接合する。
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磯群15

40点の礁が散在している(第293図上段)0 37点の礁が割れており、そのうち35点の礁は割れ面も赤化

している。

磯群16

41点の礁からなる (第293図下段)0 41点の礁からなり、 39点の礁は割れており、そのうち31点は割れ

面も赤化している。

機群17

46点の礁が集中して出土した(第294図)0 37点の礁が割れた上に赤化しており、そのうち35点は割れ

面も赤化している。 遺構内で礁が接合するほか、 10mの距離を隔てて磯群14の礁 とも接合する。

磯群18、ブロック11

1諜と石器が共伴して出土したもので、礁を1諜群、石器をブロックと した(第295図上段)。磯も石器も、

面を揃えて出土している。礁は107点の礁が散在する状態、で出土した。 93点の{擦が割れた上に赤化して

おり、そのうち90点は割れ面も赤化している。遺構内で礁が接合する以外に、隣接する磯群20と接合す

る例がある。

ブロックは 9点の石器からなり、ホルンフェルス製の石核2点と剥片7点である。接合例は一例しか

ないが、ここで、剥片剥離を行ったと思われる。第296図 lは円礁を使った石核で、 平坦打面から不定

形の剥片を剥離している。実測図の正面以外に、裏面も作業面になっており、この面でも不定形の剥片

を剥自在している。

2は円磁を使った石核で、 磯面を除去した剥片が l点接合している。この剥片は分厚く、大きな階段

状剥離を起こしており、最初の剥離にして作業面に大きな損傷を与えている。その後も不定形の剥片を

剥離しているが、やはり、階段状剥離を起こした剥離面があり、作業面を再生しない限り、これ以上の

剥片剥離は無理になった状態で放棄されている。

これに剥片が3点接合しているため、接合状態を第297図に示す。接合した剥片は、いずれも打面を

作り出した剥片で、石核の高さを1/3近 く減じている。

磯群19

11点の礁がまとまって出土した(第295図下段)。すべての磯が割れているが、そのうち 6点の礁は割

れ面が赤化していない。割れ面が赤化していない礁の割合が高い磯群である。

磯群20

41点の礁が集中して出土した(第298図)031点の1擦が割れた上に赤化しており、そのうち23点は割れ

面も赤化している。7m程の距離を経て、磯群18の礁と接合する例がある。

機群21

15点の礁からなる(第299図上段)0 10点の傑は割れた上に割れ面も赤化している。

磯群22

6点の礁からなる小規模な牒群で、ある(第299図ド段)。このうち 2つは接合するため、5点になり、

磯群と しては最小規模である。

磯群23

34点の礁からなる(第300図上段)。 礁の分布から見る と、いくつかの磯群に分かれそうだが、近接し

ているため、 lつの磯群とした。 25点の礁は割れた上に割れ面も赤化している。

磯群24

24点の礁がまと まって出土した(第300図下段)023点の礁が割れた上に赤化しており、そのうち22点

は割れ面も赤イじしている。
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磯群25

73点の礁がまとまって出土している (第301図上段)063点の礁は割れ面も赤化している。磯群内の接

合例と、近距離ではあるが、周辺の遺構外のl擦とも接合するものがある。

磯群26

10点の礁が固まって出土している。すべての礁が割れた上に赤化しており、 割れた面も赤化している

(第301図下段)。扇平な礁が面をそろえた状態で出土している。

ブロッ ク12

75点の石器がまとまって出土した(第302図)。ホルンフェルスと黒曜石が、ほぼ半分ずつであ る。器

種は、黒曜石のスクレイパーと微細な剥離のある剥片がある以外は、剥片と砕片である。

第286図 4はスクレイパーで¥剥片の末端を加工している。 5は、分厚い剥片の側縁に大きな剥離

を入れて加工している。稜付き剥片を使っていると思われる。

(4) 5区遺物分布域

地形は丘陵に当たってお り、南に面する緩斜面になっている (第303図)。遺物の分布はまだらだが、

調査区の南端に遺物が集中する場所がある。

磯群27

13点の礁からなる小規模な磯群である(第304図上段)。すべての礁が赤化しており、12点の礁は割れ

た上に割れ面も赤化している。

磯群28、プロッ ク13

礁 と石器が共伴したもので、 磯を磯群、石器をブロックにした(第304図下段)。磯群は、18点の礁が

散在して出土している。うち13点は割れ面も赤化している。

ブロック13は、 11点の石器からなる小規模なブロックである。ナイフ形石器が l点ある以外は剥片と

砕片である。 接合例はないが、若干の剥片剥離をやっていると思われる。第286図-6はナイフ形石器

で、 縦長剥片を使い、基部に打面を残している。平面的な形は二側縁加工のナイフ形石器に見える。右

側縁は加工してあり、二側縁加工のナイフ形石器とすると、左側縁の下半も加工する部分に当たるが、

ここは剥片の折れ面が残っている。この折れ面と裏面の角度が直角に近い角度で、ナイフ形石器を加工

した時の角度とだ、いたい一致するため、加工せずに済ませたのであろう。

(5) 12区遺物分布域

丘陵に当たっており、南西に向かう緩斜面である(第305図上段)。造物の分布は少ないが、磯群を l

基検出している。

際群29

7点の礁からなる小さな磯群である(第305図下段)0 2点が完形で赤化している。残りの 5点は赤化

して割れていて、 割れ面も赤化している。

(6)遺構外出土遺物

10区遺構外出土遺物

黒曜石の原石

第306図 lは長野県産黒曜石の原石である。黒曜石の搬入形態を知るヒで貴重な資料である。

ナイフ形石器

第306図 2は横長の剥片を使った二側縁加工で、左側縁は、素材剥片の末端を加工しており、右側

縁は、素材剥片の打面を除去している。打面部分に厚みのある剥片のため、加工によ る剥離は、細長い

剥離が連続して入っており、最も厚みのある部分では、 表面からの剥離も見られる。厚みがあるだけに、

加工と言うよりも、剥片剥離に近い印象を受ける。基部には折れ面が残っている。
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第306図 休場層下層~第 lスコリア帯遺構外出土石器1



5区遺構外出土石器

ナイフ形石器

第306図-3は横長剥片を使っている。左側縁の加工は、 素材剥片の末端を2U1111程度除去している。

この加工は基部にも回 り込み、 基部を丸く仕上げている。 右側縁の加工は、素材剥片の打面を除去して

おり、 I枚の大きな剥離を入れて打面を折り取る ように除去した後、縁辺に細かい剥離を入れて形を整

えている状況がうかがえる。 また、右側縁の下半分は、素材剥片の縁辺に当たっており、この部分は未

加工のま ま残しである。

スクレイパー

第306図 4は分厚い剥片の縁辺を加工している。剥片に厚みがあるだけに、 裏面からの剥離角度も

90度近 くになっている部分もある。

12区遺構外出土石器

尖頭器

第306図-5は、縦長剥片の周縁に平坦剥離を入れているが、加工は縁辺付近にとどまる。

ナイフ形石器

第306図-6は透明な水晶製で、左側縁を細かく加工しである。7は、左側縁には内湾する未加工部

分があり、先端からの加工は、この内湾部分で止まっている。突出部分があれば、除去できるが、内湾

部分は加工できないため、未加工で残したのであろう。9は風化が進んでいる。

スクレイパー

第306図 8は、11屈の広い剥片の左側縁を加工している。

石核

第307図-1は円礁を使っている。上面の平坦面が打面で、 自然面を打面にしている部分と剥離を入

れて打面を作った部分がある。作業面は実測図正面で、 不定形の剥片を剥離している。

3区遺構外出土石器

尖頭器

第306図-10は両面加五尖頭器の未完成品である。先端には素材剥片の打面が除去されず、に残ってい

る。 加工は、左側縁から両面に平坦剥離を入れている。器体の途中で折れたため、製作をやめたのであ

ろう。

ナイフ形石器

第306図-11は、縦長剥片を使った二側縁加工であるが、右側縁に見られる加工は、微細な剥離であ

る。 12は、縦長剥片を使ったこ側縁加Lである。両側縁の加工とも、素材剥片の打面 と打面から連なる

縁辺を除去している。右側縁の加工は、素材剥片が薄いこともあって、剥離が細かい。両側縁の加工が

基部で交わるこ とで、 基部が尖るように仕上がっている。

11区遺構外出土石器

尖頭器

第308図-1は両面加工で、 裏面に素材になった剥片の主剥離面が残っている。裏面には、器体中央

まで、及ぶ平坦剥離が執助に入っているが、 素材剥片の打癌を除去したのであろう。

2は両面加工尖頭器の基部である。 正面は左側縁から加工した後に、右側縁から加工してある。した

がって、左側縁下部に残っている未加工部分は、最初から加工せずに残していることになる。 すると、

実測図で基部にした側が先端になり、素材剥片の縁辺を残した尖頭器になることも考え られるが、基部

とした部分には、小さな剥離が入っており、 尖らすのではなく 丸く加工する意図がう かがえることから、

やはり図示した通 り、こちらが基部である。 裏面は、右側縁から加工した後、 左側縁から加工している。
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3は、 剥片を使用 した両面加工の尖頭器で、裏面には素材になった剥片の主剥離面が大きく残ってい

る。左側縁の加工は角度の高い剥離が入っている。右側縁の加工は平坦剥離で、剥離は器体中央付近ま

で及んで、いる。先端は折れているが、裏面に、この折れ面を打面にした剥離が入っているこ とから、再

加工を していると思われる。基部に尖った部分が見られるが、この部分は両面から小さな剥離を入れて

尖らせるよ うに加工をしている ことから、 尖頭器の先端が折れた後、石錐に再加工していると思われる。

4は両面加工の尖頭器で、正面は、右側縁から加工した後、左側縁から加工している。裏面は右側縁

から加工した後、左側縁から加工している。 このことから錯交剥離によって加工しているこ とがわかる。

9は当初、 ナイ フ形石器に分類していたが、左側縁の中央の未加工部分以外には、すべて微細な剥離

が入っている。 同じよ うな大きさと角度の剥離が連続していることから、加工の可能性が高いと判断し、

周縁加工の尖頭器に分類した。

ナイフ形石器

第308図-5は、横長剥片を使ったー側縁加工で、右側縁には素材剥片の打面を折り取った面がその

まま残っている。6も横長剥片を使っている。左側縁の加工で素材剥片の打面を除去し、右側縁の加工

で、 素材剥片の末端を加工している。基部には自然面が残っている。7は、縦長剥片を使った一側縁加

工で、 基部に素材剥片の打面が残っている。加工は右側縁の基部付近に見られる。 8は、 縦長剥片を

使った二側縁加五で、 右側縁の加工は、中央から先端寄りが細か く、中央よ りも基部寄りが粗くなって

おり、一部では表面からの剥離も見られる。 このこ とから右側縁では、側縁中央を挟んで先端寄 りと基

部寄りで、加工の方法が異なっていたことになる。右側縁に見られる屈曲部はその境界である。 左側縁の

加工は剥片の縁辺を直線的に切断するように加工している。 右側縁の基部側の加工も、剥片の縁辺を直

線的に切断するように加工しているため、この両側縁が交わる基部は尖るように仕上がっている。

石錐

第308図-10は、 剥片の側縁に急角度の剥離を入れている。周縁加工の尖頭器にも見えるが、先端を

細く作り出していることから、石錐と判断した。

スクレイパ」

第308図-11は縦長剥片の左側縁に40度程の角度で連続した剥離を入れている。 12も剥片の左側縁を

加工している。

微細な剥離のある剥片

第308図 13"-' 18は剥片の縁辺に微細な剥離が見られる。 13""'-'15には、加工と思われる剥離もある。

敵打痕のある礁

第308図-19と20は円礁の両端に敵打痕がある。

石核

第309図-1は円礁を使った石核である。上面が打面である。同様の一端を断ち切るように剥離を入

れて打面を作っている。正面が作業面で、縦長の剥片を剥離している。 2も円礁を使っている。上面が

打面で¥円礁を分割するよ うに 1枚の剥離を入れて打面にしている。そ して、正面が作業面で、 11閣の広

い剥片を剥離している。下面にも剥離が入っており、下設打面に見えるが、この面からの剥離はない。

3は、 石の目で割れた円礁を使っている。 実測図の上面見通し図に石の目があり、 これが打面になっ

ている。そ して、実測図の正面が作業面で、不定形の剥片を剥離している。

第310図-1は分割した円礁を使っている。実測図正面の中央付近に石の目があ り、これが分割面で

あると思われる。実測図正面が作業面で、上設打面からの剥離以外に、側面からの剥離も見られる。ま

た、 裏面にも剥離が見られることから、この石核では、 打点が円礁の側面を周囲しながら、 石核の表裏

両面で剥片を剥離していることになる。
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2は多面体の石核である。作業面は、実測図の左側面、正面、右側面、裏面、そして、上面にある。

そして、それぞれの面が作業面であると同時に隣接する作業面の打面にもなっている。

第311凶 lは円礁を使っている。上面が打面で、 複数の剥離面からなっている。 そして、ここを打

面として、正面で剥片を剥離している。左の剥離面は、打面を作った際の剥離面に切られているため、

上設の打面が作られる以前の打面から剥離されていることになる。したがって、この石核では少なく と

もl回、打面を作り直していることがわかる。一方、 右側の剥離面は、上設の打面から剥離されている。

2は、肩平な円礁の側i面で、 打面と作業面を入れ替えながら不定形の剥片を剥離している。これに4

点の剥片が接合しているため、その状態を第312図に示す。石核の一端から不定形の剥片を剥離してい

ることを示している。 2と4は同時剥離で、剥離と同時に割れたと思われる。2と4を剥離した後、 3

を剥離するまでの聞に、石核の長さが2cm近 く短くなっていることから、 2、4と3の問で数枚の剥片

を剥自在している と思われる。

(6) 4区出土石器

機群やブロックと言った遺構はないが、ここで出土した石器を包含層出土遺物として報告する。

尖頭器

第313図-1は剥片を使った両面加工で¥裏面に素材剥片の主剥離面が残っている。加工は表面に集

中しており、表面は平坦剥離に覆い尽くされている。裏面の加工は基部に集中している。

2は剥片を使った両面加工だが、加工は表面に集中しており、裏面の加工は、 縁辺をわずかに加工し

ただけである。表面の平坦剥離は、器体中央まで及んでいないため、器体中央に素材曲目玉残っている。

ナイフ形石器

第313図 3は縦長剥片を使った二側縁加工で、右側縁の加工は、素材剥片の打面を除去しながら、

打面から続く縁辺を加工しているが、加工は器体中央付近で止まっている。

スクレイパー

第313図 4は|隔の広い剥片の縁辺を、表面から加工している。 5も幅の広い剥片を使っており、側

縁と末端に、ナイフ形石器の加工に見られるような急角度の剥離を入れている。 7は大型の剥片を使っ

ており、右側縁の打面に近い部分と末端を加工している。

石核

第313図-6は、残っている自然面の状態から、 黒曜石の小さな角礁を使っている。上面に残る自然

面を打面にして、実測図正面で不定形の剥片を剥離している。

( 7 )その他の石器

確認調査やその他の調査区で出土した資料を、包含層出土遺物として報告する。

休場層下層出土石器

ナイフ形石器

第313図 8は縦長剥片を使った二側縁加工で、左側縁は表裏両面から加工している。加工は基部に

も回り込み、基部を丸く仕上げている。裏面基部には剥片の厚みを除去するための平坦剥離が見られる。

スクレイパー

第313図-9は縦長剥片の左側縁を加工 している。上下両端が折れていて、これらの折れ面が、左側

縁の加工による剥離を切っていることと、裏面上部には、折れ面を打面にした剥離が見られる ことから、

折れた後で再加工していることがわかる。

尖頭器

第313図-10は両面加工だが、 風化が進んで、いるため、 剥離面の観察はできない。平面的な形は整っ

ているが、器体に厚みが残っている。
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( 8 )第O黒色帯出土石器

今回は、 休場層下層~第 Iスコリア帯を同じ文化層としたが、 第 Iスコ リア帯から角錐状石器が出土

していることなどから、休場層下層、第O黒色帯、第 Iスコリア帯を別文化層に分ける可能性もある。

そこで、 第O黒色帯と第 Iスコリア帯から出土した遺物を、休場層下層とは分けて報告する。

ナイフ形石器

第314図 lは、左側縁に素材剥片の折れ面が残っている。 2の右側縁の加工は、 剥片の打面~縁辺

を、弧状に加工している。 左側縁の加工は、 素材剥片の末端を直線的に分断している。 これによって、

基部は尖っている。3は、 左側縁上半の加工は、 高い角度の剥離になっているが、下半の加工は、 低い

角度になっている ことから、左側縁は上半と下半で加工が異なっていることになる。加工が周縁をめ

くやっているため、 周縁加工尖頭器でも良いが、左側縁上半の加工が、 他の縁辺に比べて低い角度である

ことと、 微細な剥離であることから、刃部に加工か使用によ る剥離が入ったナイフ形石器と考えた。

スクレイパ-

4は自然面打面の残る剥片の左側縁を加工している。 5は剥片の打面を除去するよう に加工している。

(9 )第 Iスコリア帯出土石器

スクレイパ-

6は、 厚みのある剥片の両側縁と末端を加工している。

角錐状石器

7は、断面が三角形になる剥片の三面を加工している。左側縁と右側縁に、裏面から剥離を入れた後、

正面にある稜線から左側面に剥離を入れている。裏面は両側縁から平坦剥離を入れている。
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第5節 第 I黒色帯~ニセローム層の遺構と遺物

この層で遺物がまとまって出土したのは 5区である (第315図)。丘陵に当たっており、南西に向かう

緩斜面である。この調査区では、石器は少ないため、ブロックは I基だけだったが、 特に第 I黒色帯上

面で、礁群がま とまって出土した。この調査区のように、 磯群が主体で石器が少ない場合、 1諜群を正当

に評価しないと、集落の評価もできないことになる。

磯群30

4点の礁からなるもので、磯群にすべきか迷うが4点の礁が密接して出土したため、遺構としてま と

めた(第316図上段)0 4点とも割れていて、 2点は割れ面も赤化している。

牒群31

10点の礁からなり、 8点の礁が赤化して割れている。 5点は割れ面も赤化している(第316図下段)。

磯群32

43点の礁が密集して出土した(第317図上段L41点の礁が赤化して割れており、 そのうち39点は割れ

面も赤化している。黒曜石の剥片など5点が共伴 している。

磯群33

10点の磯が散在している(第317図下段)。すべての礁が赤化して割れており、 4点は割れ面も赤化し

ている。醗群31の礁と接合する例があり、遺構外の磯も接合する。

磯群34

11 )点の礁がややまとまって出土した(第318図上段)0 9点の磯が赤化した上に割れており、このうち

6点は割れ面が赤化していない。 構成磯数は少ないが、割れ面赤化率が低い例である。

磯群35

16点の磯が散在した状況で出土しており、 5.4kgの礁が伴っている(第318図下段)。この磯以外はす

べて割れており、 14点が赤化している。このうち 7点は割れ面も赤化している。

石器が2点共伴している。 第323図 1はナイフ形石器である。縦長剥片を使っていて、基部に打面

が残っている。刃部に当たる部分には自然面が残っている。左側縁の加工は、 ド半は大きな剥離を入れ

ているのに対して、上半は小さな剥離を入れている。 上半には裏面と60度程の角度をなす剥離面がある

ため、大きな剥離を入れずに済ませたのであろう。右側縁の加工は、 先端から中央付近までは、途中未

加工の部分を挟んで、裏面から加工しているのに対して、 基部に近い部分は表面から加工している。2は

縦長剥片を使った二側縁加工で、欠損のため、左側縁の加工は、一部しか確認できない。

機群36

16点の1擦が散在している(第319図)。このうち12点が赤化したうえに割れており、 割れ面も赤化して

いる。磯群34の礁と、 5rnの距離を隔てて接合する ものがある。

磯群37

9点の磯が散在しており、6.1kgの磯が伴っている(第320図)。礁はすべて赤化した上に割れており 、

割れ面も赤化している。 3点の石器が共伴しており、そのうち l点が磯群38に伴う石器と接合する。

機群38

9点の磯が散在する小規模な磯群である (第321図上段L 6点が赤化した上に割れており、 そのうち

5点は割れ面も赤化している。石器が l点共伴してお り、これが磯群37に共伴した石器と接合する。

機群39

7点の磯が散在する小規模な磯群である(第321図下段)0 6点が赤化した上に割れており、そのうち

3点は割れ面も赤化している。遺構外の礁と接合するものがある。
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際群40

48点の礁からなり、この調査区では最大の数である(第322図上段)。 赤化しているが割れていない磯

が3点あり、逆に赤化していないが割れている礁が3点ある。 42点の礁は赤化した上に割れており、そ

のう ち13点は割れ面も赤化している。遺構内での接合例が多 く、 l点は遺構外の礁と接合している。

ブロ ック14

この調査区で検出した唯一のフやロックである(第322図ド段)。様群の礁はすべて第 I黒色帯の上面で

面を揃えて出土したのに対して、 ブロッ クの石器は、第 I黒色帯上面から下に40cm程の上下幅を持って

いる。 剥片とスクレイパーで、合計6点からなる小規模なブロックである。

第323図-3はスク レイパ←で、剥片の基部に近い縁辺を加__Lしている。4は微細な剥離のある剥片

で、自然面を残した剥片の縁辺に微細な剥離が不規則に入っている。

遺構外出土石器

ナイ フ形石器

第323図-5は縦長剥片を使った二側縁加工で、基部は尖るように仕上がっている。

石核

第323図 6は石の目で割れた剥片を使った石核で、石の目 と自然面以外の剥離面はすべて作業面で、

不定形の剥片を剥離している。最終剥離商は、 実現u図の上面見通し図に示した剥離面である。
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第II黒色帯の遺物

13区で行った確認調査のうち l箇所の調査坑で、第II黒色帯から造物が出土した(第324図)。隣接す

る調査坑では、この層からの出土遺物は認められなかったため、局所的に遺物がまとま っていたと思わ

第6節

れる。

出土造物の内容は、 l諜9点とホルンフ ェルス製のナイフ形石器 l点、と ホルンフェルス製の剥片3点で

ある。石器の点数が少ないため、ブロッ クとは呼びにくいが、局所的にまとまっていることは、おそら

く間違いないと思われる。

第325図-1は部分加工のナイフ形石器である。縦長剥片を使っており、 基部に剥片の打面が残って

いる。加工は右側縁基部に見られるが、急角度の剥離が2枚見られるだけである。

この他には、 11区で第II黒色帯から礁が l点出土している。
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第皿黒色帯の遺構と遺物

この層からまとまって遺物が出土したのは、 11区だけである(第326図)0 11区は丘陵に当たっており、
南に向かう緩斜面になっている。ここでは醗群とブロッ クを l基ずつ検出した。全体的に造物の分布は

まばらである。

第7節

機群41

7点の礁からなる小規模な磯群である

2点の礁は割れ面も赤化している。

ブロック15

19点のブロックで、ホルンフェルス製の剥片と砕片からなる

遺構外出土遺物

石核

第325図 2は円離を使っており、上面と右側面が打面になっている。 作業面は正面で、上設の打面
と右側面の打面から不定形の剥片を剥離している。また、 裏面にも作業面があり、石核の側面を打面に
して剥片を剥離している。3は扇平な円礁を使っており、不定形の剥片を剥離している。

3点、の礁は赤化しているが、割れていない。

(第327図下段)。

(第327図上段)。
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第V黒色帯の遺構と遺物

3区でまとまった資料が出土している(第328図)。南向きの緩斜面で丘陵に当たっている。そ して、

調査区の中央付近で5つのブロッ クがまとまって出土した。ここでは多数の石器が接合し、 良好な接合

資料を得ることができた。ブロッ ク内だけでな く、 ブロックをまたいだ接合も多く認められ、これら 5

つのブロッ クが近接した時期に形成されたことがわかる。

各ブロックに共通する ことは、ホルンブェルスを主要石材とする ことと、ナイフ形石器など完成品と

しての石器が少ないことである。また、 ブロック外の遺物も少ないのが特徴である。このことも、これ

らのブロックが近接した時期に残されたことを示している。

ブロック ごとに見ると下記の特徴がある。

-多くの石器が出土し、ブロッ ク内外で多数の接合資料が分布しているブロック 0

・石器の数が少なく、接合資料の数も少ないブロッ ク。

接合資料の詳細は後述するが、下記を示す接合資料が得られている。

-原石の搬入から剥片剥離、石器の使用と廃棄までの全工程が完結している個体がある 0

・原石を搬入して剥片剥離を行っているが、石核を搬出している個体がある。

-石核を搬入して剥片剥離を行い、 石器の使用と廃棄までの工程を終えている個体がある 0

・石斧は出土していないものの、 その製作を示す接合資料ーがある。
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ブロッ ク16

23点の石器からなる (第329図)。そのうち20点はホルンフェルス製で、ある。剥片と砕片だけから構成

されている。 ブロッ ク内接合は l例のみだが、 ブロック17と多く の接合例がある。

ブロッ ク17

189点の石器からなる(第330図)。ホルンフェルス製石器が102点、安山岩製石器が79点で、ある。これ

だけの点数がありながら、完成品はスクレイパーが 1点だけである。微細な剥離のある剥片が I点ある

が、ホルンフェルス製の石器は風化のため、微細な剥離が確認できないだけで、本来は剥片のまま使っ

たり、剥片をわずかに加工しただけで利器として使ったりした石器がもっとあるのだろ う。

出土石器を第331図、第332図に示す。 第331図 lは分割した円礁、もしくは円礁から剥離した剥片

を使った石核である。側面を打面にして、求心状に剥片を剥離している。 2は、打面再生剥片に見える

が、 後述する接合資料に示すよ うに石核で、上面と下面で剥片を剥離している。 上面に接合する剥片は、

円磯面を除去した剥片である。3はスク レイパーで、円磯面を除去した剥片の一端を加工している。

第332図- 1は円磯を使った多面体の石核である。作業面は、実測図の正面、 左側面、右側面、下面

である。正面の作業面は、上面の円磯面を打面として剥片を剥離している。左側面と右側面、下面の作

業面では、正面作業出を打面にして不定形の剥片を剥離している。

ブロック18

この調査区最大のブロックで、 411点の石器が出土している (第333図)。そのうち 8割近くがホルン

フェルスである。これだけの石器がありながら、完成品はスクレイパーが l点だけである。ブロッ ク18

と同様、本来は、微細な剥離のある剥片がもっとあるのだろう。

このブロックでは、 多くの石器が接合し、ブロック内だけでな く、ブロックi7やブロッ ク19との聞で

も多くの石器が接合した。接合資料については後述する。

このブロック内で採集した炭化物から、測定値で30，830::1::190yrB. P.の年代が得られている。

第332図-2がこのブロックから出土している。円礁を使った石核で、作業面は正面と左側面である。

正面の作業面は、上面の円磯面を打面にして、 不定形の剥片を剥離している。左側面の作業面は、右側

面にある平坦面を打面にしているが、この作業面で剥片を剥離した時に、石核が破損している。

第334図 lはスクレイパーで、ある。円礁を除去した剥片を使い、裏面にある石の目を打面にして、

側縁に高い角度で剥離を入れている。 2もスクレイパーで、石核を転用している。剥片剥離が終わった

後に、上面見通し図に示した縁辺を加工している。これに剥片が接合したことで¥加工した部分が、 か

つて剥片剥離を した作業面で、この作業面を除去する ようにして刃部を作っていることがわかる。

ブロック19

45点の石器からなる(第335図)。ほとんどがホルンフェルス製の剥片と砕片である。フ。ロック内接合

以外に、ブロック17、ブロッ ク18と接合関係がある。

第334図 3は、刃部磨製石斧である。緑色凝灰岩を使ってお り、これを作った際の剥片が2点接合

している。実測図で下にした側が刃部と思われ、研磨痕がある。 日の細かい砥石を使ったと思われ、研

磨痕が付いた部分は光沢が出ている。

ブロック20

43点の石器からなる (第336図)。頁岩の剥片が I点ある以外は、 ホルンフェルスの剥片と砕片である。

ブロック内接合以外に、ブロック18、19と接合関係がある。

遺構外出土遺物

この遺物分布域では、ブロッ クに属さない石器は少ない。第334図-4は微細な剥離のある剥片で、

黒曜石の縦長剥片の縁辺に微細な剥離が見られる。
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接合資料 l

第337図"'339図に示した接合資料は、ホルンフェルスの円礁を搬入したこと を示すものである。石核

3点とスクレイパー l点、剥片40点が接合して、ほぼ円礁の状態に戻っている。 分布はブロッ ク17を中

心にして、ブロック16、ブロック18、ブロック20にまたがっている。

剥片剥離工程は、 4つの工程に分けられる。下記で、11債を追って記載する。

第一工程

ホルンフェルスの円1擦を搬入後、円磯の上端を打面として、 交互剥離によって自然面を除去しながら

不定形の剥片を剥離する。 この工程で第338図-14、第339図-24、29、30の剥片が剥離されている。

第二工程

第一工程終了後、円礁の下端から交互剥離によって自然面を除去しながら不定形の剥片を剥離する。

第一工程よ りも多くの剥片が剥離されている。この工程で第338図-5、9、10、11、15、第339図 17、

18、20、21、25、27、28、31の剥片が剥離されている。

第三工程

ここで円礁が縦に分割され、第一工程と第二工程では lつの石核だったものが、第331図 Iと第332

図-1の石核に分かれる。 ここでは、第331図-1の石核からの剥片剥離を第三工程とする。この工程

では、石核から、 第338図 1、2、3、6、8の剥片が剥離されている。この時、 第331図 2に示す

石核の素材剥片も剥離されている。

第四工程

第二工程後、円礁が縦に二分割された うち、第332図-1の石核からの剥片剥離を第四工程とする。

ここでも多く の剥片が剥離されており、第338図-4、7、12、13、第339図-16、19、22、23、26、32

を剥離している。大き く円磯面を除去した剥片が目立つ。 また、この時第331図-3に示したス クレイ

ノ号ーの素材剥片も剥離されている。

接合資料2

第340図"'342図に示した接合資料は、ホルンフェルスの円礁を搬入したこと を示すもので、剥片を剥

離した後に、石核が搬出されているため、石核が入る部分が空間になって残っている。剥片を剥離した

場所によって3つの工程に分けることができる。

第一工程

第340図に示した実測図の右側見通し図に見られる一群の剥片を剥離した工程である。石核の側面に

当たる部分で、円磯面を除去した剥片が多い。この工程では、第340図 5、6、 l、第341図-11、第

342図-21、25、26が剥離されている。このうち、第342図-26の剥離後、 同図25の剥片を剥離する前に

打面を再生しているようで、 打面の高きが低 くなっている。

第二工程

第340図に示した実測図の上面見通し図に見られる一群の剥片を剥離した工程である。ここは、石核

の上面に当たる部分で、この工程で第341図-9、12、13、14、15、16、18、第342図-20の剥片が剥離

されている。

第三工程

第340図に示した実測図の正面に見られる一群の剥片を剥離した工程である。石核の正面に当たる部

分で、この工程で第340図-2、3、4、7、第341図-8、10、17、19、第342図-22、23、24、27の

剥片が剥離されている。

以上の工程が終了した後、石核は搬出されているようで、調査区内からは出土していない。そして、

接合資料では、 石核の部分だけが抜け落ちたようになっている。

425 



AF30 
X=-94240.0 

十y=28590.0 

@ 

AE30 
X=-94250.0 

十y=28590.0 

• 

. . . . 
•• . 
. 

• • •• 
‘.・'Jv-e 、.

• • 

• 

26 

• 

17 21 18 

AF31 
X=-94240.0 

斗y=28600.0 

AE31 
X=-94250.0 

+y= 28600。

• 

0 (1 : 150)3m 

24 

。

第337図第V黒色帯出土接合資料1

426 

30 

27 

20 

30 14 

( 1 2) 10cm 



2tcsi同
o
G
Q
ム

ぐご〉
く二二p

ζ 乙コフ

C

一

~~伊:。鱈

Eib id 

A 

〈 今〉

くこご〉

さ~.~代

三月:阿六三L
どここコ

くコ
く二〉
〈づフ

o (1 2) 5 cm 

第338図 第V黒色帯出土接合資料2

427 



zye:何16 2P思マワ17

~V岱抽1 9三 ~~ø-~臼20

ごlU阿22

一州島
-Jtj叫

Z GEOC226 
三3AU

八
m
u
川
崎
U
U引

爪
川
U

庁内
U

A
m
w
m
u
 

A
ω
R
U
 

O

A

O

G

 

じ-~-~d
と〉

くミニア
〈こここ--コ

く注ζ斗

く二三〉
〈二三〉

仁>
ζ二三斗

ふ

とご〉

10cm (1 : 2) 

30 、

。:GC3
6ミt

三V宙~
428 

。



剥舵順

正面作業菌 17+19→2+3→27-24→4→10→8→7→22→23 

右側面作業蘭 21→11→26→(打面再生)→25-5→6→1

上菌作業面 15→18→12→13司 16→20→9→14

+ 

+ 

11 

12 
4ト

27 10 

ム O-(T-D(j 尽
凶
川
V
3

m川
川
M
mv

m
M胤
wv

門

H
N
N
M
W

ム

ρ
W
32
 

仇

N
M
M
U

相
M
W

η川
川
門
川
副

勺

ρ
。 0- (!j-~t] 

び二フ

℃エフ 同
吋

〈
関
門
V

言、6F
 

電
50

 • • 

h国~ Qとご=ココ

九F30
X=-94240.0 

y= 28590.0 。 (1 2) 10cm 

• • • .・

司、
• ...， • • -・・ . 

+ 
AE30 

X=-94150.0 

y= 28590.0 

ート
AE31 
X=-94250.0 

y= 28600.0 o (1: 200) 5 m 

• 
第340図第V黒色帯出土接合資料4

429 



己二 UÆ~出 ~ ~-~-~合 ( て忍
~U伊事℃

二~.~日三VBJV巳三~ &-~-~司

守、、、
u
p
 

け

f

三三三 (J -{fE翠~一、ξミミ

~川Mν

?V  

ζコ。
19 

o (1 : 2) 10cm 

第341図 第V黒色帯出土接合資料5

430 



79建?句や 。 V色iQd
ロ~ご〉

に~01¥V朝、総 bf::-::::，. f 1-¥ ~ 1/ /f-) ¥1 ¥ -_ て三〉

ζ〉

亡こア
C二二二=司

f-----ョ

ζ二二コ

〈二三〉

ζ〉
ど二〉
く二〉

巳

〈ミ』

22 

く~
戸 田向 且 3 』Aι二討"1 

V 't/ リ

。

第342図 第V黒色帯出土接合資料6

431 

。

~ 
24 

26 

27 

(1 : 2) 10cm 



護合資料3

第343図、 344図に示した接合資料は、ホルンブエルスの円礁、もしくは粗割りした円礁の搬入を示す

接合資料である。剥片剥離を終えた石核は搬出されたよう で、石核の部分が抜け落ちて、剥片に固まれ

た空間が残っている。

石核が入る空間の形から、石核の形は立方体か直方体に近い形だ、ったと想定される。そ して、 剥片の

接合状況から、石核の正面と上面、側面が作業面になっていたと考えられる。実測図では、正面が石核

の正面作業面、上面が石核の上面作業面、左側面が石核の側面作業面に当たる。第343図に剥離順を示

したように、この3つの作業面の聞で、頻繁な打面転移が見られる。

剥自m作業の工程は下記のとおりである。上面打面から左側面作業面で第344図-7、8、3+9の剥

片を剥離した後、作業面が上面に移り、ここで剥片17を剥離する。次に作業面が正面に移り、 右側面を

打面にして剥片13を剥離する。その後、打面が上面に移動し、 左側面を作業面にして l、2、5十6、

11、12、14の剥片を剥離する。再び、上面打面、 正面作業面の組み合わせに戻り、 4+10+16の剥片を

剥離する。剥片としては l枚だが、剥離時に 3枚に割れている。最後に15の剥片を剥離して、 これが剥

離時に縦割れして終っている。分布はブロ ック18を中心にして、ブロック17とブロック20に跨る。

接合資料4

第345図、第346図に示した接合資料は、ホルンフェルスの円磯、も しくは分割した円礁の搬入を示す

ものである。分布はブロック18の中に納ま っている。第345図-1の石核に26点の剥片が接合している。

石核の作業面は、実測図に示した正面と左右の側面で、その作業面に不定形の剥片が積み重なる ように

接合していることから、 連続して剥片を剥離した状況がうかがえる。 lの石核だけを見ると、 実測図の

正面と下面が主要な作業面に見えるが、実際には、左側面に最も多く の剥片が接合しており、この面で

は実に20枚の剥片を剥離している。これによって、石核の大きさが縮むように小さ くなっていく過程が

わカュる。

接合資料5

第347図、 第348図に示した接合資料は、ホルンフェルスの円磯、もし くは分割した円礁の搬入を示し

ている。分布はブロック18を中心に、ブロック19にl点、プロック外に I点分布している。これも接合

した剥片に固まれて、石核が入る部分に空間が残っている。 その空間から石核の形を想定する と、立方

体に近いと思われる。そ して、 剥片の接合状況から、石核の正面と上面、側面が作業面だ、ったと考えら

れる。実測図では、正面が石核の正面作業面、上面が石核の上面作業面、右側面が石核の側面作業面に

当たる。接合している剥片は、 不定形で側面に自然面のあるものが多い。

接合資料6

第349図に示した接合資料は、ホルンフェルスの板状剥片の一端で、打面と作業面を交互に入れ替え

る交互剥離を連続して行い、不定形の剥片を剥離している。剥片は小さな調整剥片と思われるものが多

いことから、石器に加工できる剥片は搬出されている と思われる。最後に残った石核は、作業由を加工

してスクレイパーにしている。分布はブロック18内に納まっている。

接合資料7

第350図に示した接合資料は、ホルンフェルスの円磯もしくは分割した円礁を搬入したこと を示すも

のである。 円磯面を除去した後に不定形の剥片を剥離している。剥片剥離の初期工程だけ行っている と

思われる。分布はブロック17に納まっている。

以上の接合資料から、ブロック17、18といった造物量の多いブロックでは、 ホルンフェルスの円1擦を

搬入して剥片剥離を行っているこ とがわかる。石核は残っているものと搬出されている ものが見られる。

また、完成品としての石器が少ないことも特徴の一つである。
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剥離順
8→7→3.9→(打面転移)→17(華IJ雌時に聖子割れ)→(打面転移)→13→(打点転移)→11→12

3と9は和l離順不明

→1→2→5+6+14(剥離時割れ)→(打面転移)→10+16+4→(打薗転移)→15(剥随時にヲテ割れ)

• 

• • 
• 

~. • • • 
• • •• • 

。 (1 : 100) 
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X=-94240.0 

y= 28600.0 
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• • 
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• 

5m 
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接合資料8

第351図 ~第353図に示した接合資料は、粗粒の安山岩の剥片が接合したもので、ホルンフェルスが主

体になる中で目立つ石材である。第351図、第352図と第353図の接合資料同士は接合しないが、 同一個

体と考えて間違いない。

第351図、 第352図の接合資料は、 長楕円形の円礁の周囲から不定形の剥片を剥離したこと を示してい

る。 剥片は、 長楕円形の空間を包み込むように接合してお り、この空間に入る石器の形は、 細長く扇平

な形を想定できる。粗粒の安山岩を使った石器は、他に出土していないが、石材の質から考えて、ナイ

フ形石器やスク レイパーのような利器は考えられない。接合した剥片に包まれた空間の形から、石斧を

製作した可能性が高い。

第353図に示した接合資料も平坦な磯面を残す素材を使い、円磯面を除去して素材を薄 くしながら幅

を縮めていくように剥片を剥離しているこ とから、これも石斧を製作した可能性が高い。

ー

10 

。 (1 : 2) 10cm 
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第9節 第vn黒色帯の遺物

最深部にある文化層で、石器が2点出土した(第354図)。この層からは採集した炭化物から、測定年

代で'， 32，080:t170yrBP、補正年代で、 32，060:t 170yr BPの年代が得られている。

第354図 Iはホルンフェルス製の磁器、もしく は石核である。円礁と亜角礁の中間のよう な礁を

使っており、平坦になった際面を打面にして、礁を斜めに分断するように剥離を入れている。2はホル

ンフェルスの剥片で、 lとは個体が違う。平坦打面を持ち、 表面には自然面が残っており、この剥片が

剥離された方向とは90度近くずれた方向からの剥離面が見られる。裏面は打癌が発達している。

1f 

第354図第VII黒色帯出土石器
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第7章まとめ
第 l節 的場古墳群の調査

静岡県内における横穴式石室の導入は、 6世紀前半に始まり、 時期が下るに従って、東に広がって

いったと考えられている。しかし、その伝播は単純な東進ではなく、畿内系石室に関する情報が変形す

ることな く純粋に伝わり、拠点的に上位階層の古墳に採用される場合や、三河系石室に関する情報が、

東進しながら変形していく場合、横穴式石室という発想だけが伝わり、それが地域内で独自に解釈され、

葬送方式に採用される場合が想定されている (鈴木2003)。

富士川~愛鷹山麓では、畿内系の横穴式石室は見られず、三河系の横穴式石室の伝播も明確ではない。

代わ りに、無袖式横穴式石室を採用し、石室開口部に段を設ける独特の形態が見られる。鈴木2007では、

横穴式石室に関する情報が限定的に伝わった地域と解釈されている。

さて、的場古墳群では、 主体部が大きく 破壊された l号墳を除き、2"'"4号墳で開口部に段をもっ横

穴式石室が見られた。 段を持つ石室の系譜は、鈴木2003、井鍋2003、土生田2010、菊池2010、鈴木2010

といった最近の研究によれば、竪穴系横口式石室に求められる可能性が示されている。墓域内外を区別

するという、人間の自然な発想からすれば、石室内部と外部の境界に墜を作る ことで、 墓の中と外を区

別する目的があったことは確かで、あろう 。その段の作り方は、各古墳によって違いが見られる。

2号墳では、 墓坑内を、 墓道よりも一段掘り下げ、 墓道と墓坑の聞に階段状の段を作っている。 3号

墳では、墓道から墓坑に向かつて下り傾斜を作り、石室内は反対に上り傾斜にすることによって、石室

開口部が最も低くなるようにしている。そして、その部分に石を積み上げて壁を作っている。 4号墳は、

墓道と墓坑を掘削する際、 石室開口部を掘 り残すこ とで、はっき りとした壁を作っている。

井鍋2007によれば、段の作り方には他の方法もある とのことから、段を構築するこ とで、石室の中と

外を分ける境界を作るこ とに意味があるのであって、その方法まで、は規制がなかったか、あったとして

も緩やかな規制であったと考えられる。

このような有段無袖式の横穴式石室の源流を考える上で重要な古墳として、富士市の中原4号墳があ

る。 ここからは鍛治道具が出土していることから、鉄生産を掌握する立場にある人物が葬られた と考え

られている。

的場古墳群では、3号墳から鉄鐸が2点出土している。報告でも書いたように、 鉄鐸は、鉄生産にか

かわる集団の祭租具と考えられている。 3号墳では、鍛治道具や鉄津といった鉄生産に直結する遺物は

出土していないが、 鉄鐸が出土したことから、 鉄生産との関わりは否定できないであろう。したがって、

有段無袖式の横穴式石室と鉄生産者集団との関係を考える上での新資料となる。

副葬品では、 3号墳で良好な資料が得られた。特に第3遺物群と第4遺物群では、鉄製品の一括資料

が出土した。ともに大刀 l本、刀子 l本と鉄鉱群の組み合わせからなるもので、 鉄鍛の形態は、第3遺

物群では、平根三角形式短頚飯、柳葉形長頚鯨、三角形式長頚鯨が主体で、第4遺物群では、 長楕円形

で盤箭鍬に近いもの、も しく は片刃箭鯨に近いものが主体であった。3号墳が作られた6世紀後半は、

古墳時代後期に見られる鉄鍛のすべての形式が揃う時期で、3号墳から出土した鉄鍬の形式も、この時

期に見られる もので、その市白見は、6世相後半に見られる一般的な組み合わせである。

4号墳は主体部が破壊されているため、ここで出土した副葬品は、必ずし も良好な一括資料と は言え

ないが、万子に鉄鍛が伴っており、はばきが 1点出土しているこ とから、大万もl本副葬されていたこ

とになり、3号墳の第3遺物群、第4遺物群と同じ組み合わせになる。鉄鍛では、 形の崩れた三角形搬

や飛燕式といった、 6世紀末"'"7世紀初頭に出現する形式が見られることから、 3号墳に続いて築造さ

れた古墳と考えられる。
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第2節 的場遺跡の調査

縄文時代

丘陵上では、炉跡と集石がまとまって検出できた。いずれも火を使ったことを示す遺構である。各遺

構の時期を決める遺物が乏しいが、包含層から出土した土器から考える と、早期から中期にかけて作ら

れた遺構が集まっている もの と考えられる。住居跡は 2軒しか検出できなかったこ とと、 包含層から出

土した遺物に、 装飾品や祭組用品が含まれないことから、やはり、 居住地ではなく、 火を使った特定の

活動を継続して行っていた場所と考えられる。

縄文土器は、早期~中期の土器が出土した。早期では、田戸下層式士器の中に楕円文土器を入れた状

態で出土した土器を特記でき る。 出戸下層式土器には、 貝殻腹縁文で楕円文を模したよ うな文様が見ら

れ、楕円文土器には沈線文を入れてあるという、双方の土器が融合したような文様構成が見られた。こ

のこと は、田戸下層式と楕円文土器が並行するこ とと、両者が密接な関係にある ことを示している。

前期では、十三菩提式土器が多く 見られた。十三菩提式は、縄文時代研究プロジェク トチーム1997に

よって、時期が細分されており、これを参考にすると、的場遺跡で出土した十三菩提式土器は、 三角印

刻文を入れた古い段階から、細密浮線文を入れた新しい段階まで、 各時期の文様が揃っている。

十三菩提式土器と同時期の大歳山式土器は、 十三菩提式土器と分布が重なる他、文様構成が大歳山式、

胎土と施文方法が十三菩提式といった、両型式が融合した土器が見られた。白っぽい胎土に薄い器壁、

i L J形の結節竹管文といった、典型的な大歳山式土器も出土していることから、十三菩提式土器を持

つ集団が、大歳山式土器を模倣して作った土器と考えられる。これも十三菩提式と大歳山式が同時期で、

あることを示す資料である。

旧石器時代

第V黒色帯で5つのブロッ クが、まと まった状態で出土した。内容は、格段に大きなブロック18があ

り、その周辺に中規模のブロック17と小規模なブロック16、19、20が分布している。このような大中小

の組み合わせは、 A般に見られる組み合わせで、最大規模のブロック18では原石の搬入、石核の製作、

剥片剥離、石核の廃棄といった一連の工程を示す接合資料が複数あり、ブロッ ク17では原石搬入以降の

一連の工程を示す接合資料が一例見られた。小規模なブロック16、19、20では、 接合する資料は少な く、

石器製作というよりも、 石器の搬入と廃棄によって作られたブロ ックと考えられる。

大中小の 3つの規模のブロッ クが Iつのセットになることは、野口1996で指摘されたことであり、的

場遺跡の第V黒色帯のブロ ック群は、ブロ ック群の lつの単位を表す好例であろう。
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共伴した田戸下層式土器と楕円文土器



図版7

第V黒色帯出土接合資料



図版8

第V黒色帯出土接合資料と第VII黒色帯出土石器



図版9

竪穴住居跡 1遺物出土状況

竪穴住居跡 1完掘状況



図版10

竪穴住居跡2床面検出状況

1号墳完掘状況



図版11

2号墳石室完掘状況

2号墳墓坑完掘状況



図版12

4号墳石室完掘状況

4号墳墓坑完掘状況



図版13

3号墳石室完掘状況

3号墳閉塞石検出状況



図版14

3号墳根石検出状況

3号墳墓坑完掘状況



図版15

3号墳第3遺物群出土状況

3号墳第4遺物群出土状況



図版16

'町、4

~. : 1~.... ' 

浮::Ja二二

~ :"P 

:引が;:，;:1777ミヤ ;JJ22γ
長，E;:;J;:二努: ， b・ ß;~~~， ; ろ'_.../ 

v.，...-. '" ~~ … 

ず :ー号ふ 17 円fi'tf;;FJf'ヲ c !内

田戸下層式土器と楕円文土器の共伴状況

< 
_11 ， 

， ， 

.. .T...... 



図版17

集石24出土状況

集石25出土状況



図版18

t~ 

集石14断面

集石16出土状況



図版19

集石17出土状況

集石22出土状況



図版20

集石30出土状況

集石34出土状況



こノ

一、...:;.--

、4

、、‘-J 

， 

、竺・、ニJ
ギノ デ:=

;db 

諜群18出土状況

楳群25出土状況

図版21



図版22

i 
J 

-、コ

』ごE 、ー
ヘ泊ヤ

第V黒色帯遺物出土状況

第四黒色帯遺物出土状況



図版23

3号墳出土大万 3号墳出土大万X線透過写真



図版24

3号墳第3遺物群

az.
，‘冒'

岨
h
E
F

，.
‘，s
・，‘.，
as'

-E--EEa
，，，、

轟
轟
.
.
.
.
.
 



図版25

3号墳第3遺物群X練透過写真



図版26

3号墳第4遺物群

3号墳第4遺物群X線透過写真



図版27

2号墳出土遺物

2号墳出土遺物X線透過写真



図版28

竪穴住居跡 1 4号~1

士坑1

土坑1

、

竪穴住居跡1

土坑1

y 

3号墳

平安時代~古墳時代出土土器



k 

縄文時代早期の土器

r/ 

/ 

図版29



図版30
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要約
縄文時代では、 早期~中期の土器が出土 した。特に前期末の十三菩提式は、文様のパ

リエーショ ンが多く 、良好な資料ーになると思われる。

旧石船時代では、 第V黒色帯で出ょしたブロック群で豊富な接合資料が得られた。ま

た、第四黒色情では、 3万年を超える年代測定値が得 られ、その層から 2点の石器が出

土した。日本での最古級の石器 として貴重な資料になる。
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